
工事名称 旭町住宅３号棟耐震改修等工事（建築主体工事）

工事場所 三原市旭町一丁目

建物概要 ・構造　鉄筋コンクリート造４階建て

・床面積　1,341.38㎡

・建設年　昭和53年

工事内容 次のとおり，旭町住宅３号棟について改修工事を行う。

（1）建築主体工事

　 ・エレベーター棟増築工事

・耐震改修工事（耐力壁新設，耐震スリット新設）

・外壁改修工事

・屋上防水改修工事

（2）外構工事

・屋外倉庫改修工事

・付属棟（駐輪場，ごみ置場）改修工事

準　　則 公共建築工事標準仕様書（建築工事編・電気設備工事編・機械設備工事編），

公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編・電気設備工事編・機械設備工事編），建築

物解体工事共通仕様書（国土交通省官房官庁営繕部監修・最新版）に基づき施工する。

関係法令
等

本工事については，次の関係法令その他の規定等に基づき施工すること。

・建築基準法，同施行令，同施行規則

・消防法，同施行令

・建設業法，同施行令，同施行規則

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律，同法施行令，同法施行規則

・労働安全衛生法，同法施行令，同法施行規則

・建設工事公衆災害防止対策要綱

・大気汚染防止法，石綿障害予防規則

・振動規制法

・土壌汚染対策法

・その他関係法令

疑義変更 　本設計図書は，設計の大要を示すものであり，詳細部等について技術的必要事項は明記なくとも

完全に施工すること。

　施工に際して疑義を生じた場合，または軽微な変更を必要とする場合には，速やかに監理者と協議

し，監督員の指示により施工すること。ただし，これらに於いて請負金額の増減はなきものとする。

提出書類 　施工に先立ち，工事工程表，仮設計画図及び監督員の指示する書類を提出し，監督員の承認を受け

ること。商品名及び製造者名が記載された材料については，当該商品又は同等品を使用するものとし，

同等品を使用する場合は，監督員の承諾を受けるものとする。また，設計図書に定める品質及び性能を

有することの証明となる資料を提出して監督員の承諾を受けるものとする。

工　　期 　本工事は請負契約締結の後，令和5年3月20日をもって工期とする。このうち検査期間として13日間を

特　記　仕　様　書
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見込んでいる。

留 意 点 ・入札に先立ち現地調査を十分に行ない，質疑がある場合は入札前に確認すること。

・本工事は居ながら工事を基本とし，必要に応じて住人等の通路の制限を行う。ただし，事前に施設

　管理者及び住民等へ説明を行い，承諾を得るものとする。

・住人の所有物に養生や移動を行う場合は，事前に所有者に連絡すること。

・騒音，振動及び粉塵等については，騒音計，振動計，デジタル粉塵計を設置し，十分な管理及び

　対策に努め，また施工方法も配慮すること。

・解体工事及びアンカー工事等の騒音，振動及び粉塵等の発生が予想される工種については，施工時

　間及び施工方法等，住民へ最大限配慮した計画のもと行うこと。

・外壁改修工事について，養生等によりバルコニー側窓の開閉を制限するため，比較的気温の低い

　時期（10月頃）から着手すること。ただし，外壁劣化調査数量については，９月中に報告すること。

・施工箇所周囲の備品，機器等については，粉塵対策として養生及び清掃等を確実に行うこと。

・配筋検査は，受注者による自主検査を行ったうえ，監督員による検査を受検すること。なお，これら

　の検査は，種類，径及び数量については全数検査を行うこと。

・工事期間中は付近の交通の安全を図ると共に，工事用出入り口には誘導員を常時配置し，危険防止

　に努めること。

・本工事で見込む交通誘導員について，実施数量が設計数量に満たない場合は設計変更（減額）の

　対象とする。

・近接する古浜北公園において，仮駐車場整備及び整地を含む復旧費を本工事にて行う。

・仮駐車場について，出入り口付近道路を含め，維持管理及び清掃（週1回程度）を行うこと。

・工事中に粉じんの発生が予想される工種については，粉じん抑制等，周辺の環境対策のため散水

　を確実に行うこと。

・第三者災害防止及び飛散防止対策のため，必要に応じて監督員の指示する範囲に，バリケード等

　を設置すること。

・工事に支障となる雨水，湧水，洗浄水等の排水については，ノッチタンクにより汚泥等の処理を行った

　うえ，適切に排水すること。

・石綿含有建材の調査について，工事着手前までに書面及び目視調査を，一般建築物石綿含有建

　材調査者，特定建築物石綿含有建材調査者，建築物石綿含有建材調査者，日本アスベスト調査

　診断協会の登録者が行うこと。

・石綿含有建材の事前調査結果を工事着手前までに発注者に対し説明を行い，労働基準監督署及び

　所轄官庁へ報告すること。

・その他石綿の飛散防止等については，改正大気汚染防止法及び施行令（令和３年４月１日施行）

　に基づくこと。

・施工面積（外構工事含む）が3,000㎡以上の場合，土壌汚染対策法第4条第1項に規定する届け出

　を工事着手30日前までに所轄官庁へ提出すること。

・本敷地内の別途工事及び近隣で行われる工事について，取り合い工事及び工程等の調整を行う

　こと。

・仮設内部足場は本工事に見込んでおり，別途工事業者は無償で使用できるものとする。

　（維持管理上必要な費用は各業者で協議の上分担すること。）

・足場，交通誘導員，工事関係者駐車場用地は，建築主体工事に見込んでいるが，別途工事受注者も

　使用できるものとする。

・仮使用申請，道路使用，道路改築申請等の手続きについては，受注者の負担により遅滞なく行うこと。

・工事に伴い各種申請手数料等が発生した場合は受注者の負担とする。

・周辺道路については常時，監視を行い，工事車両等により汚損させた場合は，速やかに清掃及び補

　修を行なうこと。

・台風や豪雨など自然災害の発生が予測される場合は，事前に足場等の養生シートを折りたたむ等の

　対策を施すこと。また，現場巡視と災害防止対策を必要に応じて行うこと。
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・図面に明示されていない事項であっても，工事上必要とされる事は工事範囲とする。

・受注者事務所，休憩所及び便所等は関係法令に従って設けること。

・工事に係る電気，水道及び下水道料金等は受注者の負担とする。

・本工事の外注資材，労務等の調達については，極力，市内に主たる営業所を有する業者に発注

　すること。困難な場合は，あらかじめ，理由を添えて発注者の承認を受けること。

・本耐震改修計画については，一般社団法人 広島県建築士事務所協会より，建築物耐震診断等

　評価を受けている。

・行政機関の休日に関する法律（昭和63年法律第91号）に定める行政機関の休日に工事の施工を

　行わない。ただし，あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は，この限りではない。

・工事完了後，完成図として製本図面（二つ折り・A3縮小版）を３部提出すること。

・広島県工事中情報共有システムを利用すること。なお，本工事にシステム利用料金を見込む。
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設計に緑を

図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .

旭町住宅３号棟耐震改修等工事
( 建築主体工事 )

62021

-
３号棟
表紙､図面ﾘｽﾄ

Ａ-01
浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号

1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

番 号

表紙､図面ﾘｽﾄ

図面名(意匠) 縮 尺 番 号 図面名(意匠) 縮 尺

建築工事特記仕様書(1)

建築工事特記仕様書(2)

建築工事特記仕様書(3)

建築工事特記仕様書(4)

建築工事特記仕様書(5)

建築工事特記仕様書(6)

建築工事特記仕様書(7)

外壁改修工事特記仕様書(1)

外壁改修工事特記仕様書(2)

外壁改修工事特記仕様書(3)

番 号 縮 尺番 号 図面名(構造) 縮 尺

A-08

A-01

A-02

A-03

A-04

A-05

A-06

A-07

A-11

A-12

A-09

A-10

A-13

A-14

A-15

A-16

A-19

A-20

A-21

A-22

A-23

A-24

A-25

A-18

A-17

附近見取り図・既存配置図

改修後配置図

S-19

建築工事特記仕様書（構造関係（１））　

建築工事特記仕様書（構造関係（２））

構造関係共通事項（１）

構造関係共通事項（２）

構造関係共通事項（３）

構造関係共通事項（４）

構造関係共通事項（５）

構造関係共通事項（６）

EV増築　伏図

EV増築　軸組図

EV増築　部材リスト（1）

EV増築　部材リスト（2）

EV増築　鉄骨詳細図

合成スラブ用デッキ標準図（参考）

弾性露出柱脚工法標準図

弾性露出柱脚工法標準図(1)

弾性露出柱脚工法標準図(2)

弾性露出柱脚工法標準図(3)

ボーリング柱状図

S-01

S-02

S-03

S-04

S-05

S-06

S-07

S-08

S-09

S-10

S-11

S-12

S-13

S-14

S-15

S-16

S-17

S-18

1/100

1/20

1/30

1/30

1/100

1/150

図面名(構造)

建築改修工事特記仕様書(8)

建築改修工事特記仕様書(9)

改修前 基礎伏図･1階床梁伏図

改修後 基礎伏図･1階床梁伏図

改修前 1,2階柱壁2,3階梁床伏図

S-20

S-21

S-22

S-23

S-24

改修後 1,2階柱壁2,3階梁床伏図S-25

1/100

1/100

1/100

1/100

改修前 軸組図

改修前 3,4階柱壁4,R階梁床伏図

改修後 3,4階柱壁4,R階梁床伏図

ﾃﾞｨｽｸｼｱｷｰ工法特記仕様書2

ﾃﾞｨｽｸｼｱｷｰ工法特記仕様書1

改修後 軸組図

あと施工スリット工事特記仕様書

耐震スリット詳細図

既存 部材ﾘｽﾄ

増設壁詳細図

1/100

1/100

1/100

1/100

1/20,40

1/50

S-26

S-27

S-28

S-29

S-30

S-31

S-32

S-33

S-34

S-35

面積求積図、算出表

1/200

A-26

A-27

A-28

A-29

A-30

A-31

A-32

A-33

A-34

A-35

A-36

A-37

A-38

A-39

A-40

A-41

A-42

A-43

A-44

A-45

1/200

1/100

A-46

A-47

A-48

A-49

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

改修前　1階平面図

改修前　2階平面図

改修前　3階平面図

改修前　4階平面図

改修前　屋根伏図

改修後　1階平面図

改修後　2階平面図

改修後　3階平面図

改修後　屋根伏図

改修後　4階平面図 1/100

1/100

改修後　南側立面図

改修後　北側立面図

改修後　西側・東側立面図

1/100

1/100

1/100

改修後　断面図-1 1/100

1/50改修前　矩計図

改修後　矩計図 1/50

1/50

1/100

1/100

改修後　断面図-2

改修後　断面図-3

ＥＶ棟　改修前後　断面詳細図

EV平面詳細図

撤去・塗装替　建具表

部分詳細図

倉庫詳細図

自転車置場詳細図

日影時間図-2

日影時間図-1

改修前　外構配置図

改修後　外構配置図

平均地盤算出表

仮設計画図<参考図>

1/100

1/50

1/30

1/30

1/200

1/200

1/30，1/50

1/30

1/30

1/200

1/200

1/200

昇降機設備図（１）

昇降機設備図（２）

昇降機設備図（３）

昇降機設備図（４）

昇降機設備図（５）

1/30



図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

３号棟
建築改修工事特記仕様書（１）

A-02

設計に緑を

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

図面縮小率　A2版 100％
図面縮小率　A3版  71％

監督職員と協議の上決定

監督職員と協議の上決定

監督職員と協議の上決定

監督職員と協議の上決定

監督職員と協議の上決定

・ 現場説明書による。

・ 現場説明書による。

１

１ １

１０

広島県三原市旭町一丁目

・ 現場説明書による。

1

旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

3号棟：鉄筋コンクリート造（4階建て）
1,120㎡

耐震改修工事・ＥＶ増築工事・外壁改修工事

３

３２

保証書は、元請け会社、防水工事施工会社、防水材料メーカーの３社連盟保証とすること。

：

章 項　　　　目

（１）工事に際し，工事関係者以外の第三者の生命，身体及び財産の危機，並びに迷惑を防止するために必要な措置をとること

（２）上記について，「建設工事公衆災害防止対策要綱（平成５年１月１２日付　建設事務次官通達）」に基づき実施すること

９．現状復旧
工事に際し，隣接建物等に損傷を与えた場合は，速やかに現状復旧を行うこと

１０．主要資材等

　　　所在地及び資材名等を発注者に通知するものとする

（３）この工事の施工に際し，やむを得ず工事の一部（主体的部分を除く）を第三者に請け負わせようとする場合は，原則として

章

１

一
般
共
通
事
項

３ 工事実績情報の登録 受注者は，受注時又は変更時において請負金額が５００万円以上の工事について，工事実績情報サ

は，工期の変更，技術者の変更があった場合とする。

（１）本工事で発生した建設廃棄物は，広島県（環境県民局）及び保健所設置政令市等（広島市，

　　　呉市，福山市）が廃棄物処理法に基づき許可した適正な施設（許可対象とならない中間処

　　　理施設にあっては，廃棄物処理法に定められた基準に従った適正な施設）で処理すること

　　　ただし，建設廃棄物が破砕等（選別を含む）により有用物となった場合，その用途に応じ

　　　て適切に処理すること（原則，県内処分）

（２）本工事における再資源化に要する費用（運搬費を含む処分費）は，前記（１）に掲げる施

　　　設のうち受入れ条件が合うものの中から，運搬費と受入れ費（平日の受入れ費用）の合計

　　　が最も経済的になるものを見込んでいる。従って，正当な理由がある場合を除き，再資源

　　　化に要する費用（単価）は変更しない

（３）本工事で発生する建設廃棄物のうち，広島県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物につい

　　　ては，広島県産業廃棄物埋立税が課税されるので適正に処理すること。なお，広島県産業

　　　廃棄物埋立税は見込んでいる

Ⅰ．工　事　概　要
仕　様　書

３．敷地面積
４．構造規模

５．工事種目

（２）当該工事に使用する砂については，海砂（県外産を含む）を使用しないこと

Ⅱ．建築改修工事仕様
１．

２．

（１）項目は番号に○印のついたものを適用する

（２）特記事項は○印のついたものを適用する

○印のつかない場合は、※印のついたものを適用する

○印と　※　印のついた場合は共に適用する

（３）項目に記載［　　］の内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　（　　）の内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（４）工事施工上必要な官公署その他への諸手続き及び届出は，全て受注者の負担において遅滞無く行うこと

（５）関係法令の改正等により（条例を含む）、工事内容が法令等に抵触する恐れがあることを認識した場合には、その対応等に

項　　　　目 特　　　記　　　事　　　項

１ 適用基準等 ・公共建築工事標準仕様書（建築工事編）　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（最新版）

・建築工事標準詳細図　国土交通省官房官庁営繕部監修（最新版）

２ 電気保安技術者 ※適用する

［１．３．３］

［１．１．４］

４ 施工条件 下記以外は現場説明書による。

［１．３．５］ ・施工時間帯　　　　　（※指定あり　　　　　　　　　　　）

・部位別の施工順序　　（※図示　・                      ）

・工事車両の駐車場所　（※図示　・　　　　　　　        ）

・資機材置場          （※図示　・　　　　　　　        ）

・建設発生土仮置場    （※図示　・　　　　　　　        ）

５ 工事安全計画書

６ 発生材の処理等 ・引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・特別管理産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　処理方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・再生資源化を図るもの

　　・コンクリート塊　　・アスファルトコンクリート塊　　・建設発生木材

・PCB含有シーリング材の処理

　　・第一次判定

　　　現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及び分析の要否を判定する。

　　　　採取箇所数　　計　　箇所

　　　　採取箇所　　※図示　

　　・第二次判定

　　　専門分析機関にてPCB含有量の分析を行う。

　　・除去処理工事

　　　　除去範囲　　※図示　

・せっこうボードの処理

　・製造業者に回収委託

　・埋立処分（管理型最終処分場）

・石綿含有、ひ素・カドミウム含有以外のせっこうボード

・再生資源化（再資源化施設）　　・最終処分（管理型最終処分場）

・ひ素・カドミウム含有せっこうボード

・石綿含有せっこうボード　改修特記仕様書第８章環境配慮改修工による

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築改修工事標準仕様書

［１．３．１２］

※場外指示の場所に処分　・場外搬出適切処理　・場内指示の場所に敷き均し

・場内指示の場所に堆積

・当該工事により発生する建設発生土は，次の公の関与する埋立地に搬出するものとする

　搬出場所

※当該工事により発生する建設発生土は，「建設発生土処分先一覧表」に掲載されている施設のい

　ずれかに搬出するものとする。また搬出先として，運搬費と受入費（平日の受入費用）の合計が

　最も経済的になる建設発生土リサイクルプラント又は建設発生土受入地（一時堆積を含む）を見

　込んでいる。したがって，正当な理由がある場合を除き残土処分に要する費用は変更しない。な

　お，工事発注後に明らかになったやむを得ない事情により，上記の仕様に拠り難い場合は，監督

７ 建設発生土

８ 環境への配慮 化学物質を放散させる建築材料等

［１．４．１］ 本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する品質及び性能を有すると共に、

次の（１）から（４）を満たすものとする

（１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクル

　ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗

　料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材

　料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する

（２）接着剤及び塗料にトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する

（３）接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含

有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する

（４）（１）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、ホルムアル

　　　デヒド、アセアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用した

　ものとする

れた「広島県グリーン購入方針」に掲載されている品目については，他の特記事項及び図面表記の

範囲内で，環境負荷を低減できる材料を優先的に選定するよう努めるものとする

国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成１２年法律第１００号）に基づき制定さ

９ 材料の品質等 材料・機材等の品質及び性能

［１．４．２～５］ （１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能

　　を有するものとする

笠木

屋根調査は既存の防水層、シーリング材充填部、とい、笠木等及び下地の劣化状況を確認する。

　　はない

①品質及び性能に関する試験データを整備していること

②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること

③安定的な供給が可能であること

④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること

⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。

床型枠用鋼製デッキプレート オーバーヘッドドア

鉄骨柱下無収縮モルタル 防水剤

無収縮グラウト材 現場発泡断熱材

乾式保護材 フリーアクセスフロア

既成調合モルタル 可動間仕切

ルーフドレン 移動間仕切

吸水調整材 トイレブース

アルミニウム製建具 煙突用成形ライニング材

鋼製建具 天井点検口

鋼製軽量建具 床点検口

ステンレス製建具 グレーチング

錠前類 屋上緑化システム

クローザ類 トップライト

自動扉機構 エポキシ樹脂

自閉式上吊り引戸機構 ポリマーセメントモルタル

重量シャッター 既成調合目地材

軽量シャッター 鋳鉄製ふた

１０ 特別な材料の工法 標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品等の指定工法による

１１ 施工数量調査 調査範囲　※外壁（庇，　　共）　・屋根　　・図示　

［１．５．２］ 調査方法　※テストハンマーによる打診及び目視　　・図示　

外壁調査は、外壁改修フローに対応する外壁面のひび割れ、浮き、欠損部、内部まで貫通したひび割

れ及び雨漏りの有無についての位置及び数量（幅、長さ、面積）の調査を行う

１２ 調査のための破壊部分の 補修方法　※図示

補修

［１．５．３］

１３ 技能士

［１．６．２］

補修範囲　※図示

（４）本工事に使用する材料のうち、（５）に指定する材料の製造業者等は、次の①～⑥の事項を

（５）製造業者等に関する資料の提出を定める材料

（２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使

（３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法と

　　する

また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」 とは次

の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

①建築基準法施行令第２０条の第７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアル

　デヒド発散建築材料以外の材料

③建築基準法施行令第２０条の第７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

②建築基準法施行令第２０条の第７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

２

一
般
共
通
事
項

１

仮
設
工
事

１ 足場その他

［２．２．１］

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては，同ガイドラインの別紙１

「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の(2)手すり据置き方式又は(3)手す

り先行専用足場方式により行う。［表２．２．１］

・内部足場の種別　　　　　・ 設置する（※脚立、足場板等　・　　　）　・ 設置しない

④建築基準法施行令第２０条の第７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

特記仕様

剛性(E×I)スパン40cm 80000N･c㎡以上

幅30cmの中央曲げ時に、

荷重720Nの時、たわみ - -

4mm以下となる剛性

（品質・性能）

              分類・規格 ・窯業系 ・窯業系     ・金属複合板 

パネルⅠ類 パネルⅡ類 

（寒冷地仕様）（一般地仕様）

寸法(mm) 厚さ(mm) 

幅(mm) 

寸法の許容差 厚さ：+10％、-5％、幅：±1％

出荷時の含水率 出荷時において10％以下 -

曲げ強さ・曲げﾓｰﾒﾝﾄ 標準時 550以上 450以上 300以上

(N・cm) （ｽﾊﾟﾝ50cmに 凍結融解完了時 400以上 320以上 250以上

おける単位幅1cmあた （試験サイクル数） (300)  (200)  (300) 

りの曲げﾓｰﾒﾝﾄ） 

吸水率（％） 20以下 20以下  1以下

吸水による長さ変化率(％) 0.07以下 0.07以下  0.01以下

難燃性 不燃 不燃 表面材は不燃

耐凍結融解性能

著しい割れや剥離がなく、外観上異常がないこと

耐衝撃性能 質量500g（窯業系パネルⅠ類 質量500g（窯業系パネル

は1,000g）のおもりを高さ1. Ⅰ類は1,000g）のおもりを

0mから試験体の弱点部に落と 高さ1.0mから試験体の弱

したとき、裏面に達する穴が 点部に落としたとき、裏面

あかないこと に達する穴があかないこと

残留変形量1/100以下

かつ加圧時の最大変形

量4/100以下

曲げ強さ、モーメント凍結融解完了時の試験サイクル後、

・乾式保護材

窯業系パネル：無石綿の繊維質原材料等を主原料として，板状に押出成形しオートクレーブ養生したもの

金属複合板：金属板と樹脂を積層一体化したもの。

アスファルト防水 屋根保護防水

［３．１．４］ 防水層の種別

絶縁用シート施工箇所工　法 断熱材［３．２．６］ 立上り部の保護

・Ａ－１
※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ ・乾式保護材

・Ｐ２Ａ ※Ａ－２
厚さ0.15㎜以上 ・コンクリート押え

・Ａ－３
・レンガ押え

・Ｂ－１

・Ｐ１Ｂ ※Ｂ－２

・Ｂ－３

・ＡＩ－１

・Ｐ２ＡＩ ※ＡＩ－２

・ＡＩ－３

・ＢＩ－１

・Ｐ１ＢＩ ※ＢＩ－２

・ＢＩ－３

［３．３．２～５］

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による

平場の保護コンクリートの厚さこて仕上げ

こて仕上げ　　※水下　80mm以上

(材質)

JIS A 9511によるA種

　押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

保温材の保温板3種b

(ｽｷﾝあり)

厚さ　※25mm ・50mm

3種bA(ｽｷﾝ層付き)又は

※JIS A 9511による押出

法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材

※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ等を

平織りしたﾌﾗｯﾄ

ﾔｰﾝｸﾛｽ

(70g/㎡程度)

・ＴＡＢＩ

既存防水層の下地

補修

既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　・図示

P0S工法及びP0SI工法（機械式固定工法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立上り部等の

補修及び処置 　※改修標準仕様書3.2.6(d)(3)(ⅶ)①～③による　・ 

床タイル張り　※水下　60㎜以上

図面，本特記仕様書及び改修標準仕様書に記載されていない事項は，国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築工事

８．公衆災害防止措置

ービス（ＣＯＲＩＮＳ）に基づき，受注，変更，竣工，訂正時に工事実績情報として

３

４

（６）材料及び製造所等の記載は順不同である

建築工事安全施工技術指針及び建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編）を参考に、工事の施工

に先立ち工事現場の安全対策に関する具体的な工事安全計画書を監督職員に提出する

一
般
共
通
事
項

１ １４ 化学物質の濃度測定 （１）図示した室のホルムアルデヒド・トルエン・キシレン・スチレン・エチルベンゼンの室内濃

［１．６．９］

（２）木材の防腐・防蟻処理剤は，クロルピリホス，ダイアノジン及びフェノブカルブを含有しない

　　　薬剤とし，加圧式防腐・防蟻処理等は工場で行い十分乾燥させた後現場に搬入する

（３）保温材，断熱材，緩衝材については，ホルムアルデヒドを発散しないか発散が極めて少ないＦ

　　　☆☆☆☆等級のものとする

（４）塗料，壁紙，仕上塗材，合板，接着剤等で屋内に面するものについては，ホルムアルデヒドを

　　　発散しないか，発散が極めて少ないＦ☆☆☆☆等級のものとする

（５）屋内に面して用いる材料は，上記（２）～（４）に適合した上で，揮発性有機化合物の発散が

　　　無い若しくは極めて少ないものを選択するように努め，（１）の規定を満たすこと

（１）工程写真

工事の進捗に伴い工事全体状況及び主要工程の写真（カラー・サービス版）を期間別工事工程報告

書に添付するものとする

（２）工事中写真

水中又は地下に埋設される部分，その他完成後外部から検査・確認する事が出来なくなる部分，及

完成時の提出図書

　　　パッシブ型採取機器を用いて測定を行う場合には、次の要領で測定及び分析を行う

①３０分間換気

測定対象室のすべての窓及び扉（造り付け家具、押し入れ等の収納部分の扉を含む）を

開放し、３０分間換気する

②５時間閉鎖

①の後、測定対象室のすべての窓及び扉を５時間閉鎖する

ただし、造り付け家具、押し入れ等の収納部分の扉は開放したままとする

③測定

イ　②の状態のままで測定する

ロ　測定時間は、原則として２４時間とする。ただし工程等の都合により、２４時間測定

　　が行えない場合は、８時間測定とする。なお、８時間測定の場合は、午後２時～３時

　　が測定時間帯の中央となるよう、１０時３０分～１８時３０分までの時間帯で測定す

　　る

ハ　測定回数は１回とし、複数回の測定は不要とする

④分析

測定対象化学物質を採取したパッシブ型採取機器を分析機関に送付し、濃度を分析する

⑤その他

１５ 中間技術検査

［１．７．２］

１７

の指示による

１８ 電子納品

また，成果品提出の際には，ウイルス対策を実施したうえで提出すること

１９ 工事中情報共有 （１）本工事は，受発注者間の情報を電子的に交換・共有することにより，業務の効率化を図る情報

システム 　　　共有システムの対象である。なお，運用にあたっては「広島県工事中情報共有システム運用ガ

　　　イドライン」に基づき実施すること

（２）本工事で使用する情報共有システムは次とする

広島県工事中情報共有システム（http://chotatsu.pref.hiroshima.lg.jp/asp/index.html）

　　　いう）との契約は，受注者が行い，利用料を支払うものとする

　　　うためのアンケート等が求められた場合，協力しなければならない

２０ 施工図及び施工計画書 提出した施工図及び施工計画書の著作に係る当該建物に限る使用権は、発注者に委譲するものとする

２１ 設備工事との取合い

２２ 撤去部分 コンクリート、モルタル等の撤去部分の境目は、原則としてダイヤモンドカッター切りとする

２３ 適用区分 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる

２４ 騒音・振動の防止 「低騒音型・低振動型建設機械指定要領」に基づき指定された建設機械を使用する

２５ 施工中の安全確保 ・同一場所で別契約の関連工事が行われる場合は，労働安全衛生法第３０条第２項に基づき，当該工

　事について，同条第１項に規定する措置を講ずべき者として本工事現場代理人を指名する

・労働安全衛生法第１５条に基づく統括安全衛生責任者を選任したときは，本契約後直ちに「統括安

２６ 実施工程表

［１．２．１］

工事区分 材　料　名 保証年数 備　　考

・アスファルト防水 　　　　年

・改質アスファルトシート防水 　　　　年

・合成高分子ルーフィング防水 　　　　年

　　　　年

なお，１８　電子納品で対象工事である場合は，加えて電子成果品を　２部提出すること

・型式台帳

積雪区分　　　　　平成12年5月31日建設省告示第１４５５号　別表（　　　　　　）

※提出を要する　　完成図書：１部

　　　測定箇所は仕上表により、施工方法は施工条件明示による

　　　　年

　　　　年

原図　.・普通紙　※ トレーシングペーパー　・ 不要

完成図　二つ折製本（・ A１版　　部　・A２版　　部　・ A３版　　部）

完成図の種類（※全て　・　　　）

・防水改修工事

・外壁改修工事

※電子納品対象工事とする

成果品については，「要領」に基づいて作成した電子成果品を電子媒体で提出する。「要領」で特

に記載がない項目については，原則として電子データを提出する義務はないが，「要領」の解釈に

電子納品とは，「調査，設計，工事などの各業務段階の最終結果を電子データで納品すること」をい

う。ここでいう電子データとは，「営繕工事電子納品要領（以下，要領という）」に基づいて作成

されたものを指す

・ＦＲＰ防水工事作業

工事種目

防水改修工事

技能検定職種

防水施工

技能検定作業

・アスファルト防水工事作業

・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・合成ゴム系シート防水工事作業

・塩化ビニル系シート防水工事作業

・セメント系防水工事作業

・シーリング防水工事作業

・改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業

外壁改修工事

・左官作業左官

内装改修工事

左官

・建築塗装作業塗装塗装改修工事

仮設工事 とび ・とび作業

樹脂接着剤注入施工

タイル張り

・樹脂接着剤注入工事作業

・左官作業

・タイル張り作業

・ビル用サッシ施工作業

・ガラス工事作業

・自動ドア施工作業

サッシ施工

ガラス施工

自動ドア施工

建具改修工事

ガラス用フィルム施工 ・建築フィルム作業

・大工工事作業

・内外装板金作業

・鋼製下地工事作業

・タイル張り作業タイル張り

建築板金

建築大工

内装仕上施工

表装 ・壁装作業

・ボード仕上げ工事作業

・カーペット系床仕上げ工事作業

・プラスチック系床仕上げ工事作業

・鉄筋組立作業

・型枠工事作業

・コンクリート圧送工事作業

・構造物鉄工作業

・とび作業とび

鉄工

コンクリート圧送施工

型枠施工

鉄筋施工

耐震改修工事

・建築配管作業

・溶融ペイントハンドマーカー工事作業

・加熱ペイントマシンマーカー工事作業

・造園工事作業造園

路面表示施工

配管環境配慮改修工事

完成図の作成方法　CAD（ＣＡＤデータの提出（※要　・不要））

３

防
水
改
修
工
事

降雨等に対する

養生方法

既存防水の処理

・ 

既存保護層の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　　） 

　　　　　　　　　・行わない

既存防水層の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　　） 

　　　　　　　　　・行わない 

露出防水層表面の仕上塗装除去　・行う（・M4AS　　・M4ASI　　・M4C　　・M4DI　　・L4X）

　　　　　　　　　　　　　　　・行わない 

１

２

工事現場の表示

※工事名等の表示板（900㎜×600㎜）　・工事概要等の説明看板（900㎜×600㎜）

出入口養生 ※行う（ベニヤ等）　・行わない

セキュリティー設備 既設設備の取り外し，取り付けを行う

交通誘導員 ※配置する　・配置しない

配置計画

　※大型車両進入時　　　　（　　　）人／日

　・常時配置　　　　　　　（　　　）人／日

　・（　　　　）作業期間　（　　　）人／日

Ａ、Ｂ種の表面材　※石こうボード　・合板

Ａ、Ｂ種の片面への塗装等　・行う　※行わない

Ａ種のグラスウール等の充填材　

※行う（ＪＩＳ　Ａ　６３０１グラスウール吸音材２号３２Ｋ厚５０㎜）

・行わない

仮設扉　（・木製　・　　　　　　　　　　）

［２．４．１］

・既存建物内の一部を使用する（場所　　　　　　　　　　　　）

・構内に新設する　規模（　　　　㎡　）

５ 工事用水

６ 工事用電力

７

８

９

１０

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・図示　　　

　　　　　　　　※利用できない

　　　　　　　　※利用できない

３ 仮設間仕切り

［２．３．２］

仮設間仕切り及び仮設扉の設置個所　・図示　

仮設間仕切りの種別と材質等

・　設ける　　　㎡程度　　※設けない

ついて、監督職員と協議すること。

「工事実績データ」を作成し，監督職員の確認を受けた後に登録機関に登録申請し，登録機関発行の

「登録内容確認書」を監督職員に提出しなければならない。また，途中変更時の登録が必要な場合と

　職員と協議するものとする

　　用する場合は監督職員の承諾を受ける。

　　満たすものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し）を監督職員に提出

　　して承諾を受けるものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りで

　　　度を測定し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し、監督職員に報告する

監督職員から測定方法に関する注意事項等の指示を受けること

※行う（回数及び時期については監督職員の指示による）　・行わない

完成図は原則として原図にて修正を行い，施工図・保全に関する資料で必要なものの提出は監督職員

疑義がある場合は監督職員と協議の上，電子化の是非を決定する

（３）監督職員及び受注者が使用する情報共有システムのサービス提供者（以下「サービス提供者」と

（４）受注者は，監督職員又はサービス提供者から技術上の問題点の把握，利用にあたっての評価を行

設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける

工事期間は建築設備を含んだ期間とし，工事全体を把握して作成し，監督職員の承諾を受ける

監督職員事務所

※現場に常備する備品等は現場説明書によるほか、監督職員の指示により設置する

現場の見やすい位置に監督職員が指示する次の表示板を設置する

こと。

型式台帳は，監督職員が指定する様式で作成する。建物で使用する部材，機器を記入し提出する

・下地補修

・塗装

写真等を添付する）

また、その報告書は、結果を立面図等に記載し集計表を添えて監督職員に２部提出する（必要に応じ

工事写真等１６

るものとする

下記のものを監督職員に提出する。工事中写真及び完成写真の作成は「営繕工事写真作成要領」によ

（３）完成写真

【規格・提出部数】※Ａ４版クリアファイル　　部　　・Ａ４版写真台帳　　部

【撮影箇所】建物外観各方向，主要箇所，主要室内その他監督職員が指示する箇所

する

びその他監督職員が指示する箇所は，Ａ４版写真台帳にまとめて完成検査日までに提出するものと

【提出部数】:１部

（４）その他の写真

の指示により提出するものとする

（５）保管

工事写真のネガ・データは，受注者において工事完成後２年間保管すること

【完成写真の撮影業者】・監督職員の承諾する撮影業者

隣接建物等に損傷のおそれがある場合は，施工前・施工後の写真（カラー・キャビネ版）を監督職員

１．工事名称

：
２．工事場所

：

：

：

（２）完成施設事後調査（第１次調査）…引渡後概ね６ヶ月後

（３）完成施設事後調査（第２次調査）…引渡後概ね１年目頃

（４）かし担保調査…建設工事請負契約約款第４１条に定める期間内

６．別途工事
７．調査協力について

：

　本工事は工事中及び竣工後，次の調査を行うため，発注者より連絡があれば対応すること。

（１）公共事業労務費調査…工事中に実施（調査票等の記入提出，発注者の調査実施への協力等）

（建築工事編）（平成３１年版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）による。

標準仕様書（建築工事編（平成３１年版）」以下、「標準仕様書」という。）による。

・建築工事公衆災害防止対策要綱　

・建築工事安全施工技術指針　　　

　全衛生責任者選任届出書」（任意様式）を提出すること

構内既存の施設　・利用できる（・有償　・無償　※協議による）　

構内既存の施設　・利用できる（・有償　・無償　※協議による）　

２ 既存部分の養生

［２．３．１］ ・固定された家具等（備品，机，ロッカー等）の移動　　※行う（図示）

・既存部分における既存家具等の養生　※ビニルシート等による　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　養生方法　※取外し再取付　　・　・既存ブラインド、カーテン等の養生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保管場所　※構内既存施設内　・　

養生方法　※ビニルシート，合板等による

合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。

既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等を与えた場

・外部足場の防護シート　　・ 設置する（※メッシュシート　・防音シート）　・ 設置しない

材料、撤去材等の運搬方法　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種

・Ｃ種のエレベーター（　　　　　　　　　　）

・Ｄ種の階段（　　　　　　　　　　）

・外部足場の種別　　　　　・ 設置する（※枠組足場　・　　　　　　　）・ 設置しない

２７ 工程報告 別紙様式による期間別工事工程報告書を毎月（　　）回（　　）部提出すること

２８ 保証書 次の工事について保証書を提出すること。

・ＥＶ内部足場の種別　　　・ 設置する（※枠組足場　・　　　　　　　）・ 設置しない

・建築工事監理指針　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（最新版）

・建築改修工事監理指針　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（最新版）

・建築物解体工事共通仕様書　国土交通省官房官庁営繕部監修（最新版）

地表面粗度区分　　・Ⅰ　　・Ⅱ　　・Ⅲ　　・Ⅳ

・ウレタン塗膜防水 　　　　年

基準風速　　　　　Ｖｏ＝　　　　　ｍ／ｓ

（１）主要資材を購入しようとする場合は，極力三原市内に営業所・本店を有する業者に発注するものとし，予め購入先の名称

　　　三原市内に主たる営業所・本店を有する業者に発注するものとする

　　　　分析個数　　計　　箇所1

※改修標準仕様書3.1.3(e)(1)～(5)による。



図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

３号棟
建築改修工事特記仕様書（２）

A-03

設計に緑を

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

図面縮小率　A2版 100％
図面縮小率　A3版  71％
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３

・製造所

（試験方法） 

　　　（厚さ）供試体の周辺から20mm以上内側の四隅を0.05mmmmまで測定できる測定器で測り、4点の

　　　平均値を求めてパネルの厚さとする

（３）吸水率試験は、JIS A 5430「繊維強化セメント板」に準じて行う 

（４）難燃性試験は、JIS A 1321「建築物の内装材料及び工法の難燃性試験方法」に準じて行う 

（５）吸水による長さ変化率試験は、試験体(幅40 mm×長さ160 mm×素材厚さ)を乾燥機に

　　　入れ、その温度を60±3℃に保ち24時間経過した後取り出してJIS  K 8123「塩化カルシウ

　　　ム（試薬）」に規定する塩化カルシウム又は JISK 1464「工業用乾燥剤」に規定する品質に適

　　　合するシリカゲルで調湿したデシケータに入れ、常温まで冷却する。次に、試験片の標線間隔

　　　が140 mmになるように標線を刻む。 その後、1/150 mm以上の精度をもつコンパレータを用いて

　　　標線間の長さを測定し、それを基準（Ｌ1）とする。次に試験片の長さ方向を水平にこば立てし、

　　　試験片を水中から取り出して湿布で表面に付着した水を拭き取り､再び標線間の長さ（Ｌ2）を

測る

　　　吸水による長さ変化率 (ΔＬ)は、次式によって求める 

 　　(ΔＬ)＝ （Ｌ2 － Ｌ1）／ Ｌ1 ×100　　　　 ΔＬ ：吸水による長さ変化率（％）

　　　Ｌ1：乾燥時の標線間の長さ（mm）　　　　　　Ｌ2  ：吸水時の標線間の長さ（mm） 　　

（６）耐凍結融解性能試験は、JIS A 5422「窯業系サイディング」の気中凍結水中融解法によって行

　　　う｡100，200，300各サイクル完了時の曲げ強度測定及び外観の状態を観察する

　　（窯業系パネルⅡ類は200サイクルまでとする。）－20±3℃の気中で約2時間の凍結、

　　　20±3℃の水中で約1時間の融解を行う約3時間を1サイクルとする

 (７）耐衝撃性能試験は、JIS A 1408「建築用ボード類の曲げ及び衝撃試験方法」の衝撃性試 験に準

　　　じて行う。試験体の支持装置は、記号S２対辺単純支持方法による

　　　試験体の大きさは、4号（長さ400 mm，幅300 mm）とする。おもりは記号（Ｗ１－1000又はＷ2　

　　　－500）とする。金属複合板の残留変形量は、最大くぼみ深さを測定する

屋根露出防水　防水層の種類

種別 施工 断熱材 高日射反 備考

箇所 射率の防

水の適用

・C-1

・M4C ※C-2

・C-3

・C-4

・D-1 脱気装置

・M3D ※D-2 ･設ける

・P0D ・D-3 ･設けない

・D-4 改修用ﾄﾞﾚﾝ

･設ける

･設けない

(材質) 脱気装置

・DI-1 ･設ける

･設けない
※DI-2

改修用ﾄﾞﾚﾝ

･設ける

･設けない

（１）寸法の測定方法 

（２）曲げ強度試験は、JIS A 1408「建築用ボード類の曲げ及び衝撃試験方法」による。試験体は3号

　　　合計4項目に亘って測定する（窯業系パネルⅡ類は200サイクルまでとする） 

　　　試験体とする。測定項目については、凍結融解試験前，同試験100，200，300サイクル完了後の

　　　その上端が水平下約30㎜となるように保持して、常温の水中に浸せきする。24時間経過した後、

仕上塗料

脱気装置の種類及び設置数量

※アスファルトルーフィング類製造所の指定による　

屋根露出防水絶縁断熱工法の場合の、ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

※ 図 示 　

屋内防水

工法 種別 施工場所 備　考

・Ｐ１Ｅ ・Ｅ－１

・Ｐ２Ｅ ※Ｅ－２            ・設けない

押え金物の材質及び形状寸法

※アルミニウム製　L-30×15×2.0mm程度  ・　　　　　　　　　　　.

屋上排水溝　・図示　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.

改質アスファルトシート 　防水層の種別

防水 工法 種別 備考

(厚さ)・25mm　

※JIS A 9521による硬質

　ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材2種1号

　若しくは2号で透湿係数

　を除く規格に適合する

　もの又は

　JIS A 9511によるA種硬

　質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温

　板2種1号若しくは2号で

　透湿係数を除く規定に適

　合するもの

施工箇所 断熱材

・AS-T1

・MA4S ・AS-T2

脱気装置

・設ける

・M3AS ・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

脱気装置

・設ける

・P0AS ・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

・ASI-T1 脱気装置

・M3ASI ・設ける

・M4ASI ・ASI-J1 ・設けない

・P0ASI

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

防水層

・設ける

・設けない

・AS-J2

・AS-T4

・AS-T3

・AS-J1

・AS-J3

・AS-T4

・AS-T3

・AS-J1

・AS-J3

(材質)

改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による　・　　　　　　　　　　　　　　　　.

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による　・　　　　　　　　　　　　　　　　　.

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による　・                             .

脱気装置の種類及び設置数量

　※改質アスファルトシート製造所の指定による　・                        .

押え金物　

　※改質アスファルト製造所の仕様による

※JIS A 9521による硬質

　ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材2種1号

　若しくは2号で透湿係

　数を除く規定に適合す

　るもの又はJIS A 9511

　によるA種硬質ｳﾚﾀﾝ

　ﾌｫｰﾑ保温材の保温板

　適合するもの

　透湿係数を除く規定に

　2種1号若しくは2号で

［３．１．４］

［３．２．６］

高日射反

射率防水

の適用

仕上塗料

種類 使用量

・製造所
　の指定
　による　による

　の指定
・製造所

・製造所・製造所
　の指定
　による　による

　の指定

・製造所・製造所
　の指定　の指定

　による　による

　の指定
　による

・製造所
　の指定
　による

種類 使用量

・製造所の

　指定による　指定による

・製造所の

・製造所の

　指定による 　指定による

・製造所の

・製造所の

　指定による　指定による

・製造所の

［３．４．２、３］

・P0DI

・M3DI

・M4DI

工法

合成高分子系

ルーフィングシート防水

［３．１．４］

［３．２．６］

［３．５．２～４］

防
水
改
修
工
事

　防水層の種別

［表３．５．１～３］

ルーフィングシートの種類及び厚さ

屋内防水

　※改修標準仕様書表3.5.1から表3.5.3による　

固定金具の材質及び寸法形状　

　※厚さ0.4mm以上で防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板及びそれらの片面又は両面に樹脂を積層

　加工した鋼板　

絶縁用シートの材質　※発泡ポリエチレンシート　

脱気装置の種類及び設置数量

　※ルーフィングシート製造所の指定による　

　・脱気装置の種類：　　　、設置数量：　　個/㎡

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

塗膜防水

［３．１．４］

※Ｙ－２

※Ｙ－２

・Ｘ－２

※Ｘ－１

・Ｐ１Ｙ

・Ｐ０Ｘ

施工箇所種別工法

既存防水下地がPCコンクリート部材及びALCパネル下地で種別S-C1の場合の目地処理

　・行う（・図示　　・　　　　　　　　）　・行わない

PCコンクリート部材の入隅部の増張り（種別S-F1、SI-F1、S-C1の場合)

　・行う（・図示　　・　　　　　　　　）　・行わない

ALCパネル下地の入隅部の増張り（種別S-C1の場合)

　・行う（・図示　　・　　　　　　　　）　・行わない

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

防水の適用

高日射反射率

・製造所
　の指定
　による　による

　の指定
・製造所

種類 使用量

・製造所
　の指定
　による　による

　の指定
・製造所

仕上塗量
備考

脱気装置
・設ける ・設けない

・設ける ・設けない
保護層

・設ける ・設けない
保護層

［３．２．６］

［３．６．２、３］

工法 種別 施工

箇所

断熱材 高日射反射率

防水の適用

備考

・P0S

・S4S

・S-F1

・S-F2

・S-M1

・S-M2

・S-M3

脱気装置

・S-F1

・S-F2

脱気装置

・M4S ・S-M1

・S-M2

・S-M3

脱気装置

・設けない

・設ける

・設けない

・設ける

・設けない

・設ける

・設けない

・設ける

・P0SI

・S3SI

・S4SI

・M4SI

・SI-F1

・SI-F2

脱気装置

・設ける

・設けない

・設ける

・設けない

・SI-M2

・S3S

　(3)(Ⅱ)による

※改修標準仕様書3.5.2(c)

※改修標準仕様書3.5.2(c)

(材質)

(材質)

　(3)(Ⅰ)による

・製造所
　の指定
　による　による

　の指定
・製造所

種類 使用量

仕上塗料

　による
　の指定
・製造所・製造所

　の指定
　による

　による
　の指定
・製造所・製造所

　の指定
　による

　による
　の指定
・製造所・製造所

　の指定
　による

・SI-M1

改修用ﾄﾞﾚﾝ

改修用ﾄﾞﾚﾝ

施工箇所種別

塗り厚さ ・床塗り工法 ・下地ﾓﾙﾀﾙ塗り

平場のモルタル塗り

保護層

　(b)(2)及び(3)に準ずる

※改修標準仕様書6.15.6 ※改修標準仕様書6.15.6

　(c)(1)に準ずる・S3S

※7㎜以下

　防水層の種別

立ち上り部の保護

モルタル塗り厚さ

とい

種別 施工箇所

 ・バルコニー用

 ・バルコニー中継用

　※規制対象外　・　　　　　　　　　　　　　　　　　.

既存のといその他の撤去及び降雨等に対する養生方法　※図示　

鋼管製といの防露巻き　※改修標準仕様書表3.8.5による　

たてどい受金物の取付け　※図示　

ルーフドレンの取付け　※水はけがよく、床面より下げ、周囲の隙間にモルタルを充填　

ルーフドレン（改修用２重ドレン）

といの材種　・硬質ポリ塩化ビニル管　カラー　・　　　　　　　　　　　　　.

アルミニウム製笠木 ［表３．９．１］

［３．９．２～３］

ロックウール保温筒及びビーズ法ポリスチレンフォーム保温筒のホルムアルデヒド放散量

　　　　　着色（・アンバー　・ブロンズ　・ブラック系　・ステンカラー）

既存笠木等の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　・行わない

下地補修の工法　※図示　・　　　　　　　　　　　　　　　　　.

板材折曲げ形の笠木の取付方法　※図示　・                       .

笠木の固定金具の工法等

種類　・オープン形式（・押出250形　・押出300形　・押出350形）

　　　・板材折曲げ形（・オープン形式　・シール形式）

　　　　　　　　　　　　　本体幅（　　）mm　板厚（※2.0mm　・　　mm）

表面処理　種別（　　）種　皮膜等の種類（※改修標準仕様書表５.２.２による　・　　　）

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

［３．８．２、３］

２２２

２

１ 可とう性エポキシ樹脂

［４．２．２］

品質性能等

比重：表示値±０．１０、押出し性：６０秒以下

スランプ：３㎜以下、加熱減量：５％以下

引張強さ：

常温物性１．０Ｎ／㎜　以上、低温性１．０Ｎ／㎜　以上、加熱劣化１．０Ｎ／㎜　以上

伸び：常温物性３０％以上、低温性３０％以上、加熱劣化３０％以上

引張接着性　最大引張応力：常温物性１．０Ｎ／㎜　以上

破断時の伸び：常温物性１０％以上

(1)均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

(2)対象とする被着体を浸さず、かつ周囲を汚損しないこと。

(3)常温・常湿（温度5～35℃、湿度45～85％）において製造所の指定する期間又は製造後6ヶ月

脱気装置の種類及び設置数量　※主材製造所の指定による

・Ｐ２Ｙ

種別

※C-UI

［３．７．２］

［３．７．４～７］

［３．１．４］

（表９．６．１～２）

（９．６．１～４）

ケイ酸質系塗布防水

シーリング シーリング改修工法の種類

・ブリッジ工法

　　ボンドブレーカー張り　　・適用する　・適用しない

　　エッジング材張り　　　　・適用する　・適用しない

シーリング材の種類､施工箇所

種別 施工箇所

※C-UP

・シーリング再充填工法

・拡幅シーリング再充填工法

シーリング材の目地寸法　※改修標準仕様書３.７.３による

［表３．１．２］

施工箇所

　下表以外は、改修標準仕様書 表3.7.1による

屋内防水で平場を保護コンクリート仕上げとする場合の厚さ　

Ｓ-Ｍ２及びＳＩ-Ｍ２の立上り部の工法：　・接着工法　・　機械的固定工法

塗付ける。直ちに  JIS A 5209「セラミックタイル」 に規定する外装壁モザイクタイル

付ける。直ちにJIS A 5209「セラミックタイル」に規定する外装壁モザイクタイルで乾式

で乾式成形のⅠ類（施ゆう）「小口タイル108mm×60mm×12mm」を4枚2列、計8枚を圧着

成形のⅠ類（施ゆう）「50角ユニットタイル（外のり寸法約300mm×300mm）」を圧着する。

標準仕様書４.２、表４.２.２による

２

劣化曲げ強さ：５．０Ｎ／㎜　以上

吸水率：１５％以下（７２時間）

曲げ強度：５．０Ｎ／㎜　以上（２８日材齢）

引張接着強さ：０．５Ｎ／㎜　以上（２８日材齢）

長さ変化試験：長さ変化率３％以下（収縮）

保水試験：保水係数０．３５～０．５５

注入試験：拡がり速さ３㎝／ｓ以上、粘調係数０．５～１．０

品質性能等

２

２

２

JIS Ａ6916「建築用下地調整塗材」7.11 曲げ強さ試験に準ずる。

ト）曲げ強さ

変化率に準ずる。

JIS Ａ6203「セメント混和用ポリマーディスパージョン及び再乳化形粉末樹脂」9.9 長さ

へ）長さ変化率

の接着強さ試験方法と同様に行う。（全てが0.4N/mm　以上）

とも、各々温冷繰返し試験完了後の試験体を標準状態で2日間静置養生した後、標準時

（温冷繰返し後の接着強さ試験方法）「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛タイル」

の有無を目視によって調べる。

を１サイクルとする操作を10回繰返した後、試験室に2時間静置し、ひび割れ及び膨れ

恒温器中で3時間冷却し、次いで50±2℃の別の恒温器中で3時間加温し、この24時間

試験の手順は、試験体を20±2℃の水中に18時間浸せきした後、直ちに－20±2℃の

A6909「建築用仕上塗材」の7.10温冷繰返し試験に準じて行う。

（温冷繰返し試験）「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛タイル」とも、各々JIS

接着強さ（標準時）の試験方法の「試験体」と同様とする。

（試験体の作製）「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛タイル」とも、各々（４）

ホ）温冷繰返し後の接着強さ

（試験方法）「モザイクタイル」の場合と同様に行う。

する。

その後、28日間、温度20±2℃、湿度80％以上の状態で湿空養生を行い、これを試験体と

する。

いて軽く研磨した後、水湿しを行い直ちに（１）で 調製した試料を厚さ7mmになるよう

び推奨仕様Ｂ-１に規定する普通平板N－300を下地板とし、表面をサンドペーパーを用

（試験体の作製）JIS Ａ5371「プレキャスト無筋コンクリート製品」の附属書Ｂ(規定)及

２．適用タイルが「小口タイル・二丁掛けタイル」の場合

抜き取る。（全てが0.6N/㎜　以上）

試験を行う。なお、接着強さの測定箇所は、試験体の中からまんべんなく5箇所を選び

れ、エポキシ樹脂接着剤で鋼製アタッチメントを接着し、引張試験機を用いて接着強さ

ダイヤモンドカッターを用いて、タイル周辺に沿って下地板に達するまで切り込みを入

（試験方法）JIS Ａ6909「建築用仕上塗材」の7.9付着強さ試験に準じて行う。試験体を

する。

その後、28日間、温度20±2℃、湿度80％以上の状態で湿空養生を行い、これを試験体と

て軽く研磨した後、水湿しを行い直ちに（１）で調製した試料を厚さ5mmになるように塗

び推奨仕様Ｂ-１に規定する普通平板N－300を下地板とし、表面をサンドペーパーを用い

（試験体の作製）JIS Ａ5371「プレキャスト無筋コンクリート製品」の附属書Ｂ(規定)及

１．適用タイルが「モザイクタイル」の場合

二）標準時の接着強さ

JIS Ａ 1171「ポリマーセメントモルタルの試験方法」に準ずる。

ハ）単位容積質量

保水率＝50／平均値×100　　（注）　50：リング型わくの内径　mm

試験は３回実施し、その平均値を用いて次式により保水率を求める。

方向とこれに直角な方向の長さをノギスを用いて、１mmの単位まで測定する。

なるようにして静置する。 60分後にろ紙へにじみ出した水分の広がりが最大と認められた

その後、直ちにリング型わく上部にガラス板を当てて上下を逆さまにし、ろ紙部分が上部に

置し、（１）で調製した試料を平滑に詰込む。

㎝）をのせ、その中央部に真ちゅう製リング型わく（内径50mm、高さ10mm、厚さ３mm）を設

横150mm、厚さ5mm）の上にJIS Ｐ3801「ろ紙（化学分析用）」に規定する5 Aろ紙（直径11

JIS Ｒ3202「フロート板ガラス及び磨き板ガラス」に規定するみがき板ガラス（ 縦150mm、

ロ）保水率

とする。

練りばちに用意した水を入れ、攪拌しながら30秒間に材料を投入し、3分間練り混ぜて試料

練り混ぜは、JIS Ｒ5201「セメントの物理試験方法」の9.1に規定する練り混ぜ機を使用し、

製造業者の定める、正味質量と標準練り上がり量より換算し、所定量の試料とする。

イ）試料の調製

試験方法

曲げ強さ：4.0N/㎜　以上

長さ変化率：0.2％以下

接着強さ：標準時　0.6N/㎜　以上、温冷繰り返し後　0.4N/㎜　以上

単位容積質量：1.8kg/L以上

保水率：７０％以上

品質性能等

予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、混和剤等を

２

２

２２

ポリマーセメントスラリー

既製調合モルタル

［４．２．２］

５

７

［４．２．２］

６

［４．２．２］

吸水調整材

（試験方法） 

 1）試験室の状態：試験室は、特に指定のない限り、標準状態とする。

　　　　　　　　　標準状態とは、JIS K 7100「プラスチック-状態調節及び試験のための標準雰

　　　　　　　　　囲気」の5（標準雰囲気の級別）に規定する標準雰囲気2級[温度23±2℃ 湿度

　　　　　　　　　（50±10）%]をいう。

 2）押出し性　：JIS A 6024(2015)「建築補修用及び建築補強用エポキシ樹脂」の5.12押し出し性

　　　　　　　　試験）による。

 3）スランプ　：JIS A 6024の5.10（スランプ試験B法）による。 

 4）引張接着性：JIS A 6024の5.15（引張接着性試験）による。 

 5）引張特性  ：JIS A 6024の5.19（引張特性試験C法）による。

 6）加熱減量  ：JIS A 6024の5.27（加熱減量試験B法）による。

 7）密度 　　 ：JIS A 6024の5.29（密度）による。

２

３

ポリマーセメントモルタル

［４．２．２］

パテ状エポキシ樹脂

［４．２．２］

２ ２

２

２

２

２ ２

２ ２

品質性能等

曲げ強さ：６．０Ｎ／㎜　以上、圧縮強さ：２０．０Ｎ／㎜　以上

接着性　標準時：１．０Ｎ／㎜　以上、湿潤時：０．８Ｎ／㎜　以上、低温時０．５Ｎ／㎜　以上

透水性：裏面ぬれ、水滴の付着がないこと

　しても変質がないこと。

(1)均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

(2)ポリマーセメントモルタルに用いる高分子エマルションは、常温常湿において製造後6ヶ月保存

品質性能等

初期硬化性（標準）：２．０Ｎ／㎜　以上、接着強さ（標準）6.0N/mm　以上

圧縮強さ：50.0N/mm　以上、曲げ強さ：30N/mm　以上、硬化収縮率：3.0％以下

(1)均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

(2)対象とする被着体を浸さず、かつ周囲を汚損しないこと。

(3)常温・常湿（温度5～35℃、湿度45～85％）において製造所の指定する期間又は製造後6ヶ月

（試験方法） 

 1）試験室の状態　：試験室は、特に指定のない限り、標準状態とする。 

　　　　　　　　　（50±10）%] をいう。

 2）接着強さ　：JIS A 6024(2015)「建築補修用及び建築補強用エポキシ樹脂」の5.13（接着強さ

　　試験A法）による。  

 3）曲げ強さ　：JIS A 6024の5.21（曲げ強さ試験B法）による。

 4）圧縮強さ　：JIS A 6024の5.22（圧縮強さ試験A法）による。

 5）硬化収縮率：JIS A 6024の5.25（硬化収縮率試験）による。

 6）初期硬化性：JIS A 6024の5.28（初期硬化性試験）による。

４ エポキシ樹脂モルタル

［４．２．２］
２

２
品質性能等

接着強さ：1.0N/mm　以上　　　　　圧縮強さ：20.0N/mm　以上

曲げ強さ：３日後の値　１０Ｎ／㎜　以上

(1)こて塗りが容易で、かつ、硬化後の仕上がりが良好であること。

しないこと。

(4)形状に異常がなく、だれが生じないこと。

(5)常温・常湿（温度5～35℃、湿度45～85％）において製造所の指定する期間又は製造後6ヶ月

(2)均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

(3)「労働安全衛生法」に基づく「有機溶剤中毒予防規則」に規定された第一種有機溶剤を使用

　 保存した後であっても、上記品質性能等の規定に適合していること。

２

（試験方法） 

 1）試験室の状態　：試験室は、特に指定のない限り、標準状態とする。 

　　　　　　　　　　囲気」の5（標準雰囲気の級別）に規定する標準雰囲気2級[温度23±2℃、湿度

　　　　　　　　　（50±10）%]をいう。

 2）だれ　　：JIS A 6024(2015)「建築補修用及び建築補強用エポキシ樹脂」の5.11（だれ試験）に

 3）接着強さ：JIS A 6024の5.14（接着強さ試験B法）による。

 4）曲げ強さ：JIS A 6024の5.20（曲げ強さ試験A法）による。

 5）圧縮強さ：JIS A 6024の5.23（圧縮強さ試験B法）による。

　　　　　　　　　　囲気」の5（標準 雰囲気の級別）に規定する標準雰囲気2級[温度23±2℃、湿度

　　　　　　　　　　標準状態とは、JIS  K  7100「プラスチック-状態調節及び試験のための標準雰

　　　　　　　　　　標準状態とは、JIS K 7100()「プラスチック-状態調節及び試験のための標準雰

　 保存した後であっても、上記品質性能等の規定に適合していること。

　 保存した後であっても、上記品質性能等の規定に適合していること。

５

６

７

８

９

１１

１０

※25mm　・50mm

 (厚さ)

※25mm　・50mm

(厚さ)

(厚さ)

※25mm　・50mm

だれ　下がり量：５㎜以内、表面状態：ひび割れの発生が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無いこと。

・Ｌ４Ｘ

※Ｘ－２

・Ｘ－１

※Ｘ－２

・Ｘ－１

脱気装置
・設ける ・設けない
改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける ・設けない

脱気装置
・設ける ・設けない
改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける ・設けない

シーリング材の種類（記号）施工箇所

アルミサッシ ＭＳ－２

・シーリング充填工法

 ・ろく屋根用（・ 縦型　　・ 横型）

 保護層　　・設ける

 図示による

 図示による

・既存防

の上改修

水層撤去



図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

３号棟
建築工事特記仕様書（３）

A-04

設計に緑を

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

図面縮小率　A2版 100％
図面縮小率　A3版  71％

        仕上げ色決めの際は、色見本サンプル提出のうえ監督員との協議により決定すること。
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目地改修工法 ・目地ひび割れ部改修工法５ ８ 建具用金物 金物の種類・見え掛り部の材質等　※改修標準仕様書 表５.７.１及び適用は建具表によるひび割れ部改修工法１ ※樹脂注入工法 ・クローザー類

［４．１．４］ ・伸縮調整目地改修工法　　位置及び寸法　※図示 ［５．７．２，３］ 樹脂製建具に使用する丁番　※改修標準仕様書 表５.７.３による［４．１．４］ 工法の種類 ひび割れ幅（㎜） 注入口間隔（㎜） 注入量（mＬ／ｍ）
（品質・性能）

［４．５．１６］ 握り玉､レバーハンドル､押板類､クレセントの取付け位置　・建具表による［４．２．２］ ０．２以上０．３未満 ※４０　　・　
区分  ① ドアクローザ  ② ヒンジクローザ  ③ フロアヒンジ 平成７年度建設省告示第１８６０号による「外壁複合改修構工法の開発」において、建設大臣の技術 ・錠前類（シリンダー箱錠及びシリンダー本締り錠）外壁複合改修構工法［４．３．４～６］ ６０．３以上０．５未満 ※４０　　・　２００～３００自動式低圧エポキシ樹脂注入工法※Ａ
性能試験項目評価を取得した工法とする （品質） ０．５以上１．０未満 ※７０　　・　

閉
じ
力
及
び
効
率
に
よ
る
区
分 
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(

注
２)

 

番手 効率（％） 効率（％）閉じﾓｰﾒﾝﾄ（N・m） 閉じﾓｰﾒﾝﾄ（N・m）
初
期
値

 Grade2 効率（％） 閉じﾓｰﾒﾝﾄ（N・m）建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 デッドボルトの出寸法は17mm以上とする。 鍵付きのものはマスターキー、グランドマスターキー、コンストラクショ仕上塗材仕上げ１・Ｂ ・手動式エポキシ樹脂注入工法 ０．２以上０．３未満 　５０～１００ ※４０ ・　
30以上   ※規制対象外　　・ 5以上 5以上 １ 30以上 30以上5以上 ンキーなどのキーシステムが構築できるものとする。 ［４．１．５］・Ｃ ・機械式エポキシ樹脂注入工法 ０．３以上０．５未満 １００～２００ ※７０ ・　

（性能） 30以上 10以上 10以上 ２ 30以上 30以上10以上 ［４．２．２］・Ｄ ・機械式エポキシ樹脂注入工法 ０．５以上１．０未満 １５０～２５０ ※１３０・　 仕上塗材の種類 
使用頻度による 性能 ［４．６．５］コア抜取り検査　・行う　※行わない　　　補修方法（ポリマーセメントモルタル充填） 35以上 15以上 15以上 ３ 35以上  35以上15以上種類 防火材料呼び名 仕上げの形状及び工法等
1)（シリンダ箱錠のみ）ラッチボルトの開閉繰り返し試験（40万回）を行った後、ハンドルでの開閉操作力及びラッチ注入材料 40以上 25以上 25以上 ４ 40以上 40以上25以上 ・砂壁状・外装薄塗材Ｓｉ    ・　

・薄付け仕上    ング力が試験前の2倍未満であり、動作に支障がない。 ※建築補修用注入エポキシ樹脂（ＪＩＳ　Ａ６０２４）による（※低粘度形 ・中粘度形）
45以上 35以上 ５ 45以上 45以上35以上35以上・ゆず肌状（・吹付け　・ローラー塗り）・可とう形外装薄塗材Ｓｉ    ・　  塗材 2)キーによるデッドボルトの施解錠繰り返し試験（10万回）を行った後、 試験前の回転トルクの2倍未満であり、施解・軟質形エポキシ樹脂の中粘度型又は低粘度型
45以上 45以上 45以上 ６ 45以上 ・さざ波状 45以上 45以上・外装薄塗材Ｅ    ・　   錠操作に支障がない。（シリ ンダ本締り錠のみ）シリンダ単体の施解錠繰り返しの評価は、シリンダ だけの回転ト・Ｕカットシール材充填工法

常温（5～35℃）無風状態において、開扉（70\U+00B0）から全閉（0\U+00B0）までの時間を5～8秒に調整で閉じ速度（秒）・可とう形外装薄塗材Ｅ ・平たん状    ・　   ルクが10N･cm以下とする。 カット部充填材
きること。・凹凸状（・吹付け　・こて塗り） ・防水形外装薄塗材Ｅ 3)キーによる施錠機構の施解錠繰り返し試験（10万回）を行なった後、 試験前の回転トルクの2倍未満であり、施解錠   ・　※可とう性エポキシ樹脂
緩衝油の流動点は、JIS K 2269(原油及び石油製品の流動点並びに石油製品曇り点試験方法）により温度依存性（℃）  操作に支障がない。 ・外装薄塗材Ｓ ・着色骨材砂壁状（・吹付け　・こて塗り）・シーリング用材料　（※１成分形又は２成分形ポリウレタン系　・　　　　　　　）    ・　
測定し、－15℃以下であること。4)キーの抜き差し繰り返し試験（10万回）を行なった後、キーの抜き差 しに要する荷重は10 N以下である。また、未シーリング材のうえにポリマーセメントモルタル充填　※行う　・行わない ・砂壁状じゅらく

ス
ト
ッ
プ
力

・シール工法   使用の合鍵でシリンダが回 転でき、かつ、1箇所1段差浅い刻みをもつ異なるキーでは、シリンダが 回転しないこと。 ストップ入力 100 N･m以下 100 N･m以下60 N･m以下 ・京壁状じゅらく 
  （キーに加えるトルクは、150N･cmとする） ひび割れ部シール材 但し、ｺﾝｼｰﾙﾄﾞ型は200 N･m以下 
外力に 対する 性能 ・吹放し　・凸部処理　・平たん状    ・　・外装厚塗材Ｃ※パテ状エポキシ樹脂　・可とう性エポキシ樹脂 ・厚付け仕上 ストップ解除 3 N･m以上 10 N･m以上8 N･m以上 
1) デッドボルトの押込み強度試験（10 KN）を行なった後、荷重を除い ときのデッドボルトの出寸法は8 ㎜ 以上 で・外装厚塗材Ｓｉ ・凹凸状　・ひき起こし　・かき落とし  　   ・　 力  塗材
   あること。 ・外装厚塗材Ｅ 　 吸放湿性　　・適用する　・適用しない   ・　

２ 欠損部改修工法 ※充填工法 バックチェック性       -       -ドア開扉方向に荷重60 N／m２を
2) デッドボルトの側圧強度試験（10 KN）を行なった際、加圧板がデッドボルトを通過しない。   上塗材　　　 ・適用する　・適用しない    ・　［４．１．４］［４．２．２］ 欠損部充填材

能（秒） 開扉50°から負荷する。バ
3) デッドボルトの押込み強度（衝撃荷重）試験（58.8 J）の衝撃荷重を加えたとき、解錠状態(デッドボルトの突出［４．３．７］ ※ポリマーセメントモルタル　　・エポキシ樹脂モルタル　　

（バックチェック ックチェック開始角度（70～85°   量が8 ㎜未満）にならないこと。 
・複層塗材ＣＥ    ・　 ・ゆず肌状　・凸部処理　・凹凸状  　

  機能を有する機 )から更に20°まで4)デッドボルトの側圧強度（衝撃荷重）試験(58.8J)の衝撃荷重を加えたとき、解錠状態（加圧板過した状態）になら・複層仕上（下記以外は４－１コンクリート打放し仕上げ外壁による）
・可とう形複層塗材ＣＥ    ・　 耐候性　　※耐侯形３種　・ ※モルタルを撤去して改修　（撤去後の補修は充てん工法［４．４．８］による）１ ひび割れ部改修工法   種のみ適用） 開く間の時間は0.8秒以上として  ないこと。  塗材
・複層塗材Ｓｉ 上塗材    ・　

いること。 ※樹脂注入工法　　　　　　　・Ｕカットシール材充てん工法・シール工法 5)（シリンダ本締り錠はグレード3以上の彫込錠の場合）ストライクプレートの厚さ1.5 ㎜ 以上のステンレス鋼製と［４．１．４］ ・複層塗材Ｅ   溶　媒　※水系　・溶剤系　・弱溶剤系 　　   ・　・モルタルを撤去しないで改修 しトロヨケは厚さ1.6㎜以上の鋼製の一体絞りとする。またはストライクの強度と同等以上の
［４．２．２］ ディレードアクシ       -       -開扉90°の位置からディレ強度を持つものとする。・複層塗材ＲＥ・Ｕカットシール材充てん工法   樹　脂　※アクリル系　　・ 　　   ・　※樹脂注入工法　・シール工法　
［４．４．５～７］ ョン性能（秒） ードアクション解除角度までの使用扉の質量に対する性能 (シリンダ箱錠のみ) ・防水形複層塗材ＣＥ    ・　   外　観　※つやあり　　・つやなし

ディレードアクシ 時間が10秒以上確保でき、また1) ラッチボルトの側圧強度試験（4 KN）を行い、荷重を除いたとき、ハンドル操作及びラッチングに支障がない。・防水形複層塗材Ｅ    ・　 　　　　　・メタリック
ョン解除角度（60 、その時間の調整が可能である２ 欠損部改修工法 ※充てん工法（欠損部の面積が０．２５㎡／箇所程度以下の場合） 2) レバーハンドルのねじり強度試験（3.5 KN・㎝）を行なった後、トルクを除いたとき、ハンドルが正常に作動して・防水形複層塗材ＲＥ    ・　

こと。～75°）［４．１．４］ 充てん材の種類　※ポリマーセメントモルタル　・エポキシ樹脂モルタル    いること。また、施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障がない。 ・防水形複層塗材ＲＳ    ・　
［４．２．２］ ・モルタル塗替え工法 （ディレードアク3) 握り玉のねじり強度試験（3 KN・㎝）を行なった後、トルクを除いたとき、握り玉が正常に作動していること。・可とう形改修塗材Ｅ ・平たん状　・さざ波状　・ゆず肌状  　   ・　・可とう形
［４．４．８、９］ 既製目地材　・使用する（形状　　　　　　）

ション機能を有す・可とう形改修塗材ＲＥ    また、施錠時握り玉が固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障がない。  改修用仕上    ・　 耐候性　　※耐侯形３種　・ 
仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置　※図示　   塗材 る機種のみ適用） ・可とう形改修塗材ＣＥ 4) ハンドルの引張強度試験（2 KN）を行い、荷重を除いたとき、ハンドルが正常に作動していること。また、施錠時   ・　 上塗材

戸の閉鎖位置       - ±3㎜以内-※モルタルを撤去しないで改修    ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障がない。 浮き部改修工法３   溶　媒　※水系　・溶剤系　・弱溶剤系 　　
［４．１．４］ （中心吊り込み両自5) ハンドルの垂直荷重強度試験（2 KN）を行い、荷重を除いたとき、ハンドルが正常に作動していること。また、施  樹　脂　※アクリル系　　・ 　　
［４．２．２］   由のみに適用）   錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障がない。   外　観　※つやあり　　・つやなし

耐
久
性

［４．４．１０～１５］
繰返し開閉 耐久試験後も上記初期値を満足 耐久試験後も上記初期値を満足鍵 耐久試験後も上記初期値を満足Grade2　　　　　・メタリック　※注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

1) かぎ（鍵）数は、1.5万以上とする。ただし、異なるキーウェイ形状　　であっても、共通のキーセクションが存在 後の閉じﾓｰ していること。 していること。 していること。 所要量の確認 工程ごとの所要量の確認　※改修標準仕様書表４.６.１による２　・注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法
   する場合は、有効かぎ（鍵）　　違い数とみなさないものとする。 ﾒﾝﾄ（N･m）［４．６．２］ ・　　・注入口付アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法
2) 同一タンブラーの使用数は、60 ％ 以下とする。また、6 本タンブ　　ラーにおいては、キーの同一刻みは、最大2 繰返し開閉 耐久試験後も上記初期値を満足 耐久試験後も上記初期値を満足耐久試験後も上記初期値を満足Grade2

   連続までとしていること。 既存塗膜等の除去及び 塗膜はく離材　製造所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 後の効率 していること。 していること。 していること。 ３
　アンカーピン　　※ステンレス鋼(SUS304)呼び径4ｍｍの丸棒で全ネジ切り加工をしたもの 下地処理 防火材料の指定箇所　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） （％）

［４．６．３］ 試験方法は、JIS A 1541-1（建築金物－錠－第１部：試験方法）による。 繰返し開閉後の閉       -耐久試験後も上記初期値を満足していること。
　注入口付アンカーピン　　※ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6ｍｍ 既存塗膜の劣化部の除去及び下地の処理の工法

じ速度（秒）
※サンダー工法　 処理範囲 ・既存仕上げ面全体 ※図示の範囲

・錠前類（レバーハンドル） 繰返し開閉後のバ       -       -耐久試験後も上記初期値を満足・モルタルを撤去して改修 ・高圧水洗工法　 処理範囲 ・既存仕上げ面全体 ※図示の範囲
（性能） ックチェック性能 していること。 　・充填工法  　・エポキシ樹脂モルタル　・ポリマーセメントモルタル ・３０ＭＰａ以上
ねじり 強度 　・モルタル塗替え工法 　既製目地材　　・使用する（形状　　　　　　） （秒）・５０ＭＰａ以上

　　仕上げ厚又は全塗厚が25ｍｍを超える場合の措置　　※図示　　・   レバーハンドルのねじり強度試験（3.5 KN・㎝）を行なった後、トルクを除いたとき、ハンドルが正常に作動してい・１００ＭＰａ以上
繰返し開閉後のデ       -       -耐久試験後も上記初期値を満足

ること。また、施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障がないこと。・（　　）ＭＰａ以上
平成７年度建設省告示第１８６０号による「外壁複合改修構工法の開発」において、建設大臣の技術４ 外壁複合改修構工法 ィレードアクショ していること。 

・塗膜はく離剤工法 処理範囲 ・既存仕上げ面全体 ※図示の範囲評価を取得した工法とする ン性能（秒）
・水洗い工法 処理範囲 ※上記処理範囲以外の既存仕上げ面全体 引張り 強度 

繰り返し開閉後の       - 耐久試験後±6㎜以内       -
・図示の範囲（下記以外は４－２コンクリート打放し仕上げ外壁、及び４－３モルタル塗り仕上げ外壁による）   ハンドルの引張強度試験（2 KN）を行い、荷重を除いたとき、ハンドル が正常に作動していること。また、施錠時

戸閉鎖位置（mm）
下地面の補修 外壁改修フロー及び数量によるタイル部分張替え工法及びタイル張替え工法用接着剤の種類タイル張替え工法用１ ハンドルが固定される錠は、 施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障がないこと。 

10万回 30万回20万回 耐久性の試験 Grade2下地調整材料 ※下地調整塗材・ポリマーセメントモルタル材料
回数（繰り返・ポリマーセメントモルタル・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系［４．２．２] 垂直荷重強度

・防水形仕上塗材主材 し開閉回数）・JIS A 5557による一液反応硬化形ウレタン樹脂系
  ハンドルの垂直荷重強度試験（2 KN）を行い、荷重を除いたとき、ハン ドルが正常に作動していること。また、

４ マスチック塗材塗り マスチック塗材塗り
タイルの形状、寸法等 注１.ﾊﾟﾗﾚﾙ取付けは、右記の閉じﾓｰﾒﾝﾄの70％程度までとする。施錠時ハンドルが固定される錠 は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障がないこと。 ［４．６．６］ 　　種別　・Ａ種　・Ｂ種

形状寸法 再生材料 吸水率による区分うわぐすり 役　物 色 耐凍害性 耐滑り 注２.ｺﾝｼｰﾙﾄﾞ型は右記の閉じﾓｰﾒﾝﾄの50％程度までとする。 
備考施工箇所 ［４．７．２］り性の適用　　 Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 施ゆう無ゆう あり なし 標準 特注 あり なし

Grade1を選定する場合は、図示による。 試験方法は、JIS A 1541-1（建築金物－錠－第１部：試験方法）による。

９ 鋼製建具 性能等級（建具符号：・建具表による　・　　　　　　） （試験方法） 
改修工法 ※かぶせ工法（・カバー工法　・持出工法　）１ [５．２．２] 簡易気密型ドアセット　　　・適用する １）性能試験は、JIS A 1510-3（建築用ドア金物の試験方法－第３部：フロアヒンジ、ドアクローザ及びヒンジクロー
［５．１．３］ ・撤去工法　（・はつり工法　・引抜工法　） [５．４．２～４] 　　　　　　　　　　　　　・適用しない

    ザ）に規定する試験方法による。 
[表５．４．２] 外部に面する面する建具の耐風圧性の等級　　　　・Ｓ－４　・Ｓ－５　・Ｓ－６

２）試験ドアの質量は、1番手は25㎏、2番手は40㎏、3番手は60㎏、4番手は80㎏、5番手は100㎏、6番手は120㎏とする。 防火戸 ・適用する　　図示（・建具表　・平面図　・　　　　　）２ 防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級　　　（等級 ・　　　　　　　）
当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使用する場合は、あらかじめ監督員の承諾を受 ［５．１．４］ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・適用しない
けること １２ 鍵断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級　　　（等級 ・　 　　　　　 ）
耐滑り性：JIS A 1509-12（セラミックタイル試験方法-第12部:耐滑り性試験方法）で規程する 建具見本の製作 ※製作しない　　・製作する３ 鍵箱　　　　　・設ける（　　　　個用　　組）・設けない［５．７．４］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・適用しない
　　　　　C.S.R値は0.4～1.0とする。 ［５．１．５］ 耐震ドアセットの面内変形追従性の等級　　　　　（等級　・　 　　　　　）
役物の使用箇所 １３ 自動ドア開閉装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・適用しない

 センサーの種類自動ドア 性能 防錆 凍結防止内　　装 出隅　　天端 防犯建物部品４ ［５．８．２、３］
・ SSLD-1 ※改修標準仕様書 ・ マッドスイッチ外　　装 出隅、窓台、マグサ（標準一体成型品以外は接着成型品とする） ［５．１．７］ 鋼板

表５.８.１による・ SSLD-2 ・ 光線（反射）スイッチ              材料      めっき付着量             厚さ・タイル張替え工法（下地モルタルを撤去する場合） ・ 行う
・ DSLD-1 ・ 熱線スイッチアルミニウム製建具 性能等級５ ・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板） ※Z12又はF12　 ・ 改修標準仕様書表５.４.２既製調合モルタル（張り付け用に使用する場合） ・  適用する （適用箇所は建具

［５．２．２～５］   外部に面する建具　・Ａ種（建具符号：※建具表による　・　　　　） ・ DSLD-2 ・ 音波スイッチ・JIS G 3317（溶融亜鉛-5％アルミニ ※Y08　・　 　 による ・  適用しない 表による）ひび割れ部改修工法 ※タイルを撤去して改修　　（撤去後の補修はタイル部分張替え工法による）２ ・ 電光スイッチ［表５．２．２］  　　　　　　　　　 ・Ｂ種（建具符号：※建具表による　・　　　　） ・ SWD-1 ※改修標準仕様書　ウム合金めっき鋼板）
・ 行わない・ 電波スイッチ※樹脂注入工法 ・Ｕカットシール材充てん工法 　　　　　　　　　　・Ｃ種（建具符号：※建具表による　・　　　　) ・ SWD-2 表５.８.２による［４．１．４］

・タイルを撤去しないで改修 ・ タッチスイッチ　防音ドアセット,防音サッシ　　　　遮音性の等級（・　　　　　） １０ 鋼製軽量建具 性能等級（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）［４．２．２］
※樹脂注入工法 ・ 図示 ・ 押しボタンスイッチ                                     （建具符号：・建具表による　・　　　　） [５．２．２] 簡易気密型ドアセット　　　・適用する［４．５．５、６］

・ ペダルスイッチ         　　　　　　　　　　　　　・適用しない [５．５．２～４] 　　　　   　　　     　　・適用しない
欠損部改修工法 ・タイル部分張替え工法３ 　断熱ドアセット,断熱サッシ　  　　断熱性の等級（・　　　　　） ・ 多目的トイレスイッチ防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級　　　（等級 ・　 　　　　　　）

（欠損部の面積が０．２５ｍ　／箇所以下の場合及び下地モルタルがある場合）２                                      （建具符号：・建具表による　・　　　　） （品質・性能）［４．１．４］ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・適用しない
接着材の種類　※ポリマーセメントモルタル　・エポキシ樹脂          　　　　　　　　　　　　　・適用しない ［４．２．２］ 断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級　　　（等級 ・　 　　　　　　） 駆動装置・制御装置 

・タイル張替え工法（下地モルタルを撤去する場合）
　耐震ドアセット　　　　　　　　　 面内変形追随性の等級（・　　　　）［４．５．５、６］ 耐震ドアセットの面内変形追従性の等級　　　　　（等級　・　　　　　　　）                                         品質・性能           項目既製調合モルタル（張り付け用に使用する場合）
                                     （建具符号：・建具表による　・　　　　） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・適用しない

作動電圧 定格電圧に対し90％～110％の電圧で作動に異常がない 　伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地 　　位置　※改修標準仕様書表4.5.1による　
         　　　　　　　　　　　　　・適用しない 鋼板の厚さ ・改修標準仕様書 表５．５．１による

適用使用周囲温度（℃） -10℃～40℃ 　タイル張り下地等の下地モルタルの接着力試験　・行う　　・行わない
枠の見込み寸法　 ※建具表による　・ 

　・セメントモルタルによる陶磁器質タイル（セラミックタイル）張り 電動機の焼損防止措置 電動機にサーマルプロテクターを内蔵、 又は制御装置に保護回路を設置 表面処理 鋼板
　　タイル張りの工法　　外装タイル　　・密着張り　　・改良圧着張り　　・改良積上げ張り

  外部に面する建具　・B-1種　・B-2種  ・ 　 区　　分 材　　質
　　　　　　　　　　　　外装ユニットタイル　・マスク張り　・モザイクタイル張り

検出装置（本体センサー、補助センサー）                   皮膜等の種類（※標準仕様書表5.2.2による　・　　） 鋼板 ※亜鉛めっき鋼板　・ビニル被覆鋼板　・カラー鋼板
　・有機系接着剤による陶磁器質タイル（セラミックタイル）張り

                                        品質・性能           項目                   着色（・アンバー　・ブロンズ　・ブラック系　・ステンカラー） ・ステンレス鋼板
　　シーリング材の種類　打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　　※ポリウレタン系　　

作動電圧範囲 定格電圧90 % ～110 % で作動させた時に異常がないこと。召合わせ､縦小口包み板､押縁 　※鋼板　　　・　
　　伸縮調整目地その他の目地　　　※変成シリコーン系　・ 

無接点出力接点容量    有接点 

１１ ステンレス製建具 性能等級（建具符号：・建具表による　・　　　　　　） 電動機にサーマルプロテクターを内蔵、 又は制御装置に保護回路を設置 ・アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法（・注入口付　・　　　　　）浮き部改修工法４
[５．２．２) 簡易気密型ドアセット　　　・適用する

AC 100V 0.3A以上（抵抗負荷） DC 50V 0.1A以上（抵抗負荷）・アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法（・注入口付　・　　　　　）
［４．１．４］ [５．４．２] 　　　　　　　　　　　　　・適用しない

・アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法（・注入口付　・　　　　　） DC 30V 0.3A以上（抵抗負荷） - -
［４．２．２］ [５．６．２～４] 外部に面する面する建具の耐風圧性の等級　　　　・Ｓ－４　・Ｓ－５　・Ｓ－６

・注入口付アンカーピンニングエポキシ樹脂注入タイル固定工法 DC 50V 0.1A以上（抵抗負荷） - -［４．５．５、６］ 防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級　　　（等級 ・Ｔ－１ ・Ｔ－２）
注入口付アンカーピン本数　　・　

0.3以下 応答時間（秒） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・適用しない
アンカーピン　　※ステンレス鋼(SUS304)呼び径4ｍｍの丸棒で全ネジ切り加工をしたもの

－10℃～40℃ 適用使用周囲温度　（℃） 断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級　　　（等級 ・Ｈ－４ ・Ｈ－５ ・　　 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・適用しない
注入口付アンカーピン　　※ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6ｍｍ

耐震ドアセットの面内変形追従性の等級　　　　　（等級　・　　　）
・タイル部分張替え工法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・適用しない
・タイル張替え工法（下地モルタルを撤去する場合）

　伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地 　　位置　※改修標準仕様書表4.5.1による　
鋼板（屋外）　※SUS430JIL、SUS443J1、SUS304　・ 

　タイル張り下地等の下地モルタルの接着力試験　・行う　　・行わない
鋼板（屋内）　※SUS430、SUS430JIL、SUS443J1、SUS304　・ 

　・セメントモルタルによる陶磁器質タイル（セラミックタイル）張り
表面仕上げ　※ＨＬ仕上げ　・鏡面仕上げ　・ 

　　タイル張りの工法　　外装タイル　　・密着張り　　・改良圧着張り　　・改良積上げ張り
ステンレス鋼板の曲げ加工　※普通曲げ　・角出し曲げ （・a角　・b角　・c角）

　　　　　　　　　　　　外装ユニットタイル　・マスク張り　・モザイクタイル張り

　・有機系接着剤による陶磁器質タイル（セラミックタイル）張り

　　シーリング材の種類 打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　　※ポリウレタン系　　

　　伸縮調整目地その他の目地　　　※変成シリコーン系　・ 

　・アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

　・アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

　・アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

  屋内の建具　　　　・C-1種　・C-2種　・ 

                   皮膜等の種類（※改修標準仕様書５.２.２による。） 

                   着色（・アンバー　・ブロンズ　・ブラック系　・ステンカラー）

結露水の処理方法　※図示　・ 

水切り板、ぜん板　※図示　・ 

６ 材種 網目線径網戸等 種類

(５．２．３) ・防虫網 ※合成樹脂製 ※0.25mm以上 ※16～18メッシュ 

・ガラス繊維入り合成樹脂製 ・ ・ 

・ステンレス(SUS316)製 

・防鳥網 ステンレス(SUS304)線材 1.5mm 網目寸法15mm

７ 樹脂製建具 性能等級（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

[５.２.２] 外部に面する面する建具の耐風圧性の等級　　　　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

[５.３.２～５] 防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級　　　（等級 ・Ｔ－１ ・Ｔ－２）

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　断熱性の等級 ・Ｈ－４ ・Ｈ－５ ・Ｈ－６　・　　 ）

マスターキー　・製作する（　　　　組）　　　・製作しない　　　　・既存に組込む
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工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

３号棟
建築工事特記仕様書（４）

A-05

設計に緑を

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

図面縮小率　A3版  71％
図面縮小率　A2版 100％

カーペット敷き ・織じゅうたん

 種別   パイル形状      織り方  色柄等        帯電性   備考

・Ａ種 ・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ ・ｳｨﾙﾄﾝ ｶｰﾍﾟｯﾄ ・無地 ・適用する 

・Ｂ種 ・ﾙｰﾌﾊﾟｲﾙ ・ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｪｰｽｶｰﾍﾟｯﾄ ・柄物 （性能： ※人体帯電圧 

・Ｃ種 ・ｶｯﾄ、ﾙｰﾌﾟ併用 ・ｱｷｽﾐﾝｽﾀｰ ｶ-ﾍﾟｯﾄ (標準品) 3kv以下 ・ 　　 ）

・適用しない 

・ タフテッドカーペット

  　　パイル形状 ﾊﾟｲﾙ長さ（mm）　　 工法         帯電性   備考

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ ・5～7　・ ※全面接着工法 
・適用する 

・ﾙｰﾌﾊﾟｲﾙ ・4～6　・ ・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ 工法  
（性能： ※人体帯電圧 

・4　　 ・  ・ﾚﾍﾞﾙﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ
3kv以下 ・ 　　 ）

・ｶｯﾄ、ﾙｰﾌﾟ併用 ・適用しない ・ 

下敷き材(グリッパー工法の場合)　

 ※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8mm 　・ 

５　

建
具
改
修
工
事

５　

建
具
改
修
工
事

６ ６

内
装
改
修
工
事

内
装
改
修
工
事

（試験方法） 

（１）応答時間 0.3ｍ／secの早さで移動している標準被試験体が検出範囲に入ってから、ON信号を出力するまでの時

      間を測定する。 

（２）検出範囲 　

      ａ．ゴムマットスイッチは、直径100㎜の鋼製円柱（質量10㎏）を不感部を除く全面に静かに置いたとき、

          確実に作動すること。 

          注）取り付け位置などにより、上記によりがたい場合は、当該センサーに適した 方法の試験を行い確実に

              作動することを確認する。 

          ＜試験条件＞

          （１）無目付センサー又は天井付センサーの検出体及び検出範囲試験は、JIS A  1551の7.6による。 

          （２）熱線スイッチ・・・被検出体表面温度、33±12℃とし、周辺温度は、被検出体 表面温度

                より5℃\U+00B12℃低い値とする。 

          （３）超音波スイッチ・・・温度－10℃、湿度75％、風速10ｍ／secとする。 　　

          （４）試験室の状態は、JIS Z 8703「試験場所の標準状態」の常温、常湿による。 

（３）耐放射ノイズ 　

      ｂ．上部取り付け形の動体検出形は、0.15m／secの速度で、検出範囲に近づけたとき確実に作動すること。 　

      ｃ．上部取り付け形の静止体検出形は、0.05m／secの速度で、検出範囲に近づけたとき、確実に作動すること。

色調 目地幅(mm)表面 呼び寸法 厚さ 伸縮調整
防火性能

クリア 乳白 平積み 曲面積み形状 (mm) （㎜） 目地(mm)

・正方形 ・125×125 80 ※8～15 外側 ※6mm以下 ※無し

・95 ・15～25 ※15以下 ごとに幅10～15 ・有り・160×160
・図示・125

・95・200×200
・125 内側

・320×320 95 ※6以上

・長方形 ・250×125 80

・320×160 95

曲面積みの曲率半径は、ガラスブロックの幅寸法の10倍以上とする。

壁用金属枠及び補強剤　　・設ける（形状　※図示　・　　　　　）　　　・設けない

力骨　材質　※ステンレス鋼（SUS304）　　

　　　寸法 　※径5.5mm

　　　形状　※はしご形状複筋及び単筋　　

化粧目地モルタルの色（　　　　　　　　　　）

金属製化粧カバー　材質　・ステンレス製　・アルミニウム製

                 寸法　・図示　　

                 形状　・図示　　

工法

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・１　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

目地部の力骨補強方法

　※ガラスブロック製造所の仕様による　　・図示　　

種　類 記号 張り面 性能による区分 備考

・日射調整フィルム ＳＣ ※内張り　・外張り ・Ａ　・Ｂ　・Ｃ 遮蔽性能

・ガラス飛散防止フィルム ＧＳ ※内張り　・外張り ・Ａ　・Ｂ　 飛散防止性能

・ガラス貫通防止フィルム ＳＦ ・Ａ　・Ｂ 貫通防止性能※内張り　・外張り

品質　ＪＩＳ　Ａ５７５９による

自動扉、電動シャッター、電動オーバーヘッドドアの電動機が三相電動機０．４ＫＷ以上の場合は、

機器付属の操作盤内に電動機保護用遮断機及び進相用コンデンサーを設置する。

２１ ガラスブロック積み

［５．１３．５］

２２ ガラス用フィルム

２３ 付属電気設備

・既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁面及び床の改修範囲

※壁厚程度とし、既存に準じた仕上げとする　　・図示

・「製材の日本農林規格」以外の製材

防虫処理施工箇所 樹　種 寸法（㎜） 材面の品質 難燃処理 含水率 間伐材等の

適用　　　

（　　　　　　）　・適用する 　・適用する 　※Ａ種
造作材の場合

・適用しない ・Ｂ種・適用しない（※A種　・B種）

・代用樹脂を使用できない箇所（　　　　　　　　　　　　　　）

１ 他の部位との取り合い等

［６．１．３］

 ・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

間伐材等　寸法 化粧薄板  見付け材面の品質    施工箇所 の適用　(mm) の厚さ(mm)

・　　　

間伐材等　寸法
    施工箇所   樹種 　　　　　　見付け材面の品質 の適用　(mm)

・　　　※１等　　

　ホルムアルデヒド放散量  ※規制対象外　・ 

 ・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成柱

間伐材等　寸法 化粧薄板
             施工箇所 の適用　(mm) の厚さ(mm)

・　　　

樹種

芯材：

化粧薄板： ※１等　　・２等

 ・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

間伐材等　寸法 　　　含水率　見付け材面の品質    施工箇所   樹種 の適用　(mm)

・　　　

 ・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

間伐材等　寸法 化粧薄板 見付け材
施工箇所 含水率 の適用面の品質の厚さ(mm)　(mm)

・　　　

樹種

化粧薄板：

芯材：

 ・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり構造用集成柱

　寸法 見付け材 化粧薄板 間伐材等
施工箇所 含水率面の品質 の適用の厚さ(mm)　(mm)

・　　　

※ 15％以下

樹種

化粧薄板：

芯材：
※ 15％以下

樹種

化粧薄板：

芯材：
※ 15％以下

５ 造作用集成材

[６．５．２]

    施工箇所
　厚さ
　(mm) 　　　　　　　表面の化粧加工

　厚さ
　(mm)

    施工箇所  防虫処理
間伐材等

　　　　　表面の品質
 含水率
※14%以下 の適用

・　　　

・適用しない

・適用する

 防虫処理
の適用
間伐材等

・適用する

・適用しない

・　　　

　ホルムアルデヒド放散量  ※規制対象外　・ 

 「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

 「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

再生ビニル樹脂系材料の合計重量が製品の総重量比で１５％以上使用されていること。

（ＪＩＳ　Ａ　５７０５（ビニル系床材）に規定されるビニル系床材の種類で記号ＰＦに該当

するものを除く）

                適用部位

施工箇所 (mm)
厚さ

の樹種名
  表板

の程度
 接着

　 板面の品質

※5.5 ※1類

・2類

広葉樹

※2等以上 ・1等

針葉樹

※C-D以上

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

難燃処理 防虫処理 防炎処理 間伐材等
の適用

・　　　

施工箇所
(mm)
厚さ

  等級
  表板
の樹種名

 接着
の程度 板面の品質 防虫処理 強度等級

間伐材等
の適用

※12 ※2級以上

・1級

※１類

・特類

※C-D以上
・適用する

・適用しない
・適用しない

(        )

・適用する ・　　　

・パーティクルボード

・構造用合板

  　　 施工箇所
厚さ
(mm)      による区分

     表裏面の状態 　曲げ強さ
 による区分

　 接着剤
 による区分

　　難燃性
 による区分

※13タイプ ※P又はM

・構造用パネル

       施工箇所
　　厚さ

　　　(mm) 　　                    等級

・１級　　・２級　　・３級　　・４級

　　　　適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

　　保存処理性能区分

・Ｋ２ ・Ｋ３ ・Ｋ４

※改修標準仕様書6.5.5(a)(ⅲ)②ｱ～ｴによる　

※改修標準仕様書6.5.5(a)(ⅲ)②ｱ～ｴによる　

※改修標準仕様書6.5.5(a)(ⅲ)②ｱ～ｴによる　

                          処理の方法

　適用部位（　　　　　　　　　　　　　　） 

     適用部位

有効断面
 係数比

 ホルムアルデヒド放散量  ※規制対象外　・ 

 ・普通合板

・無し（等級：　　　　　　）

・有り

・無し（　　　　　　　　　　）

(加工・天然木化粧加工・塗装加工)

・有り（加工　・天然木化粧加工・塗装加工）

・防腐防蟻処理が不要な樹種による製材

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

・薬剤の塗布等による防腐防蟻処理

・ボード原料接着剤への薬剤混入による防腐防蟻処理 　　

色柄

・ビニル床シート

工法種類 記号 厚さ（㎜）

※発泡層のないもの ※ＦＳ

・特殊柄

・プレーン

・柄物

・２．０

※２．５

・突付け

※熱溶接

・発泡層のあるもの

※プレーン

・マーブル

６ 造作用単板積層材

［６．５．２］

７ 床張り用合板等

［６．５．２］

８ 防腐防蟻処理

［６．５．５］

９ ビニル床シート、ビニル床

タイル及びゴム床タイル

［６．８．２、３］

・ビニル床タイル

種類 記号 厚さ（㎜） 柄

・複層ビニル床タイル ＦＴ ※２．０ ※プレーン

・置敷きビニル床タイル ＦＯＡ ※４．０以上 ・マーブル

・コンポジション ＫＴ ※２．０ ・特殊柄

・特殊機能床材（帯電防止）

種類 記号 厚さ（㎜） 備考

・帯電防止床シート ＦＳ ※２．０ 帯電防止性能評価値（ＪＩＳ　Ａ１４５５）

マーブル １．２以上～３．２未満

・帯電防止床タイル ＦＯＡ ※４．０以上 又は体積電気抵抗値（ＪＩＳ　Ａ１４５４）
７ １０（置敷きビニル床タイル） マーブル １ｘ１０　～１０　Ω程度

・特殊機能床材（帯電防止以外）

種類 厚さ（㎜） 寸法（㎜） 材料 色柄

・誘導用床材、注意喚起用床材 ２．０ ・３００ｘ３００ ※塩ビ　・合成ゴム 黄色

（表面形状　ＪＩＳ　Ｔ９２５１） ・４００ｘ４００ 合成ゴム

　　　　　　厚さ（㎜）　※１．５　・２．０　・　　

　　　　　　材質　　　　※軟質　　・硬質　

性能　※改修標準仕様書表５.９.１による自閉式上吊り引戸装置１４

［５．９．３］ （試験） 

      位置から閉端位置までの作動を確認できる試験を行う。 　

        同試験に用いる試験体は片引戸とし、開口内法有効高さ2,000mm、幅は最大寸法とする。 　

      適用戸総質量の区分毎に試験を行う。自閉装置、制御装置は10万回以上の時点で1回のみ調整を行えるものとし、

        また、その他の制御装置についてはメーカーの耐久性能試験成績書において2万回以上の耐久性能を確認する

      ことで、試験に代えることができるものとする。 

（２）耐衝撃性試験 落下高さ17cmにて、ドアの中央部にドアが外れる方向に衝撃を与える。

      耐衝撃性試験に用 いる試験体は片引戸、開口内法有効寸法は高さ2,000mm、幅900mmとする。

      適用戸総質量の区分毎に試験を行う。 

（３）気密性能試験 　JIS A 1516「建具の気密性試験方法」による。 

（１）耐久性（開閉繰り返し）試験 閉については外力によらず、試験体の自閉装置及び制御装置のみにより戸を開端

シャッターの種類

　　防火又は、防煙シャッターは、自動閉鎖装置及び随時閉鎖装置付とし、連動制御盤及び煙感

　　は別途とする

・　管理用シャッター　耐風圧強度（　　）N/㎡

・　外壁用防火シャッター　耐風圧強度（　　）N/㎡

・　屋内用防火シャッター

・　防煙シャッター

開閉機能による種類　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式

屋内用防火シャッター若しくは防煙シャッターの危害防止機構

　　※改修標準仕様書5.10.2(d)(4)(ⅰ)かつ(ⅲ) ・　改修標準仕様書5.10.2(d)(4)(ⅱ)かつ(ⅲ)

管理用シャッターのシャッターケース（防火、防煙以外）　※設ける　・設けない

スラット及びシャッターケース用鋼板

　　めっきの付着量　※Z12 又は F12　　

　　　　　　　　　・　JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板）

　　鋼板の種類　　・　JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板）

重量シャッター１５

［５．１０．２,３］

開閉形式　※手動式　・上部電動式（手動併用）

耐風圧強度　（　　　　　）Ｎ／㎡

スラットの材質　※ＪＩＳＧ３３１２（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）又は、

　　　　　　　　　ＪＩＳＧ３３１８（塗装溶融亜鉛－５％アルミニウム合金鋼板及び鋼帯）

スラットの形状　※インターロッキング形　・オーバーラッピング形

シャッターケース　　　　　　　　　　※設ける　　　　・設けない

座板（屋外の場合）　※ステンレス製既製品　・　ｍ

ガイドレールの材質　※ステンレス製（ＳＵＳ３０４）厚さ１．０㎜（※中柱共　　・　　　　）

軽量シャッター１６

［５．１１．２～４］

セクション材料による区分　※スチールタイプ　・アルミニウムタイプ　・ファイバーグラスタイプ

耐風圧性能　・５００Ｐａ　・７５０Ｐａ　・１０００Ｐａ　・１２５０Ｐａ　・１７００Ｐａ

開閉形式による区分　　　　※バランス式　・チェーン式　・電動式

収納形式による区分　　　　・スタンダード形　・ローヘッド形　・ハイリフト形　・バーチカル形

ガイドレールの材質　※溶融亜鉛めっき鋼板　　・ステンレス鋼板

オーバーヘッドドア１７

［５．１２．２、３］

  不透明塗料塗り 

枠、くつずりの材料　・建具表による　・　

  見込み寸法　※30mm　・建具表による　・ 

  見込み寸法　※30mm　・建具表による　・ 

・紙張り障子 　

・戸ぶすま 　

・ふすま 

・かまち戸 

  張りの種別（・Ⅰ型　・Ⅱ型） 　　

  上張り  ・鳥の子　・新鳥の子又はビニル紙程度   押入等の裏側は雲花紙程度 　

  縁仕上  ・塗り縁　・生地縁（素地）　・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

  見込み寸法　※19.5mm　・建具表による　・ 

  かまち樹種（　　　）　鏡板樹種（　　　） 　　

  見込み寸法　※36mm　・建具表による　・ 

建具材の加工、組立時の含水率　※Ｂ種　・ 

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量 

※規制対象外　・ 

・フラッシュ戸 

表面材の合板の種類 

表面板の厚さ　※表16.7.6による　・ 　　

・普通合板

接着の程度（・1類　・2類 ） 

板面の品質（　　　） 

  （※しな程度 ・　 　　　） 

  （※ﾗﾜﾝ程度　・　　　 　）

  生地、透明塗料塗り 

表面の樹種

         備考　　　　　　　　規格等

・特殊加工 化粧合板 

樹種名（　　　　　　　　　） 

接着の程度（・1類　・2類 ） 

化粧加工の方法 

（・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・塗装） 

表面性能（　　　　    　）タイプ 

接着の程度（・1類　・2類 ） 

     合板の種類

・天然木化粧合板 

木製建具１８

(１６．７．２～４)

ガラス１９

[３．７]

[５．１３．２～４]

[表５．１３．１]

施工箇所 樹　種 寸法（㎜） 等級 形状 含水率 間伐材等の

適用　　　

※２級　・　　.

・「製材の日本農林規格」による造作材針葉樹製材

施工箇所 樹　種 寸法（㎜） 等級 形状 含水率 間伐材等の

適用　　　

・「製材の日本農林規格」による広葉樹製材

施工箇所 樹　種 寸法（㎜） 等級 形状 含水率 間伐材等の

適用　　　

※１等　・　　.

以外

見え掛り面

見え掛り面 ※上小節

※上小節以上

※Ａ種・Ｂ種

※Ａ種・Ｂ種

※Ａ種・Ｂ種

※Ａ種・Ｂ種

・Ａ種・Ｂ種

※10％以下

[６．５．２]

製　　材４

表面仕上げの種別 施工箇所

・Ａ種

・Ｃ種

・Ｂ種

３ 表面仕上げ

［６．５．１］

改修後の床の清掃範囲

※改修部の端部より１ｍ程度　　・図示

２ 既存床仕上げ材の除去等　

［６．２．２］

※既存のまま　　・図示

・天井の撤去に伴う取り合い部の壁面の改修

合成樹脂塗床材の除去工法　・機械的除去工法　　・目荒し工法

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

※壁面より両側600ｍｍ程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　・図示

ビニル床シート等の撤去　　※仕上材のみ（接着剤とも）

　　　　　　　　　　　　　・下地モルタルとも（・図示の範囲　　・撤去範囲全て）

コンクリート又はモルタル面の下地処理に用いるポリマーセメントモルタル及びエポキシ樹脂

モルタルは、4章外壁改修工事による。

１０ ゴム床タイル

厚さ(ｍｍ)　　・3.0　　・4.5　　・6.0　　・9.0 

色柄　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

寸法(ｍｍ)（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）   

接着剤は可塑剤（難揮発性の可塑剤を除く）が添付されていないものとする。

接着剤のホルムアルデヒド放散量 

※ 規制対象外         ・ 

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別

・　図示　　

接　　着　　剤

・ニードルパンチカーペット 

  厚さ（mm）(　　) 帯電性　・適用する（性能：※人体帯電圧3kv 以下　・       　）・適用しない 

  備考（　　　　　　） 

・タイルカーペット

種別 施工箇所 寸法 総厚さ（mm）パイル形状 備　考

※ 第一種 ※ 6.5※ 500×500※ ループパイル
・ 第二種

・ 第一種 ※ 6.5※ 500×500・ カットパイル
・ 第二種

・ 第一種 ※ 6.5※ 500×500・ カット・ループ併用
・ 第二種

タイルカーペットの敷き方　　平　　場　※市松敷き　・模様流し　・　　  　　

　　　　　　　　　　　　　　階段部分　※模様流し　・市松敷き　・ 

見切り、押え金物　・適用する（材質、形状等　※図示　・　　　　　）・適用しない 

  単層フローリング

間伐材等 厚さ     大きさ   仕上塗装      種類 　　  工法   樹種
 (mm) の適用

・釘留め工法 ※ なら 15 板幅75 
・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ1等 ・ 塗装品  (根太張り） 板長さ500以上 ・ 

・ 無塗装品
・釘留め工法 板幅75 ※ なら ・12以上

板長さ300以上 ・   (直張り） ・ 

※ なら 板幅75 ・12以上
・接着工法

板長さ300以上 ・ ・ 

303×303※ なら 15 ・ 塗装品
・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ1等 ・接着工法

・ 無塗装品・ 

・モルタル埋込 ※ なら ※15 ※303×303 ・ 塗装品

・ 無塗装品          工法 ・ ・ ・ 

・ 塗装品接着工法 ・ ・ ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ1等 ・ ・ 
・ 無塗装品

複合フローリング

間伐材等厚さ/大きさ 塗装仕上げ     種類 　  工法  樹種 種別 防湿処理
の適用  （mm）

・釘留め工法 ※なら ・適用する・A種・天然木化粒複合 ・塗装品
  (根太張り） ・適用しな・ ・B種 ・無塗装品　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
・釘留め工法   い※C種
  (直張り）

板厚 ※なら・接着工法
・8以上・ 

・ 板幅 

・75以上・　

板長さ 
  900以上

フローリング及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量    ※ 規制対象外 

接着工法の場合の裏面緩衝材　※合成樹脂発泡シート　

現場塗装仕上げ　・行う（施工箇所　　　　　　　　　　　）

フローリング張り

・行わない

       種別   施工箇所 　　   工法           仕上げの種類

※平滑仕上げ　 ・厚膜型塗床材 
　　 弾性ウレタン樹脂系塗床 ・防滑仕上げ ・つや消し仕上げ 

・厚膜型塗床材 ・薄膜流し展べ 工法 ・平滑仕上げ 
　　 エポキシ樹脂系塗床 ・厚膜流し展べ工法 ・防滑仕上げ 

・樹脂モルタル工法 

・薄膜型塗床材 

・アクリル樹脂塗床 

 （JIS K 5970） 

　・標準色・ 

塗料のホルムルデヒド放散量　※規制対象外　　

  ・ 　　（ｋｇ/ｍ2）　（回）

工程 塗布量（ｋｇ/ｍ2）

　・平滑　・防滑 

　・水性色・溶剤系・無溶剤系 

塗布回数（回）  

表面仕上げ       

溶剤          　 

仕上げ色         

合成樹脂塗床

[６．９．３～４]

[表６．９．１]

[６．１１．２～６]

[表 ６．１１．１～５]

・型板強化ガラス

・フロート強化ガラス

材料板ガラスによる種類による名称

・強化ガラス

・網入磨き、フロート板合わせガラス

・フロート板合わせガラス

・合わせガラス

材料板ガラスの種類、組合せ 特性による種類

材料板ガラス 特性による種類

・Ⅰ類　・Ⅱ－１類　・Ⅱ－２類　・Ⅲ類

・Ⅰ類　・Ⅱ－１類　・Ⅱ－２類

・Ⅰ類　　・Ⅲ類

・熱線吸収、フロート板合わせガラス

・網入磨き、熱線吸収板合わせガラス

・フロート板ガラス

型板ガラス

・熱線反射強化ガラス 熱線反射ガラス

・熱線吸収網入り磨き板ガラス

・熱線吸収フロート板ガラス

・熱線吸収板ガラス

性能による種類 色　調

・グリーン　・１種　　・２種

材料板ガラスによる種類

［表３．７．１］

建具の種類 材　　　　　　　種

鋼製及び構成軽量 ※　シーリング材

アルミニウム製 ※　シーリング材　　　・　ガスケット（グレイジングチャンネル形）

ステンレス製 ※　シーリング材

木製 ※　シーリング材

防火戸のガラス留め材は、建築基準法に基づく防火性能の認定を受けた条件による

２０ ガラス留め材

［３．７］

［５．１３．２］

・Ａ類　　・Ｂ類

　　色調（・ブロンズ　　　・シルバー）

※熱線反射ガラス

・熱線反射ガラス

材料板ガラスによる種類 日射熱遮へい性 耐久性

・１種

・２種

・３種 　Ｂ類

　Ａ類

色　調

・倍強度ガラス

反射皮膜面　　・内面　　　・外面

映像調整　　　・行わない　・行う

・フロート倍強度ガラス

　　色調（・ブルー　　　・グレー）

・高性能熱線反射ガラス

 －

・断熱複層ガラス

・５種

・４種・日射熱遮へい複層ガラス

・３種

・２種

・１種

・複層ガラス

種類

Ｅ５

Ｅ４

・Ｕ３－１　・Ｕ３－２

Ｕ２

Ｕ１

記号

材料板ガラス

・フロート板ガラス

・熱線反射倍強度ガラス

材料板ガラスの種類による名称

１１

１２

１３

１４

・「製材の日本農林規格」による下地用針葉樹製材

ビニル巾木の高さ（㎜）　※６０　　・７５

ビニル樹脂系材料の原材料

・１００

※15

・12
・図示による

６　

内
装
改
修
工
事

　                  ※ウレタン樹脂ワニス塗り ・オイルステインの上、ﾜｯｸｽ塗り　

・生地のままﾜｯｸｽ塗り



図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
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内
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事

塗
装
改
修
工
事

７種別　・A種　・B種　・C種　・D種（畳床：・KT-Ⅰ・KT-Ⅱ・KT-Ⅲ・KT-K・KT-N） 

下地の種類　・標準仕様書　表12.6.1による床組 　　　　　　

            ・ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン） 　　　　　　

            ・ 

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極め

て少ない材料を使用したものとする。

畳敷き

　　　　・次の箇所を除き防火材料とする（・　　　　　　　　　　　）

防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする

塗料の種別　※1種　・2種

[６．１２．２]

[ 表 ６．１２．１]

６

内
装
改
修
工
事

・凹凸タイプ（・12(不燃)・15(不燃)　・　）

     野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔　　・図示　　・ 

     周辺部の端からの間隔　　・図示　　・ 

     野縁の間隔　　・図示　　・  

工法 

    建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

既存の埋込みインサート　　・使用する　　・使用しない

あと施工アンカーの引抜き試験　　・行う（・屋外の試験荷重：　　　　　　　）・行わない

・吊りボルトの間隔が900ｍｍを超える場合 

  補強方法　　※図示　　・  

・天井のふところが1.5ｍ以上3.0ｍ以下の場合 

  補強方法　※標準仕様書14.4.4(h)(1)～(2)による 　 ・図示

・天井のふところが3.0ｍを超える場合 

　補強方法　　※図示　　・ 

・天井下地材における耐震性を考慮した補強 

　補強箇所　　・図示　　・ 　

　補強方法　　※図示　　・ 

除去したアスベスト含有仕上塗材等の処分

・埋立処分（・安定型最終処分場・管理型最終処分）　

２ 外断熱改修工事 断熱材

［９．３．２～４］ 種類 厚さ（㎜）

・ビーズ法ポリスチレンフォーム保温材

・押出法ポリスチレンフォーム保温材（スキンなし） ・保温板（2種b）

・保温板（3種b）

・Ａ種硬質ウレタンフォーム保温材

・フェノールフォーム保温材（３種２号を除く）

・ロックウール

・グラスウール

断熱材の種類　（　　　　　　　　　　　）　　断熱材の厚さ　（　　　　mm）

施工箇所　　　・図示　　　・　

ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　・　

当該工事により発生する石綿を含む廃棄物は，下記の処分先を見込んでいる。

　　処分場所（　　　　　　　　　　　　）　　運搬距離（　　　　　　　　　　　　）

　　受入条件（※平日受入　　　・　　　　　　　　　）

・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

なお，工事発注後に明らかになったやむをえない事情により，上記の指定によりがたい

場合は，監督職員と協議すること。

１５

８　

環
境
配
慮
改
修
工
事

１ アスベスト含有建材の除去 施工調査

・アスベスト含有建材の事前調査工事

［９．１．１．３～５］

材、成形板、建築材料等の使用の有無について調査する。

　・分析によるアスベスト含有建材の調査

分析対象

アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト、

トレモライト

　　　分析方法

　　　　※ＪＩＳ　Ａ１４８１「建材製品中のアスベスト含有率測定方法」による

　　　　・　
　　　分析結果については、監督職員に報告すること

材料名 定性分析 定量分析

（JIS A 1481-2） （JIS A 1481-3）

・（箇所数：　　） ・（箇所数：　　）

・（箇所数：　　） ・（箇所数：　　）

・（箇所数：　　） ・（箇所数：　　）

サンプル数　　１箇所あたり３サンプル　　　採取箇所　・図示　　　・　

アスベスト粉じん濃度測定

　測定時期、場所及び測定点

適用 測定名称 測定時期 測定場所 測定点（各施工箇所ごと）

測定１ 処理作業前 処理作業室内 ・各１点　　・各２点　　・各３点

測定２ 調査対象室外部の付近 ・各１点　　・各２点

測定３ 処理作業中 処理作業室内 ・各１点　　・各２点　　・各３点

測定４ 負圧・除塵装置の排出 出口吹出し風速１ｍ／ｓｅｃ以下

吹出し口 の位置　　　・各１点　　・各２点

測定５ 処理作業室外 ・計１点　　・４方向各１点

（敷地境界）

測定６ 処理作業後 処理作業室内 ・各１点　　・各２点

（シート養生中）

測定７ 処理作業後 処理作業室内 ・各１点　　・各２点　　・各３点

測定８ （シート撤去後 調査対象室外部の付近 ・各１点　　・各２点

１週間以降）

　測定方法

測定３ 測定１，２，４，６，７，８ 測定５

メンブレンフィルタ直径（ｍｍ） ２５ ２５ ４７

試料の吸引流量（ｌ／ｍｉｎ） ・１　・　 　　　・５　　　・　 ・１０　　・　

試料の吸引時間（ｍｉｎ） ・５　・　 　　　・１２０　・　 ・２４０　・　

採取箇所は図示

アスベスト含有建材の処理

　・アスベスト含有吹付け材の除去

　　　除去対象範囲　　※図示

　　　除去工法　　　　※改修標準仕様書９．１．３（ｂ）（１）による

　　　　　　　　　　　・　

除去したアスベスト含有吹付け材等の飛散防止　　※密封処理（※湿潤化　・セメント固化）

除去したアスベスト含有吹付け材等の処分

　・アスベスト含有保温材等の除去

　　　除去対象範囲　　※図示

　　　作業場の隔離　　・行う

除去したアスベスト含有保温剤の処分

除去したアスベスト含有吹付け材等の処分による

　・アスベスト含有成形板の除去

　　　除去対象範囲　　※図示

除去したアスベスト含有成形板の処分

・アスベスト含有石こうボード

※埋立処分(管理型最終処分場)

・アスベスト含有せっこうボードを除くアスベスト含有成形板

・埋立処分（安定型最終処分場）　　・　中間処理（溶融施設）

当該工事により発生する石綿を含む廃棄物は，下記の処分先を見込んでいる。

　　処分場所（　　　　　　　　　　　　）　　運搬距離（　　　　　　　　　　　　）

　　受入条件（※平日受入　　　・　　　　　　　　　）

　・埋立処分（管理型最終処分場）　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

　なお，工事発注後に明らかになったやむをえない事情により，上記の指定によりがたい

当該工事により発生する石綿を含む廃棄物は，下記の処分先を見込んでいる。

　　処分場所（　　　　　　　　　　　　）　　運搬距離（　　　　　　　　　　　　）

　　受入条件（※平日受入　　　・　　　　　　　　　）

なお，工事発注後に明らかになったやむをえない事情により，上記の指定によりがたい

工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によりアスベストを含有している吹付け

場合は，監督職員と協議すること。

場合は，監督職員と協議すること。

調査範囲（・工事範囲全て　・図示　　　　　　　）　　貸与資料（　　　　　　　　　　　）

除去工法　　　　※石綿障害予防規則（平成十七年二月二十四日厚生労働省令第二十一号）第６

条による措置と同等以上の効果を有する措置とされる工法

　　　試験施工　　　　※行わない　　・行う

　　　作業場の隔離　　※行わない　　・行う

　・アスベスト含有仕上塗材等（下地調整塗材は除く）の除去

　　　除去対象範囲　　※各階開放廊下天井、各住戸ﾊﾞﾙｺﾆｰ天井、階段室天井･上裏

除去工法　　　・剥離剤併用手工具ケレン工法（隔離養生・負圧無し）

※アスベストは外壁（軒裏のみ）仕上塗材（３層構成）のうち，塗材（表面側主材）に

　含まれており，下地調整材には含まれていないことが分析調査により判明している。

塗替え種別がＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲

※塗替え面積の３０％

塗替え 新設 ひび割れ部の補修

木部  (※ＲＢ種　・　)  (・ＲＡ種　・ＲＢ種)

鉄鋼面  (※ＲＢ種　・　)  (※ＲＡ種　・　　　)

亜鉛めっき鋼面  (※ＲＢ種　・　)  (※ＲＡ種　　　　　)

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）  (※ＲＢ種　・　)

モルタル面、プラスター面　  (※ＲＢ種　・　)  (・ＲＡ種　・RB種)

コンクリート面(DP以外)
 (※ＲＢ種　・　)  (※ＲＡ種　・　　　)

２ 既存塗膜の除去

[７．２．１]

３ 下地調整

［７．２．１～７］

ALCパネル面

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

※規制対象外　　

１ 材料

[７．１．３]

化粧板の樹種名（　　　　　　）・天然木化粧合板

接着の程度（・1類　・2類）

厚さ(mm)　（　　）

・防虫処理

化粧加工の方法（・オーバーレイ・プリント・塗装）・特殊加工化粧合板

表面性能（　　　　）タイプ

接着の程度（・1類　・2類）

厚さ(mm)　（　　）

・防虫処理

・メラミン樹脂化粧板 JIS K 6903による（※1.2　・　　）

・ポリエステル樹脂化粧板

・3　・7　・9　・12　・　・ミディアムデンシティ
MDF

ファイバーボード

・無研磨板ＶＮ　・研磨板ＶＳ・単板張りパーティクルボード

・10　・12　・15　・18　・　

・単板オーバーレイＤＶ ・塗装ＤＣ・化粧パーティクルボード

・プラスチックオーバーレイＤＯ

・10(難燃)・12(難燃)

・ハードボード（素地） ・未研磨板（・スタンダード ・テンパード）ＲＮ

・研磨板（・スタンダード ・テンパード）ＲＳ
ＨＢ

・内装用ＤＩ ・外装用ＤＥ・ハードボード（化粧）

・2.5　・3.5　・5　・7　・ 

・インシュレーションボード Ａ級（・天井仕上 ・内装仕上 ・　　　）
ＩＢ

・9　・12　・15　・18　・　

せっこうボード等の下地は図示による。

合板類，ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量　

※規制対象外　・　

合板類の張付け　※Ｂ種　・Ａ種　

せっこうボードの目地工法　・仕上げ表による

ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外

JIS K 6903規格品

厚さ　・１．０　※１．２　・１．６

準不燃認定品

製造所

見切縁，水切りは特記製造所の仕様による

メラミン樹脂化粧板

浴室天井材

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り 屋内ｺﾝｸﾘｰﾄ面 ・Ａ種　※Ｂ種

（ＥＰ－Ｔ） モルタル面 ・Ｃ種

プラスター面

せっこうボード面

・ウレタン樹脂ワニス塗り　（ＵＣ） 木部 ・Ａ種　※Ｂ種 ・Ａ種　※Ｂ種

・ラッカーエナメル塗り　　（ＬＥ） 木部 ・Ａ種　※Ｂ種 ・Ａ種　※Ｂ種

・オイルステイン塗り　　　（ＯＳ） 木部

・木材保護塗料塗り　　　　（ＷＰ） 木部 ・Ａ種　※Ｂ種 ・Ａ種　※Ｂ種

合成樹脂調合ペイント塗りの塗料の種別　※１種　・　

※改修標準仕様書表7.9.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　・　

ボード面、その他ボード面）の塗替えの場合のしみ止め

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（コンクリート面、モルタル面、プラスター面、せっこう

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め

※改修標準仕様書表7.10.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　・　

下地調整（改修標準仕様書表7.2.2）　・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種

・高日射反射率塗料塗り

塗料その他　　JISK5675（屋根用高日射反射率塗料）２種 等級　・１種　・２種　・３種
塗付け量は、塗料製造所の仕様による

（品質・性能）

                             項目

保水率 30.0％以上

長さ変化率 0.2％以下（収縮） 

吸水量 50g以下 

単位容積質量 1.8kg/L以上 

（試験方法） 

（１）試験の条件 試験室は、温度20±2℃、湿度65±5% RHの標準状態とする。また、試

      験に使用する材料、器具などを、予め24時間以上標準状態に置いた後使用する。 

（２）試料の調整 正味質量と標準練り上がり量より、1.0～1.2㍑の試料を練り上げるのに要する材

      料に相当する量を計算して用意し、さらに標準加水量より用意した材料に相当する量の練り

      混ぜ水を計算して用意する。 練り混ぜは、JIS R 5201「セメントの物理試験方法」10.1に規

      定する練り混ぜ機を使用し、練りばちに用意した水を入れ、攪拌しながら30秒間に材料を投

入し3分間練り混ぜて試料とする。 

（３）保水性（ろ紙法） JIS R 3202「フロート板ガラス及び磨き板ガラス」に規定する磨き板ガラ

      ス（縦200㎜、横200㎜、厚さ5㎜）の上にJIS P 3801「ろ紙（化学分析用）」に規定する5 A

      ろ紙（直径18.5ｃｍ）をのせ、その中央部に真鍮製リング型わく（内径50㎜、高さ10㎜、厚

      さ3㎜）を設置し、２）で練り混ぜた試料を金べらで平滑に詰め込む。その後、直ちにリング

      型わく上部にガラス板を当て上下を逆さにし、ろ紙部分が上部になるようにして静置する。

      10分後にろ紙へにじみ出した水分の広がりが最大と認められた方向とこれに直角な方向の長

      さをノギスを用いて１㎜まで測定する。 試験は3回実施し、その平均値を用いて次式により

保水率を求める。 保水率（％）＝50／平均値×100 注）50：リング型わくの内径（㎜） 

（４）単位容積質量 （２）で練り混ぜた試料を、JIS A 1171「ポリマーセメントモルタルの試験方

      法」の6.3に規定する方法で求める。  

（５）長さ変化率 （２）で調整した試料を用いてJIS A 1171の7.6長さ変化率試験に従って行う。 

（６）吸水量 （３）で調整した試料を用いてJIS A 1404「建築用セメント防水剤の試験方法」10.

既製調合目地材

[６．１５．４]

      に規定する方法で24時間の吸水量を求める。試験体数は3個とし、その平均値とする。 

２．適用タイルが「小口タイル・二丁掛けタイル」の場合

（試験体の作製）JIS Ａ5371「プレキャスト無筋コンクリート製品」の附属書Ｂ(規定)及

び推奨仕様Ｂ-１に規定する普通平板N－300を下地板とし、表面をサンドペーパーを用

いて軽く研磨した後、水湿しを行い直ちに（１）で 調製した試料を厚さ7mmになるよう

乾式成形のⅠ類（施ゆう）「小口タイル108mm×60mm×12mm」を4枚2列、計8枚を圧着

する。

その後、28日間、温度20±2℃、湿度80％以上の状態で湿空養生を行い、これを試験体と

する。

（試験方法）「モザイクタイル」の場合と同様に行う。

ホ）温冷繰返し後の接着強さ

（試験体の作製）「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛タイル」とも、各々（４）

接着強さ（標準時）の試験方法の「試験体」と同様とする。

（温冷繰返し試験）「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛タイル」とも、各々JIS

A6909「建築用仕上塗材」の7.10温冷繰返し試験に準じて行う。

試験の手順は、試験体を20±2℃の水中に18時間浸せきした後、直ちに－20±2℃の

恒温器中で3時間冷却し、次いで50±2℃の別の恒温器中で3時間加温し、この24時間

を１サイクルとする操作を10回繰返した後、試験室に2時間静置し、ひび割れ及び膨れ

の有無を目視によって調べる。

（温冷繰返し後の接着強さ試験方法）「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛タイル」

とも、各々温冷繰返し試験完了後の試験体を標準状態で2日間静置養生した後、標準時
２

の接着強さ試験方法と同様に行う。（全てが0.4N/mm　以上）

へ）長さ変化率

JIS Ａ6203「セメント混和用ポリマーディスパージョン及び再乳化形粉末樹脂」9.9 長さ

変化率に準ずる。

ト）曲げ強さ

JIS Ａ6916「建築用下地調整塗材」7.11 曲げ強さ試験に準ずる。

塗付ける。直ちに  JIS A 5209「セラミックタイル」 に規定する外装壁モザイクタイルで

二）標準時の接着強さ

１．適用タイルが「モザイクタイル」の場合

（試験体の作製）JIS Ａ5371「プレキャスト無筋コンクリート製品」の附属書Ｂ(規定)及

び推奨仕様Ｂ-１に規定する普通平板N－300を下地板とし、表面をサンドペーパーを用い

て軽く研磨した後、水湿しを行い直ちに（１）で調製した試料を厚さ5mmになるように塗

形のⅠ類（施ゆう）「50角ユニットタイル（外のり寸法約300mm×300mm）」を圧着する。

その後、28日間、温度20±2℃、湿度80％以上の状態で湿空養生を行い、これを試験体と

する。

（試験方法）JIS Ａ6909「建築用仕上塗材」の7.9付着強さ試験に準じて行う。試験体を

ダイヤモンドカッターを用いて、タイル周辺に沿って下地板に達するまで切り込みを入

れ、エポキシ樹脂接着剤で鋼製アタッチメントを接着し、引張試験機を用いて接着強さ

試験を行う。なお、接着強さの測定箇所は、試験体の中からまんべんなく5箇所を選び

付ける。直ちにJIS A 5209「セラミックタイル」に規定する外装壁モザイクタイルで乾式成

抜き取る。（全てが0.6N/㎜2以上）

（品質・性能）

セメント重量の5％以下

建築用のモルタルに用いるセメント防水剤 

70％以上 

80％以下 

95％以下 

品質・性能

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、混和剤等を

予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

品質性能等

保水率：７０％以上

単位容積質量：1.8kg/L以上
２２

接着強さ：標準時　0.6N/㎜　以上、温冷繰り返し後　0.4N/㎜　以上

長さ変化率：0.2％以下
２

曲げ強さ：4.0N/㎜　以上

試験方法

イ）試料の調製

製造業者の定める、正味質量と標準練り上がり量より換算し、所定量の試料とする。

練り混ぜは、JIS Ｒ5201「セメントの物理試験方法」の9.1に規定する練り混ぜ機を使用し、

練りばちに用意した水を入れ、攪拌しながら30秒間に材料を投入し、3分間練り混ぜて試料

とする。

ロ）保水率

JIS Ｒ3202「フロート板ガラス及び磨き板ガラス」に規定するみがき板ガラス（ 縦150mm、

横150mm、厚さ5mm）の上にJIS Ｐ3801「ろ紙（化学分析用）」に規定する5 Aろ紙（直径11

㎝）をのせ、その中央部に真ちゅう製リング型わく（内径50mm、高さ10mm、厚さ３mm）を設

置し、（１）で調製した試料を平滑に詰込む。

その後、直ちにリング型わく上部にガラス板を当てて上下を逆さまにし、ろ紙部分が上部に

なるようにして静置する。 60分後にろ紙へにじみ出した水分の広がりが最大と認められた

方向とこれに直角な方向の長さをノギスを用いて、１mmの単位まで測定する。

試験は３回実施し、その平均値を用いて次式により保水率を求める。

保水率＝50／平均値×100　　（注）　50：リング型わくの内径　mm

ハ）単位容積質量

JIS Ａ 1171「ポリマーセメントモルタルの試験方法」に準ずる。

既製調合モルタル

［６．１５．４］

 （安定性）JIS R 5201「セメントの物理試験方法」の9の規定によって行い、収

           縮性、膨張性のひび割れ及びそりについて観察する。 70％以上 95％

以下 80％以下 

           凝結時間　始発：1時間以上　終結：10時間以内

 （凝結）JIS R 5201「セメントの物理試験方法」の8の規定によって行う。 　

　　　　　　・設けない

　　　　　　・設けない

床目地材　　・設ける　　工法（※押し目地　・　　　　　）

モルタル塗り

 (・行う　・行わない)

 (・行う　・行わない)

コンクリート面（ＤＰ）､押出成型
 (・　　　　　　)       (・行う　・行わない) (※ＲＡ種　・　　　)

セメント板面

 (※ＲＢ種　・　)  (・ＲＡ種　・RB種)せっこうボード面、その他ボード面

塗　装　面 塗　料 工　程

鉄鋼面 EP-G以外 塗替え ※Ａ種 ※Ｃ種　・　

新規鉄鋼面見え掛り ※Ａ種 ※Ａ種　・　

新規見え隠れ ※Ａ種 ※Ｂ種　・　

EP-G 塗替え ※Ｂ種 ※Ｃ種　・　

※Ｂ種 ※Ａ種　・　新規鉄鋼面見え掛り

新規見え隠れ ※Ｂ種 ※Ｂ種　・　

亜鉛めっき鋼面 EP-G以外 塗替え ※Ａ種　・ ※Ｃ種　・　

新規鉄鋼面 ※Ａ種　・　 ※Ａ種　・　

EP-G 塗替え ※Ｃ種 ※Ｃ種　・　

新規鉄鋼面 ※Ｃ種 ※Ａ種　・　

工程
塗装の種類 塗装面

塗替え 新規

木部外部 ※Ｂ種　・　 ※Ａ種　・　
・合成樹脂調合ペイント塗り

木部内部 ※Ｂ種　・　 ※Ｂ種　・　
（ＳＯＰ）

鉄鋼面 ※Ｂ種　・　 ・Ａ種　※Ｂ種

亜鉛めっき鋼面 ※Ｂ種　・　 ※Ｂ種　・　

（鋼製建具以外）

亜鉛めっき鋼面 ※Ａ種　・　 ※Ｂ種　・　

（鋼製建具）

・クリアラッカー塗り　　　（ＣＬ） 木部 ・Ａ種　※Ｂ種 ・Ａ種　※Ｂ種

・フタル酸樹脂エナメル塗り（ＦＥ） 屋内木部 表７.６.１

鉄鋼面 表７.６.２

亜鉛めっき鋼面 表７.６.３

屋内のｺﾝｸﾘｰﾄ面　
・Ａ種　※Ｂ種 ・Ａ種　※Ｂ種

（ＮＡＤ） ・モルタル面

・耐候性塗料塗り　　　　　（ＤＰ） ・Ａ種　・Ｂ種 ※Ａ種鉄鋼面

　上塗り ・Ｃ種

　・１級

　・２級

　・３級

亜鉛めっき鋼面 ・Ａ種　・Ｂ種 ※Ａ種

　上塗り ・Ｃ種

　・１級

　・２級

　・３級

コンクリート面 ・Ａ－１種 ・Ａ－２種

・Ｂ－１種 ・Ｂ－２種

・Ｃ－１種 ・Ｃ－２種

押出成形ｾﾒﾝﾄ板面 ・Ａ－１種 ・Ａ－２種

・Ｂ－１種 ・Ｂ－２種

・Ｃ－１種 ・Ｃ－２種

・つや有り合成樹脂エマルション 屋内木部 ※Ｂ種　・　 ※Ａ種

ペイント塗り 屋内鉄鋼面 ※Ｂ種　・　 ・Ａ種　・Ｂ種

（ＥＰ－Ｇ） 屋内亜鉛めっき面 ※Ｂ種　・　 ・Ａ種　・Ｂ種

コンクリート面 ※Ｂ種　・　 ・Ａ種　・Ｂ種

モルタル面 ※Ｂ種　・　 ・Ａ種　・Ｂ種

プラスター面 ※Ｂ種　・　 ・Ａ種　・Ｂ種

せっこうボード面 ※Ｂ種　・　 ・Ａ種　・Ｂ種

・合成樹脂エマルションペイント塗り 塗装面 ※Ｂ種　・　

（ＥＰ） コンクリート面 ※Ｂ種　・　

モルタル面 ※Ｂ種　・　

プラスター面 ※Ｂ種　・　

せっこうボード面 ※Ｂ種　・　

４ 錆止め塗料塗り

[７．３．２～３]

仕上げ塗料塗り５

［7.4.2～7.15.2]

 (※ＲＣ種　　　　　)

※シーリング材　・ジョイントコンパウンド

　軽量鉄骨下地ボード遮音壁に用いる遮音シール材

・既製調合モルタル

  モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、混和剤

  等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

（品質・性能・試験方法）

　 6章 既製調合モルタルによる

・既製調合目地材

（品質・性能・試験方法）

　 6章 既製調合目地材による

・接着剤による陶磁器質タイル張り

　タイルの形状、寸法等 

役物 施工 色 再生材形状/寸法 うわぐすり吸水率による区分 耐凍害性耐滑 備考の適用 箇所 (mm) り性Ⅱ類 特注施ゆう無ゆう有 標準無 無有Ⅲ類Ⅰ類

伸縮調整目地の位置　床タイル　（※縦、横とも4m以内ごと　・図示　・　　　） 　

　　　　　　　　　　床タイル以外　　（・図示　・　　　）  

タイル張り

［６．１６．２～４］

・セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り　 

　タイルの形状、寸法等 

役物 施工 色形状/寸法 うわぐすり吸水率による区分 耐凍害性耐滑 備考
 箇所 (mm) り性Ⅱ類 特注施ゆう無ゆう有 標準無 無有Ⅲ類Ⅰ類

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　・行う　・行わない 

見本焼き　・行う　・行わない 

耐滑り性：JIS A 1509-12(セラミックタイル試験方法-第12部：耐滑り性試験方法)で規程する

　　　　　C.S.R値は0.4～1.0とする。

JIS
厚さ（mm），規格等種類

記号

ＨＷ・硬質木毛セメント板 ・15　・20　・25　・　　

ＭＷ ・15　・20　・25　・　　・中質木毛セメント板

ＮＷ ・15　・20　・25　・　　・普通木毛セメント板

ＨＦ ・12　・15　・18　・21　・　・硬質木片セメント板

ＮＦ・普通木片セメント板

タイプ2（無石綿） ・6　・8・けい酸カルシウム板 0.8FK

1.0FK

タイプ2（無石綿） ※60.8FK

1.0FK

・ロックウール化粧吸音板
ＤＲ

・ロックウール吸音ボード1号 RW-B ・25　・　

・グラスウール吸音ボード号32Ｋ ・25（ガラスクロス包）　・　GW-B

・15(不燃)GB-R ※12.5(不燃)・せっこうボード

GB-NC・不燃積層せっこうボード

・シージングせっこうボード GB-S

GB-F ・12.5(不燃)　・15(不燃)・強化せっこうボード

GB-L 9.5・せっこうラスボード

・化粧せっこうボード（木目） 12.5(不燃)幅440㎜程度
GB-D

模様(・柾目　・板目)専用下地材有り

・化粧せっこうボード（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様） 9.5(準不燃)GB-D

表面の樹種・普通合板

生地，透明塗料塗り（※ラワン程度　・　　　　）

不透明塗料塗り（※しな程度　　・　　　　）

板面の品質（　　）　厚さ(mm)　（　　）

せっこうボードその他

ボード及び合板張り

[６．１３．２、３]

接着の程度（・１類　・２類　　） 

・防虫処理

・フラットタイプ（・9(不燃)・12(不燃)　・　）

12.5 （※不燃　・準不燃）

形状及び寸法

※標準仕様書表６．７．１のスタッドの高さによる区分　・　

軽量鉄骨壁下地

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　・行う　・行わない 

見本焼き　・行う　・行わない 

内装壁タイル接着材張りに使用する有機質接着剤のホルムアルデヒド放散量

  ※規制対象外　・ 

種類　・せっこう系　・セメント系

塗厚

セルフレベリング材塗り

［６．１７．２、３］

材質　水性アクリル系樹脂塗料（※標準色　・　　　　　）

仕上種別　コーティング（ローラー刷毛塗り）

塗布量　主剤２回塗りとし，総塗布量は０．２５㎏／㎡以上とする

床用防塵塗料塗り

製造所

壁紙張り

［６．１４．２、３］

ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　

防炎性能 備考壁紙の種類施工箇所

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ紙 繊維 無機質 その他

※不燃　・準不燃　・難燃

モルタル・プラスター面の下地調整　※RB種　

コンクリート・ALC面の下地調整　※RB種　

せっこうボード面の下地調整　※RB種　

断熱材打ち込み工法

（フロンを使用

　　しないもの）

（１９．９．２）

材種

※押出法ポリスチレンフォーム保温材 ２種ｂ ※２５　　・２０

※押出法ポリスチレンフォーム保温材（接地部分） ３種ｂ ※２５　　・２０

・硬質ウレタンフォーム保温材Ａ種 １種２号 ・２５　　※２０

・フェノールフォーム保温材Ａ種 １種２号 ・２５　　※２０

断熱材補修材　・断熱材と同材

　　　　　　　・吹付け硬質ウレタンフォーム断熱材（次項による）

上記保温材はフロンを含まないものとする

吹付け硬質ウレタンフォーム断熱材　種類　※Ａ種１　・Ｂ種１　　厚さ　　㎜　　難燃性　※３級

上記保温材はフロンを含まないものとする

断熱材現場発泡工法

（１９．９．３）

野縁等の種類　屋外　※２５型　・　

　　　　　　　屋内　※１９型　・２５型

屋外の軒天井，ピロティ天井等は，建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法とする

軽量鉄骨天井下地

耐滑り性：JIS A 1509-12(セラミックタイル試験方法-第12部：耐滑り性試験方法)で規程する

　　　　　C.S.R値は0.4～1.0とする。

　上塗り等級

　　　 ・1級

　　　 ・2級

　　　 ・3級

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

・アクリル樹脂系非水分散系塗料塗り

9.5(不燃)　・化粧無(下地張り用)

　・化粧有(ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様)

１６

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

１７

・化粧けい酸カルシウム板

既製目地材　・設ける　施工場所（　　　　　　）　形状（※図示　・　　　　　）図示

防水剤の種別 

凝結及び安定性  

混合割合 

曲げ及び圧縮強度比 

透水比 

吸水比 

項目

再生材
の適用



図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

３号棟
建築工事特記仕様書（６）

A-07

設計に緑を

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

図面縮小率　A2版 100％
図面縮小率　A3版  71％

８　

環
境
配
慮
改
修
工
事

そ
の
他

９

床表面仕上材の材質

・帯電防止ビニル床タイル

※タイルカーペット

・１．０Ｇ　　　・０．６Ｇ

・３０００Ｎ　　・５０００Ｎ

※メーカー仕様　・図示

・帯電防止ビニル床タイル

※タイルカーペット

・１．０Ｇ　　　・０．６Ｇ

※３０００Ｎ　　・５０００Ｎ

施工箇所

構法

耐震性能

パネル寸法

高さ（㎜）

ボーダー部及びスロープ

・置敷式

所定荷重

厚さ　±0.5㎜

平坦度　パネル周辺部　1.0㎜ 以下

図心と各頂点を結ぶ線上部　2.0㎜ 以下

スロープ及びボーダー ･製造所の仕様による　･図示

構成材の材質 ･アルミニウム製 ･鋼製(仕上げ:　　　)

表面仕上材の品質、性能は、標準仕様書 19章による。

配線用取り出しパネル

フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　・20～30パーセント

寸法精度

※標準仕様書20.2.2(b)(5)(Ⅰ)～(Ⅲ)による

１ フリーアクセスフロア

（２０．２．２）

アルミスラット　焼付塗装仕上げ

クロススラット　消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合はＧとする。

材種　※アルミニウム既製品　　・ビニル既製品

・60　・45　・40　・　

・60　・45　・40　・　

・ＥＰ－Ｇ・ＳＯＰ

・ＨＬ

※ｸﾘｱﾗｯｶｰ

・ビニル製

・鋼製パイプ

・ステンレスパイプ

※集成材

取付箇所直径（㎜）表面仕上げ材質

視覚障害者用床タイル９

８ 天井見切り縁

７ 階段手すり笠木

配線取り出し開口　･パネル 1枚につき、40㎜×80㎜ 程度の開口1箇所以上

空調吹き出し(吸込み)パネル　･なし　･あり(形式、施工箇所：図示)

（１）耐荷重性能　変形5.0mm以下　残留変形3.0mm以下 

（性能）

（２）耐衝撃性能　残留変形3.0mm以下及び損傷がないこと 

（３）ローリングロード性能（3,000Nの場合の試験の適用は任意）

　　　所定荷重1,000Nによる繰り返し試験後、残留変形3.0mm以下 

（４）耐震性能 　　

イ）固定台試験による耐震性能 

＜適用地震時水平力＞ 

3,000N 0.6Gタイプ 支柱一本が負担する床加重{(㎡当り自重+3,000N)/㎡当りの支柱本数}×0.6

3,000N 1.0Gタイプ 支柱一本が負担する床加重{(㎡当り自重+3,000N)/㎡当りの支柱本数}×1.0 

5,000N 0.6Gタイプ 支柱一本が負担する床加重{(㎡当り自重+5,000N)/㎡当りの支柱本数}×0.6 

5,000N 1.0Gタイプ 支柱一本が負担する床加重{(㎡当り自重+5,000N)/㎡当りの支柱本数}×1.0 

①　ベースプレート又はアンカーが耐力に達した

②　上記①以外の部分が耐力に達したとき

    とき又はコンクリート接着面が剥離したとき

③　適用地震時水平力を加力した

    時の支柱頂部の変位

設計床高さ

  ≦250mm

設計床高さ

  ＞250mm

   　　　　　　　　　項目

動がない。 

ロ）振動台試験による耐震性能（設計床高さ≦300mmの場合のみ） 　　　

（５）耐燃焼性能 　

      建築基準法第２条第９号の規定に基づく不燃材料又は燃焼終了後の残炎時間が0秒 

    振動台試験において、パネルの脱落や使用上支障をきたす損傷、せり上がり、隙間及び水平移

　    漏えい抵抗(R)≧１×１０ Ω

      交換が必要な部品については交換できるよう設計されている。 

      通常の歩行において空洞音やがたつきがなく、歩行感に違和感がない 

（７）感電防止性能 　

（８）歩行感 　　

（９）メンテナンス性 　　

　　  0.6以上 

6

（６）帯電防止性能評価値(U)

（１）耐震性能 

（試験方法） 

                 た後、速やかに除荷して“０”にした状態を零点とする。

                 する。又、800㎜×800㎜に荷重板3,200 N（5,000 N／１㎡ 相当）を１箇

          試験体ユニット1000mm×2500mm程度 

                 の隙間等を除去するため、始めに適用地震時水平力の1／2程度の 水平力を加力し

                 所設ける。試験体数は､１セットとする。④零点補正及び測定記録試験体と試験機

             ロ、最終的に水平力を支持する支柱の本数で除した値を、支柱１本当たりの水平力と

                 する。加力方向は､支柱要素に対して最も不利な方向とする。 

                 及び水平最大耐力まで加力し､各測定点における水平力、支柱頂部の変形量を測定

                 ニットの支柱の頂部に対し、水平方向に数ユニット分相当の、適用地震時 水平力

             イ、試験は、ｺﾝｸﾘｰﾄ(JIS A 5371ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製品　種類：N300)に接着した数ユ

                 定点における水平力、支柱頂部の変形量を測定する。 

                 の頂部に対し、水平方向に適用地震時水平力及び水平最大耐力まで加力し､ 各測

             イ、試験は、ｺﾝｸﾘｰﾄ(JIS A 5371ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製品 種類：N300)に接着した支柱

                 はパネル連結設置（Ｂタイプ）に適用するものとする。

             ロ、原則として、試験方法－１はパネル単体設置（Ａタイブ）に適用し、試験方法－２

                 又は、試験方法－２による。 　　

             イ、支柱調整式－支柱分離型・支柱固定タイプの全てのタイプ共、下記の試験方法－１

          ③試験方法－２ 

             ロ、加力方向は､支柱要素に対して最も不利な方向とする。試験体数は､3個とする。

          ②試験方法－１ 

          ① 固定台による耐震性能試験 

      ２）300mm＜設計床高さ≦600mmの場合 

          加振　0.6G：所定加速度600cm／S2　1.0G：所定加速度1000cm／S2 

          所定の重りの質量　3000N：200kg　5000N：350kg 

      １）設計床高さ≦300mmの場合 

又、水平力による各測定点の荷重及び変形曲線を測定し記録する。 　

            単位質量：4.0㎏/㎡～64.0㎏/㎡　

            人体耐電圧：２KV以下 

            全厚：6.0㎜～7.0㎜ 

            パッキング素材：塩化ビニル樹脂　

            パイル長：3.0㎜～4.0㎜ 

            パイル携帯：ループパイル　　　　

            繊維素材：ナイロン100 ％ 

            種類：タイルカーペット　　　　　

      ３）共通事項 　　

          試験に使用する表面仕上げ材 　　　

・非常用進入口　　　図示による

・対人衝突防止表示　図示による

字数（　　　　　　　　　　　）文字の大きさ（　　　　　×　　　　　）

・切抜文字（・ステンレス製・黄銅製）・箱文字（・ステンレス製・黄銅製）

・庁名文字　※標準詳細図による　　・図示による

形状　その他　※図示による

・室名札　　※標準詳細図による　　・図示による

・視覚障害者用案内板（※共通詳細図による　　・図示による　）

・各階案内板（※標準詳細図による　　・図示による　）

・案内板　　・庁舎案内板（※標準詳細図による　　・図示による　）

案内用図記号はJIS Z 8210による

２ 表示

（２０．２．１０）

３ ブラインド

（２０．２．１２）
形式

・横型

操作方法

・手動

種類

※ギア式

スラットの材質

※アルミニウム

スラット幅

※25

（ｍｍ）

ボ ッ ク ス

レールの材種

寸 法

取付箇所

・コード式

・操作棒式

・電動 ー

※鋼製 ・図示

・手動 ※２本操作 ※アルミスラット ・80

　　コード式

・ １本操作

・電動 ー

・クロススラット ・100

アルミニウム

　　　合金製

・図示

　　コード式

　合金製

カーテン

・片引き

形式

・シングル

・ダブル ・引分け

開閉操作

・手引き

・ひも引き

・電動

・フランスひだ

・箱ひだ、つまひだ

・プレーンひだ、片ひだ

ひだの種類
きれ地の種別、品質、

特殊加工等
取付箇所 備考

・図示

(暗幕)

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合はＧとする。

暗幕カーテンの両端、上部及び召合わせの重なり　※300㎜以上

（２０．２．１４）

レール

カーテン及びカーテン５

カーテンレール

・ステンレス

形式

※アルミニウム及びアルミニウム合金の押出し成型材材種

・シングル　　　・ダブル

・片引き　　　　・引分け

仕上げ

強さによる区分　　　※　10-90

※アルマイト

形状 ※角形

　          （外部に用いる場合は、JIS H 8602のB種又は同等以上の性能を有するもの）

内枠の仕上げ材留付金物 

  鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの又は同等の性能を有するもの 

外枠の取付け金物 　

  鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの又は同等の性能を有するもの

内枠及び外枠のコーナーピース

  表面処理　陽極酸化皮膜JIS H 8601(AA6)又は同等の性能を有するもの 　　　　　

  JIS H 4100 A6063S又は同等の性能を有するもの 　

内外枠の材質  アルミニウム製　

（品質・性能）

形式　　一般型　外枠　・額縁タイプ　　・目地タイプ

内枠　・額縁タイプ　　・目地タイプ

天井　材種　アルミニウム製　寸法（㎜）　　・４５０×４５０　　　・６００×６００

　アルミニウム及びアルミニウム合金押出形材、亜鉛めっき鋼板又は同等の性能を有するもの 

      従い取付ける。なお、野縁の種類は、19形とし仕上げ材は、せっこうボード厚さ9.5㎜（JIS

      A 6901「せっこうボード製品」のGB－Rの難燃2級又は発熱性2級以上）二重張りとする。 

（２）試験は、内蓋を閉じた状態から自由開放状態にする動作を繰り返し行う。 

       下地開口補強に試験体の天井点検口450㎜×450㎜を吊り金具4箇所にて各メーカー仕様に

      上げ材を挟んで固定しない方式）とする。標準仕様書14章4節により製作した試験体固定用天井

      吊り金物は、外枠を天井下地取付け用チャンネルに直接留付ける方式（天井ボードなどの仕

（１）試験体は、枠見込み40㎜程度のものとする。 

内蓋（内枠）の繰り返し開閉試験 

耐久性能（繰り返し開閉試験）

外枠と内枠のクリアランス　片側2.0mm以内

枠の寸法許容差　±0.5mm以内 

（試験方法） 

（１）50回、100回、300回の内蓋の垂れ下がりが0.5㎜以内。

（２）開閉試験後、使用上支障をきたす異常がないこと。

点検口６

溝型×深さ（ｍｍ）　　・90×150　　・120×80　　・120×150　　・150×80　　・図示

材質　　・集成材（仕上げ：　　　　　　　　　　　）

　　　　・アルミニウム製　押出し型材（市販品）

　　　　　表面処理　・C-1　　　　　　　） 

  　　　　　　　　　・C-2（　・アンバー　　・ブロンズ　　・ブラック系　　・ステンカラー）  

ブラインドボックス7

及びカーテン

ボックス

　　　　　皮膜等の種類　※標準仕様書表14.2.1による　　・ 　

　　　　・鋼製（仕上げ：　　　　　　　　　　　） ８章耐震改修工事にかかる部分は除く

８章耐震改修工事にかかる部分は除く

施工箇所　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

寸法　　　※６．０φ×１００×１００　・（　　　　　　　　　　）

※重ね継手

※ガス圧接　　・機械式継手

その他

柱、梁の主筋

　　　呼び名（mm）　継手方法　　部　　位

　・４０ｄ

　※４０ｄと標準仕様書表５.３.２の重ね継手の長さのうち大きい値とする

鉄筋の継手の重ね長さ

継手方法等

８章耐震改修工事にかかる部分は除く

　※４０ｄと標準仕様書表５.３.４の定着長さのうち大きい値とする

鉄筋の定着長さは建築基準法施工令第73条による。令の定めによらないものは特記による

鉄筋の定着長さ

８章耐震改修工事にかかる部分は除く

適　用　箇　所

　※２４

｛Ｎ／㎜　｝

（Ｆｃ）設計基準強度

※普通コンクリート

２

　　　　　　　・ 断熱材兼用型枠　２５㎜以下かつ熱抵抗値１ｍｈ℃／ｋＣａｌ以上

　　　　　　　・ メッシュ型枠（構造関係共通事項による）

せき板の材料　※ 合板（厚さ１２㎜）　 ・ 合板（厚さ１５㎜）

８章耐震改修工事にかかる部分は除く

スランプ

（㎜）
施　工　箇　所

｛Ｎ／㎜　｝

設計基準強度（Ｆｃ）
種　　　　　　類 ２

普通コンクリート
※１８

８章耐震改修工事にかかる部分は除く

８章耐震改修工事にかかる部分は除く

セメントの種類　　※普通ポルトランドセメント又は混合セメントＡ種　　・高炉セメントＢ種

・フライアッシュセメントＢ種

引抜き耐力の確認試験　　※機械的簡易引抜試験機による引張試験　　・行わない

設計用引張強度

※ＳＤ３４５

※ＳＤ２９５Ａ

　　Ｄ１９以上

　　Ｄ１０、Ｄ１３、Ｄ１６

表５．２．１

　　　　　径　　種類の記号

走行方向

・平行方向　移動式

・二方向　移動式

操作方法

・手動式

・電動式

・部分電動式

操作方法
圧縮装置の

・ハンドル式

・プッシュ式

総厚さ
(㎜) 材質 パネル表面

仕上げ

表面仕上げ材

・壁紙張り

・焼付塗装※鋼鈑

遮音性
(db/500Hz)

・36未満

・36以上

パネル表面仕上げの壁紙張りの品質、性能は標準仕様書19章による。

遮音性能は、JIS A 6512に準拠し、中心周波数500Hzの音についての透過損失とする。

ハンガーレールの取付け下地の補強

※取付け全重量の5倍以上の荷重に対して、使用上支障のない耐力及び変形量と

なるように補強する。

・図示

（４）パネル圧接装置の耐久性 

（３）パネルの操作性 パネル操作の初動力は98 N以下とする。 

（２）外観は、JIS A 6512「可動間仕切」の5.a) ～ c) による。 

      おこさないもの又は防食処理を施したものとする。

      JIS A 6512「可動間仕切」の表9又はこれらと同等以上の品質性能を有し、かつ、接触腐食を

（１）パネル（表面材、心材、フレーム材、幅木、笠木及び補強材）及びハンガーレールは、

（品質・性能及び試験方法）

      JIS A  6512「可動間仕切」7材料による。 

（１０）化学物質を放散する資材 

      遮音性試験はJIS A  6512「可動間仕切」8.2遮音性試験に準ずる。 

      一本にかかる荷重の15倍以上の引張り強度があるものとする。 

（９）遮音性能 　

（８）吊りボルトの引張り強度 　

      吊り車は、走行距離60 Kmで操作性に異常がなく、レールに大きな変形がないものとする。 

      上で異常のないものとする。 

（７）吊り車の耐久性 

      レールは普通パネルで吊り車2個が通過する部分を1ｍ以上とし、その通過回数が30,000回以

      及び多少のずれを生じても圧接装置を復旧し、走行可能なものとする。 

      の異常がなく表面の、割れ、はがれがないものとする。また、接点・接床部が外れないこと

（６）レールの耐久性 

      パネル圧接装置の耐久性試験後、質量50Kgにおける衝撃試験において構造部材の折れ、曲り

（５）耐衝撃性 　

      パネル圧接装置の固定･解除は、7,500回の繰返し耐久試験実施後、質量50kg衝撃試験で異常の

      ないものとする。

溶接金網

（５．２．２）

１１

継手１２

（５．３．４）

（５．４．１）

（５．５．２）

１３ コンクリートの種類と強度

（６．１．３～４）

型枠

（６．９．３）

１４

（６．１４．３）

（６．１４．１）

無筋コンクリート１５

１６ あと施工アンカー

（１４．１．３）

（５．２．１）

１０

（２０．２．４）

１８ 移動間仕切

構造形式

※スタッド式(内臓)

・スタッド式(露出)

・スタッドパネル式

・パネル式

スタッド

構成基材の種類 防火性能

・不燃

パネル内に取付ける建具・あり(※図示・　　)・なし

（２０．２．３）

１７ 可動間仕切
遮音性

・0

・12

・20

・28

・36

(db 
500Hz)

材質 厚さ

(㎜)

※鋼鈑※0.6

・0.8

・メラミン樹脂焼付

表面仕上げ剤

パネル表面

仕上げ

・壁紙張り

又は
アクリル樹脂焼付

パネル

総厚さ

(㎜)

パネル材料のホルムアルデヒド放散量　※規制対象外

表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標準仕様書19章による

ドアクローザー，丁番，錠前，上げ落としは，標準仕様書16章8節の建具用金物に対応する材料とする。

寸法（ｍｍ）種類施工箇所

・300×300　　・　

・レジンコンクリート製

屋内 ・塩化ビニル製

・300×300　　・　

・コンクリート製

・300×300　　・　

・レジンコンクリート製

・300×300　　・　

・コンクリート製

・300×300　　・　

屋外

ブロックパターンは JIS T 9251による

厚さ（ｍｍ）

・7.0　　・　

・セラミックタイル

・セラミックタイル

5mm以下かつ、適用地震時水平力を除荷した状態

水平荷重の1/1.5が下記の＜適用地震時水平力＞

以上

水平荷重の1/2が下記の＜適用地震時水平力＞

以上

での変位がほぼ弾性範囲内 

構造床面からの高さの1/50以下 

外装材

種類 防火性能 備考

既存外壁の措置

既存外壁仕上げ材の撤去　　　　・あり　　　　・なし

下地面の清掃　　　　　　　　　・行う　　　　・行わない

欠損部の改修工法　　　　　　　・改修標仕4.1.4による　　　・　

工法

通気層の有無　　　・あり（　　　mm）　　　　　　・なし

断熱材の施工　　　※断熱材製造所の仕様による　　・　

外装材の施工　　　・外装材製造所の仕様による　　・　

建築基準法に基づき定まる風圧力（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

植栽基盤及び材料

・屋上緑化軽量システム

芝及び地被類の樹種並びに種類等　　　※図示　　・　

見切材、舗装材、水抜穴、マルチング材等　　　※図示　　・　

品質性能等

透水、排水層等構成材の主要材質は、合成樹脂等で耐腐食性及び耐久性のあるものである

こと。（保水層を有する場合は、保水層共）

透水層は、目詰まりにより植物の生育に支障を生じることがなく、植え込み用土を流出さ

せない構造であること。

排水層は、植物の生育に必要な排水性能を持ち、通気性及び植込み土壌を支え、流出しな

い構造をもつこと。

排水層の鉛直方向の排水性能：240Ｌ／㎡/h以上
４

耐荷重性能（排水層の許容圧縮強度）は、3×10　N／㎡以上の載荷重で破損・有害なひず

みなど異常のないこと。（保水層を有する場合は保水層共）また、一般メンテナンス時の

上部歩行に際し破壊しないこと。

耐根層は、重ね合わせ部を含め、クマザサ等の地下茎伸長力の強い植物に対して３年以上

の耐根性能を有し、かつ、耐腐食性及び耐久性のあるものであること。

耐根層保護層の材質は、合成樹脂等とし、耐腐食性及び耐久性を有し、かつ、施工中及び

施工後の耐根層を保護するものであること。ただし耐根層を保護コンクリート（絶縁シー

トも含む）の下に設ける場合は省略することができるものとする。

（試験方法）

イ．排水基盤の耐荷重性能
4

１）3×10　 N /㎡の等分布荷重による加圧試験を行ない、排水層及び耐根層等に有害な

変形・破壊の起きないことを確認する。又その時の圧縮応力に対する歪み（％）を測

定する。（保水層を有する場合は保水層も対象とする。）

２）試験体は耐根層から透水層までを通常使用状態にセットした3体とする。

加圧速度は10㎜／min以下とする。

工法

建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力及び

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力

に対応した工法）

かん水装置　・設置する（種類　・　　　　・　　　　）

既存保護層の撤去　　・行う　・行わない

５ 屋上緑化改修工事

［９．６．２、３］

・　断熱材後張り工法

　断熱材の種類　（　　　　　　　　）

　断熱材の厚さ　（　　　　　　　mm）

（試験方法）

イ．原液試験（原液粘土試験）

JIS K 7117-1「ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ－液状、乳濁状又は分散状の樹脂－ﾌﾞﾙｯｸﾌｨｰﾙﾄﾞ形回転粘度計

による見掛け粘度の測定方法」による。

ロ．発砲品試験

１）試料の作成は、JIS A 9526「建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム」の6.2.1

による。

２）試料の状態調節は、JIS A 9526の6.2.2による。また、試験片の作成はJIS A 9526

の6.2.3による。

３）試験片の状態調節及び試験場所は、JIS A 9526の6.2.4による。

ハ．圧縮強さ試験

JIS A 9526の6.2.5により、測定はJIS K 7220「硬質発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ－圧縮特性の求め方」

による。

ニ．熱伝導率試験

JIS A 9526の6.2.6により、JIS A 1412-1「熱絶縁材の熱抵抗及び熱伝導率の測定方法

－第１部：保護熱板法（GHP法）」又はJIS A 1412-2「熱絶縁材の熱抵抗及び熱伝導率

の測定方法－第２部：熱流計法（HFM法）」によって、平均温度（23±2）℃、高温板

と低温板の温度差（25±5）℃で熱伝導を測定する。

ホ．接着強さ試験

JIS A 9526の6.2.7による。

ヘ．透湿率試験

JIS A 9526の6.2.8により、測定はJIS A 1324「建築材料の透湿性測定方法」又はJIS

K 7225「硬質発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ－水蒸気透過性の求め方」による。

ト．難燃性の表面加熱試験

JIS A 1321に規定する試験方法に準じる。

チ．発熱性試験

建築基準法に基づく指定性能評価機関が準不燃材料、難燃材料の評価方法に使用して

いる試験方法に準じる。

・現場発泡断熱材

品質性能等

難燃性 下記のいずれかによっていること

１）JIS A 1321「建築物の内装材及び工法の難燃性試験方法」による難燃2級表面加熱

試験又は難燃3級表面加熱試験に適合していること。

２）法定準不燃材料、難燃材料の評価方法に使用している発熱性試験（コーンカロリー

試験）に適合していること。

発熱性 準不燃材料試験の加熱時間は10分、難燃材料試験の加熱時間は5分において次の１）～

３）に適合していること。

１）総発熱量が8ＭＪ／㎡以下であること。

２）防火上有害な裏面まで貫通する亀裂及び穴がないこと。

３）最高発熱速度が、10秒以上継続して200ＫＷ／㎡を超えないこと。

複層ガラス

品類 厚さ断熱性 日射熱遮へい性

・断熱複層ガラス ・１種 Ｕ１ ・図示

・２種 Ｕ２ ・　

・３種 ・Ｕ３－１ ・Ｕ３－２

断熱材のホルムアルデヒト放散量　※規制対象外　　・第三種

・断熱材打込み工法

種類 種類 厚さ（ｍｍ） 施工箇所

・ビーズ法

ポリスチレンフォーム断熱材

・押出法 ・保温板（２種ｂ） ・２５　・　

ポリスチレンフォーム断熱材 ・保温板（３種ｂ） ・２５　・　 土間

（スキン層なし） ・　 接地部分

・硬質ウレタンフォーム断熱材

・フェノールフォーム断熱材

・断熱材現場発泡工法

断熱材の種類 ※Ａ種１　　・Ｂ種１

厚さ（ｍｍ） ・２５　　　・３０

施工箇所 ※窓回り等の断熱材補修部分、ルーフドレン回りの床版下等、部分的に後張り

としなければならない箇所

・図示

・　

３ ガラス改修工事

［９．４．２］

４ 断熱・防露改修工事材

［９．５．２～３］

・縦型

(視覚障害者誘導用

　　　　ブロック）

（６．２．２）

形式　　※屋内用一般型　　・　密閉型

床　　材種　アルミニウム製　寸法（㎜）　　・４５０×４５０　　　※６００×６００

JIS H 8602(B) 

破壊荷重は、荷重値のPnの2倍以上であること 

受け枠、蓋その他の使用上支障がないこと。 

蓋の耐荷重性能 

施錠・開錠は、鍵又は開閉用ハンドル式とする 

黄銅製、ステンレス製、亜鉛合金製とする 鍵 

ないものとする 

ンレス鋼材、アルミニウム押出形材などで被覆した、

鋳鉄製、ステンレス鋳鋼品、ステンレス製等 ステ

黄銅鋳鉄製、黄銅製、アルミニウム押出形材・合金取手 

鋼製に電気亜鉛めっき又は防錆塗料を行ったものアンカー材 

形状に適した弾力性、密着性、気密性を有するもの 

スポンジラバー、エチレンプロピレン等 枠の材質、

塩化ビニル系ゴム、軟質塩化ビニル、クロロプレン、パッキン材 

－鋼材 鋼製又はJIS G 3313の類にメ
ラミン樹脂焼付塗装若しくは

被膜 JIS H 8601(AA15) 

表面処理：陽極酸化塗装複合

－アルミニウム板 JIS H 4000(A1100P H24) 

L,SUS443J1　JIS G 4308のSUS304ピース 

底板材 コーナー JIS G 4305　SUS430JIS G 4305のSUS304,SUS430J1ステンレス鋼板 

JIS G 4308のSUS304
JIS G 4305のSUS304,SUS430J1L又はSUS443J1ステンレス

JIS H 3250  C3602、C3604  

黄銅   目地材 JIS H 3100  C2600、C2720、C2801 

－鋼製 

程度

（表面処理）HL又は2B仕上げ 仕上げ程度

SUS430J1L,SUS443J1 （表面処理）HL又は2B

JIS G 4305のSUS430JIS G 4305のSUS304,ステンレス鋼製 

 （表面処理）JIS H 8602のB種又はJIS H 8601のAA15 ウム合金押出形材

アルミニウム及びアルミニ受枠材 蓋枠材 

　　　　　屋内外用　　　　　材質 　　　　部材名  　　　屋内用

以下のもの又は同等のものとする

（品質・性能）

底板補強材 

合製樹脂製のものは、衝撃による変形・割れが生じ

検口の有効径の0.08％以内であること。 

蓋中央部が荷重値Pn=1,000Ｎにおいて残留たわみが点

1,000Nまで3回繰り返す。 

　本試験前に200Nを加圧した後、本試験を行う。 　

　試験は、蓋枠の四周を支持させ、蓋の中央部にφ50mmの加圧板を設置し、加圧する。 　

耐荷重試験 　

（試験方法） 

受け枠と蓋枠のクリアランス　片側2.0mm以内 

蓋付寸法の許容差　　±0.5mm以下 

受け枠寸法の許容差　±0.5mm以下 

試験体は、張物用とし、600㎜角程度、枠見込みは、40㎜以下とする。

まで加圧する。 

　本試験は、1,000Nで加圧、荷重除去を3回繰り返し行った後、その後試験体が破壊する(終局荷重)

　測定は、蓋中央部にかかる加圧を200N増す毎にたわみと受け枠の変形その他の異常について

鍵　　　・鍵付　・鍵無

JIS H 4100のA6063S-T5

標準仕様書表18.3.1及び表

18.3.2のさび止め塗料塗り

等の防錆処理を行ったもの

JIS G 5501のFC150,FC200鋳鉄 二重蓋の中蓋

その他 塩化ビニル樹脂製等

標準仕様書表18.3.1及び表

18.3.2のさび止め塗料塗り

等の防錆処理を行ったもの

　　　測定する。

（３）測定は、上記繰り返し試験において、各50回、100回、300回毎に内蓋の垂れ下がり状態を

・支柱調整式
・60　・45　・40　・　 図示

・ピクトグラフ　　標準案内図記号　　※ＪＩＳＺ８２１０による

※１５ 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

                  性能

鉄筋

構造特記仕様書による。



図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

３号棟
建築工事特記仕様書（７）

A-08

設計に緑を

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

図面縮小率　A2版 100％
図面縮小率　A3版  71％

４４ 耐震スリット

４５ ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝ・ｼﾞｮｲﾝﾄ金物

防水性能

・有り

・無し

耐火性能

・耐火型

・非耐火型

外壁（幅×深さ）

シーリング材（内外とも）

※20×10　・　

方向 タイプ

・垂直方向 ※完全（全貫通型）スリット　・　

・水平方向

目地　　　　

内壁（幅×深さ）

目地材 シーリング材（見え掛かりのみ）

目地寸法 ※20×10　・　

材質　　　　　　　・アルミニウム　　・ステンレス

クリアランス　　　・50　　・100　　・150　　・　

防水型　　　　　　※適用する　　　　・適用しない

耐火性能　　　　　・有り（1時間）　・無し

舗装の平坦性　　※通行の支障となる水たまりを生じさせない程度

舗装の平坦性　　※通行の支障となる水たまりを生じさせない程度

材種

・ポリエステル

操作方式

・電動式

遮光性能

・１級

寸法

（ｍｍ）

取付箇所 備考

・スプリング式

・チェーン式

・図示

・２級

・３級

巻取りパイプ、ウェイトバー、操作コード又は操作チェーンその他の材料は製造所の仕様による。

・ジオテキスタイル

　単位面積質量　　・60ｇ/ｍ2以上　　　　　　　　　・ 

　透水係数　　　　・1.5×10 ｃｍ/ｓｅｃ以上　　　　　・ 
-1

　引張強さ　　　　・98Ｎ/5ｃｍ（10ｋｇｆ/5ｃｍ）以上　　

　厚さ(mm)　　　　・0.5～1.0　　　　　　　　　　・ 

JIS K 6903(2008)「熱硬化

性樹脂高圧化粧板」の表

８品質による耐汚染性（Ｂ

法）の規定を満足している

こと。

・図示
・取付け窓の
大きさによる。

(cm)

加圧面積

20×16 

20×24 

20×50 

20×50 

回行った後、残留ひずみ等がないか確認する。その後設計荷重の1.5倍まで加力し、溶接部のはずれ

設計荷重を基準として一方向繰り返し加力を行う。加力速度は、4,903N/sとする。繰り返し加力は3

ロ）Ｕ字溝用　側溝用　T-20～T-2のうち1体 　　　　　

試験体は、下記の種別ごとに強度計算における応力度が最大となる製品について試験を行う。 　

※図示

※図示

※図示

※図示

備考呼び径形状

・Ｂ形管

硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料　　※接着剤　　　　

　　　※標準仕様書　　6.14 により、設計基準強度は18N/mm2とする。ただし、コンクリートが簡易な

　　　　　　　　　　　場合の調合（容積比）　セメント１：砂２：砂利４程度とする。

砂地業に用いる材料　　 ※標準仕様書　　21.2.1(g)(1)による　　　・図示　　

砂利地業に用いる材料　 ※標準仕様書    21.2.1(g)(2)による　　　・図示　　

・図示　・　

・図示　・　

・図示　・　

形状、寸法

設計基準強度18N/mm2とする。ただし、コンクリートが簡易な場合の調合（容積比）

地業の材料　　　　　※標準仕様書 4.6.2(a)による　・図示

添加量　　　kg（目標ＣＢＲ　・5以上　・　　　　）

・生石灰（　　　　　）・消石灰（　　　　　）

種類　・普通ポルトランドセメント　・高炉セメントＢ種

厚さ(mm)

・再生クラッシャラン　・クラッシャラン　・切込み砂利

・川砂又は良質な山砂(75μふるい通過量10％以下)

・図示

・図示

・図示

・図示

路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　・行う　・行わない

アスファルト　・再生アスファルト　・ストレートアスファルト

・細粒度アスファルト混合物(13Ｆ)

・密粒度アスファルト混合物(13Ｆ)

・密粒度アスファルト混合物(13)

・細粒度アスファルト混合物(13)

種類

舗装の平たん性　※通行の支障となる水たまりを生じない程度

アスファルト混合物等の抽出試験　・行う　・行わない

・　

コンクリート舗装の構成及び厚さ

   舗装の種類          部位 構成 厚さ(mm)

コンクリート舗装 車路及び駐車場 ・図示 ・ 図 示 　

歩行者用通路 ・図示 ※ 7 0 　

縁部立下り寸法等　・図示

材料

早強セメント　　・使用する　・使用しない

注入目地材料　※低弾性タイプ　・高弾性タイプ

転圧コンクリートの工法　※図示　・　

目地

試験

コンクリート版厚さの試験　・行う　・行わない

(22.6.2～4)カラー舗装の構成及び厚さ

   部位 構成    厚さ(mm)カラー舗装の種類

・　図示・加熱系 ・アスファルト混合物 ・車路 ・　図示

・石油樹脂系混合物 ・歩行者用通路

・常温系

常温系カラー舗装の着色部の下部　・アスファルト舗装　・コンクリート舗装

材料

添加する材料　・着色骨材（　　　　）・自然石（　　　　）

配合

結合材に石油樹脂を使用する場合の顔料添加量・　

ニート工法及び塗布工法の配合等　・ 　　

構成　・　図示　

材料

　骨材　　・道路用砕石　　・アスファルトコンクリート再生骨材

試験

  開粒度アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う　・行わない 

舗装の平坦性　 ※著しい不陸がないもの　

・コンクリート平板舗装

備考寸法(mm) 厚さ(mm)種類 目地材

※普通平板(Ｎ) ※砂 表面加工※300角 ※60

・透水平板(Ｐ) ・モルタル ・研ぎ出し

・洗い出し

・たたき出し

普通平板は 　 (再生材料を用いた舗装用ブロック)、透水平板は　(透水性コンクリート）とする。

仕上り面の平坦性　※歩行に支障となる段差がないものとし、コンクリート平板間の段差は3mm以内

・ インターロッキングブロック舗装

曲げ強度厚さ
種類 部位 形状 (mm) (N/mm2) 備考

※ 普通ブロック（Ｎ） ・　図示 ※８０ ※5.0 色彩、車路
　　表面加工・ 透水性ブロック（Ｐ） ・ ・ ・ 

  ・ 標準品※ 普通ブロック（Ｎ） ・　図示 ※６０ ※3.0
歩行者用通路

・ 透水性ブロック（Ｐ） ・ ・ ・ 

歩行者用通路に使用する普通ブロックは 　 (再生材料を用いた舗装用ブロック)とする。

仕上り面の平坦性　※歩行に支障となる段差がないものとし、ブロック間の段差は3mm以内

・ 舗石舗装

種類 形状･寸法(mm) 厚さ(mm) 施工方法 基層 基層の厚さ
(mm)

※ 小舗石（花こう岩）　　 ・ ・ うろこ張り ・コンクリート版 ※ 7 0 　・　図示

・アスファルト混合物 ※ 5 0 　

仕上り面の平たん性　※歩行に支障となる段差がないものとし、舗石間の段差は3mm以内

製品は消防法に認定する防炎加工を行ったものとする

製造所

槽　・鉄板ホーロー仕上　・ポリバス　※ステンレス

寸法（ｍｍ）　長さ（　　　　）　幅（　　　　）　高さ（　　　　）　保温ふた付

(２２．５．２～６)

コンクリート舗装２７

(表２２．６.１)

(２２．６．２～４)

カラー舗装２８

(２２．７．２～６)

透水性アスファルト舗装２９

ブロック系舗装３０

(２２．８．２、３)

浴槽

アコーデオンドア３９

４０

※ビニール製（受枠ステンレス製）

・硬質アルミニウム製（受枠ステンレス製）

・ステンレス製（受枠ステンレス製）

材質　・黄銅（ホワイトブロンズめっき仕上）　・ステンレス製（　　　）組

４１ くつふきマット

４２ 旗ざお受金物

４３ 防振ゴム等の製造検査

コンクリート　　・標準仕様書表22.6.3による　・　

種類、間隔、構造　※標準仕様書表22.5.3及び図22.5.1による　・図示

種別

・Ａ種　施工範囲(・図示　・通路　・　　　　)

・Ｂ種　施工範囲(・図示　・建物周囲　・　　　　)

JIS K 5665（路面標示用塗料）による

種類 施工 適用 色 幅(mm) 塗布厚さ(mm) 適用部位

・　白線※３種１号 溶融 粉体状 ・ 白 ・ 150 ・ 1.0
・　車椅子駐車場ライン

常温 ・ 100・ １種

液状・ ２種 加熱

低揮発性有機溶剤型の路面標示用水性塗料

※屋内の壁及び天井の塗装仕上げは，建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたものとす

　る

・次の箇所を除き，建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたものとする

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（１）材種　ステンレス製（・埋込み工法　※接着工法）

（２）フラットエンド　・有（※タイヤ同材　・ステンレス製）　・無

（３）形式　※ビニルタイヤ又は合成ゴムタイヤ入り　・タイヤ無

（１）仕様　・広島県高等学校黒板仕様　・JIS規格品

（２）種類　※研ぎ出し黒板（・木製　※鋼製）　・焼き付け黒板　・ほうろう

　　　　枠　※アルミ合金製　・木製

　　　色彩　※緑　・黒　・白

（３）製造所

煙突用成形ライニング材　適用安全使用温度　※400℃　・650℃

キャスタブル耐火材　工法　・こて押さえ

　　　　　　　　　　最高温度　・400℃

製造所

（２０．２．１３）

ロールスクリーン

（２０．２．１１）

煙突ライニング

（２０．２．６）

（２０．２．８）

階段滑り止め

［７．１．３］

防火材料

路面標示塗料

砂利敷き３１

３２

３３

３４

３５

３６

３７

(２２.９．２)

黒板及びホワイトボード

本工事の施工に当たり，東洋ゴム化工品（株）又はニッタ化工品（株）で製造された製品

や材料を用いる場合には，第三者機関による品質を証明する書類を提出すること。

開閉耐久性項目 耐引っかき性 耐薬品性及び耐汚染性 

「ドアセット」9.4開閉繰り

JIS A 4702

ドア（開閉回数10万回）
返し試験によるスイング

を満足すること及び試験

こと。

終了時点で構造金物、

固定金具等に緩みのない

加工化粧合板

ポリエステル樹脂系

板及びメラミン

メラミン樹脂系

ポリエステル樹

脂系化粧ＭＤＦ

JIS A 5905「繊維板」の表18の規定に適合していること。

て、きずの深さの平均値が10

た耐引っかき性B試験におい

条特殊加工化粧合板に示され

試験片の表面に色が残らない

た耐汚染性B試験において、

条特殊加工化粧合板に示され

粧ＭＤＦ、ポリエステル樹脂系化粧パーティクルボードの脂系化粧板
低圧メラミン樹 ポリエステル樹脂系加工化粧合板、ポリエステル樹脂系化

系 単一材 

樹脂

化粧

μm以内であること。こと。

いずれかの品質に適合していること。

JIS A 5908「パーティクルボード」の表11の規定に適合していること。ポリエステル樹脂系

化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

（５）パネル表面材の耐薬品性・耐汚染性・耐ひっかき性・開閉耐久性 

   　　　項目                                        品質・性能

JIS A 6512「可動間仕切」の表9に対応する材質のうち、耐蝕性のあるものとする。 

   　　　項目                                        品質・性能

を施した材料とする。

JIS A 6512「可動間仕切」の表9に対応する材質のうち、鋼材については、亜鉛めっき処理

場合は適用しない。

JIS A 6512「可動間仕切」の表9に対応する材質とする。ただし、メラミン樹脂系単一材の

錆処理を施した材料とする。ただし、メラミン樹脂系単一材の場合は適用しない。

JIS A 6512「可動間仕切」の表9に対応する材質のうち、鋼材については、防食処理及び防

表面材　　　　　　　　※メラミン樹脂系化粧板　・ポリエステル樹脂系化粧板

幅木材質　　　　　　　※ステンレス幅木

ドアエッジ材質形状　　※アルミＲエッジ

脚部

（２）構造金物

笠木 

小口 

エッジ材 

枠材 

頭つなぎ等 

壁見切り金物

頭つなぎ等で使用するビス類の材質はステンレス製とする。 

戸当り部のゴムは、使用に十分耐える材質であるものとする。 

戸当り 腐蝕の恐れのある材料には防錆処理を施してあるものとする。 

ラッチセット 

ヒンジ 耐蝕性のあるものとする。

（３）付属金物

防水処理を施す。小口 

エッジ材 

枠材 

（４）外観は、JIS A 6512「可動間仕切」の5.b) による。 

（脚具、幅木）

心材 

裏打材 

表面材 メラミン樹脂系、ポリエステル樹脂系化粧板又はメラミン樹脂系単一材とする。

（１）パネル

                                        品質・性能   項目

（品質・性能）

荷重性能 

ふた 

表面仕上げ 

アンカー 

エンドバー、

メインバー、

           項目

＜ステンレス製グレーチング＞

（品質・性能等）

サイドバー 

クロスバー 

                                品質・性能        項目

バー及びエンドプレ

メインバー、サイド

JIS G 3101 SS400及びJIS G 3132 「鋼管用熱間圧延炭素鋼鋼帯」SPHT 

JIS G 3101 SS400及びJIS G 3505 「軟鋼線材」SWRM

受け枠用アングル材 

クロスバー

IS G 3101　SS400 

＜鋼製グレーチング＞以下のもの又は同等のものとする

ート

パネル材料のホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　

（１）ヒンジは、JIS A 1510-2「建築用ドア金物の試験方法－第2部：ドア用金物」に規定する試験

（試験方法） 

　による。

SHASE-S209による

空気調和衛生工学会

左記以外の品質等は(公社)

備考鍵

・有り

・無し・Ｔ－６用

・Ｔ－２０用

・Ｔ－２用

適用荷重種類名称

・ＲＳ－ＶＵ塩ビ製

（テーパ・パッキン式）

・中ふた付き密閉形

（テーパ・パッキン式）

・密閉形

（パッキン式）

・簡易密閉形

・水封形

ホールふた

鋳鉄製マン

鋳鉄製ふた(21.2.1)

・平形

・凹凸形

・平形

・凹凸形

－－

－－

・（　　　）

・（　　　）

・細目 

・細目 

・普通目 

ﾋﾟｯﾁ

亜鉛めっき
上面形状

（付着量）

 ﾒｲﾝﾊﾞｰ

－

－

形式

・T-20用 

・T-14用 

・T-6用 

・T-2用 

・歩行用

・Ｕ字溝用 

・桝ふた用 

（側溝用）

・溝ふた

（横断用）

・溝ふた

レス製

・ステン

・受枠付き，ボルト固定・ 

・T-20用 

・T-14用 

・T-6用 

・歩行用

・T-2用 

適用荷重

・Ｕ字溝用 

・桝ふた用 

（側溝用）

・溝ふた

（横断用）

・溝ふた

用途材質

ホールふた

・鋼製マン

グレーチング(21.2.1)

トイレブース１９

（２０．２．５）

受け枠用ｱﾝｸﾞﾙ材 

JIS G 4303,JIS G 4304,JIS G 4305,JIS G 4308, JIS G 4317,JIS G 4318,のSUS

のとする 

設計荷重の1.5倍までの加力に対して､溶接部のはずれ等その他の異常がないも

                                 品質・性能

幅及び長さの許容差　±3.0mm 

間隔　側溝の場合500mm内外 

2B程度

JIS G 4304,JIS G 4305, JIS G 4317, JIS G 4320のSUS304又はJIS G 4304,

JIS G 4320のSUS304又はJIS G 4304,JIS G 4305のSUS430JIL

JIS G 4303,JIS G 4304,JIS G 4305,JIS G 4308,JIS G 4318のSUS304

JIS G 4305のSUS430JIL

又はJIS G 4303,JIS G 4305のSUS430JIL

IS G 3101 SS400 、塩害の多い地区は塩害に対する防錆処理を行う    

(KN)
横断溝用

(KN)

側溝用

種別

荷重

T-20 

T-14 

T-6 

T-2 

4,903N/㎡の等分布荷重

109.8 

76.9 

33.0 

11.0 7.8 

23.5 

54.9 

78.5 

区分
歩車道 

車道

歩道

等異常の有無について確認する。 

　　　        歩道用　　　　　 のうち1体 

　　　　    　側溝用　T-20～T-2のうち1体 　

　　　　　  　歩道用　　　　　 のうち1体 　　　

イ）溝ふた　　横断用　T-20～T-2のうち1体 　　

（荷重試験方法）

設計荷重は以下の通りとする

・ＲＳ－ＶＵ

・ＶＵ

・ＶＰ・硬質ポリ塩化ビニル管

管の種類

※外圧管（１種）

材種

・遠心力鉄筋コンクリート管

排水管用材料

基床の厚さ及び種類　　・図示　　　

側塊の形状及び寸法　・図示　

排水桝の種類　　　　　 ・図示　

排水桝の種類　　　　　 ・図示　

排水桝の種類　　　　　 ・図示　

排水桝の種類　　　　　 ・図示　

コンクリート基礎等に用いる材料

　　　・図示

凍上抑制層に用いる材料　

砂の粒度試験　・行う　　・行わない

・縁石

・Ｕ字側溝

・Ｕ形側溝ふた

種類

街きょ、縁石、側溝

・図示

セメント１：砂２：砂利４程度とする。

※標準仕様書(6.14)

砂利地業の厚さ　　※100(mm)　・図示

コンクリート基礎等に用いる材料

凍上抑制層に用いる材料　

砂の粒度試験　・行う　・行わない

現場ＣＢＲ試験　　　・行う　・行わない

・フライアッシュセメントＢ種

・添加材料による安定処理

路床安定処理

・凍上抑制層

材料

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種

・建設汚泥から再生した処理土

・フィルター層

・遮断層

・盛土

種別

路床の材料

※ Ｂ 種 　 　

・砂

・砂

路床締固め度の試験　・行う　・行わない

砂の粒度試験　・行う　・行わない

試験

透水係数　　　　・1.5×10cm/sec以上 　　  ・　

引張強さ　　　　・98N/5cm(10kgf/5cm)以上　・　

厚さ(mm)　　　　・0.5～1.0　　・　

単位面積質量　　・60g/㎡以上　・　　

・ジオテキスタイル

　　　・安定処理土のCBR試験　　

目標CBRを満足する添加量の確認方法

路盤の厚さ　・図示　・ 

路盤材料　

・　クラッシャラン 

種類

砕石
・　粒度調整砕石

・　クラッシャラン 

・　粒度調整砕石
再生材

・　クラッシャラン鉄鋼スラグ

・　粒度調整鉄鋼スラグ

・　水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

路盤締固め度の試験　※行う　　・行わない

・アスファルトコンクリート再生骨材

骨材　　　　　・道路用砕石

アスファルト舗装の構成及び厚さ　※図示　・　

材料

地域

・一般地域

・寒冷地域

区分

表層

加熱アスファルト混合物等の種類

試験

シールコートの施工　・行う　・行わない

２１ 屋外雨水排水

（２１．２．１、２）

（表２１．２．１、２）

２２ 街きょ、縁石、側溝

(２１．３．１、２)

(表２１．３．１)

２３ 埋戻し土

(２１．２．１)

路床２４

(２２．２．２、３、５)

表２２．２．１

２５ 路盤

(２２．２．２、３、５)

２６ アスファルト舗装

(２２．４．２～６)

JAS「合板の農林規格」第9 JAS「合板の農林規格」第9

・Ｌ形側溝

２０　排水枡ふた

のとする 

設計荷重の1.5倍までの加力に対して､溶接部のはずれ等その他の以上がないも

溶融亜鉛めっきの

HDZ40以上又は、HDZ 50以上

IS H 8641「溶融亜鉛めっき」による試験において溶融亜鉛めっきの付着量が

幅及び長さの許容差　±3.0mm ふた 

アンカー 

荷重性能 

間隔　側溝の場合500mm内外 

付着量 

表面仕上げ 塗装仕上げとする場合は、樹脂系塗料

塗装仕上げとする場合は，樹脂系塗料 

・図示　・ｽﾁｰﾙ製ｸﾞﾚ-ﾁﾝｸﾞ

・　視覚障害者用表示
・　駐車番号、「軽」文字



図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

３号棟
外壁改修工事特記仕様書（１）

A-09

設計に緑を

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

図面縮小率　A3版  71％
図面縮小率　A2版 100％

名　　称 　Ａ　表面劣化部処理 　Ｂ　ひび割れ部処理

　記号・仕様 　Ａ－１　打放し面表面劣化部処理［サンダー工法］ 　Ａ－２　モルタル面表面劣化部処理［サンダー工法］ 　Ｂ－１　打放し面樹脂注入工法［標仕４．３．４］ 　Ｂ－２　打放し面Ｕカットシール材充てん工法［標仕４．３．５（１）］ 　Ｂ－３　打放し面Ｕカットシール材充てん工法［標仕４．３．５（１）］
　ひび割れ幅　０．２～１．０㎜ 　ひび割れ幅　１．０㎜以上 　ひび割れ幅　０．２～１．０㎜

1 1 ２ 3 3

１ １改修後改修前

3 3 3 4

2

2 2 １ ４ 5 2 ４

①既存仕上げ材及び脆弱層サンダーケレン（＊全面　・部分） ①既存仕上げ材及び脆弱層サンダーケレン（＊全面　・部分） ①サンダーケレン ①ひび割れ部Ｕカット ①ひび割れ部Ｕカット

②高圧水洗浄（１５０～２００㎏／ｃ㎡） ②高圧水洗浄（１５０～２００㎏／ｃ㎡） ②ひび割れ部シール ②高圧水洗浄（１５０～２００㎏／ｃ㎡） ②高圧水洗浄（１５０～２００㎏／ｃ㎡）

③セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５ｍｍ） ③セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５ｍｍ） ③エポキシ樹脂注入 ③シーリング材打設 ③可とう性エポキシ樹脂充てん後けい砂

④セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５ｍｍ） ④Ｕカット部埋戻し　（ポリマーセメントモルタル） ④セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５ｍｍ）

⑤セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５ｍｍ）

工　程

※Ａ－１工法を行う場合は，①，④の工程はＡ－１工法に含む。 ※Ａ－１工法を行う場合は，②⑤の工程はＡ－１工法に含む。 ※Ａ－１工法を行う場合は，②④の工程はＡ－１工法に含む。

参考数量： 参考数量： 参考数量： 参考数量：

（　　）内は挙動ひび割れ数量を示す

　名　　称 　Ｂ　ひび割れ部処理 　Ｃ　錆鉄筋部処理

　記号・仕様 　Ｂ－４　モルタル面樹脂注入工法 　Ｂ－５　モルタル面躯体部樹脂注入工法 　Ｂ－６　モルタル面Ｕカットシール材充てん工法 　Ｂ－７　モルタル面Ｕカットエポキシ樹脂充てん工法 　Ｃ－１　打放し面錆鉄筋部処理
　ひび割れ幅　０．２～１．０㎜ 　ひび割れ幅　０．２～１．０㎜ 　ひび割れ幅　１．０㎜以上 　ひび割れ幅　０．２～１．０㎜

3 3 1 5
3

１ １改修後改修前
4

4 2 4
52

2 5 2 3 6
6

4

①サンダーケレン ①ひび割れ周囲モルタルカッター切り ①ひび割れ部Ｕカット ①ひび割れ部Ｕカット ①錆鉄筋周辺のはつり

②ひび割れ部シール ②モルタル除去 ②高圧水洗浄（１５０～２００㎏／ｃ㎡） ②高圧水洗浄（１５０～２００㎏／ｃ㎡） ②錆落とし

③エポキシ樹脂注入 ③ひび割れ部シール ③シーリング材打設 ③可とう性エポキシ樹脂充てん後けい砂 ③高圧水洗浄（１５０～２００㎏／ｃ㎡）

④セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５ｍｍ） ④エポキシ樹脂注入 ④Ｕカット部埋戻し　（ポリマーセメントモルタル） ④セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５ｍｍ） ④防錆処理

⑤埋戻し ⑤セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５ｍｍ） ⑤はつり部埋戻し整形

⑥セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５ｍｍ） ⑥セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５ｍｍ）工　程

※Ａ－２工法を行う場合は，①，④の工程はＡ－２工法に含む。 ※Ａ－２工法を行う場合は，⑥の工程はＡ－２工法に含む。 ※Ａ－２工法を行う場合は，②⑤の工程はＡ－２工法に含む。 ※Ａ－２工法を行う場合は，②④の工程はＡ－２工法に含む。 ※Ａ－２工法を行う場合は，③⑥の工程はＡ－２工法に含む。

参考数量： 参考数量： 参考数量： 参考数量： 参考数量：

（　　）内は挙動ひび割れ数量を示す

　名　　称 　Ｃ　錆鉄筋部処理 　Ｄ　浮き部処理

　記号・仕様 　Ｃ－２　モルタル面錆鉄筋部処理 　Ｄ－１　モルタル面はつり 　Ｄ－２　モルタル面アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法　　［標仕４．４．１０］
　Ｄ－２’　タイル面アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法　　［標仕４．５．９］

モルタル ①一般部分標準グリッド（２５０×２５０） ③峡幅部

（指定部以外の部分） （幅２００㎜以下で帯状に剥離し２ 5 ３タイル

　ている幅の狭い箇所）2501 1 ４改修後改修前
1

３ 6 ２ 4 ５

４ 7 ３ ５ 200６

2
5
0

2
７

2
0
0

以
　

下

1
,
0
0
0

８

アンカーピン固定部
1,000①カッター縁切り ①カッター縁切り

①穿孔 一般部 16 ヶ所 ⑤穿孔跡埋戻し ［パテ状エポキシ樹脂］ 一般部 16 ヶ所
②指定部分標準グリッド（２００×２００）②浮き部はつり ②浮き部はつり

指定部 25 ヶ所 指定部 25 ヶ所
（見上げ面、ひさしのはな、まぐさ隅角部分等）③錆落とし ③高圧水洗浄（１５０～２００㎏／ｃ㎡）

②孔内エアー清掃 一般部 16 ヶ所 ⑥サンダーケレン
④高圧水洗浄（１５０～２００㎏／ｃ㎡） ④はつり部埋戻し整形 200

指定部 25 ヶ所 ⑦高圧水洗浄（１５０～２００㎏／ｃ㎡）
⑤防錆処理 ⑤セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５ｍｍ）

③エポキシ樹脂注入 一般部 16 ヶ所 ⑧セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５ｍｍ）
⑥はつり部埋戻し整形

2
0
0

指定部 25 ヶ所工　程 ⑦セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５ｍｍ）
④ステンレスピン挿入 一般部 16 ヶ所

1
,
0
0
0

※Ａ－２工法を行う場合は，⑥，⑦，⑧の工程はＡ－２工法に含む。※Ａ－２工法を行う場合は，④⑦の工程はＡ－２工法に含む。 ※Ａ－２工法を行う場合は，③⑤の工程はＡ－２工法に含む。
指定部 25 ヶ所

参考数量：①一般部分：参考数量： 参考数量：
②指定部分：
③峡幅部：

1,000

ひび割れ幅　０．２～０．５㎜　（　　　　　　　　　　）

参考数量： 355.00㎡

ひび割れ幅　０．５～１．０㎜　（　　　 　　   　　　）

ひび割れ幅　０．５～１．０㎜　　　　（　　　　）

ひび割れ幅　０．２～０．５㎜　　　　（　　　　）1532.00㎡

530.00㎡

154.00ｍ

14.30ｍ

23.80㎡ 265.00㎡

　・アスベスト含有仕上塗材等（下地調整塗材は除く）の除去

　　　除去対象範囲　　※各階開放廊下天井、各住戸ﾊﾞﾙｺﾆｰ天井、階段室天井･上裏

除去工法　　　・剥離剤併用手工具ケレン工法（隔離養生・負圧無し）

※アスベストは外壁（軒裏天井・階段上裏面のみ・一般外壁面は含有無し）仕上塗材（３層構成）のうち，

　塗材（表面側主材）に含まれており，下地調整材には含まれていないことが分析調査により判明している。

［共仕４．４．５］ ［標仕４．４．５］

２

１

3

１ ４



図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

３号棟
外壁改修工事特記仕様書（２）

A-10

設計に緑を

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

図面縮小率　A3版  71％
図面縮小率　A2版 100％

名　　称 　Ｄ　浮き部処理

　記号・仕様 　Ｄ－３　モルタル面アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法　　［標仕４．４．１１］
　Ｄ－３’　タイル面アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法　　［標仕４．５．１０］

①一般部分標準グリッド（２００×２００） ②指定部分標準グリッド（１１０×１１０）
モルタル

（指定部以外の部分） （見上げ面、ひさしのはな、まぐさ隅角部分等）
1103

タイル 200
6 7 4改修後改修前

5

1
1
0

10 2
0
0

1 2

11

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

8 126 7

9

1,000 1,000
①ﾋﾟﾝ固定部穿孔 一般部 13 ヶ所 ⑥注入口穿孔 一般部 12 ヶ所 ⑫セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５ｍｍ）

③峡幅部
指定部 20 ヶ所 指定部 20 ヶ所

（幅２００㎜以下で帯状に剥離している幅の狭い箇所）
②孔内ｴｱｰ清掃 一般部 13 ヶ所 ⑦孔内エアー清掃 一般部 12 ヶ所

200
指定部 20 ヶ所 指定部 20 ヶ所

③ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入 一般部 13 ヶ所 ⑧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入 一般部 12 ヶ所

2
0
0

以
　

下

20 20指定部 ヶ所指定部 ヶ所工　程 ※Ａ－２工法を行う場合は，⑩，⑪，⑫の工程はＡ－２工法に含む。
200

⑨穿孔跡埋戻し ［ｴﾎﾟｷｼﾊﾟﾃ］ 一般部 12 ヶ所④ｽﾃﾝﾚｽﾋﾟﾝ挿入 一般部 13 ヶ所
参考数量：①一般部分：

指定部 20 ヶ所指定部 20 ヶ所
②指定部分： アンカーピン固定部

⑤穿孔跡埋戻し ［ｴﾎﾟｷｼﾊﾟﾃ］ 一般部 13 ヶ所 ⑩ｻﾝﾀﾞｰｹﾚﾝ ③峡幅部： 注入口
指定部 20 ヶ所 ⑪高圧水洗浄（１５０～２００㎏／ｃ㎡）

　名　　称 　Ｄ　浮き部処理

　記号・仕様 　Ｄ－４　モルタル面アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法　　［標仕４．４．１２］
　Ｄ－４’　タイル面アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法　　［標仕４．５．１１］

モルタル
①一般部分標準グリッド（２００×２００） ②指定部分標準グリッド（１１０×１１０）

3 （指定部以外の部分） （見上げ面、ひさしのはな、まぐさ隅角部分等）タイル
1106 7 4 200

改修後改修前 5
1 2 10

1
1
0

2
0
0

11

6 7 8 12

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

9

1,000 1,000
①ピン固定部穿孔 一般部 13 ヶ所 ⑥注入口穿孔 一般部 12 ヶ所 ⑫セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５ｍｍ）

③峡幅部
指定部 20 ヶ所 指定部 20 ヶ所

（幅２００㎜以下で帯状に剥離している幅の狭い箇所）
②孔内エアー清掃 一般部 13 ヶ所 ⑦孔内エアー清掃 一般部 12 ヶ所

200
指定部 20 ヶ所 指定部 20 ヶ所

工　程
③ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入 一般部 13 ヶ所 ⑧ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入 一般部 12 ヶ所

2
0
0

以
　

下

20 20指定部 ヶ所 指定部 ヶ所
※Ａ－２工法を行う場合は，⑩，⑪，⑫の工程はＡ－２工法に含む。

200
④ｽﾃﾝﾚｽﾋﾟﾝ挿入 一般部 13 ヶ所 ⑨穿孔跡埋戻し［ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ］ 一般部 12 ヶ所

参考数量：①一般部分：
指定部 20 ヶ所 指定部 20 ヶ所

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ固定部②指定部分：
⑤穿孔跡埋戻し［ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ］ 一般部 13 ヶ所 ⑩ｻﾝﾀﾞｰｹﾚﾝ ③峡幅部： 注入口

指定部 20 ヶ所 ⑪高圧水洗浄（１５０～２００㎏／ｃ㎡）

　名　　称 　Ｄ　浮き部処理

　記号・仕様 　Ｄ－５　モルタル面注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法　　［標仕４．４．１３］
　Ｄ－５’　タイル面注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法　　［標仕４．５．１２］

モルタル ①一般部分標準グリッド（３３０×３３０） ②指定部分標準グリッド（２５０×２５０）

（指定部以外の部分） （見上げ面、ひさしのはな、まぐさ隅角部分等）４タイル

330 250３改修後改修前
1

５

６

2
5
0

2

3
3
0

７

８ 1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1,000 1,000

①穿孔 一般部  9 ヶ所 ⑤穿孔跡埋戻し ［エポキシパテ］ 一般部  9 ヶ所
③峡幅部

指定部 16 ヶ所 指定部 16 ヶ所
（幅２００㎜以下で帯状に剥離している幅の狭い箇所）

②孔内エアー清掃 一般部 ヶ所 ⑥サンダーケレン 9
200⑦高圧水洗浄（１５０～２００㎏／ｃ㎡）

指定部 ヶ所16
⑧セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５ｍｍ）

③ステンレスピン（注入口付）挿入 一般部 ヶ所 9

2
0
0

以
　
下

工　程
指定部 ヶ所16

※Ａ－２工法を行う場合は，⑥，⑦，⑧の工程はＡ－２工法に含む。

④エポキシ樹脂注入 一般部 ヶ所 9

指定部 ヶ所16
注入口付アンカーピン固定部

③峡幅部：
②指定部分： 

参考数量：①一般部分：32.1㎡(東棟) 0.68㎡(西棟)

　・アスベスト含有仕上塗材等（下地調整塗材は除く）の除去

　　　除去対象範囲　　※各階開放廊下天井、各住戸ﾊﾞﾙｺﾆｰ天井、階段室天井･上裏

除去工法　　　・剥離剤併用手工具ケレン工法（隔離養生・負圧無し）

※アスベストは外壁（軒裏天井・階段上裏面のみ・一般外壁面は含有無し）仕上塗材（３層構成）のうち，

　塗材（表面側主材）に含まれており，下地調整材には含まれていないことが分析調査により判明している。



図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

３号棟
外壁改修工事特記仕様書（３）

A-11

設計に緑を

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

図面縮小率　A3版  71％
図面縮小率　A2版 100％

　名　　称 　Ｄ　浮き部処理

　記号・仕様 　Ｄ－６　モルタル面注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法　　［標仕４．４．１４］
　Ｄ－６’　タイル面注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法　　［標仕４．５．１３］

モルタル
①一般部分標準グリッド（１６５×１６５） ②指定部分標準グリッド（１２５×１２５）

4
（指定部以外の部分） （見上げ面、ひさしのはな、まぐさ隅角部分等）タイル

165 12536 7

5改修後改修前
10

1 2

1
2
5

1
6
5

11

8 12
6 7

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

9

1,000 1,000

①ピン固定部穿孔 一般部  9 ヶ所 ⑤穿孔跡埋戻し ［エポキシパテ］ 一般部  9 ヶ所 ⑨穿孔跡埋戻し ［エポキシパテ］ 一般部  9 ヶ所 ③峡幅部

指定部 16 ヶ所 指定部 16 ヶ所 指定部 16 ヶ所 （幅２００㎜以下で帯状に剥離している幅の狭い箇所）

200②孔内エアー清掃 一般部  9 ヶ所 ⑥注入口穿孔 一般部  9 ヶ所 ⑩サンダーケレン
⑪高圧水洗浄（１５０～２００㎏／ｃ㎡）

指定部 16 ヶ所 指定部 16 ヶ所
⑫セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５ｍｍ）

2
0
0

以
　

下

 9③ステンレスピン（注入口付）挿入 一般部 ヶ所 ⑦孔内エアー清掃 一般部  9 ヶ所
工　程 ※Ａ－２工法を行う場合，⑩，⑪，⑫の工程はＡ－２工法に含む

20016指定部 ヶ所 指定部 16 ヶ所

参考数量：①一般部分：④エポキシ樹脂注入 一般部  9 ヶ所 ⑧エポキシ樹脂注入 一般部  9 ヶ所
注入口付アンカーピン固定部②指定部分：16 16指定部 ヶ所 指定部 ヶ所

③峡幅部： 注入口

　名　　称 　Ｄ　浮き部処理

　記号・仕様 　Ｄ－７　モルタル面注入口付アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法　　［標仕４．４．１５］ 　Ｄ－８　タイル面注入口付アンカーピンニングエポキシ樹脂注入タイル固定工法（小口タイル以上）［標仕４．５．１５］
　Ｄ－７’　タイル面注入口付アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法　　［標仕４．５．１４］
　　　　　※標準グリッド等は，Ｄ－６，Ｄ－６’と同じ

モルタル

4
タイル

6 7 小口タイル以上3

改修後 3改修前 5
1

10 41 2
2

11 5

8 126 7

9

①ピン固定部穿孔 一般部  9 ヶ所 ⑥注入口穿孔 一般部  9 ヶ所 ⑫セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５ｍｍ） ①穿孔
②孔内エアー清掃

指定部 16 ヶ所指定部 16 ヶ所
③ステンレスピン（注入口付）挿入

②孔内エアー清掃 一般部  9 ヶ所 ⑦孔内エアー清掃 一般部  9 ヶ所 ④エポキシ樹脂注入
⑤穿孔跡埋戻し ［化粧キャップもしくは調色樹脂パテ］

指定部 16 ヶ所 指定部 16 ヶ所
工　程

 9③ステンレスピン（注入口付）挿入 一般部 ヶ所 ⑧ポリマーセメントスラリー注入 一般部  9 ヶ所

16指定部 ヶ所 16指定部 ヶ所
※Ａ－２工法を行う場合，⑩，⑪，⑫の工程はＡ－２工法に含む

④ポリマーセメントスラリー注入 一般部  9 ヶ所 ⑨穿孔跡埋戻し［ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ］ 一般部  9 ヶ所
参考数量：①一般部分： 　参考数量：

16 指定部 16 ヶ所指定部 ヶ所
②指定部分：

⑤穿孔跡埋戻し［ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ］ 一般部  9 ヶ所 ⑩サンダーケレン ③峡幅部：

⑪高圧水洗浄（１５０～２００㎏／ｃ㎡）指定部 16 ヶ所

　名　　称 　Ｅ　欠損部処理 　Ｆ　外壁複合改修工法

　記号・仕様 　Ｅ－１　打放し面充填工法［標仕４．３．７］ 　Ｅ－２　打放し面欠損部処理［標仕４．３．３］ 　Ｅ－３　モルタル面欠損部処理［標仕４．４．３］ 　Ｆ　　　外壁複合改修工法

＊印寸法は８０程度とする

4

11 5
改修後改修前

ｈ ｈ 51
2

1 3 2 4 2 4

2 3 3 5

4 6 モルタル下地突出部がある場合は撤去し、
3 7 6水切り目地がある場合は穴埋めをすること。

＊
（　　　） （　　　）

①欠損部はつり等での整形 ①欠損部・錆鉄筋周辺はつり等での整形 ①カッター縁切り 下地補修後
②高圧水洗浄（１５０～２００㎏／ｃ㎡） ②錆落とし ②欠損部はつり等での整形 ① プライマー下塗り

③欠損はつり部埋戻し［※ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ　・エポキシ樹脂モルタル］ ③高圧水洗浄（１５０～２００㎏／ｃ㎡） ③高圧水洗浄（１５０～２００㎏／ｃ㎡） ② ポリマーペースト中塗り
④セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５ｍｍ） ④防錆処理 ④欠損はつり部埋戻し［※ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ　・エポキシ樹脂モルタル］ ③ 三軸ネット張り

⑤欠損はつり部埋戻し［※ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ　・エポキシ樹脂モルタル］ ⑤セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５ｍｍ） ④ ワッシャー付アンカーピン打ち込み
⑥セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５ｍｍ） 　（鉄筋の露出部がある場合はＥ－２による） ⑤ ポリマーペースト中塗り

⑥ アルミ水切り取付け (L-30×15×2.0　ステンレスビス止＠450）

⑦ シーリング打設（ＭＳ-２）
工　程 ※Ａ－２工法を行う場合，③，⑤の工程はＡ－２工法に含む※Ａ－１工法を行う場合，②，④の工程はＡ－１工法に含む ※Ａ－１工法を行う場合，③，⑥の工程はＡ－１工法に含む

　参考数量： 　参考数量：

ネット張り ㎡　参考数量

水切 ｍ

　参考数量： 54.30㎡

　・アスベスト含有仕上塗材等（下地調整塗材は除く）の除去

　　　除去対象範囲　　※各階開放廊下天井、各住戸ﾊﾞﾙｺﾆｰ天井、階段室天井･上裏

除去工法　　　・剥離剤併用手工具ケレン工法（隔離養生・負圧無し）

※アスベストは外壁（軒裏天井・階段上裏面のみ・一般外壁面は含有無し）仕上塗材（３層構成）のうち，

　塗材（表面側主材）に含まれており，下地調整材には含まれていないことが分析調査により判明している。
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1/200
３号棟
附近見取り図・既存配置図

A-12

真北

磁
北

旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

工事場所:広島県三原市旭町一丁目

付近見取り図
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1/200
３号棟
改修後配置図

A-13

真北

磁
北

旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

EV

Ｂ

Ａ

Ｃ

TBM=T.2(既存鋲)
(既存境界鋲=T.2<1.962>)
TBM+1038=設計GL

1245689101112131415

16

7

ｺﾞﾐｽﾃｰｼｮﾝ
新設

ｺﾝｸﾘｰﾄ立上壁（H＝100+300）縦筋：D10＠200、横筋3-D13

3

1
0
0

自転車置場新設

倉庫-5新設

倉庫-1新設 倉庫-2新設 倉庫-3新設 倉庫-4新設

敷地断面図 1/200

敷
地

断
面

図
 
1
/2

0
0

増築後配置図 1/200
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※敷地内及び周辺のﾚﾍﾞﾙ表示は設計GL(H=3.00)からのﾚﾍﾞﾙとする。
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３号棟
1/100面積求積図、算出表

A-14

真北

磁
北

旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

A

C B2 3

記号

A

B

C

面積表

D

×

×

計算式

36.100 6.700

6.720 1.200

計 記号

1

2

3

4

5

計算式

×

×

×

0.450

5.280
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計

床面積

1F床面積

2F床面積

3F床面積
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増築部

既存部
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既存部
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管理建築士　　　　　　
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1/100
３号棟
改修前　1階平面図

Ａ-15
浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号

1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

SD
301

DK

和室6帖和室6帖和室6帖

DKDK

和室6帖

DK

和室6帖

DK

便所便所便所

浴室浴室浴室

便所

浴室

便所

浴室
和室4.5帖

和室4.5帖和室4.5帖

和室4.5帖和室4.5帖

和室4.5帖

玄関

ﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰ

倉庫 倉庫

廊下

和室4.5帖和室4.5帖

ﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰ

和室4.5帖和室4.5帖

玄関

廊下

玄関 玄関玄関

UP

RD RD RD

RD RD RD

1階平面図　1/100

301
AW

＜改修前＞

撤去部分を示す。

凡　例　（改修前平面図）

工事対象項目を示す。

工事対象外項目を示す。

工事対象室を示す。

工事対象外室を示す。

項目

（ 室名 ）

室名

（ 項目 ）

撤去建具を示す。<枠残置>

仕上区分線を示す。

開放廊下手摺壁撤去

RCｽﾛｰﾌﾟ撤去
<土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=120>

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去
<表層50+路盤150>

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去
<表層50+路盤150>

RD
ﾊﾞﾙｺﾆｰﾄﾞﾚｲﾝ及び
竪樋50φ撤去を示す｡

2
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7
0
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設計年月日
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図面Ｎｏ

62021

1/100
３号棟
改修前　2階平面図

Ａ-16
浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号

1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

DK

和室6帖和室6帖和室6帖

DKDK

和室6帖

DK

和室6帖

DK

便所便所便所

浴室浴室浴室

便所

浴室

便所

浴室
和室4.5帖

和室4.5帖和室4.5帖

和室4.5帖和室4.5帖

和室4.5帖和室4.5帖

和室4.5帖和室4.5帖

和室4.5帖

玄関 玄関 玄関 玄関

ﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰ

廊下 廊下

玄関

RD RD RD

RD RD RD

2階平面図　1/100

301
AW

＜改修前＞

開放廊下手摺壁撤去

撤去部分を示す。

凡　例　（改修前平面図）

工事対象項目を示す。

工事対象外項目を示す。

工事対象室を示す。

工事対象外室を示す。

項目

（ 室名 ）

室名

（ 項目 ）

撤去建具を示す。<枠残置>

仕上区分線を示す。

RD
ﾊﾞﾙｺﾆｰﾄﾞﾚｲﾝ及び
竪樋50φ撤去を示す｡
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設計に緑を

図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

1/100
３号棟
改修前　3階平面図

Ａ-17
浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号

1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

DK

和室6帖和室6帖和室6帖

DKDK

和室6帖

DK

和室6帖

DK

便所便所便所

浴室浴室浴室

便所

浴室

便所

浴室
和室4.5帖

和室4.5帖和室4.5帖

和室4.5帖和室4.5帖

和室4.5帖和室4.5帖

和室4.5帖和室4.5帖

和室4.5帖

玄関 玄関 玄関 玄関

廊下 廊下

ﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰ

玄関

RD RD RD

RD RD RD

3階平面図　1/100

301
AW

＜改修前＞

開放廊下手摺壁撤去

撤去部分を示す。

凡　例　（改修前平面図）

工事対象項目を示す。

工事対象外項目を示す。

工事対象室を示す。

工事対象外室を示す。

項目

（ 室名 ）

室名

（ 項目 ）

撤去建具を示す。<枠残置>

仕上区分線を示す。

RD
ﾊﾞﾙｺﾆｰﾄﾞﾚｲﾝ及び
竪樋50φ撤去を示す｡
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設計に緑を

図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

1/100
３号棟
改修前　4階平面図

Ａ-18
浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号

1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

DK

和室6帖和室6帖和室6帖

DKDK

和室6帖

DK

和室6帖

DK

便所便所便所

浴室浴室浴室

便所

浴室

便所

浴室
和室4.5帖

和室4.5帖和室4.5帖

和室4.5帖和室4.5帖

和室4.5帖和室4.5帖

和室4.5帖和室4.5帖

和室4.5帖

玄関 玄関 玄関 玄関

廊下 廊下

ﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰ

玄関

RD RD RD

RD RD RD

4階平面図　1/100

301
AW

＜改修前＞

開放廊下手摺壁撤去

撤去部分を示す。

凡　例　（改修前平面図）

工事対象項目を示す。

工事対象外項目を示す。

工事対象室を示す。

工事対象外室を示す。

項目

（ 室名 ）

室名

（ 項目 ）

撤去建具を示す。<枠残置>

仕上区分線を示す。

RD
ﾊﾞﾙｺﾆｰﾄﾞﾚｲﾝ及び
竪樋50φ撤去を示す｡
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設計に緑を

図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

1/100
３号棟
改修前　屋根伏図

Ａ-19
浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号

1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

(高架水槽)

RD RD RD

RD RD RD

4階平面図　1/100

301
AW

＜改修前＞

撤去部分を示す。

凡　例　（改修前平面図）

工事対象項目を示す。

工事対象外項目を示す。

工事対象室を示す。

工事対象外室を示す。

項目

（ 室名 ）

室名

（ 項目 ）

撤去建具を示す。<枠残置>

仕上区分線を示す。

RD ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ撤去を示す。
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設計に緑を

図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

1/100改修後　1階平面図
３号棟 Ａ-20

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

SD 塗替
52

SD
51

塗替SD
51

塗替 SD
51

塗替 SD
51

塗替 SD
51

塗替

ﾀﾃ樋100A

EV

E
V
棟

増
築

耐震ｽﾘｯﾄ耐震ｽﾘｯﾄEX
P.

J

ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ<

1
/
1
2
勾

配
>

耐震ｽﾘｯﾄ

増設壁（W15）

EV棟増築

既
存

棟
<
耐

震
・

外
壁

改
修

>

DK

和室6帖和室6帖和室6帖

DKDK

和室6帖

DK

和室6帖

DK

便所便所便所

浴室浴室浴室

便所

浴室

便所

浴室
和室4.5帖

和室4.5帖

玄関

ﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰ

倉庫 倉庫

廊下

和室4.5帖和室4.5帖

ﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰ

和室4.5帖和室4.5帖

玄関 玄関

廊下

和室4.5帖和室4.5帖

和室4.5帖

玄関

和室4.5帖

玄関

UP

UP

UP

RD RD RD

RD RD RD

1階平面図　1/100

＜改修後＞

1
AW

101
AW 改

※符号なき建具は全て既存のままとする。

破線表示

実線表示

仕上区分線を示す。
改修内容は各平面詳細図による。

（ 室名 ）

（ 項目 ）

工事部分を示す。

既存のまま又は別途工事を示す。 改修建具を示す。

新設建具を示す。

凡　例　（改修後平面図）

工事対象項目を示す。

工事対象外項目を示す。

工事対象室を示す。

工事対象外室を示す。

項目

室名 RD
ﾊﾞﾙｺﾆｰﾄﾞﾚｲﾝ及び
竪樋VP75φ新設を示す｡
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設計に緑を

図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

1/100
３号棟
改修後　2階平面図

Ａ-21
浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号

1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

SD
51

塗替SD
51

塗替 SD
51

塗替 SD
51

塗替 SD
51

塗替

EV

ﾀﾃ樋100A

梁上部増打ち

耐震ｽﾘｯﾄ 耐震ｽﾘｯﾄ 耐震ｽﾘｯﾄ

E
V
棟

増
築

EX
P.

J

EV棟増築

既
存

棟
<
耐

震
・

外
壁

改
修

>

DK

和室6帖和室6帖和室6帖

DKDK

和室6帖

DK

和室6帖

DK

便所便所便所

浴室浴室浴室

便所

浴室

便所

浴室
和室4.5帖

和室4.5帖和室4.5帖

和室4.5帖和室4.5帖

和室4.5帖和室4.5帖

和室4.5帖和室4.5帖

和室4.5帖

玄関 玄関

ﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰ

廊下 廊下

玄関 玄関玄関

RD RD RD

RD RD RD

＜改修後＞

2階平面図　1/100

1
AW

101
AW 改

※符号なき建具は全て既存のままとする。

破線表示

実線表示

仕上区分線を示す。
改修内容は各平面詳細図による。

（ 室名 ）

（ 項目 ）

工事部分を示す。

既存のまま又は別途工事を示す。 改修建具を示す。

新設建具を示す。

凡　例　（改修後平面図）

工事対象項目を示す。

工事対象外項目を示す。

工事対象室を示す。

工事対象外室を示す。

項目

室名 RD
ﾊﾞﾙｺﾆｰﾄﾞﾚｲﾝ及び
竪樋VP75φ新設を示す｡
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設計に緑を

図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

1/100
３号棟
改修後　3階平面図

Ａ-22
浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号

1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

SD
51

塗替SD
51

塗替 SD
51

塗替 SD
51

塗替 SD
51

塗替

EV

ﾀﾃ樋100A

E
V
棟

増
築

耐震ｽﾘｯﾄ 耐震ｽﾘｯﾄ 耐震ｽﾘｯﾄEX
P.

J

EV棟増築

既
存

棟
<
耐

震
・

外
壁

改
修

>

DK

和室6帖和室6帖和室6帖

DKDK

和室6帖

DK

和室6帖

DK

便所便所便所

浴室浴室浴室

便所

浴室

便所

浴室
和室4.5帖

和室4.5帖和室4.5帖

和室4.5帖和室4.5帖

和室4.5帖和室4.5帖

和室4.5帖和室4.5帖

和室4.5帖

玄関 玄関 玄関

廊下 廊下

ﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰ

玄関玄関

RD RD RD

RD RD RD

＜改修後＞

3階平面図　1/100

1
AW

101
AW 改

※符号なき建具は全て既存のままとする。

破線表示

実線表示

仕上区分線を示す。
改修内容は各平面詳細図による。

（ 室名 ）

（ 項目 ）

工事部分を示す。

既存のまま又は別途工事を示す。 改修建具を示す。

新設建具を示す。

凡　例　（改修後平面図）

工事対象項目を示す。

工事対象外項目を示す。

工事対象外室を示す。

項目

工事対象室を示す。室名 RD
ﾊﾞﾙｺﾆｰﾄﾞﾚｲﾝ及び
竪樋VP75φ新設を示す｡
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設計に緑を

図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

1/100
３号棟
改修後　4階平面図

Ａ-23
浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号

1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

SD
51

塗替SD
51

塗替 SD
51

塗替 SD
51

塗替 SD
51

塗替

EV

ﾀﾃ樋100A

E
V
棟

増
築

耐震ｽﾘｯﾄ 耐震ｽﾘｯﾄ 耐震ｽﾘｯﾄEX
P.

J

EV棟増築

既
存

棟
<
耐

震
・

外
壁

改
修

>

DK

和室6帖和室6帖和室6帖

DKDK

和室6帖

DK

和室6帖

DK

便所便所便所

浴室浴室浴室

便所

浴室

便所

浴室
和室4.5帖

和室4.5帖和室4.5帖

和室4.5帖和室4.5帖

和室4.5帖和室4.5帖

和室4.5帖和室4.5帖

和室4.5帖

玄関 玄関 玄関 玄関

廊下 廊下

ﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰ

玄関

RD RD RD

RD RD RD

＜改修後＞

4階平面図　1/100

1
AW

101
AW 改

※符号なき建具は全て既存のままとする。

破線表示

実線表示

仕上区分線を示す。
改修内容は各平面詳細図による。

（ 室名 ）

（ 項目 ）

工事部分を示す。

既存のまま又は別途工事を示す。 改修建具を示す。

新設建具を示す。

凡　例　（改修後平面図）

工事対象項目を示す。

工事対象外項目を示す。

工事対象室を示す。

工事対象外室を示す。

項目

室名 RD
ﾊﾞﾙｺﾆｰﾄﾞﾚｲﾝ及び
竪樋VP75φ新設を示す｡
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設計に緑を

図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

1/100
３号棟
改修後　屋根伏図

Ａ-24
浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号

1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

横引ﾄﾞﾚｲﾝ
100A

横引ﾄﾞﾚｲﾝ
100A

E
V
棟

増
築

EX
P.

J

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ管

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ管

SUS点検ﾀﾗｯﾌﾟ

EV棟増築

既
存

棟
<
耐

震
・

外
壁

改
修

>

ｱﾙﾐ笠木W=420新設

下地調整の上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水(X-1)新設

下地調整の上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水(X-1)新設

(高架水槽基礎660×3220×H400)
天端:高圧洗浄の上,ｳﾚﾀﾝ塗膜防水(X-2)新設

(高架水槽)

ｱﾙﾐ製笠木役物
350x650新設

ｱﾙﾐ製笠木役物
350x650新設

ｱﾙﾐ製笠木役物
450x550新設

ｱﾙﾐ製笠木役物
450x550新設

ｱﾙﾐ笠木W=420新設

ｱﾙﾐ笠木W=420新設

下地調整の上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水(X-2)新設

ｱﾙﾐ笠木W=420新設

RD RD RD

RD RD RD

＜改修後＞

4階平面図　1/100

1
AW

101
AW 改

※符号なき建具は全て既存のままとする。

破線表示

実線表示

仕上区分線を示す。
改修内容は各平面詳細図による。

（ 項目 ）

工事部分を示す。

既存のまま又は別途工事を示す。 改修建具を示す。

新設建具を示す。

凡　例　（改修後平面図）

工事対象項目を示す。

工事対象外項目を示す。

工事対象室を示す。

項目

室名

（ 室名 ） 工事対象外室を示す。

RD 改修用ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ新設を示す｡
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設計に緑を

図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

1/100
３号棟
改修後　北側立面図

Ａ-25

a a

a

a

a

a

h

h

h

h

d

e

a

i

高圧洗浄の上､防水型複層塗材E吹付 下地ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ塗り共

改修後立面図<既存部改修凡例>

(鋼製ﾊﾞﾙｺﾆｰ隔)清掃の上DP塗装 下地調整共(RB種)

(窓格子FB-38x6枠4方)錆止め塗装の上DP塗装 下地調整共(RB種)

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管75φ(ｶﾗｰ)､ｽﾃﾝﾚｽ掴金物共@1,200内外新設

ｽﾁｰﾙ製物干し金物撤去のうえ、ｱﾙﾐ製物干し金物新設

c

(有孔ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞt=6)清掃の上DP塗装 下地調整共(RB種)f

b

g 高圧洗浄の上、塗膜防水(X-２)小口共

ｱﾙﾐ製目隠しﾙｰﾊﾞｰ撤去新設h

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

ｽﾃﾝﾚｽｽﾛｰﾌﾟ手摺H=800

ALC版t=100
複層塗材E

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し
複層塗材E北側立面図　1/100
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設計に緑を

図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

1/100
３号棟
改修後　南側立面図

Ａ-26

a

f

bb

a

g

a

f f

a

a

a

a

a ｃ

ｅ ｅ

ｅ

d

e

a

i

高圧洗浄の上､防水型複層塗材E吹付 下地ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ塗り共

改修後立面図<既存部改修凡例>

(鋼製ﾊﾞﾙｺﾆｰ隔)清掃の上DP塗装 下地調整共(RB種)

(窓格子FB-38x6枠4方)錆止め塗装の上DP塗装 下地調整共(RB種)

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管75φ(ｶﾗｰ)､ｽﾃﾝﾚｽ掴金物共@1,200内外新設

ｽﾁｰﾙ製物干し金物撤去のうえ、ｱﾙﾐ製物干し金物新設

c

(有孔ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞt=6)清掃の上DP塗装 下地調整共(RB種)f

b

g 高圧洗浄の上、塗膜防水(X-２)小口共

ｱﾙﾐ製目隠しﾙｰﾊﾞｰ撤去新設h

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

南側立面図　1/100
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設計に緑を

図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

1/100
３号棟
改修後　西側・東側立面図

Ａ-27

a

a

a

a

a

a

a a

a

d

e

a

i

高圧洗浄の上､防水型複層塗材E吹付 下地ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ塗り共

改修後立面図<既存部改修凡例>

(鋼製ﾊﾞﾙｺﾆｰ隔)清掃の上DP塗装 下地調整共(RB種)

(窓格子FB-38x6枠4方)錆止め塗装の上DP塗装 下地調整共(RB種)

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管75φ(ｶﾗｰ)､ｽﾃﾝﾚｽ掴金物共@1,200内外新設

ｽﾁｰﾙ製物干し金物撤去のうえ、ｱﾙﾐ製物干し金物新設

c

(有孔ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞt=6)清掃の上DP塗装 下地調整共(RB種)f

b

g 高圧洗浄の上、塗膜防水(X-２)小口共

ｱﾙﾐ製目隠しﾙｰﾊﾞｰ撤去新設h

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

ALC版t=100
複層塗材E

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し
複層塗材E

ALC版t=100
複層塗材E

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し
複層塗材E

ｽﾃﾝﾚｽｽﾛｰﾌﾟ手摺H=800

ｱﾙﾐ製手摺H=1100ｱﾙﾐ製手摺H=1100

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し
複層塗材E

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し
複層塗材E西側立面図　1/100 東側立面図　1/100
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設計に緑を

図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

1/100
３号棟
改修後　断面図-1

Ａ-28
浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号

1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

1

1.25

亜鉛ﾒｯｷﾈｯﾄﾌｪﾝｽ
H=1200

倉庫
新設

Ａ断面図　1/100 断面図　1/100
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設計に緑を

図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

1/100
３号棟
改修後　断面図-2

Ａ-29
浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号

1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

1

1.25

亜鉛ﾒｯｷﾈｯﾄﾌｪﾝｽ
H=1200

EVｼｬﾌﾄ

Ｂ断面図　1/100
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設計に緑を

図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

1/100
３号棟
改修後　断面図-3

Ａ-30
浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号

1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

1

1.25

亜鉛ﾒｯｷﾈｯﾄﾌｪﾝｽ
H=1200

EVｼｬﾌﾄ

Ｃ断面図　1/100
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4,470

▽1FL

▽GL

▽2FL

▽3FL

▽4FL

2
,
6
5
0

2
,6

5
0

6
0
0

2,
6
5
0

2
,
6
50

4
50

1
1
,
6
5
0

▽RFL

120

前面道路

道
路

境
界

線
▽
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▽
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▽設計GL
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▽最高軒高さ(11,966)

▽最高の高さ(12,466)
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▽平均地盤面

1
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設計に緑を

図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

1/50改修前　矩計図
３号棟 Ａ-31

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

(ﾓﾙﾀﾙ塗り)
外装薄塗材E吹付撤去

(ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き)
外装薄塗材E吹付撤去

防水ﾓﾙﾀﾙ目地切

(ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き)
外装薄塗材E吹付撤去

(ﾓﾙﾀﾙ塗り)
外装薄塗材E吹付撤去

(ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き)
外装薄塗材E吹付撤去

(ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き)
外装薄塗材E吹付撤去

(ﾓﾙﾀﾙ塗り)
外装薄塗材E吹付撤去

(ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し)
外装薄塗材E吹付撤去
※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有仕上材（1～4階共通）

(ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し)
外装薄塗材E吹付撤去
※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有仕上材（1～4階共通）

▽2FL

▽GL

▽3FL

▽4FL

▽1FL

▽ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

△RFL(水下)
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(ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き)
外装薄塗材E吹付撤去

便所
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浴室

水勾配
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玄関

1,400200
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0
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0
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B
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2
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2
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4
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(ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き)
外装薄塗材E吹付撤去
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1
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0
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1
7
0

1
,
3
10

19
0

1
,
33

0

防水ﾓﾙﾀﾙ目地切

枠L-30x30x3

9φ

有孔ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞt=6

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ

手摺SGP42.7φ
支柱SGP42.7φ

下材SGP42.7φ

支柱SGP42.7φ

9φ

枠L-30x30x3
有孔ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞt=6

枠L-30x30x3

防水ﾓﾙﾀﾙ目地切

防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ

鋼製ﾊﾞﾙｺﾆｰ手摺

鋼製物干金物撤去

(ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き)
外装薄塗材E吹付撤去

(ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き)
外装薄塗材E吹付撤去

(ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き)
外装薄塗材E吹付撤去

(ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き)
外装薄塗材E吹付撤去

19
0

枠L-30x30x3

7
3
5

鋼製ﾊﾞﾙｺﾆｰ隔9φ

(ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し)
外装薄塗材E吹付撤去
※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有仕上材

（1～4階共通）

(ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し)
外装薄塗材E吹付撤去
※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有仕上材

（1～4階共通）

8-9φ

窓格子FB-38x6枠4方
格子FB-32x4.5@25

(ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し)
外装薄塗材E吹付撤去
※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有仕上材

（1～4階共通）

　・アスベスト含有仕上塗材等（下地調整塗材は除く）の除去

　　　除去対象範囲　　※各階開放廊下天井、各住戸ﾊﾞﾙｺﾆｰ天井、階段室天井･上裏

※アスベストは外壁（軒裏天井・階段上裏面のみ・一般外壁面は含有無し）仕上塗材（３層構成）のうち，

　塗材（表面側主材）に含まれており，下地調整材には含まれていないことが分析調査により判明している。

除去工法　　　・剥離剤併用手工具ケレン工法（隔離養生・負圧無し）



設計に緑を

図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

1/50改修後　矩計図
３号棟 Ａ-32

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

下地調整の上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水(X-2)新設

下地調整の上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水(X-2)新設

ｱﾙﾐ笠木W=420新設 ｱﾙﾐ笠木W=420新設

ｱﾙﾐ笠木W=420新設
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(窓格子FB-38x6枠4方)
(格子FB-32x4.5@25)

(ﾓﾙﾀﾙ塗り)
高圧洗浄の上､

防水型複層塗材E吹付
下地ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ塗り共

(8-9φ)

(ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き)
高圧洗浄の上､

防水型複層塗材E吹付
下地ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ塗り共

(ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き)
高圧洗浄の上､

防水型複層塗材E吹付
下地ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ塗り共
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(ﾓﾙﾀﾙ塗り)
高圧洗浄の上､
防水型複層塗材E吹付
下地ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ塗り共

(ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し)
高圧洗浄の上､
外装薄塗材E吹付
下地ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ塗り共

(防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ)
高圧洗浄の上、
下地調整ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ塗布の上
塗膜防水(X-2)新設

(ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き)
高圧洗浄の上､
防水型複層塗材E吹付
下地ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ塗り共

(ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し)
高圧洗浄の上､
外装薄塗材E吹付
下地ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ塗り共

(ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し)
高圧洗浄の上､
外装薄塗材E吹付
下地ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ塗り共

(ﾓﾙﾀﾙ塗り)
高圧洗浄の上､
防水型複層塗材E吹付
下地ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ塗り共

(ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き)
高圧洗浄の上､
防水型複層塗材E吹付
下地ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ塗り共

(ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き)
高圧洗浄の上､
防水型複層塗材E吹付
下地ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ塗り共

(ﾓﾙﾀﾙ塗り)
高圧洗浄の上､
防水型複層塗材E吹付
下地ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ塗り共

錆止め塗装の上DP塗装
下地調整共(RB種)

(ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き)
高圧洗浄の上､
防水型複層塗材E吹付
下地ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ塗り共

(有孔ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞt=6)
清掃の上DP塗装
下地調整共(RB種)

(9φ)
錆止め塗装の上DP塗装
下地調整共(RB種)

(枠L-30x30x3)
錆止め塗装の上DP塗装
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(ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し)
(ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き
外装薄塗材E吹付)

(ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ)

(ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き)
高圧洗浄の上､

防水型複層塗材E吹付

1,250

(防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ)
高圧洗浄の上、

塗膜防水(X-2)新設

(支柱SGP42.7φ)
錆止め塗装の上DP塗装

(手摺SGP42.7φ)
錆止め塗装の上DP塗装

(支柱SGP42.7φ)
錆止め塗装の上DP塗装

(ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き)
高圧洗浄の上､

防水型複層塗材E吹付
 下地ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ塗り共

ｱﾙﾐ製物干し金物新設

1
,
75

0

(下材SGP42.7φ)
錆止め塗装の上DP塗装
下地調整共(RB種)

(枠L-30x30x3)
錆止め塗装の上DP塗装
下地調整共(RB種)

(9φ)
錆止め塗装の上DP塗装
下地調整共(RB種)

(枠L-30x30x3)
錆止め塗装の上DP塗装

下地調整共(RB種)

1
7
0

3
,5

0
0

(鋼製ﾊﾞﾙｺﾆｰ手摺)
既存鉄部の錆落としを行い、

錆止め塗装の上DP塗装



設計に緑を

図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

1/50
３号棟
ＥＶ棟　改修前後　断面詳細図

Ａ-33
浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号

1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

EVｼｬﾌﾄｱﾙﾐ製EXP.J金物

軽鉄天井下地
ｹｲｶﾙ板t=6+EP-G塗装

ｱﾙﾐ製EXP.J金物

軽鉄天井下地
ｹｲｶﾙ板t=6+EP-G塗装

ｱﾙﾐ製EXP.J金物

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上

ｱﾙﾐ製EXP.J金物

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上

ｱﾙﾐ製EXP.J金物

軽鉄天井下地
ｹｲｶﾙ板t=6+EP-G塗装

軽鉄天井下地
ｹｲｶﾙ板t=6+EP-G塗装

ｱﾙﾐ製EXP.J金物

ｱﾙﾐ製EXP.J金物

ｱﾙﾐ製EXP.J金物

ALC版t=100
ｼｰﾄ防水

ｱﾙﾐ製笠木W=400

ALC版t=100
ｼｰﾄ防水

ｱﾙﾐ製笠木W=400

ALC版t=100
複層塗材E

ｺﾝｸﾘｰﾄ手摺壁撤去
ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き　外装薄塗材E

ｺﾝｸﾘｰﾄ手摺壁撤去
ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き　外装薄塗材E

ｺﾝｸﾘｰﾄ手摺壁撤去
ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き　外装薄塗材E

ｺﾝｸﾘｰﾄ手摺壁撤去
ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き　外装薄塗材E

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し
複層塗材E

改修前　断面詳細図　1/50 改修後　断面詳細図　1/50

30分間耐火屋根

1時間耐火床

1時間耐火

1時間耐火

柱

梁

1時間耐火外壁

ALC版t=100

QLﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄt=1.2以上

ALC版t=100
吹付けﾛｯｸｳｰﾙt=25

吹付けﾛｯｸｳｰﾙt=25

ALC版t=100
吹付けﾛｯｸｳｰﾙt=25

ALC版t=100
A種縦張りﾛｯｷﾝｸﾞ工法

見え隠れ

見え隠れ

見え隠れ

H12建告第1399号

FP060FL-9095
FP060FL-9101

FP060BM-9406

FP060BM-9408

FP060CN-9458

H12建告第1399号

部位 耐火・防火 製品又は工法 認定番号

耐火認定番号

3,420

▽3FL

▽4FL

▽1FL

▽GL

▽2FL

2
,
65

0
2
,
6
50

6
0
0

2
,6

5
0

2,
6
5
0

▽RFL

1,450
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8
5
0

5
0
0

3,
5
0
0

2,
6
5
0

B

4,470

▽3FL

▽4FL

▽1FL

▽GL

▽2FL

2
,
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0
2
,
6
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6
0
0

2
,6

5
0

2,
6
5
0

▽RFL

1,450

B

2,
0
0
0

2
,0

0
0

2
,
0
0
0

1
1
,6

5
0

4
5
0

1
1
,6

5
0

4
5
0

Y1 Y2
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,
5
5
0

2
,
00

0
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,
4
6
6

8
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▽平均地盤面

▽EV-RFL



設計に緑を

図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

３号棟
EV平面詳細図 1/50

Ａ-34
浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号

1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

EV EV

UP

UP

1階平面詳細図　1/50

2-4階平面詳細図　1/50

1-D13

D10-@200 1-D13

D10-@200

D10-@200

D10-@200

D10-@200

D10-@200

A

B

Y1

Y2

2

X1 X2

2,920

1,
0
5
0

3
,
4
20

2
,
8
20

3
,
0
00

2
1
0

2
1
0

2102,500210

9
0

9
0
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0
7
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,
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1
,
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5
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0
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1
0
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5
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B
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0
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,
4
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3
,
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2
1
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2
1
0
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設計に緑を

図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

３号棟
1/100撤去・塗装替　建具表

Ａ-35
浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号

1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

SD
51

塗替 SD
52

塗替 SD
301

1,
80

0

800

下地調整のうえDP塗装替(錆止め塗装の上) 下地調整のうえDP塗装替(錆止め塗装の上)

750

1,
10
0

750

1,
10
0

撤去建具<枠共>塗装替建具【特定防火設備】 塗装替建具【特定防火設備】

箇所

種別記号

位置

種別記号

硝子

備考

姿図

箇所位置

硝子

備考

種別

箇所

記号

位置

姿図

枠巾塗装

金物

硝子

備考

改修内容

改修内容

姿図

玄関

鋼製片開き扉

20

鋼製片開き扉

倉庫 1

鋼製片開き扉

倉庫 1



設計に緑を

図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

３号棟
部分詳細図-3

1/10、1/20
1/30

Ａ-36

1/10

1/10

1/201/20

1/30

1/20

ｺﾞﾐｽﾃｰｼｮﾝ新設詳細図

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水D-2 ｼﾙﾊﾞｰ塗装撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ
打放し(B種)塗膜防水(X-2)

均しﾓﾙﾀﾙt=16 ｱｽﾌｧﾙﾄ防水D-2撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上

既製ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ
ｽﾃﾝﾚｽﾋﾞｽ止め@450撤去

塗膜防水(X-2)

入隅補強金物30×40×30新設

(ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上塗膜防水(X-2))
高圧洗浄の上,

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水(X-2)新設

下地調整の上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水(X-2)

下地調整の上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水
(X-1)新設

(ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)塗膜防水(X-2))
高圧洗浄の上,
ｳﾚﾀﾝ塗膜防水(X-2)新設

D10＠200

側：ｽﾃﾝﾚｽｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞ

屋根：ｽﾃﾝﾚｽ板

床：ｽﾃﾝﾚｽ板

床：ｽﾃﾝﾚｽｱﾝｸﾞﾙ

株式会社　明記製作所　ｺﾞﾐｽﾃｰｼｮﾝと同等品とする。

▽水下

▽水下

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝRC-40

ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

ﾌﾟﾗｲﾑｺ-ﾄ

5
0
0

3
0

1
2
0

3
5
0

100 500 100

700

3
0

1
2
0

5
0
0

3
5
0

100 500

700

100

1,810100

1
,
4
5
0

620 620

5
1
0

1,810100

1
2
0

100 1,8101,015

5
0
0

9
0
0

5
6
0

1
,
0
1
5

1
0
0

1
,
2
1
5

2,010

1
0
0

100

5
0

1
5
0

(ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し)
高圧洗浄の上､
外装薄塗材E吹付

1
4
0

2
5
5

380

4
5
0

1
9
0

10

入隅補強金物30×40×30新設

(ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し)
高圧洗浄の上､
外装薄塗材E吹付

(防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ)
下地調整の上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水(X-1)新設

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ廻り詳細図

物干し金物　詳細図

設備基礎詳細図

(防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ)
下地調整の上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水(X-2)新設

下地調整の上
ｳﾚﾀﾝ塗膜防水(X-2)
ｱﾙﾐ笠木W=420新設

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装新設詳細図

ｱﾙﾐφ15

ｱﾙﾐφ22ﾊﾟｲﾌﾟ

ｱﾙﾐφ10

50 50 300 50 50

500

ｱﾙﾐφ10
ｱﾙﾐφ13

FB6x30
ｱﾙﾐ

5
0

1
0
0

6
0

100100 100 100

308
400

2
1
0

5
3
0

3
2
0

200

10

30

5 1
0

色 :ｼﾙﾊﾞｰ
仕上:ｱﾙﾏｲﾄ処理

材質:ｱﾙﾐﾆｳﾑ(A6063押出型材)



設計に緑を

図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者
  .  .62021

1/200
３号棟
改修前　外構配置図

A-37

真北

磁
北

旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

自転車置場撤去

ゴミ置場
撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ花壇縁撤去

倉庫撤去

ﾎﾟﾝﾌﾟ室
撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ花壇縁撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装撤去

改修前　外構配置図 1/200

※敷地内既存舗装面の白線引きは全て除去とする。

T.2 H=1.962

T.3 H=1.933

T.2-1
T.3-1

3.31

3.01

1.94

(1.02)

2.04

2.80

3.05

3.22

2.83

3.05

3.59

3.12

2.90
3.02

3.02

3.10
3.02

3.03

3.05

2.993.07

3.00

3.08

(2.90)

3.10

3.20
3.21

(2.83)

3.08

3.16

3.11

(2.84)

(0.85)

(0.83)

1.98

2.06

花

花



設計に緑を

図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者
  .  .62021

1/200
３号棟
改修後　外構配置図

A-38

真北

磁
北

旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

EV

TBM=T.2(既存鋲)
(既存境界鋲=T.2<1.962>)
TBM+1038=設計GL

1245689101112131415

16

7 3

1
0
0ｺﾝｸﾘｰﾄ立上壁（H＝100+300）縦筋：D10＠200、横筋3-D13

ｺﾞﾐｽﾃｰｼｮﾝ
新設

倉庫-1新設 倉庫-2新設 倉庫-3新設 倉庫-4新設

自転車置場新設

倉庫-5新設

改修後　外構配置図 1/200

X1 X2

5,
26
0

6,000

5
,
1
00

前
面
道
路

法
第
42
条
第
1項

第
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道
路

前
面

道
路

法
第
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条

第
1
項

第
1
号

道
路

4,070

6,
7
0
0

3,
4
2
0

1
,2

0
0

1
,
4
501,

0
5
0

A

B

Y1

Y2

36,100

81

前面道路
法第42条第1項第1号道路

400

400

11,200

6,054

6,0541,0006,0541,0006,0541,0006,054
600

2,920

2,
50
0

2
,
9
0
0

1
,5

1
2

1,
51
2 60
0

前面道路
法第42条第1項第1号道路

2
,
02

5

5
00

※敷地内及び周辺のﾚﾍﾞﾙ表示は設計GL(H=3.00)からのﾚﾍﾞﾙとする。

T.2 H=1.962

T.2-1
T.3-1

T.3 H=1.933

(1.02)
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設計に緑を

図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者
  .  .62021

３号棟
自転車置場詳細図 1/30

A-39
旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

断面詳細図 1/30部材ﾘｽﾄ

柱 基礎詳細図 1/30

平面詳細図  1 / 5 0

求積図 1/200

柱･梁

鼻隠し後

屋根
▽最高の高さ

▽最高の軒高さ

帯筋 D10-@100

主筋 4-D13

連数 N 長さ L 数量

1自転車置場

ｱﾝｶ-ﾎﾞﾙﾄW1/2 L=400

溶接金網150x150x6φ

ｺﾝｸﾘ-ﾄ直均し仕上

母屋

鼻隠し前

自転車置場

自転車置場

車止め ｽﾃﾝﾚｽﾊﾟｲﾌﾟ 42.7φ

ﾀﾃ樋

自転車置場

▽土間ｺﾝ後面位置

▽
土

間
ｺ
ﾝ
側

面
位

置

屋根側面位置

屋根側面位置

車止め ｽﾃﾝﾚｽﾊﾟｲﾌﾟ 42.7φ

ｺﾝｸﾘ-ﾄ直均し仕上

△土間ｺﾝ前面位置

▽屋根前面位置

△
土

間
ｺ
ﾝ
側

面
位

置

△屋根後面位置

ﾀﾃ樋
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 塩ﾋﾞ押出材

 一般構造用亜鉛ﾒｯｷ鋼管 ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ系塗料 焼付塗装

 塗装溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ塗料 2ｺ-ﾄ2ﾍﾟ-ｸ

部材名 形 状 材質･仕上

 塩ﾋﾞ押出材 1本/1ｽﾊﾟﾝ

   -65x33x1.6

   -81x65x1.2

   -81x65x1.2

   -114x50

 角波ｻｲﾃﾞｨｲﾝｸﾞ 山高16　 ｱ　0.4

2,010

1,880

487487485 551

130

【特記事項】:設計図は参考図であり基礎の形状及び各部寸法並びに仕様は採用する
       　　　ﾒ-ｶ-の形式により適用する｡
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建築面積･床面積共 11.20x0.88=9.86㎡



設計に緑を

図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者
  .  .62021

1/30
３号棟
倉庫詳細図

A-40
旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

倉庫-1、2、3、4、5

床面積・建築面積

6.054×1.512＝9.1536　→　9.15㎡／棟



）ギヤレス（

方向1 ）１～４Ｆ（ ヶ所４

ｍｍ２０００Ｘ

ｍｍ２３００Ｘｍｍ１５２０Ｘ

Ｖ１００ Ｈｚ６０

Ｈｚ６０Ｖ２１０

　トランク付　車いす仕様 )ＳＲＴ９－２Ｓ６０（

人）９（

２４Ｖ同時通話インターホン

Ａ１４

有

無

有

有（Ｐ波＋Ｓ波感知器（３段検知）リスタート機能付）

２枚戸片開き（電動式）

ｍｍ８００

Wｋ３．７ＡＣ－

ｍｍ１０５０

乗合全自動方式

交流インバータ制御方式（回生無）

ｍ／ｍｉｎ６０

ｋｇ６００

乗用

Ｎｏ．１

防犯窓

（ｔ３．０）（ＪＩＳ　Ｒ３２０２）を合わせたもの・［ドア面と面一］

網入ガラス（ｔ６．８）（ＪＩＳ　Ｒ３２０４）とフロートガラス全階

遮煙 有全階

敷居 硬質アルミ製全階

ドア 鋼板製単色塗装仕上全階

三方枠 大枠・全傾斜　鋼板製単色塗装仕上全階

フェースプレート 板曲げ　ステンレス製ヘアライン仕上　（一部樹脂製）全階

インジケータ デジタル階床表示式全階

ボタン

インジケータ

乗場 ボタン 抗菌凸矢印ボタン（ＳＩＡＡ認証）全階

敷居 硬質アルミ製

床 ビニタイル　（ｔ２）

幅木 化粧鋼板

側板 化粧鋼板

幕板 化粧鋼板

ドア 化粧鋼板

出入口柱 ステンレス製ヘアライン仕上

リターンパネル ステンレス製ヘアライン仕上

換気装置 ファン

フェースプレート 標準（広角ミラー付）　抗菌樹脂成形品（ＳＩＡＡ認証・一部鋼鈑製）

インジケータ 液晶（カラーユニバーサルデザイン認証）

操作盤 ボタン 抗菌凸文字ボタン（ＳＩＡＡ認証）

防犯窓

（ｔ３．０）（ＪＩＳ　Ｒ３２０２）を合わせたもの・［ドア面と面一］

網入ガラス（ｔ６．８）（ＪＩＳ　Ｒ３２０４）とフロートガラス

天井照明 ［ＳＴＤ－１１］アルミフレーム導光板ＬＥＤ照明

） 0165411 （

特記事項

１本×・防犯カメラ用信号：５Ｃ－ＦＢ

３本×・ＢＧＭ放送用信号：φ１．２

３本×・火報信号　無電圧ａ接点：φ１．２

（電気工事）

　オートアナウンス（方向・戸閉・階床・管制運転）

　点字銘板（車いす用品を含む）

視覚障がい者対策

５、一体形ビス止め、Ｈ３００ｍｍ）.　荷摺（ステンレス製ｔ１

　かご内鏡（ステンレス製鏡面、３分割）

　かご側面手摺（ステンレス製ユニバーサル手摺（φ３８）、２方向）

　かご内専用（主・副）操作盤

　光電管（２Ｄ多光軸）

　専用乗場ボタン

車いす仕様

国土交通省仕様

無償保守期間－－１２ケ月

ガイドレール－－３．５ｍレール使用

フェッシァプレート

高調波対策

タイマー

外部インターホン－－１階乗場に取付［警報盤１面（リセットボタン付）］

防犯カメラ（記録装置内蔵・映像確認装置付）［映像信号渡し］

かご上ブザー

床マット

磁石式保護マット（分割形、３面、Ｈ１８００ｍｍ）

ＢＧＭスピーカー

スマートドア（※乗場出入口付近の照度は５０ルクス以上必要）

アース付１００Ｖコンセント

非常呼びボタン応答灯

イオン発生装置

）ＦＣ（

Ｎｏ．１

ｋＶＡ／台１

本１０

Ｐ１・電話線配管１９φ

 ×０．９φ

２

Ａ３０

Ｖ２１０

Ｖ１００

１７９１０２６６

１４８５．５

Ａ２５．７

ｋＶＡ２

ｋＶＡ４

Ｎｏ．１

適用階床 認定番号　ＣＡＳ－１０７２（１）１～４Ｆ

－－－
昇降機設備図（１）
３号棟 A-41
旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者

設計に緑を

図面名

株式会社 車田建築設計事務所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .

標準装備仕様

及び

基本仕様

広角ミラー付操作盤

しきい間すきまレス

故障時最寄階自動着床運転

イオン発生装置

気配りアナウンス機能（非常時４ヶ国語対応）

行先階取消し機能

戸開放時間自動設定

反転時呼び一括キャンセル機能

２Ｄ多光軸（マルチビーム）ドアセフティ

照明・換気装置自動休止機能

ローラーガイド（かご、おもり）

概
略
仕
様

有　全自動形（ピット冠水時（最寄階））浸水時／冠水時

単相

三相３線

エレベーター仕様
（１台）

かご内連絡装置

耐震クラス

停電時自動着床装置

自家発時

火災時

地震時管制運転

照明

動力電源

電動機出力

ドア方式

出入口寸法（ＷｘＨ）

かご内法（ＷｘＤｘＨ）

停止ヶ所・出入口方向

操作方式

制御方式

速度

積載量（定員）

用途（形式）

号機名（台数）

乗
場
仕
様

か
ご
仕
様

輪台車を使用するものとし、台車の重量を含む）4　（250kg

※フォークリフトの使用はできません。

重量物の積込みは、一回当り荷重条件以下で積込み下さい。

荷重条件積込み荷重制限

V.19.13

（低圧）

ピットコンセント容量

電話用配管・配線

インターホン用配線

２
ｍｍ接地線最小サイズ

建屋側ＭＣＣＢ

最大引込み距離（ｍ）

２
）動力線サイズ（ｍｍ

最大電流

照明

動力電源設備容量

号機名

（１台１回線）

電源設備

※上記サービスに必要な機器は、保守会社との遠隔監視メンテナンス契約時に貸与されます。
遠隔監視メンテナンスでは、エレベーターの遠隔診断・遠隔監視が可能です。※
このエレベーターは、遠隔監視メンテナンス契約可能対応機種です。※

【エレベーター遠隔監視メンテナンス】

遮煙のりばドア（Smokeproof）



－－－
昇降機設備図（２）
３号棟 A-42
旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者

設計に緑を

図面名

株式会社 車田建築設計事務所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .

分類 No.

（排水溝・水勾配・庇等）

他

の

そ

敷居取付後のモルタル充填工事

立柱・三方枠取付用アングルへの穴加工

（防水面から確保のこと）

（ただし、必要寸法を確保のこと）

異なる場合の是正工事

6 その他建築・電気・設備に関する工事

気

電

（放送・遠隔監視・防犯カメラ・故障信号・非常呼信号・火災信号・セキュリティ連動信号・監視盤等）

3
一次側端子への接続工事

昇降路内受電端子までの動力用電源・照明用電源・接地線の引込・立上工事及び

場

乗

6 開放廊下及び屋上等直接外気と接する乗場における雨水対策工事

路

降

昇

を超える場合、トロリービーム設置は必須のこと）4000mm（オーバーヘッド高さが
を確保のこと）5天井フック又はトロリービーム設置工事（荷重に対し安全率

工事項目
昇降路構造

RC S

建築

エレベーターを工事用として使用する場合の各種養生手配及び設置工事5

搬入用仮設開口及び搬入経路の段差解消・搬入後の復旧工事4

3

2

14

9

2

1

6

5

4

2

1

5

4

3

1

13

12

11

10

8

7

6

5

4

3

2

（昇降機工事による押しボタン・警報盤等の配線工事は除く）

昇降路内配管工事に伴う区画貫通部の耐火処理工事

三方枠・インジケータ等と壁間の塞ぎ板による隙間塞ぎ工事

三方枠・インジケータ等と壁間のモルタル又はロックウール充填工事

居室側防音及び防振工事

昇降路内受電端子までのインターホン・その他機器の配管配線工事並びに引込・立上工事

遮煙のりばドア適用時の建屋火災信号の供給

ピット内点検用コンセントの設置工事（単独回路）

エレベーター工事着手後の昇降路内への浸水防止工事、出入口先行着工時の止水工事

昇降路頂部の煙感知器設備の設置工事（外部より点検可能な点検口の設置を含む）

乗場出入口用品取付後の壁並びに床・天井等の仕上工事

エレベーター工事着工前までの各階出入口開口部の養生作業

（三方枠・バックアングル・ドア・敷居・押しボタン・インジケータ・モニター等）
乗場出入口壁穴あけ・乗場出入口用品取付材設置工事及びインサート埋め込み工事

乗場出入口の敷居取付用欠き込み・敷居受け持ち出し工事及び

℃を超える場合の換気設備工事又は空調設備工事40昇降路内温度が

昇降路内建築工事仮設床用（水平養生）の金網、デッキプレート等の撤去工事

併設されたエレベーターのピットに段差がある場合の間仕切り工事

急行ゾーンがある場合の昇降路救出口設置工事

昇降機承諾図に記載のない突出物や不要物の撤去切断等工事

ピット下を使用する場合の建築躯体処置工事

設備建築 電気 昇降機

1

以上低い場合20mm　オーバーヘッド：昇降機承諾図寸法に対し

昇降路の築造工事及び躯体・オーバーヘッド・ピット寸法が昇降機承諾図と

中間ビーム・セパレータビーム設置・インサート埋め込み工事

フェッシャープレート取付材設置工事（フェッシャープレート本体は昇降機工事）

以上深い場合30mm　ピット：昇降機承諾図寸法に対し浅い場合又は

ガイドレール支持用ファスナー及び立柱設置・インサート埋め込み工事

溶接レスの場合のガイドレール支持用ファスナー及び

昇降路内鉄骨材の耐火処理工事

ピット内防水工事

　表工　事　区　分

17 搬入に支障のない経路を確保すること

ものを使用すること

また、個人宅や占有部、鍵が必要な場所を経由する必要がないこと
通路を設けること

おそれがあるため建物側で気密性を上げること　

％以下とし、氷結・結露しないこと95日平均

塑性変形が生じない構造とすること

23

15

11

6

22

21

20

19

18

16

14

13

12

10

9

8

7

5

4

3

2

漏電遮断器・漏電継電器を設置する場合、不要動作防止のためインバータ対応の(5)

弱電機器とのアース線共用は避けること(3)

エレベーター動力用電源トランスは弱電機器のトランスと独立して設けること(2)

（台車含む）以下とすること250kg輪台車で4かご内へ一度に搬入可能な積載は

消耗部品の交換等）費用・定期保守費用・コールバック対応費用等が生じます

据付工事用現場詰所及びエレベーター材料・据付工事用機材の保管場所を無償提供願います

・搬入運搬用台車を無償貸与願います)ラフタークレーン、タワークレーン等(仮設揚重機・重機

据付工事用電源及び試運転調整時の動力電源を無償提供願います（容量は別途打ち合わせ）

エレベーターを工事用として使用する場合はこの使用に伴う検査費用・復旧（オーバーホール・

エレベーター動力線は弱電機器近くの床下や天井に設置しないこと(4)

高調波障害回避のため、以下の対応を推奨します

以上分離すること1m弱電機器の電源線・通信線はエレベーター動力線から(1)

必要に応じてモルタルを無償提供願います

％以内とすること5
％以内とし、動力用の電圧不平衡率を±5％以内、照明用±10電源電圧の変動は動力用

エレベーターホールと風除室が近い場合はドラフトによりエレベーターの戸が開閉できなくなる

とすること)防音・防振工事等(昇降路内の騒音・振動が居室に伝搬しない配置及び躯体構造

保守・点検・緊急対応のため、外部より最上階のエレベーターホールへアクセスできる

昇降路内に換気設備を設置する場合は外部より点検可能な配置とし、雨水対策を実施すること

％以下、90℃以下、湿度は月平均40℃以上5昇降路内の温度は

断熱材はガイドレール支持用ファスナー及び乗場出入口廻りの取付材を避けて施工すること

断熱材の施工時期は協議すること

昇降路内及び乗場には風雨・塵埃・塩分・有害ガス等が入らないこと

おそれがあるため難燃材料とすること

昇降路内に断熱材（ウレタン・スタイロフォーム等）を施工する場合は溶接火花による火災の

1

昇降路の壁又は囲いは隙間無きものとすること(1)

躯体と昇降機承諾図に相違がある場合はエレベーター着工までに躯体を是正すること

以上とすること150mmコンクリート厚さは(4)

を超える変形及び15mmの外力が作用した時に300N㎡辺り5c昇降路の壁又は囲いは(3)

昇降路内にはエレベーターに関係のない配管・配線・ダクト・その他の機器を設置しないこと

昇降路の壁又は囲いは難燃材料（不燃材料・準不燃材料含む）とすること(2)

㎡以上とすることm／21Nコンクリート基準圧縮強度は(5)

昇降路壁は後施工アンカーが可能な構造とすること(6)

昇降路壁には配管・消火栓等を埋め込まないこと

クリップ等）が突出しないことALC昇降路内には建築金物（

注　意　事　項
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昇降機設備図（３）
３号棟 A-43
旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者

設計に緑を

図面名

株式会社 車田建築設計事務所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .

1 : 30

昇降路平面図（１Ｆ）

1 : 30

昇降路平面図（２，３Ｆ）

鉄骨部材記号表　（建築工事）
部材記号 部材用途 部材サイズ

EPL12R9 ファスナープレート（リブ付）PL-12（リブt9）
EP15 レール支持柱 H-150x150x7x10
EP12 レール支持柱 H-125x125x6.5x9
EL65B バックアングル取付材 L-65x65x6
EL65 三方枠取付材 L-65x65x6
EL10S 敷居取付材 L-100x100x10
EHST9 吊元（荷重9.8kN用） t12（φ75穴付）
EB15T トロリービーム H-150x150x7x10

（建築工事）

増打ち

※地中梁天端はＥＬＶ１Ｆまで必要

地
中

梁
地

中
梁

地中梁地中梁

52
0

52
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（４ヶ所）620□
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（Ｐ波＋Ｓ波）地震感知器

ピット部取付
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（建築工事）

床持ち出し
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21
0

30
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25
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585 かご外法 1100 515

980 出入口幅 800 1140
1495 1425

Y1
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X2X1

（エレベーター工事）Ｔ．Ｃ保護金網

（電気工事）ピット点検用コンセント

Ｐ
ｙ

Ｐｘ

上記　荷重による柱及び梁のたわみは５ｍｍ以下となるよう選定下さい。

Ｐｙ最上階

Ｐｘおもり側

Ｐｙ一般階

Ｐｘおもり側

Ｐｙ最上階

Ｐｘかご側

Ｐｙ一般階

Ｐｘかご側

レール反力リスト（地震時作用荷重）
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昇降機設備図（４）
３号棟 A-44
旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)
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構造設計者
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株式会社 車田建築設計事務所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％
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設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　
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  .  .

 1 : 50

昇降路縦断面図

鉄骨部材記号表　（建築工事）
部材記号 部材用途 部材サイズ

EPL12R9 ファスナープレート（リブ付）PL-12（リブt9）
EP15 レール支持柱 H-150x150x7x10
EP12 レール支持柱 H-125x125x6.5x9
EL65B バックアングル取付材 L-65x65x6
EL65 三方枠取付材 L-65x65x6
EL10S 敷居取付材 L-100x100x10
EHST9 吊元（荷重9.8kN用） t12（φ75穴付）
EB15T トロリービーム H-150x150x7x10

1 : 30

昇降路平面図（４Ｆ）

※煙感知器と天井点検口について打合せの事

す
き

間
 5
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】EP12【

】EPL12R9【
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】EHST9【
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】EB15T【 】EB15T【】EB15T【 】EB15T【

】EL65【

】EL65【

】EL65【

】EL65【

※点検用タラップはピットに保管

ピット点検用コンセント

（電気工事）

（建築工事）

ピット内塗布防水仕上
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EV-RFL

Y1 Y2

GL

1F

3F

RFL

4F

2F

製品の型番は、仕様変更などで変更・廃止されている場合があります

）BV95351+BV95381H（

）NID-T-G（

）FXS J001A-HU（

））W（KUS-1C（

・パナソニック

・ニッタン

・能美防災

・ホーチキ

点検ボックスは下記エレベーター昇降路専用品として下さい。

以
内

60
0

煙感知器詳細

リミットスイッチ付（エレベーター工事）

昇降路頂部

（電気工事）
煙感知器

屋外の場合は、防水形点検扉とする。
とする。
外部に引き出した状態で点検可能な構造
昇降路頂部に煙感知器を設置する場合は

以上の鋼板製（電気工事）1.5mm

施錠装置付点検扉

2-C4

9.8kN吊元フック荷重：

１２
8φ７５

６２
．５

６２
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５
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吊元フック詳細】EHST9【
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かご側ピット衝撃荷重

ピット反力

（建築工事）
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（電気工事）電源引込み（受電盤への接続）

（電気工事）配線引込み

・インターホン配線、電話線

・動力・照明、接地線

・荷重：

】EHST9【吊元フック （建築工事）

（エレベーター工事）
フェッシァプレート付
かごの床先と壁とのすき間 25
敷居間すき間 25
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昇降機設備図（５）
３号棟 A-45
旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)
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縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％
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1 : 30

断面図

1 : 30

出入口壁穴明図

鉄骨部材記号表　（建築工事）
部材記号 部材用途 部材サイズ

EPL12R9 ファスナープレート（リブ付）PL-12（リブt9）
EP15 レール支持柱 H-150x150x7x10
EP12 レール支持柱 H-125x125x6.5x9
EL65B バックアングル取付材 L-65x65x6
EL65 三方枠取付材 L-65x65x6
EL10S 敷居取付材 L-100x100x10
EHST9 吊元（荷重9.8kN用） t12（φ75穴付）
EB15T トロリービーム H-150x150x7x10

1 : 30

出入口正面図

（建築工事）

欠き込み

25056
370
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】EL65B【

】EL65【

】EL65【

】EL65【

シルブラケット

（エレベーター工事）

床仕上面
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（建築工事）
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定期保守費用・コールバック対応費用等

下記の事項については別途見積となります

11

13

12

10

9

8

7

6

5

4

2

3

昇降機を工事用として使用する場合の検査費用・復旧（オーバーホール・消耗部品の交換等）費用・

その他特殊な事情がある場合

昇降機着工前までに各階出入口開口部養生材設置作業（養生材のみの貸与含む）をご用命の場合

負荷状況により作業を請負できない可能性がありますので弊社担当へ都度ご相談ください

1

夜間作業発生の場合

以外でご用命の場合17:00～8:00施工作業条件：月曜日～土曜日　

横引き通路に段差・階段・障害物がある場合

を超える場合30m荷下ろし場所から設置・仮置き場所までの距離が

昇降機据付工事以外で立会いが発生する場合

階以上の階若しくは地下階への搬入作業の場合2

搬入に際し、警備員・誘導員及び道路使用許可を要する場合

床・壁に養生を必要とする場合

据付工事短縮を必要とする場合

昇降路を養生する必要がある場合（ガラス壁等）

2, 3F▽
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1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者
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1/200
３号棟
日影時間図-1

A-46
旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

EV

凡 例

　－　敷地境界線を示す。

　－　5M測定ラインを示す。

　－　10M測定ラインを示す。

　－　等時間線<3h>を示す。

　－　等時間線<5h>を示す。

ｺﾞﾐｽﾃｰｼｮﾝ
新設

12345689101112131415

16

7

ｺﾝｸﾘｰﾄ立上壁

駐輪場新設

倉庫-2新設

自転車置場新設

倉庫-1新設

経度

緯度

計算日

図面縮尺

測定面

計算時

日影規制時間

冬至

真太陽時

第１種住居地域

5ｍ：5ｈ、10ｍ：3ｈ
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-1067

+20

-100

真北

磁
北

①

②

③



設計に緑を

図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者
  .  .62021

３号棟
日影時間図-2

A-47
旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

測定面1　高さ:4.000(m)

建物高さ(m)

平均地盤面からの高さ(m)

測定面からの高さ(m)

時刻 太陽方位角 影の倍率

8:00 - 53.518°  6.431

8:30 - 48.502°  4.118

9:00 - 43.032°  3.063

9:30 - 37.058°  2.467

10:00 - 30.548°  2.096

10:30 - 23.505°  1.856

11:00 - 15.982°  1.704

11:30 -  8.091°  1.619

12:00    0.000°  1.592

12:30    8.092°  1.619

13:00   15.983°  1.704

13:30   23.506°  1.856

14:00   30.549°  2.096

14:30   37.059°  2.467

15:00   43.033°  3.063

15:30   48.503°  4.118

16:00   53.519°  6.431

11.650 11.650 11.650 11.650

11.650 11.650 11.650 11.650

7.650 7.650 7.650 7.650

日影長さ（影の倍率×測定面からの高さ）

49.198 49.198 49.198 49.198

31.503 31.503 31.503 31.503

23.432 23.432 23.432 23.432

18.873 18.873 18.873 18.873

16.035 16.035 16.035 16.035

14.199 14.199 14.199 14.199

13.036 13.036 13.036 13.036

12.386 12.386 12.386 12.386

12.179 12.179 12.179 12.179

12.386 12.386 12.386 12.386

13.036 13.036 13.036 13.036

14.199 14.199 14.199 14.199

16.035 16.035 16.035 16.035

18.873 18.873 18.873 18.873

23.432 23.432 23.432 23.432

31.503 31.503 31.503 31.503

49.198 49.198 49.198 49.198

11.650 11.650 11.650 11.650

11.650 11.650 11.650 11.650

7.650 7.650 7.650 7.650

日影長さ（影の倍率×測定面からの高さ）

49.198 49.198 49.198 49.198

31.503 31.503 31.503 31.503

23.432 23.432 23.432 23.432

18.873 18.873 18.873 18.873

16.035 16.035 16.035 16.035

14.199 14.199 14.199 14.199

13.036 13.036 13.036 13.036

12.386 12.386 12.386 12.386

12.179 12.179 12.179 12.179

12.386 12.386 12.386 12.386

13.036 13.036 13.036 13.036

14.199 14.199 14.199 14.199

16.035 16.035 16.035 16.035

18.873 18.873 18.873 18.873

23.432 23.432 23.432 23.432

31.503 31.503 31.503 31.503

49.198 49.198 49.198 49.198

12.550 12.550 12.550 12.550

12.550 12.550 12.550 12.550

8.550 8.550 8.550 8.550

日影長さ（影の倍率×測定面からの高さ）

54.986 54.986 54.986 54.986

35.209 35.209 35.209 35.209

26.189 26.189 26.189 26.189

21.093 21.093 21.093 21.093

17.921 17.921 17.921 17.921

15.869 15.869 15.869 15.869

14.570 14.570 14.570 14.570

13.843 13.843 13.843 13.843

13.612 13.612 13.612 13.612

13.843 13.843 13.843 13.843

14.570 14.570 14.570 14.570

15.869 15.869 15.869 15.869

17.921 17.921 17.921 17.921

21.093 21.093 21.093 21.093

26.189 26.189 26.189 26.189

35.209 35.209 35.209 35.209

54.986 54.986 54.986 54.986

①共同住宅（既存部分） ②共同住宅（EV増築部分） ③共同住宅（EV増築部分）



設計に緑を

図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者
  .  .62021

３号棟
1/200平均地盤算出表

A-48
旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

1 2

4

56910

12

3

7811

5

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12 1

▽設計GL

▽設計GL 33,155

+
2
0
0

+
5
0

+
2
0
0

3,160

±
0

+
2
0
0

4,515

+
5
0

9,540

+
5
0

+
5
0

6,190

+
5
0

+
5
0

2,860

+
5
0

+
5
0

24,190
+
5
0

3,050

+2
0
0

12,985
1,0501,050 1,050

（3.160*0.20)+（4.515*0.20)+（33.155*0.20*1/2）+(9.540*0.05*1/2）+（6.190*0.05）+（1.050*0.05）+(2.860*0.05)+(1.050*0.05)+(24.190*0.05)+(1.050*0.05)+(3.05*0.05)+（(0.05+0.20)*12.985*1/2）＝8.684㎡

　※8.684㎡/102.795ｍ（建物周長）＝-0.084　→　平均地盤＝設計GL+84　とする。

36,100

81

6
,
7
00

3
,
4
20

1
,
2
0
0

1,
4
5
01
,
0
50

A

B

Y1

Y2 +200 +200

+200 ±0

+50+50



設計に緑を

図面名

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者
  .  .62021

1/200
３号棟
仮設計画図<参考図>

A-49

真北

磁
北

旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄW=6,000
H=1,800

ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄW=6,000
H=1,800

その他

凡例

－　仮囲い（ガードフェンスH3.0ｍ、H1.8m）を示す。(指定仮設)

－　交通誘導員を示す。(指定仮設)

－　工事関係車両進入動線を示す。

－　工事対象建物を示す。

－　内部改修範囲には養生及び内部仕上足場を見込む。

－　住人通行動線を示す。

ﾎﾟﾝﾌﾟ室
撤去

仮設計画配置図 1/200

仮設計画配置図 1/200

ポンプ室解体時

※敷地内及び周辺のﾚﾍﾞﾙ表示は設計GL(H=3.00)からのﾚﾍﾞﾙとする。

6,
7
0
0

1
,2

0
0

1
,
4
50

A

B

36,100

81

T.2 H=1.962

T.3 H=1.933

T.2-1
T.3-1

3.31

3.01

1.94

(1.02)

2.04

2.80

3.05

3.22

2.83

3.05

3.59

3.12

2.90
3.02

3.02

3.10
3.02

3.03

3.05

2.993.07

3.00

3.08

(2.90)

3.10

3.20
3.21

(2.83)

3.08

3.16

3.11

(2.84)

(0.85)

(0.83)

1.98

2.06

3.31

3.01

(1.02)

3.05

2.993.07

3.00

M

E

C

仕

仕
仕

仕

仕

空

下

仕

倉庫

Co

Co

桝

桝

桝桝

量

G

Co

As

桝

バルブ

下
下下

下
下

下

下

下

下

下

送水口 バルブ

下下下下

下

下
下

下下

下

下下

下

下

下下

下
下 下

下

下

小屋

倉庫

下

桝 桝 桝 桝 桝

下

KTV

KTV

ET

下

下

下

量

バルブ

ゴミ置場

立水栓

C

下

下

下

カーポート

ET

下

仕

止

仕

下

下

As

3号棟

桝

KTV

鉄板

鉄板

鉄板

鉄板

車庫

ゴミ置場

下

桝
桝

止
量

量

仕

仕

下

下

支

ET

バルブ

下
下

下
下

下

下
下

水取器

下

下

桝

下

桝

G

As

C

E

駐輪場

駐輪場

As

As

As

As

As

As

As

As

As

As

As

As

Co

操作盤

雨水ポンプ

G

量

花

花 花



設計に緑を

図面名

株式会 社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

３号棟
建築工事特記仕様書（構造関係（１））　 －

S-01
浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号

1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

（番号４～番号７までの工事種目）

・　弾性露出柱脚工法標準図による

4

地
業
工
事

支持地盤等

(4.3.4,5)(4.4.4)(4.5.5,6)

※構造図による 　

・直接基礎

種　類

・（　　　　　）

地業

既製コンクリート杭 (4.3.1)

・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（PHC杭）

杭径

杭先端部形状　　

寸法、継手、性能等　(種別：種類、性能及び曲げ強度区分)

(4.3.3)

(4.2.2)(4.3.3)

備　考
長期設計支

工法

・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

・杭周固定液を使用する　　

α=（　　　）、β=（　　　）、γ=（　　　）

α、β、γが以下の値を採用できる工法

・中堀り拡大根固め工法

・プレボーリング拡大根固め工法

・特定埋込杭工法

・セメントミルク工法 (4.3.1)(4.3.4)

・杭頭を処理する

処理方法（切断にともなう補強方法含む）　

杭頭の中詰め材料　　

主筋の基礎底盤への定着長さ　　 (4.5.4)

特定埋込杭工法

形状　　

・無溶接継手（継手部に接続金具を用いた方式のもの）　

(4.4.3)(4.4.5)

検査　　※評定等により定められた項目

施工　　※評定等をされた施工管理基準による

(4.4.6)

測定方法　　※超音波測定器

・孔壁の保持状況（孔壁測定）

溶接材料　　

杭の継手の工法　　

・溶接継手

支持層の位置及び土質(基礎ぐいの先端の位置含む)

支持地盤の位置及び土質(基礎底部の位置含む)

(4.3.8)

・開放形　・半開放形　・閉そく形　・構造図による

・JIS A 5525による　　・構造図による

※標準仕様書 7.2.5(1)(2)による

帯筋　　

コンクリート杭地業

場所打ち

鉄筋かごの補強　　

鉄筋の最小かぶり厚さ

・100㎜　　　・（　　）mm

(4.5.4)

(4.5.4)

※高炉セメントB種　　　　・（　　　　　）

コンクリートの設計基準強度　

コンクリートの種別　　

(4.5.4)

・オールケーシング工法　(孔内の水張り　・行う　・行わない)

・アースドリル工法　(安定液　※使用する　・使用しない)

・拡底杭工法 (安定液　・使用する　・使用しない)

・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

・リバース工法

工法 (4.5.1)

構造体強度補正値 (4.5.4)

・A種　　・B種　　・評定等の内容による

・基礎のコンクリートと同調合のもの　　・構造図による

併用する工法

工法　　※評定等を受けた工法

(4.5.4)

セメントの種類　　

(4.5.1,6)

※構造図による

※構造図による

寸法等

・外殻鋼管付きコンクリート杭（SC杭）

・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（PRC杭）

・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式のうち

※構造図による

・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

α=（　　　）、β=（　　　）、γ=（　　　）

α、β、γが以下の値を採用できる工法

・中堀り拡大根固め工法

・（　　　　　）

・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式の内

杭の精度

水平方向の位置ずれ　　

杭の傾斜　　

・杭径の1/4かつ100㎜以下　・構造図による

・1/100以内　　・構造図による

・杭頭を処理する

処理方法（切断にともなう補強方法含む）　

杭頭の中詰め材料　　

・基礎のコンクリートと同調合のもの　　・構造図による

※構造図による

・構造図による

※構造関係共通事項（配筋標準図）6.2帯筋(b)(3)⑥(ロ)

試験杭の位置　　

試験杭

※構造図による

工法

工法

(mm) 持力(kN/本)

上杭

2 杭符号
軸径

(mm)

拡底径

(mm)
備　考

(4.3.1)(4.3.5)

・構造図による

　（　　）N/mm

・評定等の内容による

種類の記号

・ SD295A

・ SD345

鉄筋の種類 (4.5.4)

備　考

ｾｯﾄ数
厚さ

(mm)
継手数種類

コンクリート

強度(N/mm )

杭長

(mm)

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

SC杭の鋼管材料　・SKK400　・SKK490

備　考
長期設計支持力

ｾｯﾄ数
杭長

(mm)

(4.4.4)

(4.2.2)

※3N/mm
2

・構造図による

(4.5.4)

(4.5.4)

(4.3.8)

(4.3.8)

（kN/本）       

マスコンクリート

(6.13.2)セメントの種類

・高炉セメントB種

混和剤の種類

・構造図による

適用箇所　流動化コンクリート (6.15.1)

打継ぎの位置、

ひび割れ誘発目地、

目地寸法

※標準仕様書 9.7.3(1)(ｱ)～(ｳ)による　　・意匠図による

(6.6.4)

(6.2.5)合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ構造体コンクリート

・混和材

※標準仕様書 6.3.1(4)(b)による　　・構造図による

ひび割れ誘発目地の位置・形状・寸法

・シリカセメント

(6.13.2)

※構造図による　

※意匠図による 　

混和材の種類

・中庸熱ポルトランドセメント

・低熱ポルトランドセメント

・フライアッシュセメントB種

適用箇所

※構造図による

・混和剤

混和材料

(6.3.1)

(6.13.1)

(6.8.1)

寒中コンクリート 適用期間

・構造図による

・積算温度を基に定める場合

(6.11.1)

・構造図による

暑中コンクリート 構造体強度補正値　　※6N/mm　　・構造図による (6.12.2)
2

鋼管巻き材料　　

・SKK400　・SKK490　・（　　　　　）

・（　　　　　）

・杭径1.5m以下の場合は鋼板6×50(mm)、1.5mを超える場合は鋼板9×50～75(mm)の

杭の支持層への根入れ深さ

※構造図による

補強リングを3m以下の間隔で、かつ1節につき3箇所以上入れ、リングと主筋との

接触部を溶接する。

組み立てた鉄筋の節ごとの継手

※重ね継手

・（　　　　　）

スランプ

※18cm　　　・（　　）cm

構造体強度補正値

・普通ポルトランドセメント

混和材の種類

・混和材

※標準仕様書 6.13.2(2)(ｱ)による

※標準仕様書 6.13.2(2)(ｲ)による

打継目地

打継ぎの位置

・構造図による

の仕上り

(4.5.4)

(6.11.2)

重ね継手の長さ　　※構造図による

特記仕様書(構造関係)

適用範囲 4章から7章までの適用範囲は下記の工事種目とする。

・特記仕様書1 仕様書 Ⅰ工事概要 3工事種目に掲げる下記の工事種目番号

1

3

杭符号

5

・回転式

・揺動式

杭共通事項2

掘削深さ　　　※構造図による

2

8

9

6

7

8

・構造図による

スランプ

※15㎝　・（　　）cm

(6.13.2)

構造体強度補正値　※標準仕様書表6.13.1による　　・構造図による (6.13.2)

(6.14.1)

(6.14.1)設計基準強度　　

適用箇所　　

無筋コンクリート

スランプ

※15㎝又は18㎝　　・（　　）cm

※標準仕様書 6.14.1(4)(ｱ)～(ｶ)による

・構造図による

※18N/㎜　　・（　　）N/㎜

(6.14.1)

セメントの種類

※普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、シリカセメントA種又は

・高炉セメントB種

・フライアッシュセメントB種

コンクリートの種類

※普通コンクリート　　　　・（　　　　　）

(6.14.1)

フライアッシュセメントA種

9

10

11

12

(4.2.2)

・（　　　　　）

2 2

根固め液及び杭周固定液の管理試験

　　※標準仕様書4.3.4(6)(ｺ)による

　　・構造図による

※標準仕様書6.6.4(1)による
測定箇所　　試験杭（　）箇所及び本杭（　）箇所

・地盤の平板載荷試験 (4.2.4)

載荷試験の方法

※地盤工学会基準　JGS 1521による　　・構造図による

試験の位置、載荷荷重

※構造図による

・試験掘り（根切り底の状態の確認等）

位置は構造図による

※構造図による

杭の継手の工法　　

・アーク溶接継手　

検査　　※評定等により定められた項目

溶接材料　　

※標準仕様書 7.2.5(1)(2)による　　　・構造図による

・無溶接継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの)　

工法　　※評定等を受けた工法

施工　　※評定等をされた施工管理基準による

(4.3.3)(4.3.6)

※意匠図による

コンクリートの仕上りの平たんさ

※意匠図による

型枠 せき板の材料及び厚さ

※合板

・断熱材を兼用した型枠材

・ＭＣＲ工法用シートの使用

(6.8.2)

スリーブの材種・規格等

※構造図による

打増し厚さ ・打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る)

※20㎜　　　・（　　）mm

(6.8.1)

打増し厚さ　　　・20㎜　　　・（　　）mm

打増し範囲　　　※構造図による

(打放し仕上げ部)

・打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)

・10㎜　　　・20mm　　　・（　　）mm

(6.8.2)

(6.8.2)

(6.8.2)

使用箇所

※構造図による

適用箇所

※構造図による

13

・メッシュ型枠（使用部位　※構造図による）

・床型枠用鋼製デッキプレート（施工範囲　※構造図による）

14

・外装タイル面の打増し処理

※20mm

・床型枠用鋼製デッキプレートの梁側面部の打増し処理

プレートが支持される梁の側面について下記の打増しを行う

※10㎜　　　・20mm　　　・（　　）mm

厚さ　　　※12mm　　・（　　）mm

コンクリートの

単位水量測定

実施要領　

※構造関係共通事項　構－2　施工方法等計画書関連等　コンクリートの単位水量測定

15

16 耐震スリット ・垂直スリット

幅　　（　　）mm　　　　タイプ　　※完全　・部分

仕様・目地等　　※意匠図による

・水平スリット

ずれ止めの差し筋　　※D10-400@　　・（　　　　　）

呼 び 名

鋼杭の材料

寸法、継手等

(4.4.3)

(4.2.2)(4.4.3)(4.4.5)

備　考
長期設計支持力

（kN/本）       

上杭

種類

下杭

上杭

中杭

下杭

杭径

(mm)
ｾｯﾄ数

板厚

(mm)
継手数

杭長

(mm)

4 鋼杭地業

杭符号

※再生クラッシャラン

砂利地業 材　料 (4.6.2)

砂利厚さ　　 (4.6.3)

範囲

※60㎜ 　・（　　）cm

・意匠図及び構造図による

・切込砂利又は切込砕石

6

※基礎下、基礎梁下、土間コンクリート下及び土に接するスラブ下

厚　さ　　

設計基準強度　　

スランプ　　

(4.6.4)

(4.6.4)捨コンクリート地業 範　囲

※50㎜　 ・（　　）mm

※18N/㎜　 ・（　　）N/mm

※15㎝又は18㎝　 ・（　　）cm

・意匠図及び構造図による

(4.6.4)

(4.6.4)

2

7

2

※基礎下、基礎梁下及び土に接するスラブ下

床下防湿層

・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

(4.6.5)

材　料

※ポリエチレンフィルム厚さ0.15㎜以上　　　・意匠図による

(4.6.2)

範　囲

・意匠図による

地盤改良工法 種類及び施工方法等

※構造図による

鉄
筋
工
事

5
種類の記号

※ SD295A

※ SD345

鉄筋の種類等 (5.2.1)

網目寸法、鉄線の径 (㎜) 備　考

鉄線の形状等溶接金網 (5.2.2)

※ ガス圧接　・ 機械式継手

・ 重ね継手　・　

継 手 の 方 法部　 位

鉄筋の継手の方法等

その他の鉄筋(　　　　　　　　)

柱、梁の主筋

(5.3.4)(5.5.2)(5.6.3)

(5.3.4)耐力壁の重ね継手の長さ

鉄筋のかぶり厚さ

・軽量コンクリートを適用する場合

・耐久性上不利な箇所がある場合（塩害を受けるおそれのある部分等）

(5.3.5)最小かぶり厚さ

及び間隔

適用箇所(　　　　　　　　　)

適用箇所(　　　　　　　　　)

機械式継手

機械式継手の種類、鉄筋相互のあき、施工完了後の継手部の試験、

適用箇所

H12建告第1463号に適合する性能　

(5.3.7)

備　考

(溶接金網を含む)

鉄筋の定着長さ

継手位置

(5.3.4)

各部配筋

種　類 種類の記号

※ 溶接金網

・ 鉄筋格子

・最小かぶり厚さに加える厚さ　　( 　　)㎜

※構造関係共通事項（配筋標準図）5.1、6.1、7.1、7.3、8.1

※A級　　・（　　　　　）

床、壁の鉄筋 ※ 重ね継手　・　

※構造関係共通事項（配筋標準図）表4.1

※構造関係共通事項（配筋標準図）

(5.5.2)

各部配筋

・構造図による

※構造図による

・構造図による

(5.3.4)

(5.5.2)

溶接継手 適用箇所

H12建告第1463号に適合する性能　

※A級　　・（　　　　　）

※構造図による

(5.6.3)

(5.6.3)

・ 溶接継手

・最小かぶり厚さに加える厚さ　　( 　　)㎜

試験　圧接完了後の

※超音波探傷試験　

・引張試験

(5.4.10)

・柱及び梁主筋の重ね継手の長さ

※構造図による

・構造関係共通事項（配筋標準図）3.1 表3.1

・構造図による

※構造関係共通事項（配筋標準図）3.1(b)

※構造関係共通事項（配筋標準図）3.1(a)(3)

(5.5.2)

(5.6.3)

溶接継手の工法、鉄筋相互のあき、施工完了後の継手部の試験、

※構造図による

鉄筋1

2

鉄筋の継手及び定着3

4

5

圧接部の試験
6

7

8

6

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

試験方法は標準仕様書 5.4.10(ｲ)(b)①～⑥による

不合格となった継手部への措置

不合格となった継手部への措置

※構造図による

呼 び 名

呼 び 名

・軽量コンクリート

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210 に示された規定の他、水和熱が7日目で

(6.3.1)

352Ｊ/ｇ 以下、かつ28日目で 402Ｊ/ｇ 以下のものとする

・フライアッシュセメントB種　　　　  適用箇所(　　　　　　　　　　　)

・高炉セメントB種　　　　  適用箇所(　　　　　　　　　　　)

種　類

※普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、シリカセメントA種又は

セメント

・混和剤混和材料

混和剤の種類

※標準仕様書 6.3.1(4)(a)による　　・構造図による

(6.2.1～3)(6.3.2)(6.10.1,2)

(6.3.1)

適 用 箇 所
スランプ

2

設計基準強度 

※21

(cm) (N/㎜ )

気乾単位容積質量

(t/m )
3 種類

・1種　・2種

構造体強度補正値　　※標準仕様書表6.3.2による　　　・構造図による

フライアッシュセメントA種

適 用 箇 所
スランプ

2

設計基準強度 

・24

※普通コンクリートコンクリートの

気乾単位容積質量に

よる種類及び強度等

(6.2.1)コンクリートの類別　　コンクリートの種類

※Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

(6.2.1～4)(6.3.2)

・Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート)

(cm) (N/㎜ )

気乾単位容積質量

(t/m )
3

2.3程度

構造体強度補正値　　※標準仕様書表6.3.2による　　　・構造図による

1

2

(6.3.1)

※A　・B

骨　材 アルカリシリカ反応性による区分4

5

・標準仕様書表6.2.2による
構造図による

構造図による

3

※ D16以下

※ D19以上

・SKK400　　・SKK490　　・STK490

幅　　（　　）mm　　　　タイプ　　※完全　・部分30

STK490

STK490

STK490

7.9

7.9

7.9

4,000

5,000

4,000 10602

318.5

318.5

318.5 2 4



設計に緑を

図面名

株式会 社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

３号棟
建築工事特記仕様書（構造関係（２）） －

S-02
浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号

1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

BCR295

SN490B 内ダイアフラム

SN490C 外ダイアフラム

柱脚詳細図による

R

柱

SN400B

1時間

大梁、片持ち梁、他

SS400 小梁

柱、梁、小梁

溶接材料 溶接材料

※標準仕様書 7.2.5(1)(2)による

(7.2.5)

・22

(7.2.9)柱底均しモルタル

無収縮モルタルの材料、調合等

※標準仕様書 7.2.9(2)(ｱ)から(ｴ)による

(7.6.3)溶接技能者の 試験の要領

技量付加試験 ※構造図による

・エンドタブの切断する部分　　

スカラップの形状　　

開先の形状　　溶接接合

(7.6.7)

(7.6.7)

(7.6.4)

・工事現場溶接の場合　

・工場溶接の場合　

完全溶込み部の超音波探傷試験　　

溶接部の試験

※第6水準

・全て

検査水準

節

(7.6.12)

軽量形鋼構造 (7.11.2)ボルトの接合部

※普通ボルト接合　　・構造図による

※柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶込み溶接部　

入熱､パス間温度の

溶接条件

適用箇所　　

鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件　　

・構造図による

AOQL(%)　　　※4.0　　・2.5

・構造図による

切断する箇所　　※構造図による

塗料の種別

(7.8.2,4)

・鉄鋼面の錆止め塗料の種別

・亜鉛めっき鋼面の錆止め塗料の種別

錆止め塗装

設置等

アンカーボルト等の 構造用アンカーボルトの形状及び寸法

建方用アンカーボルトの形状及び寸法

柱底均しモルタルの厚さ及び工法の種別

(7.10.3)

(7.10.3)

※構造関係共通事項（鉄骨標準図）1-2

※構造関係共通事項（鉄骨標準図）1-4

※構造関係共通事項（鉄骨標準図）1-4

・構造図による 　

※構造図による

(7.3.3)製作精度

厚さ

(7.10.3)

・配置しない

(7.1.4)施工管理技術者 ※配置する

鋼　材

普通ボルト ボルト及びナットの材料 (7.2.3)

※トルシア形高力ボルト　　2種（S10T）　　

高力ボルト 高力ボルトの種類

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

・すべり試験の種類

・（　　　　　）

(7.2.2)

溶融亜鉛めっき

高力ボルト

(7.12.5)

(7.3.2)ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

摩擦面の処理方法等

・りん酸塩処理

・建方用アンカーボルト

・SS400　　・（　　　　　）

アンカーボルト (7.2.4)

・監督職員の承諾する工場

※すべり係数試験　　・すべり耐力試験

(7.3.2)

(7.4.2)

規  格

種類等 (7.2.1)

種類の記号 適用箇所（主要な部分）

・構造図による

※構造関係共通事項（鉄骨標準図） 1-1 縁端距離及びボルト間隔

・　

※構造関係共通事項（鉄骨標準図） 1-1 縁端距離及びボルト間隔

アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

※標準仕様書 表7.2.3による

・構造図による

・構造用アンカーボルト

・構造図による

※全て

※JIS規格による　・　

※JIS規格による　・　

※JIS規格による　・　

※JIS規格による　・　

・（　　　　　）

・半乾式吹付けロック

・湿式ロックウール

・耐火材吹付け

・繊維混入けい酸カル

・高断熱ロックウール

・耐火板張り

・耐火材巻付け

・ラス張りモルタ
－

　ル塗り

　ウール

　シウム板

※標準仕様書 表7.2.3(JIS附属書品)又は次による

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等 (7.3.2)

・JIS形高力ボルト　　2種（F10T）

試験方法等　　　※構造図による

切断する範囲

・エンドタブ、裏当て金等は、梁フランジの端から5mmを残して直線上に切断する。

なお、切断線が交差する場合は、交差部をアール状に加工する。

・構造図による

切断面の仕上げ

※標準仕様書7.6.7(1)(ｶ)(b)②による

・構造図による

・「突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」3.5.2 受入検査による

JASS 6 付則 6 [鉄骨精度検査基準]の付表3「溶接」に関する試験方法等

平12建告第1464号第二号に関する外観試験方法等

・抜き取り検査①　　　・抜き取り検査②

・JASS 6 付則 6 [受入検査] e.溶接部の外観検査(1)から(5)までによる。ただし、完全溶込

み溶接部の外観検査の抜き取り箇所は、超音波探傷試験の試験箇所と同一とする。外観試験

の不合格箇所は、すべて標準仕様書7.6.13による補修を行い、再試験する。

塗料の範囲

・耐火被覆材の接着する面の塗装

範囲　　　※構造図による

範囲　　　※標準仕様書 7.8.2(1)(ｱ)～(ｵ)以外

※A種　　　・B種

・耐火塗料

構造用アンカーフレームの形状及び寸法

※構造図による

種別　　　・A種　　・B種

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法

※構造図による

種別

※A種　　　・B種

(7.10.3)

鉄骨の製作精度は、JASS 6 付則 6 [鉄骨精度検査基準]に加えて、次による

通しダイアフラムの突合せ継手の食い違いの寸法

※H12建告第1464号第二号イ(2)による

・構造図による

アンダーカットの寸法

※H12建告第1464号第二号イ(3)による

・構造図による

食い違い・仕口のずれの検査方法及び補強方法

・「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による

・構造図による

セットの種類（JIS B1220） 

種類

※構造図による

・構造図による

セットの種類

※1種（F8T）相当

・構造図による

JIS B1198（頭付きスタッド）

※無収縮モルタル

・標準仕様書7.2.9(1)によるモルタル

2

3

4

5

6

7

8

12

13

14

15

16

17

18

20

21

・鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブで鉄骨に溶接されたものの内側の錆止め塗料の種別

・耐火被覆材が接着する面の塗料の種別

・（　　　　　）

※A種　　　・B種

屋外

※A種　　　・B種

屋内

※A種　　　・B種　　　・C種

　　　　　・構造図による

・耐火被覆材の接着する面以外の塗装

・ブラスト処理(表面粗度50μｍRｚ以上)

※羽子板ボルト　　・（　　　　　）

建築用ターンバックルボルト

建築用ターンバックル胴

※割枠式　　・（　　　　　）

ターンバックル 種　類 (7.2.6)

ねじの呼び (7.2.6)

※構造図による

9

床構造用の (7.2.7)材質、形状及び寸法

適用箇所

・デッキプレート

材質・形状・寸法 備　考

成スラブとする構法

コンクリートとの合

・デッキプレートと

単独の構法

デッキプレート

構造図による

構造図による

10

耐火認定　

・なし

耐火時間　　　※構造図による

・あり

開口部補強要領（補強筋の定着長さ等を含む）

※構造図による

鉄骨部材への溶接方法

※構造図による

(7.7.8)

ボルトの規格は、JIS B 1180とする。ボルトの種類を呼び径六角ボルト又は全ねじ

六角ボルトとし，材料は鋼とする。ボルトの強度区分は、4.6又は4.8とする。
なお、呼び径六角ボルトの軸径の最大寸法は、ボルトの径の値以下とする。

(7.3.2)ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

座金

※JIS B 1256による　　・構造図による

(7.2.3)

・構造図による

※構造関係共通事項（鉄骨標準図）1-1 縁端距離及びボルト間隔

母屋又は胴縁の取付けに使用するボルトの孔径

※ねじの呼び径+1.0mm　　　・構造図による

(7.3.8)

ナットの規格は、JIS B 1181とする。ナットの種類は、六角ナット－Cとし、
材料は鋼とする。

スタッド 種類等

呼 び 名 適 用 箇 所呼び長さ (㎜)

・16

・19

耐火被覆7

鉄
骨
工
事

　同等以上の能力のある工場

　鉄骨評価センター及び(株)全国鉄骨評価機構(旧(社)全国鐵構工業協会)の「鉄骨製作工場の

鉄骨製作工場の加工能力 (7.1.3)鉄骨製作工場

※建築基準法         　に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認定を受けた(株)日本

　性能評価基準」に定める( 　  　 )グレードとして国土交通大臣から認定を受けた工場又は

第77条の56
(7.9.2～8)種類、材料、工法等

種　類

・乾式吹付けロックウ

材料・工法 適用箇所（部位・部分）性能（耐火時間）

　ール

(7.2.8)
1

11 19

・ABR400　　　・ABR490　　　・（　　　　　　　　　　）

※JIS規格による　・　大臣認定品



設計に緑を

図面名

株式会 社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

３号棟
－構造関係共通事項（１）

S-03
浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号

1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

３

宮島口一丁目11番1号

2 0.6

ラーメン

ラーメン

20

S

S

0.3 0.3

旭町住宅３号棟耐震改修等工事

広島県三原市旭町一丁目4番

00.00

00.00

4

12.05

12.55

4

4

0.362

1188

477

30

32

32

Ｌ１ｈ

ａ

Ｌ１ｈ

Ｌ 、Ｌ 又はＬ１ ２ ３

余長

Ｌ  、Ｌ  又はＬ１ｈ ２ｈ ３ｈ

Ｌ ｂ

余長

▽ ▽

Ｌ１ｈ ａ Ｌ１ｈ

ａ

Ｌ１

Ｌ１ ａ

Ｌ１ｈ

Ｌ１

Ｌ１

ａ

ａ

ｂ

４ｄ以上

Ｄ

ｄ

６ｄ以上

Ｄ

８ｄ以上

Ｄ

Ｄ
４ｄ以上

４ｄ以上

Ｄ

ｄ

ｄ
ｄ

ｄ

1.建物概要等 建物概要

工事名称

工事場所

延べ面積
2

階数 地上(      )階 地下(      )階

建築面積

塔屋(      )階

備考

階数に算入しない階

・無し　・有り（　　　　　）

高さ関係

(　　　       　)m
2

工事種別
・新築 ・増築 ・改築 ・移転

・大規模の修繕 ・大規模の模様替

構造概要

構造種別 地上
(   )階～(   )階(　   )造

備考

架構形式
 X方向

 Y方向

(                       　　　 )構造

(                       　　　 )構造

耐震構造

方式

・耐震構造 ・制振構造

・免震構造(免震層の位置　・基礎下免震　・中間階免震(      )階

基礎方式

・直接基礎(・独立　・連続　・べた　・　　　　）

・杭基礎(・場所打ちコンクリート杭　・既製コンクリート杭

 ・鋼管杭　・　　　　）

 適用箇所は

 図示による

2.構造設計条件等 計算方法

外力等

備考

地震力

設計用一次固有周期

地震地域係数(Z)

(          )秒

Z= ・1.0　・0.9　・0.8　・0.7

地盤の種別 第(     )種地盤 Tc=(      )秒

標準せん断力係数

一次設計

二次設計

X方向 Y方向

風圧力(施行令

　　　 第87条)

風圧力(施行令

　  第82条の4)

地表面粗度区分 基準風速(V ) 速度圧(q)

・Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

・Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

地表面粗度区分
速度圧(q)

－
平均

積雪荷重

区域 ・多雪区域 ・多雪区域以外

設計垂直積雪量

単位荷重 (            )N/m/cm2

垂直積雪量の低減 ・低減する　　・低減しない

3.地盤調査資料 ※当該敷地の既往調査報告書

(           )

1.1 適用範囲

(１)構造関係共通事項(配筋標準図)は鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄筋の加工、組立等の一般

 する。

1.2 優先順位

Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ２２ Ｄ２５ Ｄ２９ Ｄ３２

建築

径

表1.1　異形鉄筋の断面表示記号　

区分

記号 説明 説明記号

スラブの配筋種別

スラブ厚さ

階段の配筋種別

土間コンクリート

コンクリートブロック壁（ＣＢ壁）

杭の位置

試験杭の位置

打増しの範囲

D0 スラブ開口

ボーリング位置

梁・スラブの上がり下がりの範囲 （±　　） FLからの上がり下がり

表1.2　各階伏図における記号　

EW○○
片持ちスラブ階段を受け、かつ耐力壁

表3.3　鉄筋の定着の長さ

直線定着の長さ

小梁 スラブ

10d

３Ｌ

フックあり定着の長さ

－

（注）１．Ｌ　，Ｌ　：２．から４．まで以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

　　　２．Ｌ　，Ｌ　：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

　　　５．フックあり定着の場合は、図3.2に示すようにフック部分　 を含まない。

　　　３．Ｌ　 ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを

鉄筋の

種　類

コンクリートの

設計基準強度
２

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）

40d

35d

30d

30d

35d

18

20d

１

２

３

図3.1　フックありの場合の重ね継手の長さ

ただし、スラブ筋でＤ１６以下の場合及び壁筋の場合は除く。

表3.2　隣り合う継手の位置

（４）隣り合う継手の位置は、表3.2による。

（１）鉄筋の定着の長さは、表3.3及び図3.2による。

（ｂ）鉄筋の定着

図3.3　折曲げ定着の方法

（２）梁主筋の柱内折曲げ定着又は小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は、図3.3により、

　　　次の(ⅰ)、(ⅱ)及び(ⅲ)をすべて満足するものとする。

50

建　　築

径

表1.3　梁貫通孔記号　

区分 75 100 125 150 175 200 225 250 275 300 325 350 375 400

設計図書の図面のうち建築構造図に相違がある場合の優先順位は以下のとおりとする。

 的な標準図とする。

(２)構造関係共通事項(鉄骨標準図)は鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄骨の加工、組立の一般的な標準図と

EKW○○

鋼　管

記号（建築用）

管　名

表1.4　スリーブ材質の凡例　

SP（白管）

溶融亜鉛めっき鋼版 硬質塩化ビニル管（薄肉管） つば付き鋼管（黒管）

GA VU RS

※建築用以外のスリーブ材質は各工事による。

　　　６．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

（３）耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、フックありなしにかかわらず４０ｄ以上（軽量コンクリー

ERW○○

(   )階～(   )階(　   )造
地下

0

(   )階～(   )階(　   )造

(   )階～(   )階(　   )造

4.液状化対策 ・有り

・無し

SD345

SD390

21

24，27

30，33，36

21

24，27

21

45d

40d

35d

35d

40d

30d

30d

20d

35d

25d

構造関係共通事項（共通事項）　

基準風速(V )0

C =(             )

C =(             )

0

0

C =(             )

C =(             )

0

0

Ｌ １ｈＬ ２ｈＬ２

３ｈＬ

かつ

150mm

以上

小梁 スラブ

10d

-1

総
則

構

フックなし

フックあり

重 

ね 

継 

手

ａ＝0.5Ｌ１ｈ ａ≧0.5Ｌ

ガ
ス
圧
接
継
手

機
械
式
継
手

 ガス圧接継手・溶接継手

－

－

35d

30d

25d

20d25d

30d35d

25d30d

25d30d

20d25d

30d35d

30d35d

25d30d

18 40d50d

35d45d

35d40d

40d50d

40d45d

１ｈ

２ｈ

　　　４．Ｌ　 ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ３ｈ

直線定着の長さ

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

Ｌ（ただし，柱せいの3/4倍以上）ａ

フックあり定着の長さ

梁内折曲げ定着の投影定着長さ

定着起点 定着起点

図3.2　直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

SD295A

SD295B

１ｈ

ａ＝0.5Ｌ１ ａ≧0.5Ｌ１

 カップラー

ａ≧400mm

ａ≧400mm、かつ、a≧(b+40)mm

構造関係共通事項(配筋標準図)　

鉄筋の折曲げ内法直径は、表1.1を標準とする。

表1.1　鉄筋の折曲げ内法直径

次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。

1.1 鉄筋の加工

2.1 異形鉄筋の末端部

折曲げ

角  度

折曲げ内法直径(D)

Ｄ１６以下
Ｄ１９

～Ｄ３８

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ２９５Ｂ,ＳＤ３４５

  ９０°

  ９０°

  １３５°

  １３５°

  １８０°

４ｄ以上３ｄ以上

及び

Ｄ１９

～Ｄ３８

ＳＤ３９０

５ｄ以上

（幅止め筋）

１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フック又は135°フックを用いる場合は、

折曲げ図

（注）１．Ｌ　,Ｌ  ：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

　　　２．フックありの場合のＬ　は、図3.1に示すようにフック部分　 を含まない。１ｈ

１ １ｈ

（ａ）鉄筋の重ね継手

（１）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

（２）柱及び梁の主筋並びに耐力壁を除く鉄筋の重ね継手の長さは、表3.1による。

3.1 継手及び定着

表3.1　鉄筋の重ね継手の長さ

コンクリートの

設計基準強度
２

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）
１Ｌ　（フックなし）

18

21

45d

40d

35d

30d

18

21

35d

25d

25d

30d

21

鉄筋の

種  類
Ｌ　（フックあり）１ｈ

25d

35d

50d

45d

40d

35d

50d

45d

40d

35d

30d

30d

35d

35d

SD295A

SD295B

SD345

SD390

２．９０°未満の折曲げの内法直径は構造図による。

の場合

の場合

　　　トの場合は５０ｄ以上）又は表3.1の重ね継手の長さのうちいずれか大きい値とする。

小梁及びスラブの上端筋の

　　　　(ⅰ)　全長は表3.3に示す直線定着の長さ以上

30，33，36

24，27

30，33，36

24，27

30，33，36

24，27

30，33，36

24，27

30，33，36

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

　　　　(ⅱ)　余長は８ｄ以上とする。

S ※

・耐震構造

耐震安全性
・Ⅰ類(1.5)　・Ⅱ類(1.25)　・Ⅲ類(1.0)

X方向 Y方向 備　考

 X方向、Y方向

 の適用する計

 算法に○を記

 載する

許容応力度等計算

保有水平耐力計算

限界耐力計算

特別な検証法(時刻歴応答解析による)

その他の計算法(                                    )

大臣認定(認定番号　　　　                  　　　　)

評価　・高層評価　・免震評価　・その他

 (評価番号　             　　　　                 )

指定性能評価機関名（　　　　　　　　　　　　　　）

許容応力度計算（令第82条各号＋令第82条の4）【ルート１】

【ルート２】

【ルート３】

（余長）

Ｌ１

全長

壁

梁

壁

図2.1 末端部にフックを必要とする出隅部の鉄筋（ ● 印）

（１）柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部

（４）帯筋、あばら筋及び幅止め筋

（２）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

（３）杭基礎のベース筋

 床版  床版
壁

梁柱

ただし、最上階の

柱頭の四隅部は

フックを付ける。

壁

壁

溶 

接 

継 

手

　　　　(ⅲ)　仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬａ及びＬｂは表3.4に示す長さとする。

　　　　　　　ただし、梁主筋の柱内定着においては、柱せいの3/4倍以上とする。

１．構造図及び構造関係共通事項（共通事項）

２．構造関係共通事項（配筋標準図）、構造関係共通事項（鉄骨標準図）

耐力壁

土圧を受け、かつ耐力壁

の分類

全長

・構造図による

建物概要等

 （範囲・工法・仕様・計測・試験等については構造図を参照）

呼び名

鉄筋の

種類

（片持小

小梁の場

合２５ｄ）

（片持ス

ラブの場

合２５ｄ）

1.コンクリートの単位

　水量測定

(1)単位水量の測定は、150m に1回以上及び荷下し時に品質の異常が認められた時に実施する。

(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして、施工する。

1)測定した単位水量が、配合計画書の設計値(以下「設計値」という。)±15kg/m の範囲に

ある場合は、その運搬車のレディーミクストコンクリート（以下「生コン」という。）を

3

3

2)測定した単位水量が設計値±15を超え±20kg/m の範囲にある場合は、その運搬車の生コン
3

を合格とし打設してよいが、水量変動の原因を調査し、生コン生産者に改善を指示する。

その後、設計値±15kg/m 以内に安定するまで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を

3)測定した単位水量が設計値±20kg/m を超える場合は、その運搬車の生コンを不合格とし、

打設せずに持ち帰らせるとともに、水量変動の原因を調査し、生コン生産者に改善を指示

(4)単位水量管理についての記録を書面(配合計画書、製造管理記録、打込み時の外気温、コンク

リート温度等)と写真により監督職員に提出する。

(5)単位水量の測定方法は、高周波誘電加熱乾燥法(電子レンジ法)、エアメータ法又は静電容量

測定法による。また、試験機関は当該生コン生産者以外の機関とする。

3

4)3)により不合格となった生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。

施
工
方
法
等
計
画
書
関
連
等

-2

3

合格とし、そのまま打設する。

3 3

行う。

構

する。その後、単位水量が設計値±20Kg/m 以内になるまで全運搬車の測定を行い、　

更に設計値±15kg/m 以内に安定するまで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。

3

3

　　余長は４ｄ以上とする。

　　　　　　　　受ける小梁は除く。

　　　　　また、中間部での折曲げは行わない。

(2)単位水量の上限値は、標準仕様書6.3.2(ｲ)(c)による。

（２）柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の直線定着長さは、40d以上（軽量コンクリートの場合は50d以上）とする。

(２)異形鉄筋の径(本文、図、表において「Ｄ、ｄ」で示す)は、呼び名に用いた数値とする。

(３)長さ、厚さ等の単位は、特記なき限りmmとする。

図面で使用する記号等は表1.1～表1.8、図1.1を標準とする。

(１)構造図とは、建築構造図のうち構造関係共通事項以外の図面をいう。

1.3 用語の定義

1.4 記号等

(　　　       　)m

軒高 (　     　)m

高さ (　     　)m

(            )cm

(             )m/s

(             )m/s
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末端部

図3.5　スパイラル筋の継手及び定着

中間部

（重ね継手）

（３）溶接金網の継手及び定着は、図3.4による。

（４）スパイラル筋の継手及び定着は、図3.5による

以上の

添巻き

1.5巻

重ね継手 定着（スラブの場合）

図3.4　溶接金網の継手及び定着

Ｌ

定着（壁の場合）

１

 鉄筋

（柱頭又は柱脚部）

　　　なお、Ｌ　は表3.1に、Ｌ　及びＬ　は表3.3による。１ ３

（ａ）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表4.1による。

するように最小かぶり厚さを定める。

ただし、柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保

（注）１．この表は、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートには適用しない。

煙突等高熱を受ける部分

構造部分の種別

表4.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ

柱，梁，スラブ，壁

基礎，擁壁，耐圧スラブ

擁壁，耐圧スラブ

　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でな

　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの

　　　　　い仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

屋内

ない部分

土に接し

る部分

土に接す

耐力壁以外の壁

スラブ，

柱，梁，耐力壁

最小かぶり厚さ(mm )

30

30

20

30

　　　４．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。

　　　　　厚さを含まない。

　　　　　また、塩害を受けるおそれのある部分等耐久性上不利な箇所には適用しない。

（３）隣り合う鉄筋の径の平均（呼び名の数値）の1.5倍

（１）粗骨材の最大寸法の1.25倍

（２）２５ｍｍ

図4.1　鉄筋相互のあき及び間隔

　　　る。

（ｃ）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

（ｄ）鉄筋相互のあきは図4.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。

（ｅ）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、(d)による。

（ｆ）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

仕上げなし

仕上げあり

40

30
屋外

40

40

60

60

4.1 最小かぶり厚さ

Ｌ１

 鉄筋

コンクリートの

設計基準強度
２

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）
ａＬ 

18

21

24，27

30，33，36

20d

15d

15d

15d

18

21

15d

15d

15d

15d

21

24，27

鉄筋の

種  類

15d

15d

24，27

30，33，36

20d

20d

20d

15d

20d

20d

20d30，33，36

20d

20d

15d

20d

20d

SD295A

SD295B

ｂＬ 

SD345

SD390

表3.4　鉄筋の投影定着の長さ

（注）１．Ｌ　 ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

　　　２．Ｌ　 ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さｂ

ａ

　　　　　　　 （基礎梁、片持梁及び片持スラブを含む。）

　　　　　　　 （片持小梁及び片持スラブを除く。）

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

図5.2　主筋の継手、定着及び余長（その１）

（ｂ）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.2による。

（ｃ）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.3による。

　　  ただし、耐圧スラブが付く場合は、（d）による。

（１）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が

　　　異なる場合には、図5.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す

図5.1　梁筋の基礎梁内への定着

（２）梁筋を柱内に定着する場合は、7.1(b)(4)による。

（ａ）一般事項

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

図5.3　主筋の継手、定着及び余長（その２）

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

5.1　基礎梁

Ｄは、鉄筋の最大外径

柱

梁 梁

 ガス圧接を例で示す

：継手の好ましい位置

柱

梁 梁

上下の柱断面寸法が異なる場合，

同径の鉄筋を束ねたものとする。
帯筋は，１サイズ太い鉄筋又は

梁面より割り付ける。

帯筋

最上階

二段筋

一般階

上端筋

下端筋

図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長

（ｄ）帯筋の割付けは図6.4とし、それ以外の場合は構造図による。

（ｃ）フック及び継手の位置は交互とする。

図6.4　帯筋の割付け

図6.3　帯筋組立の形

（ｂ）帯筋組立の形は図6.3により、適用は構造図による。

（１）Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。

（３）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。

（２）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接の場合は

（注）１．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P ＠または1.5P ＠とす

　　　２．図中のP ＠　、P ＠は、特記された帯筋の間隔を示す。

１

１

２

２

（ａ）帯筋の種類及び間隔は、構造図による。

（４）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

（１）継手中心位置は、次による。

　　　上端筋：中央 　o/2以内

図7.1　梁主筋の梁内定着

　　　　上端筋：曲げ降ろす

　　　　下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。

　　　　下端筋（ハンチ付き）：原則、曲げ上げる。

　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、　o/4を加えた範囲以内

（２）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.3及び図7.4による。

　　　なお、定着の方法は3.1(b)(2)による。

（ｂ）大梁主筋の継手及び定着の一般事項

（５）梁にハンチをつける場合、その傾斜は構造図による。

（ｃ）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図7.3による。

（６）段違い梁は、図7.2による。

（ｂ）柱打増し部

（１）打増し部分に、壁、梁、スラブ等がとりつく場合の壁、梁、スラブ筋等の定着長さは、打増し部分

（２）土に接する柱周囲の打増しは図6.2による。

FL

GL

打増し厚さ10mm

（１）梁の上がり下がりは FLを基準とした寸法値とする。

（２）地中梁下の砂利地業厚及び捨てコンクリート地業厚は構造図による。

図6.2　柱打増し部

（ａ）一般事項

　　　１０ｄ以上とする。

6.2　帯筋

7.1　大梁
（ｄ）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.4による。

（１）あばら筋の径および間隔は、構造図による。

（２）あばら筋組立の形及びフックの位置は、7.2(b)による。

　　　ただし、梁の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図5.5による

（ａ）一般事項

図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置

（ｂ）腹筋及び幅止め筋は、7.2による。ただし、梁せいが1.5m以上の場合は構造図による。

（ｃ）あばら筋の割付けは、7.2(c)による。

図5.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）

図6.1　柱主筋の継手、定着及び余長

（２）継手、定着及び余長は、図6.1による。

　　　とする。

（ａ）一般事項

　　　ただし、柱頭定着長さＬ　が確保できない場合は、構造図による。

　　　（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある

　　　　　　２．隣り合う継手の位置は、表3.2［隣り合う継手の位置］による。

　　　　　　３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。

5.2　基礎梁のあばら筋等

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

一般の場合 重ね継手とする場合

コンクリート打継ぎ面

打増し厚さ10mm

（ｂ）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに１０ｍｍを加えた数値を標準とす

　　　る。

      ことができる。

継手 定着

かぶり厚さ

が多い場合

上階の鉄筋

下階の鉄筋

が多い場合

6.1　柱

（１）継手中心位置は、梁上端から500mm以上、1,500mm以下、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）以下

　　　　　　　　場合には、フックを付ける。

②Ｗ－Ⅰ形

①Ｈ形

⑤ＳＰ形（スパイラル筋） ⑥丸形

（イ） （ロ）

（イ）

（イ）

（ロ） （ハ）

（ロ） （ハ） （ニ）

注）溶接は､鉄筋の組立前に行う。

（イ） （ロ）

　　　　　る範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮して適用する。

　　　を含まない。

最上階

二段筋

（ｄ）ハンチのある場合の定着及び余長は、図7.4による。

 ガス圧接を例で示す

：継手の好ましい位置

 ガス圧接を例で示す

：継手の好ましい位置

二段筋

二段筋

２

（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

　　　　　には、フックを付ける。

D≦100

１サイズ太い鉄筋又は同径

吊上げ筋は、あばら筋より

の鉄筋を束ねたものとする。

柱

梁 梁

図7.2　段違い梁

　　　定着長さは打増し部分を含まない。

（３）打増し部分に、スラブ、壁、梁筋等が取り付く場合のスラブ、壁、梁筋等の

　　　外端部や隅部では、折り曲げて定着する。

　　　鉄筋の本数が異なる場合には、図7.1のように反対側の梁に定着する。

（３）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、
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片持スラブは、プレキャストコンクリート部材または現場打ちコンクリート部材とする。

プレキャストコンクリート部材とする場合の躯体への接続方法は、構造図による。

図7.9　腹筋および幅止め筋

（ｄ）腹筋及び幅止め筋

（１）一般の梁は、図7.9による。

図7.8　あばら筋の割付け（その３）

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

　　　２．図中のP＠、P’＠は、構造図のあばら筋の間隔を示す。

　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。

（ａ）小梁主筋の継手、定着及び余長

（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。

（１）連続小梁の場合は、図7.10による。

（注）１．図示のない場合は、（１）による。

（２）先端に小梁がある場合は、図7.13による。

図7.13　片持梁主筋の定着

　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。

（ａ）片持梁主筋の定着及び余長

（ｂ）単独小梁の場合は、図7.11による。

　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。

（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。

（ｃ）あばら筋は、7.2による。

　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

（１）先端に小梁のない場合は、図7.12による。

（ｂ）あばら筋は、7.2による。

（１）壁配筋の重ね継手の長さはＬ　、定着の長さはＬ　とし、鉄筋の継手位置は、柱・梁部以外

（２）幅止め筋は、縦横ともD10-1,000＠程度とする。

（注）図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。

２

図8.1　壁の配筋

（ａ）一般事項

（２）壁開口部補強の定着長さは、図8.3による。

図8.3　壁開口部補強筋の定着長さ

図8.2　壁の交差部及び端部の配筋

（ｂ）壁の配筋は表8.1により、種別は構造図による。

（ｃ）片持スラブ形階段を受ける壁の配筋は表8.2により、種別は構造図による。

（１）耐力壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形は表8.3、Ｂ形は表8.4とし、適用は構造図による。

　　　なお、耐力壁の補強筋は、構造図による。

（ａ）壁開口部の補強

（ｂ）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、構造図による。

表8.3　壁開口部補強筋（Ａ形）

表8.4　壁開口部補強筋（Ｂ形）

（ｅ）壁の交差部及び端部の配筋は、図8.2による。

（３）土間コンクリート補強筋(D0）の配筋及びコンクリート厚さは構造図による。

表9.1　Ｓ形配筋

片持スラブの配筋は、次による。

（１）片持スラブの配筋（ＣＳ形配筋）は、表9.2並びに図9.4及び図9.5により、配筋種別及び

　　　スラブ厚さは、構造図による。

（３）打増し部分に、壁、スラブ等が取り付く場合の壁、スラブ筋等の定着長さは、打増し部分を

（１）スラブ及び土間コンクリートの上がり下がりは、FLを基準とした寸法値とする。

（２）土間スラブ下の砂利地業厚及び捨てコンクリート地業厚は構造図による。

上端筋

平面 立面

直交する梁へ斜めに定着する場合

7.3　小梁

7.4　片持梁

8.1　壁

8.2　壁の補強

9.1　スラブ

9.2　片持スラブ

（４）スラブの配筋（Ｓ形配筋）は表9.1及び図9.1により、配筋種別及びスラブ厚さは、構造図による。

（２）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図7.6による。

（１）あばら筋の種類、径及び間隔は、構造図による。

（３）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。

（ａ）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項

　　　ただし、L形梁の場合は、（ロ）または（ハ）、T形梁の場合は（ロ）～（ニ）とすることがで

ⅱ.（ロ）の場合　L形ではスラブの付く側、T形では交互とする。

（１）形は、図7.5（イ）とする。

ⅰ.（イ）の場合は交互とする。

ⅲ.（ハ）の場合は床版の付く側を90゜折曲げとする。

（２）フックの位置

（ｂ）あばら筋組立の形及びフックの位置

　　　ただし、腹筋を計算上考慮している場合の継手長さ、定着長さは構造図による。

7.2　あばら筋等

（イ） （ロ） （ハ） （ニ）

腹筋

2-D10

幅止め筋

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

600≦Ｄ＜900 900≦Ｄ＜1,200 1,200≦Ｄ＜1,500

小梁外端部

水平断面

小梁連続端部

片持梁

垂直断面

先端小梁 

先端小梁

片持梁

片持梁筋

折下げ

片持梁筋

折下げ

柱

梁

主筋位置

主筋位置

梁

主筋位置主筋位置

表8.1　壁の配筋

断面図　　（mm）種別

D10-150@シングル

W12

W15A

W15B

W18A

W18B

W20A

W20B

D10-100@シングル

D10-200@ダブル

D10-150@ダブル

D10-200@ダブル

D10-150@ダブル

D10-200@シングル

縦筋及び横筋

(注)　壁筋の配筋順序は、規定しない。

表8.2　片持スラブ形階段を受ける壁の配筋

断面図　　（mm）

D13-200@ダブル

D10-200@ダブル

D13-150@ダブル

D10-200@ダブル

(注)　縦筋は，横筋の外側に配筋する。

階段の配筋　

種別　　　　

KW1

KW2

縦筋

横筋

縦筋

横筋

KA1

KA3

KA2

KA4

端部（垂直及び水平断面）

1-D13

交差部（水平断面）

2-D13

外壁の端部（垂直及び水平断面）

1-D13

1-D13

1-D13 1-D131-D13
2-D13

1-D13

2-D13

1-D13

2-D13 4-D13

縦横

補強筋
壁の種別

W18，W20 2-D13

斜め

1-D131-D13

2-D13

W12，W15

縦横

2-D13

4-D13 2-D13

斜め

1-D13

補強筋

開口

配筋

D13-100@S 1

S 2

S 3

S 4

S 5

S 6

同　上

D13-150@

全域

（注）上端筋，下端筋とも同一配筋とする。

種別

 短辺方向（主筋）

全域

 長辺方向（配力筋）

S 7

同　上

同　上

同　上

    D10,D13-150@

D13-100@

D13-150@

D13-150@

D10,D13-150@

D10,D13-150@

D10,D13-150@

D10-150@

配筋

S 8

S 9

S10

S11

S12

S13

同　上

全域種別

 短辺方向（主筋）

全域

 長辺方向（配力筋）

S14

同　上

同　上

D10-150@

D10-200@

D10-200@

D10,D13-200@

D10-250@

D10-200@

    D10,D13-150@

    D10,D13-200@

D10-200@

同　上

D10-250@

一般階

外端 連続端

連続端

図7.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

端部端部

図7.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長

（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　３．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　のように引き通すこと

　　　４．破線は、柱内定着を示す。

　　　５．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

　　　　　には、フックを付ける。

　　　　　ができる。

　　　きる。

（ｃ）あばら筋の割付け

（１）間隔が一様でハンチのない場合は、図7.6による。

図7.5　あばら筋組立の形

図7.6　あばら筋の割付け（その１）

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

（２）間隔が一様でハンチのある場合は、図7.7による。

図7.7　あばら筋の割付け（その２）

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

　　　２．図中のP＠は、構造図のあばら筋の間隔を示す。

　　　２．図中のP＠は、構造図のあばら筋の間隔を示す。

（３）梁の端部で間隔の異なる場合は、図7.8による。

下端筋

最上階一般階

図7.12　片持梁主筋の定着及び余長

      含まない。

種別 縦筋及び横筋
(表10.1)

壁の種別

W18，W20

W12，W15

(頭つなぎ梁)

（ｄ）土圧を受ける壁の配筋は、構造図による。

１

　　　とする。

２Ｌ

３Ｌ

３Ｌ ３
Ｌ

ｂＬ

２Ｌ

２Ｌ
３Ｌ

２Ｌ

ｂＬ
ｂＬ

ｂＬ

２Ｌ

２
Ｌ

（５）配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。

（６）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ　とする。１

図9.1　スラブの配筋

（７）定着長さ及び受け筋は、図9.2による。

図9.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）

　　　ただし、引き通すことができない場合は、図9.3により梁内に定着する。

一般スラブの場合

（イ） （ロ） （ハ）

長辺方向（配力筋）

短辺方向

短辺方向（主筋）

柱柱

柱 柱

大梁

大
梁

小
梁

長
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方

向

受け筋 (D13)

図9.2　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）

受け筋 (D13)

(D13)
受け筋

(D13)

受け筋

(D13)

受け筋

(D16)
受け筋

耐圧スラブの場合

表9.2　ＣＳ形配筋

D10,D13-150@

D10,D13-300@

D10-200@

D13-100@

D13-200@

D13-150@

D13-300@

上

下

CS2

CS1

　配筋種別 主筋

CS3

CS4
D10,D13-200@

D10-400@

D10-200@

D10,D13-200@上

下

上

下

上

下

上

下

CS6

CS5

CS7

上

下

上

下

D10-200@

主筋　配筋種別
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二辺固定スラブ形階段は、プレキャストコンクリート部材または現場打ちコンクリート部材とする。

プレキャストコンクリート部材とする場合の躯体への接続方法は構造図による。
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先端補強筋
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先端補強筋

垂れ壁のある場合

及び間隔に合わせる
先端壁の縦筋の径　

垂れ壁のない場合
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 受け筋

先端部補強筋
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t

2-D13

D13配筋図

上端筋、下端筋とも（全域）配筋種別

KB2

KB1

KB3

KB4

KB5

KB6

KB7 D16-100@

D16-125@
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D13
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(１)  梁貫通孔補強筋の名称等は、図11.1による。

(２)  孔の径は、梁せいの1/3以下とする。

(３)  孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端よりＤ/3（Ｄは梁せい）の

(４)  孔は、柱面から原則として、1.5Ｄ以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。

(５)  孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。

(６)  縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

(７)  補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図11.2による。

(８)  孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開

(９)  溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10mm以上とする。

(10)  溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋 1-13φのリング筋を取り付ける。

      なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。

(11)  溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。

配筋

2-2-D13

斜め筋
種別
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なし

2-2-D13

なし なし

縦筋 横筋 上下縦筋 配筋図
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突出し

余長
かぶり

貫通孔外径

かぶり
余長

突出し

溶接金網

あばら筋

縦筋

斜め筋

ＭＨ形及びＭ形

縦筋斜め筋

縦筋

あばら筋

下縦筋

上縦筋

Ｈ形

上縦筋

斜め筋

横筋

下縦筋

あばら筋

縦筋

横筋

斜め筋

D13

D10 D10-200@

D16

コンクリートブロック帳壁

D10-200@D10

コンクリートブロック帳壁

2-D13 2-D13

出隅受け部配筋出隅部補強配筋

(注)  ≧  とする

出隅部分の補強筋

一般スラブ配力筋

    2．出隅受け部配筋は柱

出
隅

部
分

の
補
強

筋

補強筋の定着

１

１ ２

出隅受け部

(注)1.   ≧  とする１ ２

       又は梁にＬ 定着する。

中間部

D13

土間コンクリート

補強筋の鉄筋径及

端部

D13

び間隔に合わせる

　　  範囲には孔を設けてはならない。

出隅部

土間コンクリート補強筋

図9.4　片持スラブの配筋（ＣＳ１からＣＳ５）

（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

図9.5　片持スラブの配筋（ＣＳ６及びＣＳ７）

（２）先端に壁が付く場合の配筋は、図9.6による。

図9.6　先端に壁が付く場合の配筋

（i） 出隅部の補強筋は構造図により、配筋方法は、図9.7による。

（ii）出隅受け部分（図9.7の斜線部分）の補強筋は構造図による。

（３）出隅部

　　　を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

（ii）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより､開口部

　　  屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図9.9により、補強筋を上端筋の下側に配置する。

（ｂ）屋根スラブの補強

図9.8　スラブ開口部の補強配筋

（i）スラブ開口の最大径が700mm以下の場合は、図9.8により開口によって切られる鉄筋と同量の

　　 鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め方向に2-D13（　 = 2Ｌ  ）シングルを上下筋の内側に

（ａ）スラブ開口部の補強

スラブ開口部の補強方法は、構造図による。構造図になければ、(ⅰ)(ⅱ)による。

１

　　  基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は図9.10による。

  　　ただし、土間スラブとは、土に接するスラブでＳ形の配筋によるものをいう。

（ｃ）土間スラブの打継ぎ補強

　　  土間コンクリートの補強筋は、構造図による。なお、基礎梁との接合部は、図9.11による。

（ｄ）土間コンクリートの補強

図9.10　打継ぎ補強配筋

（注）ａ≦300の場合

図9.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

片持スラブ形階段の配筋は、表10.1及び図10.1により、寸法及び配筋種別は、構造図による。

表10.1　片持スラブ形階段の配筋

図10.1　片持スラブ形階段配筋の定着

（注）１．壁配筋は、8.1（ｃ）による。

　　　２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。

　　　３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、表3.3

　　　　［鉄筋の定着の長さ］のＬ　とする。３

二辺固定スラブ形階段の配筋は表10.2並びに図10.2及び図10.3により、寸法及び配筋種別は、構造図

表10.2　二辺固定スラブ形配筋

図10.2　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）

図10.3　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）

（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。

9.3　スラブ等の補強

10.1　片持スラブ形階段

10.2　二辺固定スラブ形階段

     配筋する。

による。

t

図11.1　梁貫通孔補強筋の名称等

（ａ）梁貫通孔は、次による。

（ｂ）梁貫通孔の補強形式は表11.1～表11.3により、配筋種別は構造図による。

表11.1　H形配筋

（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。

（１）控壁の配置は、構造図による。

（ａ）控壁は、次による。

（２）配筋は、図11.4による。

図11.4　控壁の配筋（水平、垂直とも）

（ｂ）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は、図11.5による。

図11.3 他の開孔を設けない範囲

11.1　梁貫通孔 11.2　コンクリートブロック帳壁との取合い

図11.2　補強筋の定着長さ

パラペットの配筋は図11.6による。

11.3　パラペット

図11.5　壁付き土間コンクリートの補強配筋

図9.7　片持ちスラブ出隅部の補強配筋

図9.9　出隅及び入隅部の補強配筋

D13(　≦1,000)
 受け筋

先端部補強筋
2-D13

D16(　＞1,000)

10d以上

（段差なし）

（段差あり）

受け筋 D13

先端部補強筋
2-D13

（段差なし）

 受け筋 D13

先端部補強筋
2-D13

（段差あり）

主筋

主筋
D10-200@

t

t

（注）ａ≦300の場合

      口部を避けて配筋でき、かつ、構造図に特記された場合において、補強を省略することができる。

8d
以

上
10d以上

8d
以
上

配力筋

配力筋

主筋
D10-200@

配力筋

D10-200@
配力筋

11.4　メッシュ型枠

(１)  使用箇所

　　　使用部位は、基礎・地中梁及び関連する柱部分とする

　　　（見えがかりで、仕上げのない部分及びピット部分は除く）

　　　・メッシュ材質　鋼板：JIS　G3302、板厚０．５mm以上、めっき８０kg/㎡以上

　　　・桟用パイプ材質　JIS　G8305、直径２５mm以上、厚さ１．２mm以上

　　　・締付材はボルト式又は番線式とし、付属材料は監督職員の承諾を受ける

(３)  組立て

　　　・組立て桟用パイプの立て込み間隔は３００mm以下とする

(４)  型枠の取り外し

　　　桟用パイプの存置期間は標準仕様書６．８．４により、型枠用メッシュは取り外さない

(５)　鉄筋の最小かぶり厚さ

　　　表４．１による

(２)　材料及び構造

　　　・組立ては製造所の施工要領書に従う

　　　ただし、地中梁・柱は設計寸法に１０mmを加える

180 180

縦筋

横筋

D10-150@ダブル

D10-150@ダブル

図11.6　パラペットの配筋
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径

表1.4　高力ボルト径の記号

区分 M16 M20 M22 M24

溶融亜鉛めっき高力ボルト

径

表1.5　普通ボルト径の記号　

区分 M16 M20 M22 M24

突合わせ継手

Ｔ型継手

かど継手

分　　　　　　　　　　　類

全　周　現　場　溶　接

断続溶接の長さ及び間隔

区　　　　分

現　　場　　溶　　接

全　　周　　溶　　接

表1.7　溶接の補助記号

 溶  接  面

溶 接 継 手
隅肉溶接

部分溶込み溶接

両面溶接

フレア溶接

片面溶接

完全溶込み溶接

表1.6　溶接継手及び溶接面の分類別記号

記 号

補助記号

Ｌ－Ｐ

Ｆ

２

ＦＬ

１

Ｐ

Ｔ

Ｌ

Ｂ

Ｌ－Ｐ

全周現場溶接

６０６０

基準線

。

引出線

（折線）

。
６０

断続溶接の間隔
断続溶接の長さ

。

基準線

図1.1　溶接記号の記載例

現場溶接

全周溶接

溶接面

溶接継手

※特記無き限り、完全溶込溶接の溶接方法・溶接面は適切な溶接方法等による。

（F8T相当）

（F10T、S10T）
普通ボルト

M12

手溶接

縁端距離及びボルト間隔は、表1.1による。ただし、引張材の接合部分において、せん断力を受けるボルトが応力方向に３本

以上並ばない場合の縁端距離は、構造図による。構造図になければ、ボルト軸径の2.5倍以上とする。

表1.1　縁端距離及びボルト間隔　　（単位mm）

ねじの呼び
縁端距離 ボルト間隔

e p

M12

M16

M20

M22

M24

40 60

45 70

（ｂ）千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔

（ａ）縁端距離及びボルト間隔

千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔は、表1.2による。

表1.2　千鳥のゲージ及びボルト間隔　（単位mm）

ゲージ
ねじの呼び

g
M12,M16,M20,M22

千鳥打ちのボルト間隔　Pt

M24

50

45

40

25

35

-

65

60

55

45

50

40

35

40

45

55

50

60

（ｃ）形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径

形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径は、表1.3による。

表1.3　形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径　（単位mm）

はＢ

A又

軸径

最大
B

軸径

最大

軸径

最大
B

45

50

60

65

70

75

80

90

100

125

130

150

175

200

25

28

35

35

40

40

45

50

55

50

50

55

60

60

35

40

55

70

90

12

16

16

20

20

22

22

24

24

24

24

24

24

24

100

125

150

175

200

250

300

350

400

56

75

90

105

120

150

150

140

140

40

70

90

※１

16

16

22

22

24

24

24

24

24

50

65

70

75

80

90

100

30

35

40

40

45

50

55

12

20

20

22

22

24

24

※１　千鳥打ちとした場合

また、アンカーボルトの縁端距離は構造図による。

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

19＜ｔ≦40

D1 = 2（ｔ－2）/3

D2 =（ｔ－2）/3

ｔ≦６

6＜ｔ≦19

G ＝ｔ

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

１（片面溶接）

突合わせ継手(B)の開先標準

Ｈ

２（両面溶接）

D1 =（ｔ－6）/2

D2 =（ｔ－6）/2

22＜ｔ≦40

12＜ｔ≦22

ｔ≦12

1/4 t≦ S ≦10

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

１（片面溶接）

部材が直交しない場合の開先標準

6＜ｔ≦19

19＜ｔ≦40

６＜ｔ≦40

1/4 t≦ S ≦10

1/4 t≦ S ≦10

２（両面溶接）

1/4 t≦ S ≦10

６＜ｔ≦19

D1= 2（ｔ－2）/3

D2=（ｔ－2）/3

1/4 t≦ S ≦10

19＜ｔ≦40

D2=（ｔ－6）/2

D1=（ｔ－6）/2

1/4 t≦ S ≦101/4 t≦ S ≦10 1/4 t≦ S ≦10

22＜ｔ≦40

12＜ｔ≦22

1/4 t≦ S ≦10

Ｔ型継手(T)の開先標準

1/4 t≦ S ≦10

19＜ｔ≦40

1/4 t≦ S ≦10

19＜ｔ≦40

S ＝ｔ

かど継手(L)の開先標準

16≦ｔ≦4012≦ｔ≦40

ｔ≧3のとき S ＝ｔ

ｔ＜3のとき S ＝３

３（軽量形鋼Ｖ形溶接）１（丸鋼等片面溶接） ２（丸鋼等両面溶接）

22

13

フレア溶接(FL)の開先標準

Ｄ 10

ｔ 12

1211

1916 3628

1413

25

15 15

32

16

40

ｔ＜3のとき S ＝３

ｔ≧3のとき S ＝ｔ

４（軽量形鋼レ形溶接）

15

部分溶込み溶接(P)の開先標準

７

5

ｔ

ｓ

５

4

４

3

６

5

隅肉溶接のサイズ

11

8

９

7

８

6

10

8

13

10

12

9

14

10 11

隅肉溶接(F)の開先標準

2519

11

16

12

22

13 15

28

17

32

19

36

21

40

24

（ｂ）エンドタブ

（ａ）エンドタブ・裏当て金の鋼材の種別及び引張強さによる区分は、母材と同等とする。

エンドタブの形状は母材と同厚・同開先のものとする。

エンドタブ

裏当て金

溶接方法

半自動溶接

自動溶接

35以上

38以上

70以上

m

（ｃ）裏当て金

（２）完全溶込み溶接の片面溶接に用いる裏当て金は原則としてフランジの内側に設置する。

裏当て金の厚さ

FB（t×25㎜） FB（t×38㎜）

（単位：㎜）

6以上

9以上

12以上

t

溶接のサイズ （単位：㎜）

裏当て金の厚さ S

t≦9

t＞9

5

9

自動機械により開先加工を行う場合はこの限りではない。

適用管厚　3.2㎜≦t≦12㎜

交角　30°≦θ≦150°

A

B

C

D

D

支管

主管

D-D断面図

主管の管軸と支管の管軸とは一致させること。

A部断面 B部断面

接線

C部断面

( 　　　　　　　  　 )
g 1 g 1 g 2 g 3g 2

構造関係共通事項(鉄骨標準図)　

1-1 縁端距離及びボルト間隔

1-2 溶接継手の種類別開先標準
1-3 鋼管分岐継手詳細

1-4 鉄骨溶接施工

溶接方法

（単位：ｍｍ）

１（片面溶接） ２（両面溶接）

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

ｔ≦６

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

１（片面溶接）

Ｈ

２（両面溶接）

ｔ≦12

( 　　　　　　　  　 )
１（片面溶接） ２（両面溶接）

1/4 t≦ S ≦10

1/4 t≦ S ≦10 1/4 t≦ S ≦10

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

ｔ≦６

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

１（片面溶接）

Ｈ

２（両面溶接）

ｔ≦12

( 　　　　　　　  　 )
１（片面溶接） ２（両面溶接）

6＜ｔ≦19 12＜ｔ≦19

1/4 t≦ S ≦10

D1= 2（ｔ－2）/3

D2=（ｔ－2）/3

1/4 t≦ S ≦10

D2=（ｔ－6）/2

D1=（ｔ－6）/2

1/4 t≦ S ≦10

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

１（片面溶接）

ｔ≦16

２（両面溶接）

ｔ≦16 16＜ｔ≦40

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

１（片面溶接） ２（両面溶接）

D1= (ｔ－2）/2

D2=（ｔ－2）/2

1/4 t≦ S ≦101/4 t≦ S ≦10

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

手溶接

半自動溶接

自動溶接

1Ｆ 1Ｆ

引出線

（ｄ）ボルト記号

位置に行い，梁フランジ両端から10㎜以内の位置には行ってはならない。

（１）裏当て金の組み立て溶接は、接合部に影響を与えないように、エンドタブの位置又は梁フランジ幅の1/4の
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Sr

Sr

60°

φ

50
H

50

φ

50
60° 0～5 0～5

0～5 0～5

φ

以
上

(b
s)

(b
s)

(b
s)

70以上

40程度

Sr

Sr Sr

Sr
1

2

Sc

1

1

2

t
Sc

t 2
t

e

t

20

50

100以下 B

H D

１

２

ｆ

tw tp

10
0

以
上

10
0

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

La L Lb

２
Ｌ

２
Ｌ

１
Ｌ

１
Ｌ

２Ｌ ２Ｌ

１Ｌ １Ｌ

　は３φまたは   のうち小さい方とする。 （ｅ≧ H とする）

補強トラス法

補強プレート法

(自然開先)

補強トラス

ｔf fｔ

補強プレート

2Ｆ

LC

鉄筋の貫通孔径の最大値は、下表による。

鉄筋の呼び名

鉄筋貫通孔の径

（単位：㎜）

梁主筋

梁あばら筋

柱主筋

柱帯筋

直交梁

柱帯筋

柱主筋

柱主筋

梁上端主筋

梁下端主筋

小梁下端主筋が貫通する場合 小梁下端主筋が貫通しない場合（単位：㎜）

小梁下端主筋 小梁下端主筋

片面溶接の溶接長さ（Ｌ）は、鉄筋の呼び名の数値の10倍以上とする。ただし、溶接によらない場合は135°曲げフックとする。

梁への定着方法

柱への定着方法

コーナー筋

（ａ）鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄骨梁ウェブ部材に貫通孔を設ける場合は、次による。

（１）貫通孔の内径寸法は、鉄骨せいの1/2以下かつ鉄筋コンクリート梁せいの1/3以下とする。

（２）貫通孔間隔は、両側の貫通孔径の平均値の、鉄骨造で２倍以上、鉄骨鉄筋コンクリート造で３倍以上確保する。

（１）補強プレート厚が16㎜以上となる場合は、必要な厚さの1/2以上の補強プレートをウェブ両面から溶接する。

（２）補強プレートは丸型としても良い。上下フランジとのあき50mmについては施工性を考慮して小さくすることもできる。

（１）スリーブの取付けは、全周隅肉溶接とする。

貫通孔の位置の限度（単位：㎜）

H ：鉄骨せい

D ：はりせい

φ：貫通孔の内径寸法

（φ≦H/2かつφ≦D/3）

D10

21

D13

24

D16

28

D19

31

D22

35

D25

38

D29

43

D32

46

1-6 梁貫通孔補強

1-7 壁筋の周辺部材への定着

1-8 柱組立筋

1-9 仕口部内の帯筋の加工及び組立

1-10 鉄筋貫通孔の径及び位置

LC

t

（ｄ）スカラップ

改良型スカラップ

（１）スカラップ半径Sr は35㎜とする。Sr は10㎜とする。1 2

（２）スカラップ円弧の曲線は、フランジに滑らかに接するように加工し、複合円は滑らかに仕上げる。

従来型スカラップ

（１）スカラップ半径Srは35㎜とする。

（ｅ）スニップカット

（１）スニップカット部は溶接により埋めるものとする。

スニップカット

r

（２）スニップカットの寸法は、下表による。ただし、既製形鋼のスニップカットについては、Sc=r＋2により求めるものとする。

Sc 10 12 14 15

6 9 12 16以上

（ｆ）溶接部分の段差

完全溶込み溶接を行う部分の板厚の差による段違いが10㎜を超える場合

1/2.5以下

（ｇ）鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

1Ｆ

1Ｆ

1Ｆ

2Ｆ

2Ｆ

2Ｆ

T

１ ２

ＦＬ

ＦＬ

ＦＬ

ＦＬ

D13以上の組立筋（柱幅≧700㎜）

組立筋
6φ－1000@

1Ｆ

520N級鋼

YGA-50W,50P

YGW-18,19

鋼材の種類

400N級鋼

490N級鋼

JIS Z 3214

YGA-50W,50P

溶接材料

引張強さ570Mpa以上のものを除く

YGW-11,15

YGW-18,19

250以下30以下

350以下

350以下40以下

40以下

パス間温度

（℃）

350以下40以下

入熱

（KJ/cm）

YGW-18,19

YGW-11,15

400N級STKR、

BCR及びBCP

490N級STKR、

及びBCP

250以下30以下

350以下40以下

鉄筋又は軽量形鋼にフレア溶接を行う場合の溶接長さ（Ｌ）は、ビードの始点（La）及びクレーター（Lb）を除いた部分の長さとする。

Ｌ：片面フレア溶接の場合　10d

　　両面フレア溶接の場合　 5d

ｄ：異形鉄筋の呼び名に用いた数値

Ｌａ及びＬｂは１ｄ（軽量形鋼については１Ｓ）以上

Ｓ：溶接のサイズ

1-5 フレア溶接を行う場合の溶接長さ

350以下40以下

350以下40以下

450以下30以下

350以下40以下

450以下30以下

YGW-11,15

YGW-18,19

250以下30以下

350以下40以下

250以下30以下

350以下40以下

250以下30以下

350以下40以下

YGW-18,19

250以下30以下

T490Tx-yCA-U

T490Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

T490Tx-yCA-U

T490Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

T490Tx-yCA-U

T490Tx-yMA-U

JIS Z 3211

規格

引張強さ570N/mm 以上のものを除く

JIS Z 3312

JIS Z 3313

JIS Z 3313

JIS Z 3312

JIS Z 3315

引張強さ570Mpa以上のものを除くJIS Z 3211

JIS Z 3214

JIS Z 3312

JIS Z 3313

JIS Z 3315

JIS Z 3312

JIS Z 3312

JIS Z 3313

JIS Z 3313

2

引張強さ570N/mm 以上のものを除く2

(b
s)

(bs)

鉄骨フランジには、鉄筋貫通孔を設けないものとする。

　(bs)：主筋と平行する鉄骨とのあき

ｅ：材端と補強プレートの間隔

定着用差し筋

定着用差し筋

コーナー筋

緩やかに折り曲げる

緩やかに折り曲げる

（ｂ）貫通孔の補強方法は、構造図による。

（１）補強プレート法及び補強トラス法の溶接等は、以下による。

もや、胴縁類の取付け用ボルトを普通ボルト接合とする場合は、二重ナットとする。

1-11 普通ボルト接合
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a　断面図　1/30

ピット周り配筋図　1/30

基礎リスト　1/40

杭頭接合部詳細図　1/20

62021

1/100EV増築　伏図
３号棟 S-09

杭伏図　1/100

1～3階柱壁2～4階床伏図　1/100 4階柱壁R階床伏図　1/100

基礎・1階床伏図　1/100

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号
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0）

E
V
棟
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築

▽柱芯

△柱芯

▽柱芯

△柱芯

△
柱

芯

▽
柱

芯
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芯

▽
柱

芯
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芯

▽
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芯

既
存

棟
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V
棟

増
築

立ち下がり壁
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W=
20
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）

▽柱芯

△柱芯

△
柱

芯

▽
柱

芯

EX
P.
J（

W=
15
0）

Y方向　地中梁主筋

X方向　地中梁主筋

記号 杭径 羽根径符号 本数

合　計

杭頭レベル 杭長
（m）（m）

長期支持力 短期引抜力
（kN/本） （kN/本）

上板厚 下板厚

90

5
0

1
0
0

6
0

150

1
5
0

9
0
0

1
,
2
5
0

5
0

6
0

2
50

6
0
0

1
0
0

3,000 210 75955 20210

180
400

90

2
5
0

5
5
0

1
0
0

上杭長は4mとする。下杭長さは4m+5mの3本継ぎとする。
杭の材質はSTK490とする。

P1 318.5 10604

4

7.9 7.9 GL-1.75393 13.0750

試験杭:最初の1本
杭工法:EAZET(イーゼット)工法

2-D13

2-D13

D13-@200D13-@200

D10-@200

1-D13

D10-@100

D10-@100

1-D13

3-D16

D10-@200

3-D16

2-D13

D10-@200

▽1FL

▽GL

D10-@150

D10-@200

D10-@200

杭リスト

SB15

SB15

SB15

SB15

H-150×150×7×10
ﾚｰﾙ支持柱

ﾚｰﾙ支持柱
H-125×125×6.5×9

ﾄﾛｰﾘｰﾋﾞｰﾑ
SB15

梁側面増打ち

4
0
d

フレアー溶接

基礎筋
7-D13

基
礎

筋
7
-
D
1
3

S=10　L=90以上

▽打継ぎ面
8-D13

1-D13

D13@200

10-D19（SD345）
4-D13

　　　　は、土間範囲を示す。

土間厚さt=120　D10-＠200シングル

外部土間レベルは意匠図による。

(　　　)

▽GL
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FG1

DS1

FG11
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1
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1

FG11

F1

F1

F1

F1

Y1Y2

F1

地中梁主筋位置

梁継手位置

1FLからのスラブ天端レベル

凡　例

吹き抜け開口

特記なき杭は、P1とする。

デッキ方向

ALC屋根方向

特記なき柱は、SC1とする。
（　）は、RFLからの梁天端レベルを示す。
特記なき柱は、SC1とする。

水平ブレースは、M20とする。

特記なき柱脚は、C1とする。

特記なき基礎下端は、GL-1,950とする。

特記なき基礎梁天端は、GL-100とする。

特記なき基礎梁上部は、1FLまで増打ちを行う。

ALC屋根は、長期1980N/㎡、短期1441N/㎡以上の荷重に対して満足する強度を確保すること。
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設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .

梁打増し配筋図   1/30

※幅止め筋は,D10-@1000とする。

62021

EV増築　部材リスト（1） 1/30
３号棟 S-11

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)
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柱
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柱
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柱脚詳細図　　1/30
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工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .

※特記なき限りﾀﾞｲｱﾌﾗﾑﾌﾟﾚｰﾄは､接するﾌﾗﾝｼﾞ厚さの2ｻｲｽﾞｱｯﾌﾟ以上とし､材種はSN490C材とする｡
　その他ﾌﾟﾚｰﾄは接合する部材の材質に同等とする｡
※高力ﾎﾞﾙﾄは露出部はF8T､その他はS10Tとする｡

※ｽﾌﾟﾗｲｽﾌﾟﾚｰﾄは､SN400A材とする｡
※高力ﾎﾞﾙﾄはS10Tとする｡

62021

EV増築　部材リスト（2） 1/20
３号棟 S-12

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)
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部材断面符　号

H-244ｘ175ｘ7ｘ11

H-294x200x8x12 （SN400B）

（SN400B） （BCR295）

M20　ﾌﾞﾚｰｽ　（JIS　A　5540）

H-200ｘ100ｘ5.5ｘ8 SS400SB20

SS400SB15 H-150ｘ150ｘ7ｘ10

備　　考接合部

形　状
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鉄骨部材リスト

継手リスト（1）　　1/20
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LGP-9はSS400とし、柱フランジ溶接終了後に切断し、グラインダー処理を行う。
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EV増築　鉄骨詳細図 1/30
３号棟 S-13
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1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

J
2

J
2

J
2

J3

J3

J
1

D
P
L
-
1
9
（

S
N
4
9
0
C
）

D
P
L
-
1
9
（

S
N
4
9
0
C
）

D
P
L
-
1
9
（

S
N
4
9
0
C
）

D
P
L
-
1
9
（

S
N
4
9
0
C
）

D
P
L
-
1
9
（

S
N
4
9
0
C
）

D
P
L
-
1
9
（

S
N
4
9
0
C
）

D
P
L
-
1
9
（

S
N
4
9
0
C
）

D
P
L
-
1
9
（

S
N
4
9
0
C
）

D
P
L
-
1
9
（

S
N
4
9
0
C
）

D
P
L
-
1
9
（

S
N
4
9
0
C
）

D
P
L
-
1
9
（

S
N
4
9
0
C
）

D
P
L
-
1
9
（

S
N
4
9
0
C
）

D
P
L
-
1
9
（

S
N
4
9
0
C
）

D
P
L
-
1
9
（

S
N
4
9
0
C
）

D
P
L
-
1
9
（

S
N
4
9
0
C
）

裏
当

て
金

D
P
L
-
1
9
（

S
N
4
9
0
C
）

D
P
L
-
1
9
（

S
N
4
9
0
C
）

D
P
L
-
1
9
（

S
N
4
9
0
C
）

D
P
L
-
1
9
（

S
N
4
9
0
C
）

S
G
2
9
:
H
-
2
9
4
x
2
0
0
x
8
x
1
2

S
G
2
9
:
H
-
2
9
4
x
2
0
0
x
8
x
1
2

S
G
2
9
:
H
-
2
9
4
x
2
0
0
x
8
x
1
2

S
G
2
4
:
H
-
2
4
4
ｘ

1
7
5
ｘ

7
ｘ

1
1

SC1:□-250×250×12×30SC1:□-250×250×12×30

SC1:□-250×250×12×30

SC1:□-250×250×12×30

SC1:□-250×250×9×22.5

SC1:□-250×250×12×30SC1:□-250×250×12×30SC1:□-250×250×9×22.5

λx=51.3、λy=53.7

λx=50.6、λy=53.0

λx=40.5、λy=42.7

λx=40.5、λy=42.7

λx=41.2、λy=43.5

λx=41.2、λy=43.5 λx=38.8、λy=39.9

λx=38.8、λy=39.9

△
地

中
梁

天
端

L
▽

B
P
下

端

▽
3
F
L

▽
2
F
L

▽
4
F
L

▽
1
F
L

△
G
L

▽
B
L
下

端

△
R
F
L
（

水
下

）

▽
R
F
L
（

水
上

）

2
1
0

2
,
5
0
0

2
,
9
2
0

2
1
0

6002,650

180

2,650

180180

3,1402,6502,650

100

3,100 70

30

2,650

1,000

1
,
2
5
0

3,680

1
,
2
5
0

3,50060

60

▼柱芯

▲柱芯
X1

X2

▼継手

▲継手



図面名

株式会 社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .

設計に緑を

62021

３号棟 S-14
-合成スラブ用デッキ標準図（参考）

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

■施工時許容スパン表（デッキプレートの検討）

スラブの配筋標　　準　　納　　ま　　り
コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍになるようレベル保持し、全面に配筋する。

耐火仕様②
溶接金網の重ね代Ｌ1：１メッシュと５０ｍｍ以上、且つ１５０ｍｍ以上ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準
（線径６-１５０×１５０の場合２００ｍｍ以上、線径６-１００×１００の場合１５０ｍｍ以上）図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。

支持梁:鉄骨梁
　　※２ 溶接方法等は別途検討が必要。(合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照) 溶接金網 Ｌ1

３
０[耐火認定FP060FL-0099,0100,0101,0102,0126,FP120FL-0127用]耐火補強筋不要仕様

Ｄ Ｆ

Ａ：外周梁（デッキスパン方向）Ａ Ｅ
ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、 Ｂ：内部梁（　　　 〃 　　　） 横筋 ＱＬデッキ２スパン ２スパン
(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。 Ｃ：外周梁（デッキ幅方向）Ｂ 異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による

小
梁

Ｄ：内部梁（　　 〃 　　） 例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上耐　火　仕　様
2 Ｌ2Ｅ：梁継手（デッキスパン方向）支持梁：鉄骨梁、コンクリート：設計基準強度18～36 N/mm の普通コンクリート○共通事項設　　　　　　計 外

周
部

大
梁

３
０

開口部２スパン １スパン溶接金網[JIS G 3551]又は異形鉄筋[JIS G 3112, G 3117]　寸法は下表参照 Ｆ：　〃　（デッキ幅方向）
耐火補強筋：不要 Ｂ

Ｇ：柱廻り【ＱＬ９９－５０】
［ISO 9001認証取得］材料／デッキプレート

□認定番号[ＦＰ０６０ＦＬ-０１００ (床１時間耐火)]
Ｃ

異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下デッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径)
外周部大梁 Ｇ ※配筋のスペーサーは鉄線またはセメントブロックとし、間隔は１．０ｍ以下とする。ＱＬ９９-５０-１０ 焼抜き栓溶接(φ18以上)

2単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下ＱＬ９９-５０-１２ 2,700mm 以下 80mm 以上 5,400Ｎ/m 以下 打込み鋲(φ4.5)
連続支持 D10以上-200×200mm以下ＱＬ９９-５０-１６  外周梁 QLデッキスパン方向１  外周梁 QLデッキスパン方向２  外周梁 QLデッキ幅方向  QLデッキを突き合わせた場合頭付きスタッド(φ13以上) Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部

開口部補強案
□認定番号[ＦＰ０６０ＦＬ-０１０１ (床１時間耐火)] 溶接金網又は異形鉄筋 壁

溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋 １）開口がφ150mm程度の場合壁
焼抜き栓溶接、頭付きスタッドデッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径) コンクリート クローサー ＱＬデッキ コンクリート又は打込み鋲 A)開口間隔≧３×開口径 B)開口間隔＜３×開口径ＱＬ９９-５０-１０ 焼抜き栓溶接(φ18以上)

2単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下ＱＬ９９-５０-１２ 3,000mm 以下 80mm 以上 3,500Ｎ/m 以下 打込み鋲(φ4.5)
開口補強筋Ｄ１３連続支持 D10以上-200×200mm以下ＱＬ９９-５０-１６ 頭付きスタッド(φ13以上)

*2

※1□認定番号[ＦＰ０６０ＦＬ-０１２６ (床１時間耐火)]
５０ｍｍ以上 ※1梁耐火被覆ＱＬデッキ 　材　　質　　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　

※1デッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径) ５０ｍｍ以上 梁耐火被覆(頭付きスタッドの場合
*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当） 梁耐火被覆 ※1ＱＬ９９-５０-１０ ３０ｍｍ以上)梁耐火被覆*2 板厚１.２ｍｍ,１.６ｍｍに限る 2 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下 焼抜き栓溶接、 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド材料／コンクリート ＱＬ９９-５０-１２ 2,700mm 以下 80mm 以上 7,000Ｎ/m 以下 頭付きスタッド(φ16以上) 又は打込み鋲 頭付きスタッド又は打込み鋲連続支持 D10以上-200×200mm以下 又は打込み鋲 開口補強筋Ｄ１０ＱＬ９９-５０-１６ 開口補強筋Ｄ１０ 種  　　　     類  □普通コンクリート

2 溶接金網（線径６以上－１５０×１５０以下） 耐力補強筋 ２）に準ず QLデッキを離した場合 QLデッキを離した場合  QLデッキを連続にした場合  梁との間に隙間がある場合 設 計 基 準 強 度 Ｄ部 Ｄ部Ｂ部 Ｂ部普通コンクリート
または異形鉄筋（Ｄ１０以上、２００×２００以下）（床全面敷設）

C)開口が連続している場合 厚さ(QLデッキ山上) □６０ □７０ □８５ □９０ □９５ □１００ □（　　　）ｍｍ コンクリート３
０

コンクリート厚さ 焼抜き栓溶接、頭付きスタッドＱＬデッキ 連続する開口の開口群(仮想開口)とみなし、その開口溶接金網又は異形鉄筋※1ＱＬデッキ高さ 又は打込み鋲梁耐火被覆用面戸クローサー 部の大きさにより、2)又は3)に準じて補強を行う材料／溶接金網・異形鉄筋 フラッシング※注２ＱＬデッキ 梁との接合(注1参照)＠300以下 Ｌ梁の耐火被覆５０ ５０ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）□φ６-７５×７５ □φ６-１５０×１５０
 ＪＩＳ Ｇ ３５５１ 仮想開口*3□（　　　　　　　　　　） 鉄骨梁スペーサー(鉄線またはセメントブロック) 支持スパン 支持スパン

間隔1,000以下□Ｄ１０-１５０×１５０
 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ □ 異 形 鉄 筋 200 mm 以下※1※1□Ｄ１０-２００×２００ □（　　　　　　　　　　） ＱＬデッキ【ＱＬ９９－７５】 ｗＱＬデッキ 梁耐火被覆梁耐火被覆 ｍｍ50    以上５０ｍｍ以上

*3 線形6㎜以上を用いたもの ※1□認定番号 [ＦＰ０６０ＦＬ-０１０２ (床１時間耐火)] すみ肉溶接 梁耐火被覆焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド ２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 又はドリルねじ
又は打込み鋲デッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径) 又は打込み鋲 ※3φ４－１３　＠６００以下又は打込み鋲 開口補強筋Ｄ１０ｗ接　　　合

耐力補強筋ａtＱＬ９９-７５-１０
2JIS B 1198 焼抜き栓溶接(φ18以上)単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下□φ１３ □φ１６ □φ１９ □φ２２ ＱＬ９９-７５-１２ 3,000mm 以下 80mm 以上 5,400Ｎ/m 以下  梁継手部 QLデッキスパン方向  梁継手部 QLデッキ幅方向  柱廻り  小口塞ぎＥ部 Ｆ部 Ｇ部 QLデッキ端部□頭付きスタッド 開口部*4 頭付きスタッド(φ13以上)連続支持 D10以上-200×200mm以下（各長さ・ピッチは特記による　） ＱＬ９９-７５-１６ (直交側開口補強筋Ｄ１３)焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

焼抜き栓溶接又は打込み鋲 梁梁 と の 接 合 下記焼抜き栓溶接の項による 又は打込み鋲（フラッシング）現場切断 この部分の小口は塞がない！□認定番号 [ ＦＰ０６０ＦＬ-００９９ (床１時間耐火)]
□打込み鋲 接合箇所は特記による 現場切断（QLデッキ）

デッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径) 柱□その他
ＱＬ９９-７５-１０*4 最小長さはデッキ高さ＋30㎜以上とする 2 頭付きスタッド単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下ＱＬ９９-７５-１２ 3,400mm 以下 80～100mm 3,500Ｎ/m 以下

(φ16以上)連続支持 D10以上-200×200mm以下 ｗＱＬ９９-７５-１６

□認定番号 [ ＦＰ１２０ＦＬ-０１２７ (床２時間耐火)] ※2 コンクリート箱抜き≧４０･ＤQLデッキ受材耐　　　火
※1 クローサー コンクリート硬化後、QLデッキを切断すみ肉溶接又はドリルねじデッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径)

梁耐火被覆ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 耐火区分 支持条件 ｺﾝｸﾘｰﾄ種別 耐火補強筋 認定番号 φ４－１３　＠６００以下 クローサーQLデッキ受材FB65×6等 開口ＱＬ９９-７５-１０ Ｌ2 (APWの場合 FB65×9等)焼抜き栓溶接(φ18以上)単純支持 柱廻りQLデッキ切欠き線径6mm以上-100×100mm以下 焼抜き栓溶接又は打込み鋲 部□ＦＰ０６０ＦＬ－０１２６ ＱＬ９９-７５-１２ 2,500mm 以下 90mm 以上 6,000Ｎ/m 以下
頭付きスタッド(φ13以上)連続支持 D10以上-200×200mm以下ＱＬ９９-７５-１６ 開口補強筋Ｄ１３QL99-50

床１時間 □ＦＰ０６０ＦＬ－０１０１ 溶接金網（線径６以上－１５０×１５０以下または線径６以上－１００×１００以下） 普通コンクリート (参考)ひび割れ拡大防止のための留意事項単純/連続 普通 不要 耐力補強筋 開口補強筋Ｄ１０または異形鉄筋（Ｄ１０以上、２００×２００以下）（床全面敷設） ＱＬデッキ□ＦＰ０６０ＦＬ－０１０２ 大梁上の補強例
コンクリート厚さ３
０

QL99-75 □ＦＰ０６０ＦＬ－００９９ [1]設計上の留意点
ひび割れ 400mm以上 ＭＱＬデッキ高さ床２時間 □ＦＰ１２０ＦＬ－０１２７     1)小梁の剛性を大きくする。 ※3 耐力補強筋 所要断面積ａt＝

ｆt×ｊ
    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)※注２ 柱ＱＬデッキ □指定なし  □（　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　）その他 梁との接合(注1参照)＠300以下 Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント５０ ５０ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） 梁の耐火被覆     3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。

注）床２時間は床１時間耐火を含む 400mm以上      (コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)鉄骨梁スペーサー(鉄線またはセメントブロック) 支持スパン 支持スパン ３）ｗ＞600mmの場合特　　　記 小梁補強    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。間隔1,000以下
補強筋D10@200      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てをアークスポット溶接支 保 工 有 無  その他：

注1）梁との接合間隔は、焼抜き栓溶接・打込み鋲・頭付きスタッド共に、デッキ溝と直交する場合300mm以下、平行方向は600mm以下とする｡       するのが望ましい。
注2）梁の耐火被覆  梁に所定の耐火性能を要求される場合は、それらに応じて適切な耐火被覆を施す。（本認定仕様外） 開口部柱廻りの補強例[2]施工上の留意点注3）許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレート+コンクリート+鉄筋)を差し引いた値を示す。 ｗ上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。□

補強筋(D13)焼抜き栓溶接     1)水セメント比を小さくする。アクセサリー
3    　 [例] 単位水量　175リットル/ｍ 以下デッキプレート幅方向 フラッシング クローサー ハンガー金具        　　 ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm ＬＱＬ９９-５０ ＱＬ９９-７５

大梁上 大梁上        　　 高性能ＡＥ減水剤 柱

13
.5

    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)４
０

10
0m
m

    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。
    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。２

８

Ｗ（１００～２５０） ２５ ひび割れ
１８５       直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。

小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） 小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）     5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。 天井インサート用金具 40
d

小梁で補強し、開口部周辺に開口補強筋を配筋（Ｄ10以上）
ＱＬデッキの小口ふさぎ用 梁の耐火被覆用面戸定尺2.4ｍ、ｔ＝1.2ｍｍまたは1.6ｍｍ （ＱＬデッキ下溝を利用して取付）デッキプレートスパン方向

※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」
「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。 （Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。

１.５Ｑa
Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下

ＱD

焼抜き栓溶接Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ Ａw デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合施工順序 敷　込　み 検　　　　査
Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)D

施　
　
　
　

工

３）焼抜き栓溶接１）頭付きスタッド ２）打込み鋲 【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】鉄骨梁の場合墨　出　しＱa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）
　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。 　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。 □事前検査

 １)墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ板厚 １.０ １.２ １.６ 　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。 　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装） ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。
　　ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚 　　　　日本ヒルティ(株) 　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。7,350(SPW) 1) 検流計での計測敷込み仮止め溶接大梁4,000 4,900 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、6,860(APW) アーク手溶接 ＣＯ2アークスポット溶接焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］
 ２)各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る 　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接

（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要です｡ QLデッキと梁との接合 （１）溶接機 　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ　　ように敷込む。 工　　程 手　　順　・　要　　領
１）頭付きスタッド 交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上 発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。

QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を２）打込み鋲 １ アーク発生 （２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）溶接棒 □溶接後の外観検査QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。３）焼抜き栓溶接 JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で 1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無（３）標準溶接条件：下表
棒径４mmφのもの　　デッキプレート幅方向のかかり代は、 溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、

3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3２ QLデッキ焼抜き QLデッキ板厚 梁フランジ板厚 電流（Ａ） 電圧（Ｖ） アークタイム（秒）径10㎜弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。（３）標準溶接条件　　５０ｍｍ以上あることを確認する。
□不良部の補修ひび割れ防止筋敷込み ６～９ｍｍ未満 ３００～３２０ ３３～３５ ３.０～４.０×１度打ち梁フランジ板厚：６mm以上 　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上） 溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を １.２ｍｍ ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。３ 押し込み・溶着 ９ｍｍ以上 ３００～３２０ ３３～３５ ３.０～４.０×２度打ち溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ) なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。 　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。 ３)デッキプレート長手方向の大梁のかかり

６～９ｍｍ未満 ３００～３２０ ３４～３６ ３.５～４.５×１度打ち（４）溶接工の資格検　　査 Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 １.６ｍｍ整　　形４JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者 ９ｍｍ以上 ３００～３２０ ３４～３６ ４.０～４.５×２度打ち上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。 【そ　の　他】
（５）手順・要領 注１.デッキプレート　板厚１.０ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度コンクリート打設 (1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況

右の１～４の順に行う。 　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上

S造・施工時のスパンの取り方

【連続支持】【単純支持】

スパンスパン スパン

表　面　処　理デッキプレート種類 板厚(mm)

□亜鉛めっき [ □Z12　 □Z27 ]

□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) [ □Y18   □Y27 ]□1.0
端部加工

□ｴﾝｸﾛ有り
*1*2□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□ＱＬ９９-７５ □無し

□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) [ □Y18   □Y27 ]□1.6
□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し

□その他(　　　　　　　　　　　　　)　■ＱＬ９９-５０

■1.2 ■亜鉛めっき [ ■Z12　 □Z27 ]

 □１８　　　□２１　　　■２４　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

■８０

 ■ 溶 接 金 網
■φ６-１００×１００

■焼抜き栓溶接

■ＦＰ０６０ＦＬ－０１００

■ 無    □ 有 

Ｑa (Ｎ)

Ａw ＝（　　　　）mm600



設計に緑を

図面名

株 式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .

●

●

62021

弾性露出柱脚工法標準図
ジャストベース(ＪＥⅡ型)柱脚工法設計施工標準図

ー
S-15

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

適

用

条

件

●基礎柱型下部の捨てコンクリートは厚さ８０ｍｍ以上とし、上面をコテで

平滑に仕上げる。上面レベルのチェックを行う。

無収縮モルタル用型枠施工（元請施工）１

外リング 内リング
Ｈ

板厚（ｍｍ）

シ

ル

ガ
ス

溶
接

突合せ溶接の開先標準■溶接方法（突合せ溶接）

柱部材の適用
図

孔径φ（２Ｃ面取）
孔径φ（２Ｃ面取）孔径φ（２Ｃ面取）

（角形鋼管仕様）

１．２

１．１ ２．１

２．３

２．５

２．４

３．１ ４．１

４．２

５．１

５．２

５．現場施工

４．溶接施工

５．７

５．６

２．アンカーボルト・ロックナット・定着ナット・座金・ジャストリング１．柱脚構成部材及び基礎廻り標準図

溶　　接

溶接部の検査

捨てコンクリート地業（元請施工）

３．ベースプレート

座金（材質：ＳＳ４００）

基礎廻りの標準図

構成部材

Ｄ２９

Ｄ３５

Ｄ３８

Ｄ４１

（角形鋼管仕様）

覆

テンプレート用ボルト孔
Ｌ

Ｂ Ｃ

Ｄ２９

Ｄ３５

Ｄ３８

Ｄ４１ 64

64

64

Ｄ５１

46

55

60

65

80

53.1

63.5

69.3

75.0

92.4

56

e

Ｄ ｄ

ＨB
Ｈ

76

Ｃ

Ｈ

定着ナット（材質：Ｓ４５Ｃ　熱処理Ｈ）

t

φ
A1

φ
A
1

φA1

φ
A
2

φA2

ｅｅφdｈ ｈ

64

φd ｈ ｅ

54

64

69

74

95

47

58

63

69

90

56

64

64

76

28.3

34.3

37.5

40.3

50.0

2.95

3.30

3.55

4.50

3.65

10

10

10

10

10Ｄ５１

φＤ

t

94

88

100

25

22

28

φｄ

Ｄ２９

Ｄ３５

Ｄ３８

Ｄ４１

Ｄ５１

Ｈ

φＤ

74

119

34

41

45

48

59

19

25

φｄ

Ｈ

Ｄ５１

Ｄ４１

Ｄ３８

Ｄ３５

Ｄ２９

M8

M8

M8

M8

M8

20

20

20

20

2031.7

38.1

41.9

45.4

M8 2057.5 990

ｄ ｅＤ

Ｄ35(SD390)

Ｄ35(SD490)

Ｄ38(SD490)

Ｄ41(SD490)

Ｄ51(SD390)

51.0 42.8

59.0 49.8

65.0 54.9

69.0 58.8

84.5 72.4

42.3 33.5

49.2 40.0

54.2 44.0

58.0 47.5

71.6 59.5

26

32,40

48

56

64.5

θ

110

110

110

110

90
θ

ジャストリング（材質：Ｓ２５Ｃ又はＦＣＤ４５０－１０）

a b a

a
b

a

a c d c a

a
c

d
c

a

a c d c a

a
c

c
a

４本

４本

４本

４本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

12本

55

600

60

60

60 80

75 60 80

60 80

75 60 80

75 60 80

80

80

80

8075

85 80

80

8085

ｔ Ａ ａ ｂ ｃ d φタイプ

12本

12本

85 80

80

80

12本

12本

12本 80

80

12本

12本

12本 80

80

12本

12本

４本

28 300 45 210 52

52

32 325 45 235 52

32 350 45 260

４本 32 380 55 270

36 430 55 320 60

４本 40 430 320

８本 40 480 50 75 230

40 480 55 370 60

36 500 50 250

40 540 60 75 270

45 540 60 270

40 580 55 320

50 55 75 340 60

50 640 75 85 320 66

55 640 70 95 310 70

40 640 60 370 60

45 670 70 360 66

50 710 75 95 370 70

60 710 70 400 66

66

808570 400 6660 710

12本 50 710 65 410

55 740 75 85 420 66

60 760 80 95 410 70

8060 760 80 95 410 70

55 800 80 95 450 70

840 85 95 480 70

80

60

65 840 85 105 460 85

60 850 75 95 510 70

65 920 75 95 580 70

8092065 90 530 85105

種類

ア

被

ク

ー

ド

d

α
１

Ｒ

Ｇ

α1（度）

Ｈ

Ｖ

Ｆ

Ｈ

Ｖ

Ｆ

開先角度

，

，

，

，

ルート間隔

Ｇ（ｍｍ） Ｒ（ｍｍ）

ルート面

7

9

6

7

-2

∞

∞＋

-2

+1

-2

+1

-2

35

35

45

45

＋

-2.5

∞

＋ ∞

-2.5

標準値許容差 標準値 許容差 標準値 許容差

溶接姿勢

６以上

６以上
ベースプレート

＋

2

2

，

，

ー

フレーム及びアンカーボルトの設置（※１）

無収縮モルタル注入

J150-12K

J175-12K

J200-09K

J200-12K

J250-09K

J250-12K

J250-16K

J300-09K

J300-12K

J300-16K

J300-19K

J350-12K

J350-16K

J350-19K

J350-22K

J400-12K

J400-16K

J400-19K

J400-22K

J400-25K

J450-16K

J450-19K

J450-22K

J450-25K

J500-19K

J500-22K

J500-25K

J550-19K

J550-22K

J550-25K

接

ア

ク
溶

ー

※溶接姿勢は下向きを原則とする

特記以外は元請会社の施工とする。

余
長

角形鋼管

柱型主筋

柱型帯筋

▽

基礎柱型Ｃ×Ｄ

埋
込

長
さ

ｌ

基
礎
柱

型
高

さ
Ｈ

▽
基礎柱型上端

8
0
以

上

（注）基礎柱型の施工は

JASS5による

150

3
0

基礎梁上端

２．２

８
８

７ ７

角形鋼管

５５

３ ３

４４

角形鋼管

ロックナット（材質：Ｓ４５Ｃ 熱処理Ｈ）

１ １

J175-12K

J200-09K

J200-12K

J250-09K

J250-12K

J250-16K

J300-09K

J300-12K

J300-16K

J300-19K

J350-12K

J350-16K

J350-19K

J350-22K

J400-12K

J400-16K

J400-19K

J400-22K

J400-25K

J450-16K

J450-19K

J500-19K

J500-22K

J550-19K

J550-22K

J500-25K

J450-25K

J450-22K

J550-25K

J150-12K

ジャストベース
記号

(基礎柱上端から50mm下がりまで)

                (Ｆ値

●基礎コンクリート　普通コンクリート (21・24N/mm2) 以上

●柱材：角形鋼管(Ｆ値

                (Ｆ値 325N/mm2) - STKR490,BCP325,SHC490B・C

認定した有資格者が行う。

※１；現場施工及び施工管理は、ジャストベース施工技術委員会が

角形鋼管

型枠

無収縮モルタル材

シュート

シュート形状

基礎柱

【４本アンカーボルトタイプ】 【８本アンカーボルトタイプ】

２

６ ６

２

▽ アンカーボルト天

ｈ

725

785

880

720

660

Ｌ

38.1

φ
A2

φdｈ ｈ

【アンカーボルト４本タイプ】

【アンカーボルト８本タイプ】 【アンカーボルト１２本タイプ】

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

●角型鋼管のベースプレートへの溶接は突合せ溶接とする。

開先条件はＪＡＳＳ６に準じ下表による。

●超音波探傷検査とし、合否の判定は日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査基準・同解説」

テンプレート設置　：テンプレートをアンカーボルトに

上部からボルトにて固定し、テン

プレート中心線を、柱中心地墨に

インアンカーで固定する。

調整ボルトにて固定し垂直を確認する。

ｅ1

柱中心

テンプレート中心

許
容

差
誤 －５≦ｅ２≦５

－５≦ｅ１≦５

ｅ
2

▽ 基準高

５．３ 基礎柱型配筋及びコンクリート打設（元請施工）

５．４

５．５

調整する。レベル調整用ボルトで

１

２

３

４

（○印）

適用
適用角形鋼管　（該当するＦ値　○印）

６・８・９・１２

350×350

300×300

250×250

200×200

175×175

150×150

400×400

450×450

500×500

550×550

サイズ Ｆ=２３５N/mm2

６・９・１２

６・９・１２

６・８・９

６・８・９

６・８・９・１２

９・１２

ジャストベース

記号

フレームベース

フレームポスト

●鋼製クサビをロックナットとアンカーボルトの隙間に全数セットし、打ち込む。

基礎コンクリート清掃・水洗いの後、２

無収縮モルタルをシュートにより一方向

から注入する。（※１）

落下防止リブ

柱脚構成部材

12-D41×880

アンカーボルト

SD490

SD490

SD390

SD390

SD490

SD390

SD490

SD390

SD390

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

165

165

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

n-φ×L 材質 h

12-D51×990

12-D51×990 SD390

SD390

Ｆ=３２５N/mm2

６・９

６・９

６・８

６・８・９

６・８

６・８・９

６・８・９・１２

4-D29×660 SD490 165

4-D29×660

4-D29×660

4-D35×720 180

4-D35×720 180

4-D35×725 185

8-D35×720 180

4-D35×725 185

8-D35×720 180

8-D35×720 180

8-D35×725 185

8-D35×720 SD390 180

8-D35×725 190

8-D38×785 200

8-D41×880 210

8-D35×725 185

8-D38×785 200

8-D41×880 210

12-D38×785 200

12-D38×785 SD490 200

12-D38×785 200

12-D38×785 200

12-D41×880

12-D41×880 SD490 210

210

12-D41×880 210

230

12-D41×880 210

12-D41×880 210

230

t×A×A

ベースプレート

28×300×300

32×325×325

32×350×350

32×380×380

36×430×430

40×430×430

40×480×480

40×480×480

36×500×500

40×540×540

45×540×540

40×580×580

50×600×600

50×640×640

55×640×640

40×640×640

45×670×670

50×710×710

60×710×710

60×710×710

50×710×710

55×740×740

55×800×800

60×840×840

65×840×840

60×850×850

65×920×920

65×920×920

210 60×760×760

60×760×760

６・８・９・１２

６・８・９

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

Ｆ=２９５N/mm2

６・９・１２

６・９・１２

６・８・９

６・８・９・１２

６・８・９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２

９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

６・８・９

６・８・９・１２

６・８・９・１２・１４・１６

６・８・９・１２・１４・１６・１９

９・１２

９・１２・１４・１６

ジ

ャ

ス

ト

ベ

ス

柱

脚

工

法

標

準

仕

様

一

覧

表

（

Ｊ
Ｅ

型

（

（

形

管

鋼

角

Ⅱ

（

4-R 4-R

コーナー

Ｒ

５

６

８

７

フレーム部材(テンプレート含む）

無収縮モルタル

１

２

３

４

ベースプレート

アンカーボルト

ジャストリング

座金

（注）１２本アンカーボルトタイプ図は省略

ロックナット及び固定用クサビ

定着ナット及び固定用クサビ

●鉄筋　：　異形鉄筋　SD295(D10～D16) SD345(D19～D25)

235N/mm2) - STKR400,BCP235,SHC400B・C

295N/mm2) - BCR295,JBCR295,TSC295

固定用クサビの設置（元請施工）

※（　）はＢＣＰのみ適用

９・（１２）

９・（１２）

による。

（財）日本建築センターＢＣＪ評定－ＳＴ０１５３－０７（平成３０年１１月１６日付）

資料番号：ＪＢ（ＪＥⅡ）－０３－０１

工

施

計

設 ●柱脚の選定　：　別冊「ジャストベースカタログ」により設計者が選定する。

●現場施工　　：　別冊「ジャストベース施工ガイド」によりジャストベース認定施工業者が行う。

●柱脚の溶接　：　別冊「工場製作管理要領書」により鉄骨工場にて溶接施工を行う。

30N/mm2以下 

アンカーボルト（材質：ＪＢ-ＳＤ３９０・ＪＢ-ＳＤ４９０）

定着ナット固定措置　：定着ナットをアンカーボルト下部

900×900

500×500

530×530

550×550

560×560

620×620

620×620

650×650

680×680

700×700

740×740

740×740

780×780

800×800

830×830

830×830

850×850

870×870

900×900

920×920

920×920

950×950

1,000×1,000

1,000×1,000

1,050×1,050

1,050×1,050

1,080×1,080

1,130×1,130

1,130×1,130

1,000×1,000

25×94

座金

t×φD

19×74

19×74

19×74

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

25×94

25×100

22×88

25×100

25×100

25×100

25×100

25×100

25×94

25×94

25×94

25×94

25×100

25×100

28×119

28×119

800

550

600

700

750

800

800

550

800

800

850

850

600

600

600

600

600

600

600

600

750

750

800

800

800

800

800

850

850

850

12,000

17,000

21,000

30,000

47,000

47,000

61,000

66,000

80,000

89,000

90,000

119,000

129,000

148,000

156,000

159,000

182,000

207,000

220,000

219,000

248,000

266,000

289,000

303,000

351,000

379,000

397,000

452,000

490,000

502,000

柱脚回転剛性

kN･m/rad

D13 @ 150

D13 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D13 @ 100 又は

D13 @ 100 又は

D16 @ 150

設計基準強度

（N/mm2 ）

12-D16

D13 @ 150

D13 @ 150

D13 @ 150

D13 @ 150

12-D16

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

16-D22

12-D19

16-D22

12-D22

16-D25

12-D22

16-D22

16-D25

24-D25

16-D22

16-D25

20-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

32-D25

24-D25

24-D25

D16 @ 100

D16 @ 100

D16 @ 100

32-D25

D13 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 100

D16 @ 100

D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

24以上 30以下

24以上 30以下

24以上 30以下

24以上 30以下

24以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

帯筋主筋
備考

C×D（標準寸法）C×D（最大寸法）

寸法（ｍｍ）

ＲＣ基礎柱型（下記の寸法・配筋とする）

H

以上

620×620

650×650

670×670

680×680

740×740

740×740

850×850

800×800

900×900

940×940

940×940

980×980

1,000×1,000

1,030×1,030

1,030×1,030

1,050×1,050

1,070×1,070

1,100×1,100

1,100×1,100

1,120×1,120

1,120×1,120

1,150×1,150

1,200×1,200

1,200×1,200

1,200×1,200

1,250×1,250

1,250×1,250

1,280×1,280

1,330×1,330

1,330×1,330

６・８・９・１２・１６・１９

６・（９）

９・１２・（１６）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２

９・１２・１６・１９・２２

９・１２・（１６）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９・２２・２５

９・１２・１６・１９・２２・２５

９・１２・（１６）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９・２２・２５

９・１２・１６・１９・２２・２５

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９・２２・２５・（２８）

９・１２・１６・１９・２２・２５・（２８）・（３２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９・２２・２５・（２８）

９・１２・１６・１９・２２・２５・（２８）・（３２）

９・１２・（１６）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

６・８・９・（１２）

６・８・９・１２・（１６）

６・８・９・１２・１６・１９

６・８・９・１２・１６・１９

１２・１４・１６・１９・２２・２５

１２・１４・１６・１９・２２

１２・１４・１６・１９

６・８・９・（１２）

６・８・９・１２・（１６）

６・８・９・１２・１６・（１９）

ジャストベース（ＪＥⅡ型）柱脚工法設計施工標準図

※設計基準強度が21N/mm2以上と

24N/mm2以上 の仕様があります。

（但しFcの上限値は全機種30N/mm2）

頂部フックが不要です。

※トップフープはダブルフープ。

※ジャストベース(JEⅡ型)工法の柱型主筋は

Ｄ29(SD490)

呼径

呼径

呼径

呼径

ア
ン

カ
ー

長
Ｌ

φＤ２

φＤ１ φＤ２φＤ１φＤ２φＤ１

フレームベース設置：柱中心地墨に対し、平面位置を

フレームベースを水平にする。

アンカーボルト設置：フレームポスト上部の部材にアンカー

調整後、フレームベースをホール

位置に取り付け、アンカーボルト

と定着ナットの隙間に鋼製クサビ

を打ち込む。

鉄骨柱の建入れ（元請施工）

ジャストリング設置及びロックナット本締め（元請施工）

●ジャストリングを全数設置し、レンチ等でロックナットを本締めする。

　トルク値は３００Ｎ・ｍとする。（マーキング等による確認推奨）

ベースプレート（材質：ＳＮ４９０Ｂ又はＴＭＣＰ３２５Ｂ）

呼径
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●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋（6kg）に対して、計量カップで

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の
自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより
行い、標準許容差は下図による。

●レベルモルタルはベースパック
グラウト（グラウト材）を使用し
大きさは右図による。

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本で組立て

●本締めはグラウト材の充填前に行い、ダブルナットを標準とする。

(注)上記 1 ～ 10 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

●基礎立上がり高さは50mm以下とする。

形状（イ） 形状（ハ）

レベルモルタル（ベースパックグラウト）

A B (e) 呼び

M27 22 41 47

M30 24 46 53

M33 26 50 58

M36 29 55 64

注1)据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

呼び
L b

128

X

45

M36 D38 60770

M33 720

M30 695D32

D35

M27 650D29

133M30 695D32

M33 690,735D35 95,140

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

約３
０

ｍ
ｍ

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。1.0～1.1

(注)上記 6 ～ 9 は現場状況により仕様が異なる場合がある。 55

g1 dt

28

材質

55 31

60 34 SS400

65 37

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）

注入枠

角形鋼管

< Aタイプ > < Cタイプ 　>

X

45

45

60M36

M27

M30

M33

M36

D38 770 130

※トップフープはダブルとし、

45

L

45

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの

注入は、ベースパック施工技術委員会によって認定された有資格者（ベース

パック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェックシート等に

より施工管理を行うものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理

技術者等による。

２/３　程度

1 アンカーボルト

2 注入座金

3 Ｍナット

4 ベースパックグラウト(グラウト材)

5 定着座金

6 テンプレート

7 フレームポスト

8 フレームベース

9 ステコンアンカー

  （コンクリートアンカー）

10 ベースプレート

１．１ 構成部材

柱脚の定着方法概要

ベースプレート アンカーボルト（Mアンカーボルト）

Mナット

定着座金

形状・材質 配筋

基礎立上がり

基礎工事

アンカーボルト据付け

配筋およびコンクリート打設

建方

アンカーボルトの本締め（弛み止め）

ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

235

BCR295

BCP235

鋼種 採用F値(N/mm  )

295

STKR400

●材質

SN490B 【JIS G 3136】

PM27

記号

M33

M36

適用
a1 c t d

M27

M30PM30

PM33

PM36

アンカーボルト
a2

45

42

42

45

注入座金

フレームベース

i) Aタイプ ii) Cタイプ

d
異形部
呼び名

呼び
d

単位 mm 単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

を行う。

異形部
呼び名

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

ベースパックグラウト

注1) 注1)

記号
a

寸法(mm)

ベースプレート

採用

15-12V （イ） 300t≦12

17-12V

20-09V

20-12V

25-09V

25-12V

25-16V

30-09V

30-12V

30-16V

30-19V

□-150×150

□-175×175

□-200×200

□-200×200

□-250×250

□-250×250

□-250×250

□-300×300

□-300×300

□-300×300

□-300×300

t≦12

t≦9

t≦12

t≦9

t≦12

t≦16

t≦9

t≦12

t≦16

t≦19

φ45

320

360

360

420

420

450

480

520

520

550

50

45

50

50

55

55

50

60

50

50

50

310

310

80

360

φ45

φ45

φ50

φ55

φ55

φ50

φ55

φ50

φ55

φ55

4-M27

4-M30

4-M30

4-M33

4-M36

4-M39

8-M33

4-M39

8-M30

8-M36

8-M36

本数-呼び
立上り筋 フープ筋

配筋

コンクリート柱型
最低h寸法

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

材質 形状

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

アンカーボルト柱

外径 板厚

250

280

310

310

360

370

240

420

310

310

340

寸法W(mm)

フレームベース

150

180

210

210

260

270

140

320

210

210

240

寸法X(mm)

フレームポスト間
J寸法

(mm)l1 l2

200

230

260

260

（イ）

（イ）

（イ）

（ハ）

（イ）

（ハ）

（ハ）

（ハ）

ベースパック

t

28

32

28

32

32

36

32

36

32

40

50

d(mm) (mm)

ﾌﾚｰﾑ
ﾀｲﾌﾟ

A

A

A

A

C

寸法D(mm)

500

610

530

560

560

680

700

740

630

620

710 ■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■ベースプレートの予熱

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

(JASS 6　鉄骨工事による)●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

■組立

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

G

R

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2007年版より ）

図

ベ－スプレ－ト

α
1

適用板厚
T(mm)

溶接
方法

ア

ク
｜

溶
接

ス
シ

ル
ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ ｜

｜ ｜

接
溶
ク

ル
｜

ア
ド

ル
フ

セ

T

覆
被

6～

6～

ルート間隔G(mm)

標準値 許容差

7

9

6

7

-2,+∞

(-3,+∞)

ルート面R(mm)

標準値 許容差

2

2

2

2

-2,+1

(-2,+2)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

開先角度α1(°)

標準値 許容差

α1：45

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

溶接
姿勢

α1：35

α1：45

α1：35

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

許容差 ・記号+∞は制限無しを示す。

・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

t＜32

板厚(mm)
溶接方法

SN490B

鋼種

予熱なし

低水素系被覆アーク溶接

CO ガスシールドアーク溶接

40≦t≦50

50 ℃

予熱なし

32≦t＜40

50 ℃

予熱なし

予熱なしSN490B

設計基準強度

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。

●コンクリ－ト

SD345(D19,D22)

●鉄筋

普通コンクリートとし、設計基準強度

SD295(D13,D16)

は21N/mm　以上とする。

●形状角形鋼管

M39 31 60 69

60M39 D41 770,810 98,135

80 40M39

M39PM39 48

基礎梁天端
あるいは
フーチング天端

立上り高さ

80

80

80

フープ筋

立上り筋

図

基準高さより誤差は

:柱心とテンプレ－トのけがき線との

許容差

e1

-3≦e≦10

-2≦e1≦2

容
差

標
準
許

e1

e
1

柱心 テンプレ－ト

けがき線
アンカ－ボルト

テンプレ－ト

中心線

柱心

柱心

（イ）

（イ）

A

A

A

C

C

C

標準ﾌﾚｰﾑ

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法

●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型

　天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

g1 dt 材質

55 32

60 35 SS400

65 38

9

9

M30

M33

M36

単位 mm

9

g2

168

173

178

190

l3

-

-

-

-

-

-

-

260

260

290

490

基準強度

490

490

490

490

490

基準強度

490

490

基準強度

iii) 特Cタイプ

適用
アンカーボルト

適用
アンカーボルト

< 特Cタイプ >

※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて特Cタイプを選択できる。

ｱﾝｶｰ

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

440

-

510

510

540

-

-

-

-

-

-

-

標準ﾌﾚｰﾑ 特C 標準ﾌﾚｰﾑ

TSC295

　柱型上端近くに配置する。

※立上り筋の頂部にはフックを設け

　なくてよい。

梁主筋

配筋仕様は下表による。
形状は正方形とし、寸法は下表に

記載の値とする。

□  下表標準柱型寸法からの変更あり

特記事項

□  下表標準配筋仕様からの変更あり

□  立上り筋に頂部フックが必要

上記内容によらない場合は下記による。

採用
(「柱型寸法最大・最小値一覧」による)

5

9

10
3 2

4

1

3

7

8

10

5

9

3
2

4

1

8

7

3

1

3 6

２

(N/mm  )2 特C

710

740

640

710

(N/mm  )2

300

370

370

400

特C (mm)

550

600

600

600

650

650

650

650

650

700

700

※

2
(N/mm )

2
(N/mm )

２

2

４．２ ６．１

６．２

６．４

６．５

６．６

６．３

４．３

４．４

４．１３．２

３．６

３．７

３．５

３．４

３．１

３．３

１．２

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

135

135

135

135

150

150

135

150

135

150

15012-D22

12-D16

12-D19

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

12-D19

12-D22

12-D22

12-D22

110

118

101

101

110

35

32

32

35

38

18

18

18

18

18

31

28

37

40

34

9

12

9

9

12

（一財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-17」（平成30年9月21日付）角形鋼管
ベースパック　型

□-150×150 ～ □-300×300 用 ●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

３．構成部材・寸法

設計

施工

F値295N/mm 以下

１．工法概要

２．柱

４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

５．工場製作（溶接）

７．本工法の施工及び施工管理

２

ベースパック柱脚工法　標準図
2021年4月作成
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３号棟 S-19
1/120、1/150

図面名

株式会 社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .

設計に緑を

ボーリング柱状図

ボーリング位置図　1/150

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)
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▽設計GL（T.P+3.0m）



設計に緑を

図面名

株式会 社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

３号棟
建築改修工事特記仕様書（8） －

S-20
浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号

1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

既存構造体コンクリート面の目荒らしの程度及び範囲 [8.21.3][8.22.3][8.23.3]

・（　　　　　）

適用範囲
8

工事内容

※改修標準仕様書　第８章　耐震改修工事

既存柱、梁面

既存部分の処理等 既存構造体の撤去

※構造図による

撤去範囲

[8.21.2][8.22.2][8.23.2][8.24.4][8.25.2]

※露出部分は、錆止め塗料塗りを行う

はつり出した鉄筋及び鉄骨の処置

鉄筋の種類等鉄筋 [8.2.1]
8-1

鉄線の形状等溶接金網 [8.2.2]

鉄筋の継手の方法等鉄筋の継手及び定着 [8.3.4][8.4.2,3]

種類の記号

※　SD295A

※　SD345

網目寸法、鉄線の径 (㎜) 使 用 部 位

備　考

種　類 種類の記号

※ 溶接金網

・ 鉄筋格子

※ ガス圧接　・ 機械式継手

・ 重ね継手　・　

継 手 方 法部　 位

その他の鉄筋(　　　　　　　　)

柱、梁の主筋

耐力壁の鉄筋 ※ 重ね継手　・　

・ 溶接継手

耐力壁の重ね継手の長さ

鉄筋のかぶり厚さ

・軽量コンクリートを適用する場合

・耐久性上不利な箇所がある場合(塩害を受けるおそれのある部分等)　

最小かぶり厚さ

及び間隔

　　適用箇所(　　　　　　　　　)

　　適用箇所(　　　　　　　　　)

機械式継手

機械式継手の種類、鉄筋相互のあき、施工完了後の継手部の試験、

適用箇所

H12建告第1463号に適合する性能　

(溶接金網を含む)

鉄筋の定着長さ

継手位置

・最小かぶり厚さに加える厚さ　　( 　　)㎜

※構造図による

※A級　　・（　　　　　）

※改修標準仕様書 8.3.4(5),(6)による

※改修標準仕様書 表8.3.6による

・改修標準仕様書 表8.3.2

※構造図による

※改修標準仕様書 8.3.4(3)(ｱ)による

溶接継手 適用箇所

H12建告第1463号に適合する性能　

※A級　　・（　　　　　）

※構造図による

溶接継手の工法、鉄筋相互のあき、溶接完了後の溶接部の試験、

※構造図による

・最小かぶり厚さに加える厚さ　　( 　　)㎜

[8.3.4]

[8.3.4]

[8.3.4]

[8.3.5]

[8.4.2]

[8.4.2]

[8.4.3]

[8.4.3]

圧接完了後の [8.3.8]超音波探傷試験

※行う（全圧接部）

割裂補強筋 [8.21.6][8.22.7]仕　様

※構造図による

8-2
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

コンクリートの

気乾単位容積質量に

よる種類及び強度等

[8.1.3]コンクリートの類別　　コンクリートの種類

※Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

[8.1.3,4][8.2.5]

・Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート)

[8.11.1]設計基準強度　　

適用箇所　　

無筋コンクリート

スランプ

※15㎝又は18㎝　　・（　　）cm

　2
※18N/㎜　　・（　　）N/㎜

適用箇所　流動化コンクリート (6.15.1)

※構造図による

8-3
鉄
骨
工
事

鉄骨製作工場の加工能力鉄骨製作工場 [8.1.5]

[8.1.3,4][8.2.5][8.9.2]

セメントの種類

※普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、シリカセメントA種又は

・高炉セメントB種

・フライアッシュセメントB種

既存杭の撤去等

・撤去範囲及び撤去方法　　※構造図による

[8.28.2]

・杭頭部の処理　　　　　　※構造図による

・既存杭の補強　　　　　　※構造図による

・既存杭の健全性を確認する試験

※構造図による

[8.11.1]

既存壁

・柱及び梁の主筋の重ね継手の長さ

※構造図による

※普通コンクリート

・軽量コンクリート

構造体強度補正値　　※改修標準仕様書表8.2.4による　　　・構造図による

構造体強度補正値　　※改修標準仕様書表8.2.4による　　　・構造図による

コンクリートの種類

※普通コンクリート　　　・（　　　　　）

　フライアッシュセメントA種

※構造図による

特記仕様書(構造関係)

※　D16以下

※　D19以上

・構造図による

圧接部の試験

適 用 箇 所
スランプ

2

設計基準強度 

※21

(cm) (N/㎜ )

気乾単位容積質量

(t/m )
3 種類

・1種　・2種

適 用 箇 所
スランプ

2

設計基準強度 

(cm) (N/㎜ )

気乾単位容積質量

(t/m )
3

2.3程度

・改修標準仕様書表8.1.2による
構造図による

構造図による

　2

1

2

1

2

3

4

5

6

7

8

1

2

9

10

1

・構造図による

・構造図による

不合格となった継手部への措置

※構造図による

不合格となった溶接部への措置

※打継ぎ面の15～30%程度に、平均深さ 2～5㎜（最大7㎜）程度の凹凸処理を施す。

※打継ぎ面の10～15%程度に、平均深さ 2～5㎜（最大7㎜）程度の凹凸処理を施す。

[8.1.4]合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ構造体コンクリート

の仕上り

11

※意匠図による

コンクリートの仕上がりの平たんさ

※意匠図による

[8.1.4]

打増し厚さ ・打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る)

・20㎜　 ・（　　）mm

[8.7.8]

(打放し仕上げ部)

・打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)

・20mm   ・（　　）mm・10㎜

型枠 せき板の材料及び厚さ

・断熱材を兼用した型枠材

・ＭＣＲ工法用シート

[8.2.7]

スリーブの材種・規格等

・メッシュ型枠（使用部位　　※構造図による）

打増し厚さ　

打増し範囲　

・20㎜　・（　　）mm

シアコネクタをセパレーターとして使用型枠の加工及び組立

(6.8.2)

(6.8.2)

※構造図による

[8.2.7]

[8.7.8]

使用箇所　　※構造図による

[8.21.8] [8.23.5]

[8.23.6]

部 位打 設 工 法打込み工法等 補 強 工 法

・流込み工法 8.21.8(1)(ｱ),(2)

・圧入工法  8.21.8(1)(ｲ),(3)

・全ての増設壁　・構造図による

・構造図による

  ート壁の増設工事

・現場打ちコンクリ

  閉鎖フープ巻き

  金網巻き及び溶接

・柱補強工事（溶接

既存柱外周部あと打ちコンクリート又は構造体用モルタルの厚さ

鋼板巻き工法及び帯板巻き付け工法での型枠等

・発泡プラスチック保温材等を埋込む

柱頭及び柱脚の隙間部間の型枠

コンクリートの コンクリートの打設工法の種類

・全ての増設壁　・構造図による

・全ての柱補強部分 ・構造図による

  工法）

※構造図による

※合板　　

・全ての柱補強部分 ・構造図による

※構造図による

使用箇所

※構造図による

・流込み工法 8.21.8(1)(ｱ),(2)

・圧入工法  8.21.8(1)(ｲ),(3)

・流込み工法 8.21.8(1)(ｱ),(2)

・圧入工法  8.21.8(1)(ｲ),(3)

柱頭及び柱脚の隙間の寸法

※構造図による

補強後の仕上げ

※構造図による

[8.23.7]

・外装タイル後張り面の打増し処理

・20㎜

・床型枠用鋼製デッキプレート梁側面部の打増し処理

プレートが支持される梁の側面について下記の打増しを行う

・10㎜　　・20mm   ・（　　）mm

厚さ　　　※12mm　　　・（　　）mm

・床型枠用鋼製デッキプレート（施工範囲　　※構造図による）

適用箇所

※構造図による

12

13

14

15

呼 び 名

呼 び 名

・監督職員の承諾する工場

※構造関係共通事項（鉄骨標準図）1-1 縁端距離及びボルト間隔

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

・構造図による

2 鉄骨製作工場に

おける施工管理

技術者

・適用する

・適用しない

[8.1.6]

鋼　材3

4 高力ボルト

※トルシア形高力ボルト　　2種（S10T）

高力ボルトの種類

・JIS形高力ボルト　　2種（F10T）

※JIS規格による　・　

※JIS規格による　・　

※JIS規格による　・　

※JIS規格による　・　

※JIS規格による　・　

※JIS規格による　・　

規  格

[8.2.8]

適用箇所（主要な部分）種類の記号

種類等

・すべり試験の種類

※すべり係数試験　　・すべり耐力試験

試験方法等　　　※構造図による

溶融亜鉛めっき5

高力ボルト

セットの種類

※1種（F8T）相当

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

※構造関係共通事項（鉄骨標準図）1-1 縁端距離及びボルト間隔

・構造図による

摩擦面の処理方法等

※ブラスト処理(表面粗度50μｍRｚ以上)又はりん酸塩処理

・構造図による

[8.13.2]

[8.20.5]

普通ボルト6 ボルト及びナットの材料
※標準仕様書 表7.2.3(JIS附属書品)又は次による

ボルトの規格は、JIS B 1180とする。ボルトの種類を呼び径六角ボルト又は全ねじ六角ボルトとし、
材料は鋼とする。ボルトの強度区分は、4.6又は4.8とする。なお、呼び径六角ボルトの軸径の最大寸
法は、ボルトの径の値以下とする。ナットの規格は、JIS B 1181とする。ナットの種類は、六角ナット
－Cとし、材料は鋼とする。

(7.2.3)

座　金

※JIS B 1256による   　　・構造図による

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

※構造関係共通事項（鉄骨標準図）1-1 縁端距離及びボルト間隔

・構造図による

母屋又は胴縁の取付けに使用するボルトの孔径

※ねじの呼び径+1.0mm

・構造図による

(7.3.8)

[8.13.2]

(7.2.3)

アンカーボルト7 ・構造用アンカーボルト

セットの種類（JIS B1220）

・ABR400　　　・ABR490　　　・（　　　　　）

・建方用アンカーボルト

(7.2.4)(7.3.2)

・SS400　　・（　　　　　）

アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

種類

※標準仕様書　表7.2.3による

・構造図による

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

※構造図による

(7.3.2)

[8.2.10]溶接材料

・改修標準仕様書 8.2.10(1)(2)による

・構造図による

溶接材料8

[8.13.2]

[8.2.9]

※建築基準法         　に基づき国土交通大臣から構造方法等の認定を取得している第68条の25

　　( 　  　 )グレード以上

鉄骨製作工場又は同等以上の能力のある工場

摩擦面の処理方法

※自然発錆（黒皮等を除去した後に自然放置して表面に赤さびが発生した状態）

・ブラスト処理（表面粗度50μｍRｚ以上）

[8.14.2]

耐
震
改
修
工
事　

共
通
事
項

鉄
筋
工
事

・改修標準仕様書において第８章耐震改修工事以外の改修工事で第８章を引用している部分

・現場打ち鉄筋コンクリート壁の増設工事

・鉄骨ブレースの設置工事

・柱補強工事　（溶接金網巻き工法又は溶接閉鎖フープ巻き工法）

・柱補強工事　（鋼板巻き工法又は帯板巻き付け工法）

・連続繊維補強工事

・免震改修工事

・制振改修工事

・土工事及び地業工事

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210 に示された規定の他、水和熱が7日目で

[8.2.5]

352Ｊ/ｇ 以下、かつ28日目で 402Ｊ/ｇ 以下のものとする

・フライアッシュセメントB種　　　　  適用箇所(　　　　　　　　　　　)

・高炉セメントB種　　　　  適用箇所(　　　　　　　　　　　)

種　類

※普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、シリカセメントA種又は

セメント

[8.2.5]

※A　・B

骨　材

・混和剤混和材料

混和剤の種類

※改修標準仕様書 8.2.5(4)(a)による　　・構造図による

・混和材

※改修標準仕様書 8.2.5(4)(b)による　　・構造図による

アルカリシリカ反応性による区分

混和材の種類

[8.2.5]

[8.2.5]

マスコンクリート

セメントの種類

混和剤の種類

・構造図による

(6.13.2)

適用箇所

※構造図による

・混和剤

スランプ

※15㎝　・（　　）cm

混和材料

(6.13.1)

(6.13.2)

暑中コンクリート 構造体強度補正値　　※6N/mm　　　・構造図による [8.10.2]
2

構造体用モルタル 圧縮強度(　　　　　　　) [8.2.6]

フロー値(　　　　　　　)

フライアッシュセメントA種

※標準仕様書6.13.2(2)(ｱ)による

混和材の種類

(6.13.2)・混和材

※標準仕様書6.13.2(2)(ｲ)による

・構造図による

(6.13.2)

3

4

5

6

7

8

構造体強度補正値　  ※標準仕様書表6.13.1による　　・構造図による

・普通ポルトランドセメント

・中庸熱ポルトランドセメント

・低熱ポルトランドセメント

・高炉セメントB種

・フライアッシュセメントB種

・シリカセメント

・（　　　　　）

・24

・耐震スリット新設工事

・EXP.J拡幅工事

・27
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株 式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

３号棟
－

建築改修工事特記仕様書（9）

S-21
浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号

1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

8-8

鋼矢板等の抜き跡の処理山留めの撤去

埋戻し及び盛土 埋戻し及び盛土の材料及び工法

・A種　適用場所(　　　　　　)

[8.15.3]溶接技能者の

技量付加試験

試験の要領

溶接接合

[8.13.3]

・エンドタブの切断する部分　　

スカラップの形状　　

開先の形状　　

切断する箇所

[8.15.4]

[8.15.7]

[8.15.7]

・構造図による

入熱､パス間温度の

溶接条件

適用箇所　　

鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件　　

※柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部　

・構造図による

※構造関係共通事項（鉄骨標準図）1-4   　

※構造関係共通事項（鉄骨標準図）1-4

※構造図による

※構造関係共通事項（鉄骨標準図）1-2

製作精度

溶接部の試験

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験　　

[8.15.12]

錆止め塗装 [8.17.2]

耐火被覆 [8.18.2～8]

設置等

アンカーボルト等の

種別

構造用アンカーフレームの形状及び寸法

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法

・A種　・B種

(7.10.3)

※構造図による

※意匠図による [8.22.9]鉄骨ブレース設置後

の仕上げ

[8.12.7]

確認強度　　

穿孔

施工確認試験

埋込み配管等の探査方法　

・（　　　　　）

・はつり出しによる

※鉄筋探知器（金属探知器）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う

試験方法　

※引張試験機による引張試験

8-5
グ
ラ
ウ
ト
工
事

・グラウト材

柱底均しモルタル

[8.2.11]

[8.12.4]

8-4
あ
と
施
工
ア
ン
カ
ー
工
事

[8.2.4]

・（　　　　　）

・接着系アンカー

アンカーの種類　　※カプセル方式回転・打撃式　　　・（　　　　　）

接着剤の品質　　

・有機系　　　・無機系

アンカー筋の種類　　

あと施工アンカー 材料等

及びグラウト材

※構造図による

選されたものを絶対乾燥状態で使用する。

ただし、現場調合形に使用される砂の乾燥状態については、規定しない。

JIS R 5210｢ポルトランドセメント｣に適合した普通または早強ポルトランド

無収縮グラウト材の材質等

砂

セメント

セメントとする。

土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有するもので、特に精

混和材 セメント系（酸化カルシウム及びカルシウム・サルフォ・アルミネート等に

よって膨張する性質を利用するもの）とする。

材齢　 28日　　40.0 N/㎜ 以上

１）NEXCO試験方法　試験法 312-1999「無収縮モルタル品質管理試験方法」

　　による。プレミックス形と現場調合形で混和材が同一の場合の試験は

試験方法

塩化物量

　　プレミックス形のみとする。

0.30kg/m　以下
3

練り混ぜ2時間後のブリージング率　：　2.0％以下

無収縮グラウト材の品質及び試験方法

圧縮強度

無収縮性

ブリージング

材齢　　7日　　収縮しない

材齢　　3日　　20.0 N/㎜ 以上
2

2

２）塩化物量の試験は、JIS A 1144「フレッシュコンクリート中の水の塩化

　　物イオン濃度試験方法」による。

Ｊロートによる流下時間
コンシステンシー

練混ぜ完了から3分以内の値　：　8±2秒

凝結開始時間　：　1時間以上

終結時間　：　10時間以内
凝結時間

柱底均しモルタル厚さ及び工法の種別

厚さ　　・（　　　　　）

(7.10.3)

[8.28.3]

[8.28.3]

(7.10.3)

スタッド

種類等

呼 び 名 適 用 箇 所呼び長さ (㎜)

・16

・19

・22

・工場溶接の場合　

※全数

・工場現場溶接の場合　

※全数

※構造図による

アンカー筋の新設壁内への定着の長さ

・性能確認試験　　

試験方法及び試験数

※構造図による

鉄骨の製作精度は、JASS 6 付則 6 [鉄骨精度検査基準]に加えて、次による

・柱底均しモルタル

※無収縮モルタル

[8.2.12]

8-6
連
続
繊
維
補
強
工
事

種類

・ひび割れ部改修　　

引張強度（含浸硬化後）

連続繊維の材料

ヤング係数（含浸硬化後）

・炭素繊維　

連続繊維シート

[8.2.13]

[8.2.13]

・アラミド繊維

・（　　　　　）

範囲

※構造図による

※構造図による

[8.24.6]

・（　　　　）N/㎜　

・（　　　　）N/㎜　

2

2

※構造図による

試験数量

連続繊維補強材の強度試験　　

仕上げ

※構造図による

[8.24.7]

[8.24.6]

[8.24.6]

・引張強度試験

※JIS A 1191（コンクリート用連続繊維シートの引張試験方法）による

・付着強度試験

※JIS A 6909（建築用仕上塗材）による

・構造図による

・構造図による

※構造図による

試験数量

・下地処理

・柱及び梁の隅角部の面取りの大きさ

※構造図による

8-3
鉄
骨
工
事

種類、材料、工法等

種　類

・乾式吹付けロックウ

・半乾式吹付けロック

・湿式ロックウール

・耐火材吹付け

・繊維混入けい酸カル

・高断熱ロックウール

・耐火板張り

・耐火材巻付け

・ラス張りモルタ
－

材料・工法 適用箇所（部位・部分）

　ル塗り

性能（耐火時間）

　ール

　ウール

　シウム板

8-7
耐
震
ス
リ
ッ
ト
新
設
工
事

※鉄筋探査機（金属探知機）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う

既存撤去部の埋込み配管等の探査方法

幅及び深さ　　

スリットの施工前の

・はつりだしによる

スリットの方式、

・完全　　・部分

設置箇所

※構造図による

※構造図による

[8.25.2]

[8.12.4]

・B種　適用場所(　　　　　　)

・C種　適用場所(　　　　　　)　土質(　　　　)　受渡場所(　　　　　　)

・D種  適用場所(　　　　　　)

　　品質　細粒分（75μm以下）の含有率（重力百分率）の上限を50％未満とする

杭地業 支持層の位置及び土質（基礎ぐいの先端位置含む）

※構造図による

[8.28.4]

杭の材料、工法、寸法、施工方法等

※構造図による

[8.2.14][8.28.4]

・試験杭の位置、本数及び寸法並びに施工方法

※構造図による

[8.28.4]

・杭の継手の箇所数、材料、工法等

※構造図による

[8.2.14]

・杭の溶接継手

技能資格者の技量　　※構造図による

[8.28.4]

溶接部の確認　　　　※構造図による

・杭頭を処理する [8.28.4]

処理方法（切断にともなう補強方法含む）

※構造図による

・杭頭の中詰め材料

・基礎のコンクリートと同調合のもの　　　・構造図による

(4.3.7)

杭の精度

水平方法の位置ずれ　　・杭径の1/4かつ100mm以下　　　・構造図による

[8.28.4]

杭の傾斜　　・1/100以内　　　・構造図による

記録する施工状況等

※構造図による

[8.28.4]

砂利地業 材料

・切込砂利又は切込砕石

[8.2.15]

砂利厚さ

※60mm　　　・（　　）mm

[8.28.4]

・再生クラッシャラン

捨コンクリート地業 捨コンクリートの厚さ

※50mm　　　・（　　）mm

[8.28.4]

設計基準強度

※18N/mm 　　 ・（　　）N/mm

[8.11.1]

スランプ

※15cm又は18cm　　　・（　　）cm

[8.11.1]

2

[8.24.6]

[8.2.11]

切断する範囲

・構造図による

・エンドタブ、裏当て金等は、梁フランジの端から5mm以下を残して直線上に切断する。

  なお、切断線が交差する場合は、交差部をアール状に加工する

平12建告第1464号第二号に関する外観試験方法等

・｢突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル｣3.5.2　受入検査による

・抜き取り検査①

※抜き取り検査②

JASS 6 付則 6 [鉄骨精度検査基準] の付表3「溶接」に関する試験方法等

・JASS 6 10.4[受入検査]e.溶接部の外観検査(1)から(5)までによる。ただし、完全溶込み

  溶接部の外観検査の抜取箇所は、超音波探傷試験の抜取箇所と同一とする。外観試験の

  不合格箇所は、すべて標準仕様書7.6.13による補修を行い、再試験する

塗料の範囲

・耐火被覆材の接着する面の塗装

範囲　　　※構造図による

・耐火被覆材の接着する面以外の塗装

範囲　　　※標準仕様書 8.17.2 (ｱ)～(ｵ)以外

・耐火塗料

構造用アンカーボルトの形状及び寸法

※構造図による

建方用アンカーボルトの形状及び寸法

※構造図による

種別　　※A種　　　　・B種

(7.10.3)

※構造図による

アンカー筋の径及び埋込み長さ

補強工事後の仕上げ

幅及び深さ

方式

埋め込み配管等の

山留めの存置

・行う

コンクリートの種類

※普通コンクリート　　　・（　　　　　）

通しダイアフラムの突合せ継手の食い違いの寸法

・H12建告第1464号第二号イ(2)による

アンダーカットの寸法

・H12建告第1464号第二号イ(3)による

食い違い・仕口のずれの検査方法及び補強方法

・「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による

・構造図による

・構造図による

・構造図による

※構造図による

切断面の仕上げ

※改修標準仕様書8.15.7(1)(ｶ)(b)②による

・構造図による

砂

JIS B1198（頭付きスタッド）

探査

・材料（　　　　　　）　　工法（　　　　　　　）

2

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1

2

3

1

1

2

1

2

1

2

3

4

5

施工管理技術者 （社）日本建築あと施工アンカー協会が定める「あと施工アンカー技術管理士」の

資格以上の能力を有する者とする。

4 [8.12.1]

　　　　　・構造図による

・金属系アンカー

・性能確認試験　　

接合筋の種類、径、長さ

試験方法及び試験数

※構造図による

※構造図による

セット方式　　※本体打込み式改良型　　　・（　　　　　）

アンカー本体の径及び埋込み長さ

※構造図による

※改修標準仕様書 8.28.3(2)(ｳ)(b) 表8.28.1による

※直ちに砂で充填する　　・意匠図による

存置範囲　　※現場説明書の施工条件明示による

・鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブで鉄骨に溶接されたものの内側の錆止め塗料の種別

※A種

・B種

・耐火被覆材が接着する面の塗料の種別

・（　　　　　）

[8.17.4]塗料種別

下記以外の鉄鋼面は、18章［塗装工事］による

土
工
事
及
び
地
業
工
事

スリット充填材の ・耐火材

使用箇所及び仕様

・遮音材

使用箇所及び仕様

[8.25.2]

[8.25.2]

※構造図による

※構造図による

挿入及び周囲補修等

撤去部の補修

※撤去材と同一材で補修

・構造図による

[8.25.2]

3
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設計年月日
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３号棟
改修前　基礎伏図、1階床梁伏図

S-22
浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号

1級建築士　　　登録　第248850号
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Ｘ
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1.　F1の基礎は、PCパイル400φ（4本）　　 L=15,000

特記無きは下記による。

2.　F2、F3の杭は、PCパイル450φ（43本）　L=15,000
打込工法・・・無騒音、無振動、ケーシング工法

＜改修前＞

基礎伏図　1/100

＜改修前＞

1階床梁伏図　1/100
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設計に緑を

図面名

株式会 社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

1/100
３号棟
改修後　基礎伏図、1階床梁伏図

S-23
浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号

1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

Ｘ

Ｙ

基礎伏図　1/100

1階床梁伏図　1/100

＜改修後＞

＜改修後＞
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設計に緑を

図面名

株式会 社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

1/100改修前　1.2階柱壁2.3階梁床伏図
３号棟 S-24

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)
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1.　壁は、W10とする。

2.　　　　は、ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ壁を示す。

特記無きは下記による。

＜改修前＞

１階柱壁２階梁床伏図　1/100

＜改修前＞

２階柱壁３階梁床伏図　1/100

1 2 3

3,050 6,000

3,360 2,640

4

3,3602,640

6,000

3,3602,640

5

3,360 2,640

6,000

3,360 2,640

6,000 6,0003,050

36,100

6 7 8

1
,
2
0
0

6
,
7
0
0

9
,
3
5
0

A

B

1
,
4
5
0

2
,
0
0
0

3
0
0

1,460 950 950

1
,
2
0
0

6
,
7
0
0

9
,
3
5
0

A

B

1
,
4
5
0

2
,
0
0
0

3
0
0

1,460 950 950



設計に緑を

図面名

株式会 社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

Ａ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .

図面Ｎｏ

62021

1/100
３号棟
改修後　1.2階柱壁2.3階梁床伏図

S-25
浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号

1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

Ｘ

Ｙ

増設壁（NW200） ※2G2梁上部増打ち

C1 C1G2

２階柱壁３階梁床伏図　1/100

＜改修後＞

＜改修後＞

１階柱壁２階梁床伏図　1/100

増設壁補強ＮＷ

－凡　例－

耐震スリット
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設計に緑を

図面名

株式会 社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

1/100
３号棟
改修前　3.4階柱壁4.R階梁床伏図

S-26
浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号

1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)
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1.　壁は、W10とする。

2.　　　　は、ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ壁を示す。

特記無きは下記による。

＜改修前＞

＜改修前＞

３階柱壁４階梁床伏図　1/100

４階柱壁Ｒ階梁床伏図　1/100
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設計に緑を

図面名

株式会 社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

1/100
３号棟
改修後　3.4階柱壁4.R階梁床伏図

S-27
浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号

1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

Ｘ

Ｙ

３階柱壁４階梁床伏図　1/100

４階柱壁Ｒ階梁床伏図　1/100

＜改修後＞

＜改修後＞

増設壁補強ＮＷ

－凡　例－

耐震スリット
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設計に緑を

図面名

株式会 社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

1/100改修前　軸組図-1
３号棟 S-28

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)
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Ａ通り軸組図　1/100

＜改修前＞

＜改修前＞

Ｂ通り軸組図　1/100
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設計に緑を

図面名

株式会 社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

1/100改修前　軸組図-1
３号棟 S-29

浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号
1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)
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Ｂ通り軸組図　1/100

＜改修後＞

Ａ通り軸組図　1/100

＜改修後＞

＜改修後＞

補強部断面図　1/30
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－凡　例－

△
柱

面

A

内部 外部

▽3FLCON

▽1FLCON

▽GL

▽2FLCON

2
,
6
5
0

2
,6

5
0

2
,
6
5
0

6
0
0

1
1
,
2
0
0

2
,
6
5
0

1 2 3 4 5

6,000

36,100

8

3,050 6,000 6,000

2
,
6
5
0

2
,
6
5
0

2
,
6
5
0

2
,
6
5
0

6
0
0

1
1
,
2
0
0

6 7

6,000 3,0506,000

7
5
0

1,300



設計に緑を

図面名

株式会 社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

1/100あと施工スリット工事特記仕様書

S-30
浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号

1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

1.適用範囲

2.工法

3.施工計画

4.施工管理

5.使用機械

技能者試験に合格し、十分な知識と経験を有した技能者が行う

(株)ロンビックジャパン製

《耐火試験成績表》

(ISO834-1による耐火性能試験合格品)

1-二次シール付耐火スリット材

6.使用材料

《スリット材》

二次シールゴムシート

現場合わせ

15

30

しないする

mmb.壁厚(仕上げ含)

d.既存鉄筋は切断mmc.掘り込み深さ(仕上げ含)

備考:

＜詳細＞
mm

2-錆止め剤　JIS K5674

本施工に関しては、ノンピック工法研究会が実施するNP工法認定

柱と壁、壁と梁との接合部にスリットを設ける工事に適用する。

工事の着手に先立ち、施工計画を作成して、監督員に提出する。

特殊ビット付専用切削機   NP-252　

ロックウール 80kg/m

ロックウール150kg/m

耐火材

耐火材（調整材）

＜ノンピック工法施工手順＞
①墨出しの確認 ・切削する墨の位置、カット寸法を確認する。

②簡易水養生 ・スリット位置周辺をガムテープ、ビニール等で養生する。

③切削作業 ・機械取り付け用アンカーを打設し、ガイドレールを取り付ける。
・特殊ビット付専用切削機により、端部の穿孔と溝部全幅の切削作業を行う。

④検査 ・切削作業終了後、切削幅、深さ、長さを監理者とともに確認する。

⑤錆止めの塗布 ・切断鉄筋の及び露出鉄筋の位置を検査用マグネット等を使用し、錆止めを行う。

⑥スリット材充填 ・プライマー処理
・二次シール付耐火スリット材を既存躯体に圧着する。

⑦仕上げシーリング ・カット幅にあったバックアップ材を挿入し、マスキングテープで壁面を養生する。

・プライマー処理工事(オプション)
　指定のシーリング剤を2面接着になるように充填し、ヘラで仕上げる。

㈱ ロンビックジャパン  TEL：03-5332-6791

40
3

3

品 質 性 能 試 験 報 告 書

発 行 日 : 平成21年7月31日

発行番号 : 　  第09A0141号

依 頼 者 : 株式会社　ロンビックジャパン

東京都中野区本町５－６－１１　Kﾋﾞﾙ3F

試験名称 耐 震 ス リ ッ ト の 耐 火 性 能 試 験

標記試験結果は本報告書のとおりであることを証明します。

財団法人 建材試験センター

中央試験所長 黒木　勝一

埼玉県草加市稲荷５丁目21番20号

あと施工スリット工事特記仕様書

完全スリット

●

●

a.スリット幅 30

一次シール(別途工事)

バックアップ材
30

耐火材

1
5

壁
 
 
 
厚

二次シールゴムシート

一次シール(別途工事)
バックアップ材(PE独立発砲体)

30

1
5

1
5

1
5

70mm以上

耐火材（調整材）
ロックウール 80kg/m

4
0

3

3

部分スリット(欠損タイプ)

耐火材

30

一次シール(別途工事)

ニ次シールゴムシート

1
5

30

壁
 
 
 
厚

70mm以上

4
0

3

3

バックアップ材(PE独立発泡体)

ロックウール150kg/m

ロックウール150kg/m

ロックウール 80kg/m
耐火材（調整材）

1
5

2
0

ノンピック工法 同等工法　
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３号棟
耐震スリット詳細図 1/40、20

S-31
浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号

1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅２号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

1
5

2
5

2
0

8
0

4
0

215以下30 30215以下

215以下 215以下
30 30

1

B

耐震スリット詳細図　S=1/40

シーリング

耐火材
　(ロックウール150kg/m)

耐火材（調整材）
　(ロックウール80kg/m)

バックアップ材
(PE独立発泡体)

部分スリット詳細図　1/20

※窓サッシ際までコンクリート片は、斫りおとすこと。

（部分スリット）
耐震スリット

既存鉄筋残し（横筋）

既存鉄筋残し（横筋）
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S-32ディスクシアキー工法特記仕様書１

　（増設耐震壁補強工法） -
浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号

1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

D10 　割裂防止筋・軸筋

割裂防止筋の配筋方法

増設壁

チドリ配置もしくはダブル配置の場合

dp

dh

　　： ディスクシアキーの中心から割裂防止筋の芯までの距離
　　　　割裂防止筋　D10　dp≦Ln-70

　　　　　　　　　　D13　dp≦Ln-100

　　： 割裂防止筋の径

増設壁

シングル配置の場合

dp

L
1
=
7
d
h
以

上

L
2
=
1
2
d
h
以

上

3
0
程

度

2
0
0
～

2
5
0
程

度

L
n
≧

7
d
a

dpdp dp

3
0
程

度

2
0
0
～

2
5
0
程

度

L
n
≧

7
d
a

L
1
=
7
d
h
以

上

L
2
=
1
2
d
h
以

上

アンカーボルト端部拡張

１. 一般事項

デ ィ ス ク シ ア キ ー 工 法 特 記 仕 様 書 １

２. 使用材料

アンカーボルトの穿孔・清掃

アンカーボルトの穿孔深さの確認

ディスクの溝掘・清掃

孔内・溝内への接着剤注入

ディスクとアンカーボルトの挿入

接着剤の充填確認

硬化・養生

接続ボルト取付け

アンカー筋マーキング

孔内への接着剤注入

アンカー筋の挿入

異形鉄筋

種類 径 使用箇所

異形鉄筋

種類 径 使用箇所

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ２９５Ｂ

ＳＤ３４５

ＳＤ３９０

（増設耐震壁補強工法）

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ２９５Ｂ

ＳＤ３４５

ＳＤ３９０

先端形状

Ｍ２０
拡張タイプ

ボルトタイプ

ボルト径タイプ

Ｍ１６

穿孔深さ

φ２４

ビット径

φ１８
有効埋込深さ+５ｍｍ以上

Ｍ２０
有効埋込深さ以上

φ２４

ディスク溝堀の穿孔深さの確認

タイプ
形　状

接続ボルト

φ６０ Ｍ１６ Ｍ１６ Ｍ１６

φ９０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０

ディスクとアンカーボルトの組付

高ナット締付け

六角ボルト

全ねじボルト（ﾅｯﾄ付）

六角ボルト

全ねじボルト（ﾅｯﾄ付）

　　・割裂防止筋と既存躯体間の距離は、３０ｍｍ程度とする。

【Ⅱ】カプセル型

（１）施工手順

引張力負担用アンカーの施工フロー（カプセル型）

（２）施工資格者

　　・引張力負担用アンカーの施工は、（社）日本建築あと施工協会（以下「ＪＣＡＡ」）

　　　が規定した有資格者が行う。

（３）品質

　　　定する品質基準もしくはＪＣＡＡが規定する品質基準とする。

　　・引張力負担用アンカーの品質基準は、「ディスクシアキー設計施工マニュアル」が規

（４）穿孔作業及び清掃作業等

　　・穿孔工具 湿式コアドリル

　　・穿孔後の清掃は、集塵機及びブラシ等を用いて行う。

ハンマードリル

（５）アンカー筋の先端の形状は、片側斜め４５°カット、Ｖ型カット、もしくはＷ型カット

　　　とする。

（６）接着剤の硬化養生時間は、２４時間以上とすること。

（７）（１）～（６）に記載無き事項については、「ディスクシアキー設計施工マニュアル」

　　　を参照のこと。

５－３. 増設壁

下記に示す項目は、ディスクシアキーを用いた補強接合部の施工にあたり、特に留意すること。

　　・割裂防止筋の形状は、コの字型とする。

（１）鉄筋工事

　　・鉄筋は、ＪＩＳ Ｇ ３１１２（鉄筋コンクリート用棒鋼）に規定する規格品とする。

　　・圧入グラウトを用いた場合の割裂防止筋の増設壁内への定着長さ　 は、７　以上とする。

　　・ディスクシアキーのナット下から割裂防止筋端部までの定着長さ　 は、１２　以上とする。

　　・軸筋は、４本以上配置する。なお、圧入グラウトを用いた場合の軸筋の配置は、２本

　　　以上を圧入グラウト内に配置し、２本以上を補強壁内に配置する。

　　・増設壁の最外部の鉄筋は、既存躯体から壁筋のピッチの１／２以下かつ１００ｍｍ以下

　　　に配置する。

　　・その他記載無き事項については、「ディスクシアキー設計施工マニュアル」を参照の

　　　こと。

L1

L2

dh

dh

（２）コンクリート工事

　　・増設壁と圧入グラウトの打ち継ぎ面は、レイタンス、脆弱なコンクリート、ゴミなど

　　　を取り除き、新たに打設する無収縮グラウトと一体になるように処置する。

　　　こと。

　　・その他記載無き事項については、「ディスクシアキー設計施工マニュアル」を参照の

（３）その他

　　・増設壁が増し打ち壁の場合は、特記なき限り以下とする。

　　　①既存壁に目荒しを行う必要はない。

　　　②既存壁にシアコネクターを＠５００程度に配置する。

　　・使用する接着剤の種類は、施工する環境温度により決定する。

墨出し・マーキング

穿孔・清掃

硬化・養生

ディスクシアキー アンカー ドリル

Ｍ１６ φ１８

（２）施工資格者

　　①ディスクシアキー工事の施工管理者は、ディスクシアキーの技術性能取得会社が実施する

　　　「施工管理者講習」を修了し、修了証を有した者とする。

　　②ディスクシアキー工事の施工担当者は、ディスクシアキーの技術性能取得会社が実施する

　　　「施工担当者講習」を修了し、修了証を有した者とする。

（３）アンカーボルトの穿孔作業及び清掃作業等

　　・穿孔工具は、湿式コアドリルを用い、穿孔深さおよび穿孔ドリルのビット径は以下による。

　　・アンカーボルト穿孔後の清掃は、集塵機及びブラシ等を用いて行う。

　　・穿孔深さが所定の深さ以上であることを全数確認する。

　　　穿孔深さが所定の深さ未満であった場合は、同位置に穿孔し、所定の深さ以上を確保する。

　　・アンカーボルトの穿孔中に、埋設鉄筋や埋設配管等に干渉し、所定の穿孔深さが確保

　　　　　　　　　　穿孔を中止し、監理者と協議のうえ穿孔位置を変更すること。　　　できない場合は

（４）ディスクの溝掘作業及び清掃作業等

　　・ディスクの溝掘作業は、専用工具（溝掘ドリル）を用いて行い、溝の深さは２２ｍｍ以上

　　　とする。

　　・ディスクの溝内の清掃は、集塵機及びブラシ等を用いて清掃を行う。

　　・ディスクの溝堀中に、埋設鉄筋や埋設配管等に干渉し、既定の穿孔深さが確保できな

（５）アンカーボルトの孔内及びディスクの溝内への接着剤注入作業等

      い場合は　　　        穿孔を中止し、監理者と協議のうえ穿孔位置を変更すること。

　　　なお、施工する環境温度が－１５度を下回る場合、もしくは４０度を上回る場合は、

　　　ディスク挿入後

　　・あふれた接着剤は除去する。

　　　接着剤注入作業を行わない。

　　・　　　　　　　充填した接着剤がディスク部の周辺端部からあふれたことを確認する。

（６）接着剤の硬化養生時間は、２４時間以上とすること。

（７）ディスクシアキー施工管理者は、アンカーボルト穿孔深さ及びディスク溝堀深さの

　　　計測記録を施工者に提出し、施工者は記録内容を確認した上で監理者に提出する。

（８）（１）～（７）に記載無き事項については、「ディスクシアキー設計施工マニュアル」

　　　を参照のこと。

５－２. 引張力負担用アンカー工事

【Ⅰ】注入型（カートリッジ式）

（１）施工手順

引張力負担用アンカーの施工フロー（注入型）

（２）施工資格者

　　・引張力負担用アンカーの施工は、（社）日本建築あと施工協会（以下「ＪＣＡＡ」）

　　　が規定した有資格者が行う。

（３）品質

　　・引張力負担用アンカーの品質基準は、「ディスクシアキー設計施工マニュアル」が規

　　　定する品質基準とする。

（４）穿孔作業及び清掃作業等

　　・穿孔工具は、湿式コアドリルを用いる。

　　・穿孔後の清掃は、集塵機及びブラシ等を用いて行う。

（５）アンカー筋の挿入等

　　・アンカー筋の先端形状は、寸切りとする。

（６）接着剤の硬化養生時間は、２４時間以上とすること。

（７）（１）～（６）に記載無き事項については、「ディスクシアキー設計施工マニュアル」

　　　を参照のこと。

３. 保管等

５. ディスクシアキー工事

墨出し・マーキング

継手工法

４. 施工事前調査及び準備工事

（３）割裂防止筋

　　　鉄筋　ａ.

（１）ディスク、アンカーボルト、高ナット、接続ボルト、引張力負担用アンカーの保管場

　　　所は、湿気の少ないところとし、直射日光の当たる場所に長時間保管しないこと。

　　　する。

（２）接着剤の保管場所は、高温・多湿の場所を避け、直射日光の当たらない冷暗所に保管

（３）接着剤の有効期限は、製造メーカーが定める有効期限以内とする。なお、使用途中の

　　　カートリッジを保管する場合は、専用キャップをして保管し、ミキシングノズルを必

　　　ず取り外すこと。

（４）リフレフリートは雨の当たらない水、湿気の少ない場所で保管する。保管時に３℃以

　　　下、４０℃以上にならないように保管する。また、開封した材料は早めに使い切る。

（５）リフレモルセットＳＰは雨の当たらない水、湿気の少ない場所で保管する。夏場は直

　　　射日光を避ける。また、開封した材料は早めに使い切る。

（１）施工事前調査

　　　ディスクシアキー工事に先立ち、施工者はディスクシアキーの施工場所における既存

　　　躯体の調査を行う。以下に主な調査項目を示す。

　　　①モルタル等仕上げ材の有無の調査を行う。

　　　②躯体開口部寸法の計測を行う。

　　　③鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄骨かぶり深さの計測を行う。

　　　④主筋、せん断補強筋の位置及びかぶり深さの計測を行う。

　　　⑤豆板等躯体不具合、埋設配管・埋設物等の有無の調査を行う。

（２）準備工事の計画

　　　施工者は事前調査の結果により、必要に応じ以下に示す準備工事の計画を行い、監理者

　　　の承認を得る。

　　　また、調査の結果によりディスクシアキー工事ができないと判断した場合、監理者と

　　　協議の上他の工法を検討する。

　　　②間接接合部部材寸法の計画を行う。

　　　①モルタル等仕上げ材がある場合、撤去の計画を行う。

　　　③鉄骨までのかぶり深さによるアンカーボルトの有効埋め込み深さの計画を行う。

　　　④主筋及びせん断補強筋の配筋位置、かぶり深さの調査結果及び埋設物の調査結果により、

　　　　ディスクシアキーの配置位置の計画を行う。

　　　　行う。

　　　⑤ディスクシアキー工事を行う面の補修範囲、補修方法及び使用する補修材料の計画を

　　　⑥ディスクシアキー工事を行う場所の環境温度により、適切な接着剤を選定する。

（3）準備工事

　　　施工者は監理者の承認を受けた準備工事の計画に従い、ディスクシアキー工事の準備

　　　工事を行う。

５－１. ディスクシアキー工事（拡張タイプ・ボルトタイプ）

（１）施工手順

ディスクシアキー工事フロー

重ね継手
Ｄ１０～Ｄ１６

ガス圧接継手
Ｄ１９～

あと施工アンカーと
鉄筋の継手は
重ね継手とする。

ねじの呼び径直径

ボルト

φ６０－Ｍ１６ボルト

φ９０－Ｍ２０

ねじの呼び径

高ナットアンカーボルト
ねじの呼び径

ディスク

　ｃ.

タイプ
形　状

接続ボルト

φ６０ Ｍ１６ Ｍ１６ Ｍ１６

φ９０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０
六角ボルト

全ねじボルト（ﾅｯﾄ付）

六角ボルト

全ねじボルト（ﾅｯﾄ付）

２

（１）適用図書

　　・本工法は（一社）建築研究振興協会　技術（性能）評価書　「ディスクシアキーを用い

　　　た補強接合部の設計施工指針（ＢＲＰ－Ｒ１７０３０２１－０ＳＴ）（２０１８年２月

　　　２８日）」（以下、ディスクシアキー設計施工マニュアル）による。

（２）準拠図書

　　・本工法は、次の優先順位によること。

　　　１）本特記仕様書

　　　２）設計図書

（一財）　　　３）　　　　日本建築防災協会：２００９年改訂版 既存鉄骨鉄筋コンクリート造建築物

　　　　　の耐震改修設計指針　同解説

　　　４）　　　　日本建築防災協会：　　　　年改訂版 既存鉄筋コンクリート造建築物の耐（一財） ２０１７

　　　　　震改修設計指針　同解説

　　　５）　　　　建築保全センター：建築改修工事監理指針（平成　　年版）

（一財）建築保全センター

（一財）

　　　６）　　　　　　　　　　　　：建築工事監理指針（平成　　年版）

２８

２８

（３）施工計画

　　・本工事の施工計画書を作成し、監理者に提出すること。

（１）増設壁用ディスクシアキー（拡張タイプ）

　　　増設壁用ディスクシアキータイプ　ａ.

　　　接着剤

　　　有機系接着剤 ・ＡＲケミカルセッターＥＸ－３５０

　　　無機系接着剤 ・セメフォースミルク５００

　ｂ.

　ｃ.　　　ポリマーセメント

　　・リフレフリート（プライマー）

　　・リフレモルセットＳＰ（ポリマーセメントモルタル）

　　　圧入グラウト材

　　・プレミックスタイプの早強型特殊セメント系無収縮グラウト材または同等品以上とする。

　ｄ.

　　　設計基準強度：

（２）引張力負担用ディスクシアキー（ボルトタイプ）

　　　引張力負担用ディスクシアキータイプ

Ｎ／ｍｍ３０

　ａ.

　ｂ.　　　接着剤

　　　有機系接着剤 ・ＡＲケミカルセッターＥＸ－３５０

　　　無機系接着剤 ・セメフォースミルク５００

・ＡＲケミカルセッターＥＡ－５００・ＥＡ５００Ｗ

（３）引張力負担用アンカー（あと施工アンカー）

　　　工法　ａ.

　ｂ.　　　接着剤

注入型（カートリッジ式） カプセル型

　　　１）注入型

　　　有機系接着剤 ・ＡＲケミカルセッターＥＸ－３５０

・ＡＲケミカルセッターＥＡ－５００・ＥＡ５００Ｗ

　　　無機系接着剤 ・セメフォースミルク５００

　　　２）カプセル型（ＪＣＡＡ認証製品）

エポキシ系

エポキシアクリレート系

　　　アンカー筋

ねじの呼び径直径
ねじの呼び径

拡張

拡張

アンカーボルト
ねじの呼び径

高ナットディスク

φ９０－Ｍ２０

φ６０－Ｍ１６

・ＡＲケミカルセッターＥＡ－３５０・ＥＡ－５００・ＥＡ５００Ｗ

※1

※2

※1

　※1　ボルトタイプは出荷時に組付済

　※2　ボルトタイプは端部拡張なし

　※1　ボルトタイプは出荷時に組付済

墨出し・マーキング

穿孔・清掃

カプセル挿入

アンカー筋の打撃・回転による撹拌・固着

硬化・養生

割裂防止筋

軸筋

圧入グラウト

割裂防止筋

軸筋

圧入グラウト



設計に緑を

図面名

株式会 社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

S-33
-

ディスクシアキー工法特記仕様書２

　（増設耐震壁補強工法）
浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号

1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

4.5

13.9 kN

14.0 kN

12.9 kN

12.6 kN

６階柱～７階（Ｚ７）梁

６階柱～７階（Ｚ７）梁

５階柱～６階（Ｚ６）梁

４階柱～５階（Ｚ５）梁

３階柱～４階（Ｚ４）梁

２階柱～３階（Ｚ３）梁

基礎梁・１階柱～２階（Ｚ２）梁

le（有効埋め込み深さ）

le断面修復工法施工箇所における有効埋め込み深さ

　　： 割裂防止筋の径
　　： 接続ボルトの直径

　　： ディスクシアキーの有効定着長さ
　　： 割裂防止筋の有効定着長さ

　　： 割裂防止筋のピッチ
　　： ディスクシアキーのピッチ

ディスクシアキーと割裂防止筋の配置

増設壁用ディスクシアキー姿図

既存躯体

既存躯体

増設壁

Ln （Ln≧7da）

Lh

@h

@d

dh

da

（拡張タイプ）

引張力負担用ディスクシアキー姿図

（ボルトタイプ）

梁幅または柱幅

　250mm以上

シングル配置 チドリ配置

ダブル配置

　　： 増設壁のへりあき長さ
　　： ゲージ寸法
　　： ディスクシアキーのピッチ
　　： ディスクシアキーのディスクの直径

g

@d

Rd

　　： 既存躯体のへりあき長さ
eｊ

e

５階柱～６階（Ｚ６）梁

４階柱～５階（Ｚ５）梁

３階柱～４階（Ｚ４）梁

２階柱～３階（Ｚ３）梁

基礎梁・１階柱～２階（Ｚ２）梁
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（シングル、ダブル　3Rd以上,5Rd以下）
（チドリ　2Rd以上,5Rd以下）

（100mm以下かつ@d/2以下）

デ ィ ス ク シ ア キ ー 工 法 特 記 仕 様 書 ２ （増設耐震壁補強工法）

場所
確認強度

場所 確認強度

埋込長　　da 埋込長　　da 

７. その他

種類

Ｍ２０ １９３．５
２４０

４６．４

ボルト径

アンカー 規格降伏点有効断面積

タイプ
拡張

a 0

Ｍ１６ １１８．５

（kN）

２８．４
４００

７７．４

規格引張強さ

（kN）

４７．４

２Rd ＋ｇ

２Rd 

ｇ

Rd

Rd

　　　引張力負担用アンカーにディスクシアキーが隣接している場合、引張力負担用アンカー

（５）引張力負担用アンカーにディスクシアキーが隣接している場合

　　　　脂注入等による補修を行い強度発現後に引張負担用アンカー施工を行う。

　　　　引張負担用アンカーを配置する周辺躯体面にひび割れが多く確認される場合は、樹

　　　　ーセメントにて補修を行う。

　　　　引張負担用アンカー設置場所に空洞が確認された場合は、空洞部分を指定のポリマ

　　　④

　　　③

　　　　引張負担用アンカー設置場所に豆板等による骨材の露出が確認された場合は、豆板

　　　　施工面の補修を行う場合は、施工する環境温度が５～４０℃の状況下で行う。

　　　　部を除去したうえで指定のポリマーセメントにて補修する。

　　　①

　　　②

　　　は、監理者の承諾を得て補修方法を決定したうえで施工面の補修を行う。

（４）施工面の補修

    引張負担用アンカーを配置する既存躯体面の表面状況が下記のような状況である場合

　　　既存躯体面の目荒しは行わない。ただし、モルタル等による仕上げは除去すること。

（３）既存躯体面の目荒し

　　　できない場合は、監理者と協議の上、他の工法に変更する。

　　　設計図書に記載されている有効埋め込み深さが確保できない場合は、監理者と協議の

　　　上、必要有効埋め込み深さを決定する。ただし、有効埋め込み深さが１２　　を確保

（２）有効埋め込み深さの確保

　　　場合３５ｄ以上とし、ＳＤ３９０の場合４０ｄ以上とする。

　　　引張力負担用アンカーの定着長さは、ＳＤ２９５Ａ、ＳＤ２９５Ｂ及びＳＤ３４５の

（１）引張力負担用アンカーの定着長さ

７－２. 引張力負担用アンカー工事

　　　（ディスクの直径）以上とする。また、設計図書に記載されている既存躯体のへりあき

　　　寸法を決定する。

（６）既存躯体のへりあき寸法ｅ

　　　既存躯体のへりあき寸法ｅ及び増設壁のヘリあき寸法　　は、ディスクの中心から　　

　　　寸法ｅ及び増設壁のヘリあき寸法　を下回る場合は、監理者と協議の上、必要へりあき

　　： ゲージ寸法

　　： ディスクシアキーのディスクの直径

　　　チドリ配置もしくはダブル配置の場合　：

　　　シングル配置の場合　　　　　　　　　：

　　　ただし、増設壁の厚さは以下に示す寸法以上とする。

　　　増設壁のへりあき寸法eは、ディスクの中心から　　（ディスクの直径）以上とする。

（５）増設壁のへりあき寸法ｅ

　　　ディスクシアキーを施工する際にディスクやアンカーの埋め込み深さが鉄筋等障害物

　　　により確保できない場合には、指定のポリマーセメントを用いて断面修復を行うこと

　　　ができる。

　　　断面修復を行う場合の施工手順及び施工範囲等については、監理者の承諾を得て施工

　　　方法を決定したうえで断面修復を行う。（設計施工マニュアル　付録６　ポリマーセ

　　　メントモルタル（ＰＣＭ）を用いた断面修復工法の施工方法　参照）

　　　断面修復工法を行う場合の基本的な規定を下記に示す。

　　　　断面修復を行う場合は、施工する環境温度が５～４０℃の状況下で行う。

　　　　断面補修材料は指定のポリマーセメントを使用する。

　　　　断面修復を行う既存躯体面は、適切に目荒し等の処理が行われていることを確認する。

　　　　目荒しを施す面積は、ポリマーセメント施工面の５０％以上とする。

　　　　断面修復材料を施工する面には指定のプライマーを塗布する。

　　　　断面修復材の塗り重ねの厚さは４０ｍｍ以下とする。

　　　　断面修復材料の１回に施工する厚さは２０ｍｍ以下とする。

　　　　断面修復材料施工後のディスクシアキー施工開始可能時間は、外気温が１５℃以上の

　　　　断面修復工法はチドリ配置には適用できない。

　　　　場合は１日、外気温が１５℃未満の場合は２日とする。（ただし、外気温が１５℃

　　　　未満の場合においても補修面の採暖を行い１５℃以上を確保した場合は１日とする。）

　　　⑧

　　　⑦

　　　⑥

　　　⑤

　　　④

　　　②

　　　③

　　　①

（４）断面修復工法

（３）施工面の補修

    ディスクシアキーを配置する既存躯体面の表面状況が下記のような状況である場合は、

　　　監理者の承諾を得て補修方法を決定したうえで施工面の補修を行う。

　　　　を除去したうえで指定のポリマーセメントにて補修し、表面を平滑にする。

　　　　施工面の補修を行う場合は、施工する環境温度が５～４０℃の状況下で行う。

　　　　の工法との併用もしくは他の工法への変更を検討する。

　　　　ただし豆板を撤去した部分の厚さが４０ｍｍを超える場合は、監理者と協議の上他

　　　　ディスクシアキー設置場所に豆板等による骨材の露出が確認された場合は、豆板部

　　　　ディスクシアキー設置場所に空洞が確認された場合は、空洞部分を指定のポリマー

　　　　セメントにて補修を行う。ただし空洞部分の厚さが４０ｍｍを超える場合は、監理

　　　　者と協議の上他の工法との併用もしくは他の工法への変更を検討する。

　　　③

　　　①

　　　②

　　　④　　　　ディスクシアキー設置場所に４ｍｍ以上の凸部が確認された場合は、凸部分を削り、

　　　⑤

　　　　表面を平滑にする。

　　　　ディスクシアキー設置場所に４ｍｍ以上１５ｍｍ以下の凹部が確認された場合は、

　　　　凹部分を指定のポリマーセメントにて補修し、表面を平滑にする。ディスクシアキ

　　　　ー設置場所に１５ｍｍを超える凹部が確認された場合は、断面修復工法や他の工法

　　　　への変更を含め、監理者と協議の上、補修方法を決定する。

　　　　ディスクシアキーを配置する周辺躯体面にひび割れが多く確認される場合は、樹脂　　　⑥

　　　　注入等による補修を行い強度発現後にディスクシアキー施工を行う。

(                   )

ej Rd

ej

da

（５）現場引張試験が不合格の場合の処置

　　　引張試験を行う。

　　・不合格の場合は、不合格のディスクシアキーの再施工を行うと共に、第２回目の現場

　　・第２回目の現場引張試験の試験数量は３本とする。

　　・第２回目の現場引張試験の合否は、３本全てが確認強度以上であることを合格とする。

　　・第２回目の現場引張試験で不合格となったディスクシアキーは、再施工を行うと共に、

　　　１構面の全数の試験を行う。

　　・現場引張試験で不合格となったディスクシアキーの処置方法ならびに再施工の位置や

　　　本数などは、監理者と協議の上決定すること。

（６）試験結果の報告

　　・ディスクシアキー工事の施工管理者は、各試験結果記録を施工者に提出し、施工者は

　　　記録内容を確認した上で監理者に提出する。

６－２. 引張力負担用アンカー工事

（１）接触試験

　　・養生期間が２４時間経過してから接触試験を行う。

　　・試験数量は、全数とする。

　　・接触試験の合否は、緩みやがたつきが無いものを合格とする。

　　・不合格の場合は、不合格品の再施工を行うと共に再試験を行う。不合格品の処理方法

　　　などは、監理者と協議の上決定する。

（２）打音試験

　　・打音試験は、養生期間が２４時間経過し、かつ接触試験に合格したものを行う。

　　・試験数量は、全数とする。

　　　などは、監理者と協議の上決定する。

　　・打音試験の合否は、ハンマー等でたたき、反発力や音色により判定する。

　　・不合格の場合は、不合格品の再施工を行うと共に再試験を行う。不合格品の処理方法

（３）現場引張試験

　　・現場引張試験は、養生機関が24時間経過し、かつ接触試験及び打音試験に合格した

　　　ものを行う。

　　・試験数量は、１日に施工された同一径の引張力負担用アンカーを１ロットとし、１ロ

　　　ットに対し１本行う。

　　・現場引張試験の合否は、以下の確認強度以上であることを合格とする。

（４）断面修復工法を適用した場合の現場引張試験

　　・6-1.ディスクシアキー工事の（４）に準じて現場引張試験を行う。

（５）現場引張試験が不合格の場合の処置

　　・不合格の場合は、不合格の引張力負担用アンカーの再施工を行うと共に、第２回目の現場

　　　引張試験を行う。

　　・第２回目の現場引張試験の試験数量は３本とする。

　　・第２回目の現場引張試験の合否は、３本全てが確認強度以上であることを合格とする。

　　　１構面の全数の試験を行う。

　　・第２回目の現場引張試験で不合格となった引張力負担用アンカーは、再施工を行うと共に、

　　　本数などは、監理者と協議の上決定すること。

　　・現場引張試験で不合格となった引張力負担用アンカーの処置方法ならびに再施工の位置や

　　・引張力負担用アンカー施工者は、各試験結果記録を施工者に提出し、施工者は記録内容

（６）試験結果の報告

　　　を確認した上で監理者に提出する。

７－１. ディスクシアキー工事

（１）有効埋め込み深さの確保

    ディスクシアキーのアンカーボルト有効埋め込み深さが設計図書に記載されている寸法

　　　を確保できない場合は、監理者と協議の上対処方法を決定する。

　　　（標準）増設壁用ディスクシアキー　：　４.５Ｄａ

　　　　　　　引張負担力ディスクシアキー：１５.０Ｄａ

　　　（最小）増設壁用ディスクシアキー　：６０ｍｍ以上

　　　　　　　引張負担力ディスクシアキー：１２.０Ｄａ

（Ｄａ：アンカーボルト径）

(               )
（２）既存躯体面の目荒し

　　　既存躯体面の目荒しは行わない。ただし、モルタル等の仕上げは除去する。

※　拡張タイプの有効断面積は、アンカーボルト断面積からセンター孔分を除いた値

　　　　　　    σ

　　　　　　    ｌ

　　　　　　    D

B

a３

a１

６. 試験

a２

　　　　　　    τ

　　 =π・ （　＋　 ）

 τ =10a
σＢ
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６－１. ディスクシアキー工事

（１）接触試験

　　・養生期間が２４時間経過してから接触試験を行う。

　　・試験数量は、全数とする。

　　・接触試験の合否は、ディスクにがたつきが無いものを合格とする。

　　・接触試験で不合格となったディスクシアキーの処置方法ならびに再施工の位置や

　　　本数などは、監理者と協議の上決定すること。

（２）打音試験

　　・打音試験は、養生期間が２４時間経過し、かつ接触試験に合格したものを行う。

　　・試験数量は、全数とする。

　　・打音試験の合否は、ディスク部分をハンマー等でたたき、反発力や音色により判定する。

　　・打音試験で不合格となったディスクシアキーの処置方法ならびに再施工の位置や

　　　本数などは、監理者と協議の上決定すること。

（３）現場引張試験

　　　ものを行う。

　　・試験数量は、１日に施工された　　　　に１本行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　１構面毎

　　・現場引張試験は、養生期間が２４時間経過し、かつ接触試験及び打音試験に合格した

　　・現場引張試験の合否は、以下の引張荷重以上であること合格とする。

（４）断面修復工法を適用した場合の現場引張試験

　　・試験数量は、１日に施工された１構面毎に１本行う。

　　　施工を行った箇所で実施する。

　　・同ロット内に断面修復工法以外（通常施工）の施工箇所がある場合、現場引張試験は通常

　　・同ロット内に断面修復工法しかない場合は、断面修復工法を行った箇所で現場引張試験を

    剤施工後24時間以上経過かつポリマーセメントモルタル塗布後3日（72時間）以上経過

　　・断面修復工法を行った場所で現場引張試験を実施する場合の現場引張試験は、有機系接着

　　　実施する。

　　　したもの、かつ接触試験及び打音試験に合格したものを行う。

　　・ポリマーセメントモルタルが若材令である場合は、試験機脚部の局部支圧によりめり込み

　　　引張試験を行う。

　　　等が生じる可能性があるので、脚部の下（ポリマーセメントとの間）に鋼板等で養生して

　　・断面修復工法を行った場所で引張試験を行う場合の確認荷重は下記のとおりとする。

　　　確認強度=min（　 ，  ，  ）×2/3

=σ ×a        :アンカーボルトの降伏荷重（kN）

=0.23× σ ×　  :コンクリート破壊による引張荷重（kN）

=τ ×π×  ×　  :付着破壊荷重（kN）

:アンカーボルトの外径（mm）

:アンカーボルト全体の有効埋め込み深さからPCM塗布厚さを

 引いた既存部コンクリートに対する有効埋込み深さ（mm）

Ta１ T a２ Ta３

　　　　　　T

　　　　　　T

　　　　　　T

y

a a

C

e

0

Ａ

ｌD

A

c

a

Ｂ

a

e

　　　　　　    A

ｌe D aｌec

　　　とディスクシアキーの中心間距離は、１.５Rd＋５０ｍｍ以上とする。

:コンクリートのコーン状破壊面の有効水平投影面積（mm ）

:接着系アンカーの引き抜き力に関する付着強度（N／mm ）

:既存部コンクリートの圧縮強度（N／mm ）

２

２

２

（mm ） （N／mm ） （N／mm ）
２

２ ２

ディスクシアキー

ポリマーセメントモルタル塗り厚さ

モルタル
ポリマーセメント

接続ボルト

高ナット

ディスク

接着剤

アンカーボルト

接着剤

（全ねじボルト）

ディスクシアキー

割裂防止筋

割裂防止筋

軸筋

接続ボルト
（六角ボルト）

軸筋

接続ボルト

高ナット

ディスク

接着剤

アンカーボルト

接着剤

（全ねじボルト）

（拡張機能付き）

接続ボルト

（六角ボルト）

軸筋

ディスクシアキー



設計に緑を

図面名

株式会 社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

３号棟
増設壁詳細図 1/30

S-34
浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号

1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)
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無収縮モルタル圧入

ディスクシアキー
割裂防止筋 縦筋 横筋 巾止筋

ディスクシアキー

軸筋

割裂防止筋

巾止筋

縦筋

横筋

軸筋

コンクリート

無収縮モルタル

定着長さ

有効埋込み深さ

径・ピッチ

Le=72mm

拡張　φ60-M16@250シングル

Fm=30N/㎜2(上部200㎜:　　　部分に圧入)

Ln=130mm

壁配筋

符号(増設壁)

縦筋

横筋

巾止筋 D10@1000以下(縦・横共)

NW200 (壁厚200mm)

D10@150ダブル 

D13@100ダブル 

Fc=27N/㎜2

接着系アンカー(ナット付)

有効埋込長12da(264mm)
定着長さ40da(880mm)以上

2-D22

ディスクシアキー
無収縮モルタル圧入

軸筋
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接着系アンカー(ナット付)
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定着長さ40da(880mm)以上
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□-D13@150

接着系アンカー(ナット付)
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有効埋込長12da(264mm)
定着長さ40da(880mm)以上 □-D13@150

□-D13@150

有効埋込長12da(264mm)
定着長さ40da(880mm)以上

接着系アンカー(ナット付)

有効埋込長12da(264mm)
定着長さ40da(880mm)以上

接着系アンカー(ナット付)
1-D22

5-D22

ディスクシアキー
同等工法

シアコネクター　D13-＠400
有効埋め込み（4da）
先端ナット付き
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設計に緑を

図面名

株式会 社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
工事名

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．記事
縮　尺

図面ＮｏＡ２版 　　100％

Ａ３版  　　71％

設計年月日

車田　寛1級建築士　登録　第369073号
登録　１７（１）第０５８７号１級建築士事務所　　

管理建築士　　　　　　
  .  .62021

３号棟
既存　部材リスト 1/50

S-35
浜口　修也構造1級建築士　登録　第　4097号

1級建築士　　　登録　第248850号

構造設計者 旭町住宅３号棟耐震改修等工事(建築主体工事)

4-D22

4-D22

3-D22

3-D22

350×500

350×1,200

全断面
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FG2

全断面
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工　事　名　称 旭町住宅３号棟耐震改修等工事（建築主体工事）

工　事　場　所

［工　事　概　要］

用途,構造,面積

工　事　範　囲

別　途　工　事

工　　　　　期 契約締結日の翌日 ～ 令和5年3月20日

一　般　事　項

　《 工事予算内訳 》

区　　　　　分 概　　　　　要

設　計　金　額

消　費　税　額

合　計　金　額

合　計　金　額

〈内　　　　　訳〉

金　　　　　額

電気設備工事，機械設備工事

参考数量書

三原市旭町一丁目

鉄筋コンクリート造４階建　延べ面積1,341.38㎡

建築主体工事，外構工事



工事費内訳

直接工事費      

建築工事        
1   

式
計

共通費          

  共通仮設費    
1   

式
  現場管理費    

1   
式

  一般管理費等  
1   

式
計

工事価格        
1   

式
消費税等相当額  

1   消費税率 10 ％
式

工事費          
1   

式

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 金 　　　　　額 備　　　　考単 位



工事種別内訳

建築工事        
1   

式
計

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 金 　　　　　額 備　　　　考単 位



建築工事　種目別内訳

EV増築工事      
1   

式
耐震補強工事    

1   
式

外壁劣化改修工事
1   

式
屋上防水改修工事

1   
式

外構工事        
1   

式
計

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 金 　　　　　額 備　　　　考単 位



建築工事　科目別内訳

直接仮設        
1   

式
土工            

1   
式

地業            
1   

式
鉄筋            

1   
式

コンクリート    
1   

式
型枠            

1   
式

鉄骨            
1   

式
既製コンクリート

1   
式

防水            
1   

式
屋根及びとい    

1   
式

金属            
1   

式
左官            

1   
式

塗装            
1   

式
内外装          

1   
式

昇降機設置工事  
1   

式

EV増築工事

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考



建築工事　科目別内訳

外構            
1   

式
撤去            

1   
式

発生材処理費    
1   

式
計

EV増築工事

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考



建築工事　科目別内訳

耐震補強工事    
1   

式
計

耐震補強工事

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考



建築工事　科目別内訳

仮設工事        
1   

式
外壁改修工事    

1   
式

撤去工事        
1   

式
発生材処理費    

1   
式

計

外壁劣化改修工事

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考



建築工事　科目別内訳

仮設工事        
1   

式
防水改修工事    

1   
式

撤去工事        
1   

式
発生材処理費    

1   
式

計

屋上防水改修工事

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考



建築工事　科目別内訳

舗装            
1   

式
自転車置場      

1   
式

ゴミ置場        
1   

式
屋外倉庫        

1   
式

駐車場          
1   

式
撤去工事        

1   
式

発生材処理費    
1   

式
計

外構工事

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

遣方            一 般                           
17.3 

㎡
墨出し          一 般                           

S造      地上階                 69.2 
㎡

養生            一 般                           
S造      地上階                 69.2 

㎡
整理清掃        一 般                           
後片付け        S造      地上階                 69.2 

㎡
枠組本足場      建枠 900×1700 布枠500+240      
(手すり先行方式) 掛払い手間 供用1日賃料 基本料   202   

修理費含む 22m未満              ｍ2
安全手すり      枠組本足場用                    
(手すり先行方式) 掛払い手間 供用1日賃料 基本料   16.4 

修理費含む                      ｍ
ｼｬﾌﾄ内足場      枠組棚足場                      

掛払い手間 供用1日賃料 基本料   40   
修理費含む                      ｍ2

外部仕上足場    脚立足場                        
掛払い手間 供用1日賃料 基本料   2.7 
修理費含む                      ｍ2

養生ｼｰﾄ張り     防炎Ⅰ類                        
掛払い手間 供用1日賃料 基本料   202   
修理費含む                      ｍ2

仮設材運搬      建枠幅900(二枚布)               
(枠組本足場)    202   
(手すり先行方式) ㎡
仮設材運搬      枠組本足場用(手すり先行方式)    
(安全てすり)    16.4 

ｍ
仮設材運搬      
(ｼｬﾌﾄ内足場)    40   

㎡
仮設材運搬      4階建                           
(外部仕上足場   3   
脚立足場)       ｍ2
仮設材運搬      
(ｼｰﾄ･ﾈｯﾄ類)     202   

㎡
計

EV増築工事 直接仮設

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

根切り          つぼ,布掘り                     
深さ2.5m程度                    47.9 

ｍ3
床付け          つぼ,布掘り                     

14.4 
㎡

杭間ざらい      既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭 φ350～600mm       
4   

本
埋戻し(B種)     -          発生土               

34.3 
ｍ3

建設発生土運搬  ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ    2t積級             
ﾊﾞｯｸﾎｳ0.13m3 土砂 DID区間有り   13.6 
24.0㎞以下                      ｍ3

建設発生土処分  場外処分                        
処分費                          13.6 

ｍ3
土工機械運搬    根切り、埋戻し                  

-                               2   
往復

計

EV増築工事 土工

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

砂利地業        再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ                     
0.5 

ｍ3
既製杭          上杭φ318.5(t=7.9 STK490)L=4.0m 

下･中杭φ318.5(t=7.9 STK490)    1   
L=10.0m                         式

施工費          EAZET工法同等品                 
1   

式
杭頭補強        φ318.5　10-D19　L=760          

4   
か所

計

EV増築工事 地業

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

異形鉄筋        SD295A D10                      
0.2 

ｔ
異形鉄筋        SD295A D13                      

0.5 
ｔ

異形鉄筋        SD345 D19                       
0.2 

ｔ
異形鉄筋        SD345 D22                       

0.3 
ｔ

鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除  
▲0.03

ｔ
鉄筋加工組立    小型構造物                      

-                  -            1.2 
ｔ

鉄筋運搬費      4ｔ車  30㎞程度                 
1.2 

ｔ
計

EV増築工事 鉄筋

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ      捨てｺﾝﾝｸﾘｰﾄ(高炉B)              
Fc=18N/mm2 S=15                 0.5 

ｍ3
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ      基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ                      

Fc=24N/mm2 S=15                 8.7 
ｍ3

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ      1階床ｺﾝｸﾘｰﾄ                     
Fc=24N/mm2 S=15                 0.5 

ｍ3
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ      ﾃﾞｯｷｺﾝｸﾘｰﾄ                      

Fc=24N/mm2 S=18                 1.4 
ｍ3

構造体強度補正値 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ + 6N                 
Fc=27-24N/mm2 S=15              8.7 

ｍ3
構造体強度補正値 1階床ｺﾝｸﾘｰﾄ + 6N                

Fc=27-24N/mm2 S=15              0.5 
ｍ3

構造体強度補正値 ﾃﾞｯｷｺﾝｸﾘｰﾄ +6N                  
Fc=27-24N/mm2 S=18              1.4 

ｍ3
ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  捨てｺﾝｸﾘｰﾄ     人力打設         

-                  S15～S18     0.5 
押え共                          ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  防水保護ｺﾝｸﾘｰﾄ 人力打設         
-                  S15～S18     1.4 
押え共                          ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  小型構造物     人力打設         
工作物の基礎等     S15～S18     7.4 
押え共                          ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  防水保護ｺﾝｸﾘｰﾄ 人力打設         
-                  S15～S18     0.5 
押え共                          ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  S造ｽﾗﾌﾞ        ﾎﾟﾝﾌﾟ打設        
50m3/回程度        S15～S18     1.4 
押え共        圧送費､基本料別途 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ     30m3以上 50m3/回未満            
圧送            基本料金別途加算                1   

ｍ3
ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 30m3以上 50m3/回未満            
基本料金        1   

回
計

EV増築工事 コンクリート

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

普通型枠        小型構造物                      
擁壁、囲障の基礎等              42.4 

㎡
型枠運搬費      4ｔ車  30㎞程度 往復            

56.4 
㎡

打放し合板型枠  ﾗｰﾒﾝ構造　地上軸部              
A種             階高3.5～4.0m程度               10.8 

㎡
型枠            打放合板型枠B種                 

ﾗｰﾒﾝ構造           地上軸部     3.1 
階高3.5～4.0m程度               ㎡

打放し面補修    A 種 ｺｰﾝ処理   目違いばらい無   
10.8 

㎡
打放し面補修    B 種 ｺｰﾝ処理   部分目違いばらい 

3.1 
㎡

計

EV増築工事 型枠

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

角形鋼管        BCR295                          
□-250*250*9                    1.5 

ｔ
角形鋼管        BCR295                          

□-250*250*12                   2   
ｔ

H形鋼           SS400                           
H-200×200×8×12               0.2 

ｔ
H形鋼           SN400B                          

H-244×175×7×11               0.5 
ｔ

H形鋼           SN400B                          
H-294×200×8×12               1.8 

ｔ
切板            SS400                           

PL-19                           0.5 
ｔ

切板            SS400                           
PL-9                            0.01

ｔ
鉄骨ｽｸﾗｯﾌﾟ控除  

▲0.2 
ｔ

鉄骨工場加工組立 耐震補強流用                    
費              7.2 

ｔ
工場錆止め塗装  K5674                           

7.2 
ｍ2

現場建方費      耐震補強流用                    
7.2 

ｔ
鉄骨運搬        4t車                            

7.2 
ｔ

弾性露出柱脚 J25
0-12K           4   

か所
JIS形高力ﾎﾞﾙﾄ締 F10T                            
付              M20×60                         550   

本
JIS形高力ﾎﾞﾙﾄ締 F10T                            
付              M20×55                         138   

本

EV増築工事 鉄骨

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

JIS形高力ﾎﾞﾙﾄ締 F10T                            
付              M16×45                         17   

本
高力ﾎﾞﾙﾄ締付    

660   
本

ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ        ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ付き                     
25t吊り                         1   

日
無収縮ﾓﾙﾀﾙ      430×430 厚30mm                 

4   
か所

超音波探傷試験費 工場                            
第三者検査 全数量 212か所       20   

か所
耐火被覆        半乾式吹付け 柱･梁              

厚25mm                          68.7 
ｍ2

計

EV増築工事 鉄骨

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

ALC版           厚100 ﾀﾃ張り(A種)               
124   

ｍ2
ALC版(屋根ﾊﾟﾈﾙ) 厚100                           

15   
ｍ2

ALC版ｺｰﾅｰ役物   厚100 300×300                  
39.8 

ｍ
ALC取付金物     L-75×75×6 足元                

18.9 
ｍ

ALC取付金物     L-75×75×6 通し                
52.3 

ｍ
ALC開口補強金物 L-75×75×6                     

22.2 
ｍ

計

EV増築工事 既製コンクリート

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

合成高分子系    S-M2 機械固定工法　平場         
ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水  塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂     表面塗装なし   8.8 
(材工共)        -       ｼｰﾙ材共                 ㎡
合成高分子系    S-M2 機械固定工法　立上         
ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水  塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂     表面塗装なし   6.2 
(材工共)        -       ｼｰﾙ材共                 ㎡
ｼｰﾘﾝｸﾞ          一般部 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)        

15×10                          35.6 
ｍ

計

EV増築工事 防水

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ         横形ろく屋根用 ｱｽﾌｧﾙﾄ･ｼｰﾄ防水用 
SGP 100A        張掛け幅 100    2   

か所
硬質ﾎﾟﾘ塩化     径100                           
ﾋﾞﾆﾙ管とい      12.1 

ｍ
地中埋設管      硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管 100A             

2   
ｍ

計

EV増築工事 屋根及びとい

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

軽量鉄骨下がり壁 25形(屋外) H300～500程度        
下地            24.4 

ｍ
軽量鉄骨天井下地 25形(屋外) ふところ1.0ｍ未満    

下地張りなし @300 ｲﾝｻｰﾄ別途     9.9 
㎡

天井ｲﾝｻｰﾄ       ﾃﾞｯｷ用                          
14.9 

㎡
ｱﾙﾐ製下端見切   135*25                          

7.2 
ｍ

ｱﾙﾐ製           
防水押え水切り  3   

ｍ
下り壁見切縁    ｱﾙﾐ製                           

24.4 
ｍ

ｱﾙﾐ製EXP.J金物  屋根用 ｸﾘｱﾗﾝｽ100用              
1時間耐火帯付                   3   

ｍ
ｱﾙﾐ製EXP.J金物  床平型 ｸﾘｱﾗﾝｽ100用 1時間耐火帯付

8.1 
ｍ

ｱﾙﾐ製EXP.J金物  外壁平型 ｸﾘｱﾗﾝｽ100用            
1.9 

ｍ
ｱﾙﾐ製EXP.J金物  外壁L型 ｸﾘｱﾗﾝｽ100用             

1.3 
ｍ

ｱﾙﾐ製笠木       W=400                           
14.9 

ｍ
ｱﾙﾐ製手摺       H=1100                          

7.2 
ｍ

ｽﾃﾝﾚｽ製手摺     H=800                           
10   

ｍ
階段滑り止め    ｽﾃﾝﾚｽ製 ｴﾝﾄﾞ無し   幅35         

4.7 
ｍ

計

EV増築工事 金属

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

床ｺﾝｸﾘｰﾄ刷毛引き
仕上            11.3 

ｍ2
床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し  金ごて 直均し仕上げ             
仕上げ          13.4 

㎡
床ﾓﾙﾀﾙ塗り      金ごて ﾓﾙﾀﾙ仕上げ     厚30      

4.1 
㎡

幅木ﾓﾙﾀﾙ塗り    金ごて 目地用ｼﾞｮｲﾅｰ共 高さ100   
8.1 

ｍ
笠木ﾓﾙﾀﾙ塗り    金ごて 糸幅340                  

7.2 
ｍ

笠木天端ｺﾝｸﾘｰﾄ  金ごて 幅300                    
直均し仕上げ    10   

ｍ
複層塗材 E      ｺﾝｸﾘｰﾄ面  凹凸状   吹付け       

ｱｸﾘﾙ系 水系 つやあり 上塗2回    3.1 
下地調整費(C-1)共               ㎡

複層塗材 E      ALCﾊﾟﾈﾙ面 凹凸状   吹付け       
ｱｸﾘﾙ系 水系 つやあり 上塗2回    148   
下地調整費(E)共                 ㎡

撥水材塗布仕上  
12.4 

ｍ2
計

EV増築工事 左官

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

ＥＰ－Ｇ塗り    けい酸ｶﾙｼｳﾑ板面  工程B種(見上)  
素地B種                         16.5 

㎡
計

EV増築工事 塗装

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

天井　けい酸    ﾀｲﾌﾟ2(ﾉﾝｱｽ)0.8FK 厚 6           
ｶﾙｼｳﾑ板張り     目透かし                        16.5 

㎡
計

EV増築工事 内外装

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ         乗用 ﾄﾗﾝｸ付                     
車いす仕様　積載量:600kg(9人)   1   
停止か所:4か所 1方向            か所

計

EV増築工事 昇降機設置工事

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装      A-5-15 再生密粒 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ     
500㎡未満                       19.4 

㎡
計

EV増築工事 外構

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去      鉄筋切断共 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾚｰｶ 集積共   
3.7 

ｍ3
舗装路盤撤去    集積共                          

4.7 
ｍ3

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去  集積共                          
1.6 

ｍ3
土間砕石地業撤去 集積共                          

1.4 
ｍ3

ｶｯﾀｰ入れ        ﾓﾙﾀﾙ面   厚さ20～30㎜           
55.3 

ｍ
ｶｯﾀｰ入れ        ｺﾝｸﾘｰﾄ面 厚さ20～30㎜           

1.4 
ｍ

ｱｽﾌｧﾙﾄｶｯﾀｰ入れ  
28.6 

ｍ
床ﾓﾙﾀﾙ･床人研ぎ 集積共                          
撤去            2.3 

㎡
壁ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ   集積共                          
撤去            5.2 

㎡
発生材積込み    ﾓﾙﾀﾙ                            

0.8 
ｍ3

発生材積込み    ｺﾝｸﾘｰﾄ塊                        
3.1 

ｍ3
発生材積込み    砕石地業                        

1.4 
ｍ3

発生材積込み    ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装                      
1.6 

ｍ3
発生材積込み    舗装路盤                        

4.7 
ｍ3

計

EV増築工事 撤去

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

[発生材運搬費]  

とりこわし      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ   10t積級             
発生材運搬      ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3  無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ類       0.8 

DID区間有り 60.0㎞以下          ｍ3
とりこわし      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ   10t積級             
発生材運搬      ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3  無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ類       3.1 

DID区間有り 60.0㎞以下          ｍ3
とりこわし      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ   10t積級             
発生材運搬      ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3  無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ類       1.4 

DID区間有り 60.0㎞以下          ｍ3
とりこわし      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ   10t積級             
発生材運搬      ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3  無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ類       1.6 

DID区間有り 60.0㎞以下          ｍ3
とりこわし      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ   10t積級             
発生材運搬      ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3  無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ類       4.7 

DID区間有り 60.0㎞以下          ｍ3
[発生材処理費]  

とりこわし      ﾓﾙﾀﾙ                            
発生材処分      0.8 

ｍ3
とりこわし      ｺﾝｸﾘｰﾄ塊                        
発生材処分      3.1 

ｍ3
とりこわし      砕石地業                        
発生材処分      1.4 

ｍ3
とりこわし      ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装                      
発生材処分      1.6 

ｍ3
とりこわし      舗装路盤                        
発生材処分      4.7 

ｍ3
計

EV増築工事 発生材処理費

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

[鉄筋]          

異形鉄筋        SD295A  D10                     
47.8 

kg
異形鉄筋        SD295A  D13                     

182   
kg

異形鉄筋        SD345  D22                      
119   

kg
鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ      

▲9   

鉄筋加工組立費  耐震改修用                      
335   

Ｋｇ
鉄筋運搬費      4ｔ車  30㎞程度                 

335   
ｔ

[ｺﾝｸﾘｰﾄ]        

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ      Fc=27N/mm2  S=18                
1.6 

ｍ3
構造体強度補正値 ⊿3N                            

Fc=27+3=30N/mm2  S=18           1.6 
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  耐震壁       流し込み工法       
標準階高 圧送費､基本料別途      1.6 

ｍ3
ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ     30m3以上 50m3/回未満            
圧送            基本料金別途加算                1.6 

ｍ3
[型枠]          

型枠            打放合板型枠B種                 
耐震改修用         地上軸部     9.5 
-                               ㎡

型枠運搬費      4ｔ車  30㎞程度 往復            
9.5 

㎡

耐震補強工事 耐震補強工事

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

[その他]        

無収縮ﾓﾙﾀﾙ注入  Fc=30N/mm2                      
0.1 

ｍ3
無収縮ﾓﾙﾀﾙ注入用 H=200程度                       
型枠            両面木製                        2.5 

ｍ
あと施工ｱﾝｶｰ    D13 接着系 横向き               

埋込み深さ:L=5da                12   
定着長さ:L=25da                 本

あと施工ｱﾝｶｰ    D22 接着系 横向き               
埋込み深さ:L=13da               30   
定着長さ:L=40da                 本

ﾃﾞｨｽｸｼｱｷｰ取付け 60φ-M16 下向き                 
A.Bolt有効埋込長さ72mm          20   
接続Bolt定着長150mm             本

ﾃﾞｨｽｸｼｱｷｰ取付け 60φ-M16 横向き                 
A.Bolt有効埋込長さ72mm          8   
接続Bolt定着長150mm             本

ﾃﾞｨｽｸｼｱｷｰ取付け 60φ-M16 上向き                 
A.Bolt有効埋込長さ72mm          10   
接続Bolt定着長150mm             本

ﾃﾞｨｽｸｼｱｷｰ確認試 1本/1日施工枠毎、且つ確認強度毎 
験              打音検査・固着試験              1   

式
ｽﾘｯﾄ工事        ﾉﾝﾋﾟｯｸ工法･薄残し型完全ｽﾘｯﾄ     

(躯体20mm以下残し)              1   
式

[撤去]          

壁 ｺﾝｸﾘｰﾄ目荒し 
2.5 

ｍ2
計

耐震補強工事 耐震補強工事

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

養生(外壁改修)  
378   

㎡
整理清掃後片付け
(外壁改修)      378   

㎡
枠組本足場      建枠 900×1700    布枠500+240   
(手すり先行方式) 掛払い手間、供用1日損料、基本料 1,112   

修理費含む　22m未満             ㎡
安全手すり      枠組本足場用                    
(手すり先行方式) 掛払い手間、供用1日損料、基本料 95.5 

修理費含む                      ｍ
ﾈｯﾄ状養生ｼｰﾄ張り 防炎Ⅰ類                        

掛払い手間、供用1日損料、基本料 1,112   
修理費含む                      ㎡

外部仕上足場    階高4.0m以下                    
(改修)          脚立足場   一般                 187   

-                               ㎡
外部階段仕上足場 掛払い手間、供用1日損料、基本料 

修理費含む                      155   
㎡

仮設材運搬      建枠幅900(二枚布)               
(枠組本足場)    1,112   
(手すり先行方式) ㎡
仮設材運搬      
(ｼｰﾄ･ﾈｯﾄ類)     1,112   

㎡
仮設材運搬      枠組本足場用(手すり先行方式)    
(安全てすり)    95.5 

ｍ
仮設材運搬      4階建                           
(外部仕上足場   187   
脚立足場)       ㎡
仮設材運搬      
(外部階段       155   
仕上足場)       ㎡

計

外壁劣化改修工事 仮設工事

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

施工数量調査    打放し面･仕上塗材改修           
(外壁改修)      355   

㎡
施工数量調査    ﾀｲﾙ･ﾓﾙﾀﾙ塗替改修                
(外壁改修)      1,532   

㎡
Ａ－１          
打放し面表面劣化 355   
処理            ㎡
Ａ－２          
ﾓﾙﾀﾙ面表面劣化処 1,532   
理              ㎡
Ｂ－４          0.2～0.5㎜ 自動   挙動　無し    
ﾓﾙﾀﾙ面ｴﾎﾟｷｼ樹脂 154   
注入工法        ｍ
Ｂ－４          0.5～1.0㎜ 手動   挙動　無し    
ﾓﾙﾀﾙ面ｴﾎﾟｷｼ樹脂 14.3 
注入工法        ｍ
Ｄ－１          0.25㎡以上                      
ﾓﾙﾀﾙ面はつり    23.8 

㎡
Ｃ－２          
ｸﾗｯｸ部ﾓﾙﾀﾙ面ｻﾋﾞ 530   
鉄筋処理        ｍ
Ｄ－２　ﾓﾙﾀﾙ面ｱﾝ 0.25㎡以下 一般部(１６カ所／㎡) 
ｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分注 265   
入ｴﾎﾟｷｼ樹脂     ㎡
Ｅ－３          ポリマーセメント                
ﾓﾙﾀﾙ面欠損部処理 54.3 

㎡
計

外壁劣化改修工事 外壁改修工事 劣化補修

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

複層塗材 E      ﾓﾙﾀﾙ面  凹凸状   吹付け         
ｱｸﾘﾙ系 水系 つやあり 上塗2回    1,532   
下地調整費別途                  ㎡

外装薄塗材 E    ﾓﾙﾀﾙ面  砂壁状 吹付け           
下地調整費別途                  355   

㎡
計

外壁劣化改修工事 外壁改修工事 外壁吹付替

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

ＤＰ塗り(細幅)  鉄鋼面                          
下塗・下地RB種(塗替え面)共      264   

ｍ
ＤＰ塗り        ﾌﾚｷ面                           

下塗・下地RB種(塗替え面)共      48.7 
㎡

ＤＰ塗り        鋼製建具面                      
下塗・下地RB種(塗替え面)共      85.9 

㎡
ｱﾙﾐ製物干金物   

40   
か所

硬質ﾎﾟﾘ塩化     径50                            
ﾋﾞﾆﾙ管とい(ｶﾗｰ) 66.1 

ｍ
ｱﾙﾐ製目隠しﾙｰﾊﾞｰ

103   
㎡

計

外壁劣化改修工事 外壁改修工事 塗装替その他

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

床養生          ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｼｰﾄ（厚0.15㎜以上）二重+ 
吸水ｼｰﾄ                         355   

㎡
外装薄塗材撤去  剥離剤併用手工具ｹﾚﾝ工法　塗材の 

み　下地調整材除く              355   
㎡

ｶﾊﾞｰｱｯﾌﾟ剤塗布  除去面                          
355   

㎡
廃石綿密封処理  二重梱包（除去塗材・床養生材共）

1   
回

清掃費          施工区画内　2回                 
355   

㎡
消耗品費        手袋・ﾏｽｸ等                     

355   
㎡

粉塵濃度測定費  処理作業中                      
4   

点
廃棄物運搬費    特別管理型産業廃棄物            

1   
車

廃棄物処理費    特別管理型産業廃棄物            
4   

m3
計

外壁劣化改修工事 外壁改修工事 ｱｽﾍﾞｽﾄ除去工事

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

物干金物撤去    
40   

か所
たてどい撤去    VP管 集積共                     

66.1 
ｍ

目隠しﾙｰﾊﾞｰ撤去 
集積共          112   

㎡
発生材積込み    ﾎﾞｰﾄﾞ･木材類 人力               

0.3 
ｍ3

計

外壁劣化改修工事 撤去工事

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

[発生材運搬費]  

とりこわし      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ   10t積級             
発生材運搬      ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3  木材類             0.3 

DID区間有り 60.0㎞以下          ｍ3
[発生材処理費]  

とりこわし      塩ﾋﾞ                            
発生材処分      0.3 

ｍ3
[ｽｸﾗｯﾌﾟ]        

ｽｸﾗｯﾌﾟ運搬費    
1.3 

ｔ
ｽｸﾗｯﾌﾟ          H2                              

▲0.2 
ｔ

ｽｸﾗｯﾌﾟ          ｱﾙﾐ                             
▲1.1 

ｔ
計

外壁劣化改修工事 発生材処理費

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

墨出し          
(屋上防水改修)  316   

㎡
養生            露出防水･簡易防水(塗膜･ｼｰﾄ)     
(屋上防水改修)  376   

㎡
整理清掃後片付け 露出防水･簡易防水(塗膜･ｼｰﾄ)     
(屋上防水改修)  376   

㎡
計

屋上防水改修工事 仮設工事

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

ｱﾙﾐ製笠木       W420                            
87.6 

ｍ
ｱﾙﾐ製笠木       400*600                         
柱上部役物      2   

か所
ｱﾙﾐ製笠木       500*600                         
柱上部役物      2   

か所
ｱﾙﾐ製笠木       W420                            
(ｺｰﾅｰ役物)      4   

か所
高圧水洗浄      150～200㎏/cm2                  

661   
㎡

防水下地調整費  ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ塗布               
661   

㎡
塗膜防水(材工共) X-1 絶縁工法 ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系   平面   

表面塗装ｼﾙﾊﾞｰ                   316   
㎡

塗膜防水(材工共) X-1 絶縁工法 ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系   立上り 
表面塗装ｼﾙﾊﾞｰ                   60.5 

㎡
塗膜防水(材工共) X-2 密着工法 ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系   平面   

表面塗装ｼﾙﾊﾞｰ                   242   
㎡

塗膜防水(材工共) X-2 密着工法 ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系   立上り 
表面塗装ｼﾙﾊﾞｰ                   42.6 

㎡
改修用          75φ　縦引き 塗膜防水用         
ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ        6   

か所
改修用          75φ　縦引き                    
ﾊﾞﾙｺﾆｰﾄﾞﾚｲﾝ     24   

か所
計

屋上防水改修工事 防水改修工事

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

既存防水層撤去  屋上防水層 ｱｽﾌｧﾙﾄ防水層 集積共  
342   

㎡
ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ撤去    75φ用 ｽﾄﾚｰﾅｰのみ 集積共        

6   
か所

ﾊﾞﾙｺﾆｰﾄﾞﾚｲﾝ撤去 75φ用 ｽﾄﾚｰﾅｰのみ 集積共        
24   

か所
発生材積込み    ﾎﾞｰﾄﾞ･木材類 人力               

0.7 
ｍ3

計

屋上防水改修工事 撤去工事

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

[発生材運搬費]  

とりこわし      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ   10t積級             
発生材運搬      ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3  木材類             0.7 

DID区間有り 60.0㎞以下          ｍ3
[発生材処理費]  

とりこわし発生材
処分            0.7 

ｍ3
[ｽｸﾗｯﾌﾟ]        

ｽｸﾗｯﾌﾟ運搬費    
0.2 

ｔ
ｽｸﾗｯﾌﾟ          鋳鉄                            

▲0.2 
ｔ

計

屋上防水改修工事 発生材処理費

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装      A-5-15 再生密粒 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ     
500-1000㎡未満                  366   

㎡
白線引き        W150　溶融式                    

122   
ｍ

タイヤ止め      ｺﾝｸﾘｰﾄ製　W600　材工共          
30   

個
計

外構工事 舗装

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

根切り          つぼ,布掘り                     
深さ2.5m程度                    12.8 

ｍ3
床付け          つぼ,布掘り                     

6   
㎡

埋戻し(B種)     -          発生土               
9.7 

ｍ3
建設発生土運搬  ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ    2t積級             

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.13m3 土砂 DID区間有り   3.1 
24.0㎞以下                      ｍ3

建設発生土処分  場外処分                        
処分費                          3.1 

ｍ3
土工機械運搬    根切り、埋戻し                  

-                               2   
往復

砂利地業        再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ                     
1.9 

ｍ3
異形鉄筋        SD295A D13                      

0.04
ｔ

鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除  
1   

式
鉄筋加工組立    小型構造物                      

-                  -            0.04
ｔ

鉄筋運搬費      4ｔ車  30㎞程度                 
0.04

ｔ
無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ      捨てｺﾝﾝｸﾘｰﾄ(高炉B)              

Fc=18N/mm2 S=15                 0.3 
ｍ3

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ      基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ                      
Fc=18N/mm2 S=15                 6   

ｍ3
ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  捨てｺﾝｸﾘｰﾄ     人力打設         

-                  S15～S18     0.3 
-        -                      ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  小型構造物     人力打設         
工作物の基礎等     S15～S18     6   
-        -                      ｍ3

外構工事 自転車置場

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ     30m3以上 50m3/回未満            
圧送            基本料金別途加算                6   

ｍ3
ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 30m3以上 50m3/回未満            
基本料金        1   

回
普通型枠        小型構造物                      

擁壁、囲障の基礎等              13.6 
㎡

型枠運搬費      4ｔ車  30㎞程度 往復            
13.6 

㎡
床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し  金ごて 直均し仕上げ             
仕上げ          26.9 

㎡
車止め          ｽﾃﾝﾚｽﾊﾟｲﾌﾟ　42.7φ              

L=2.5m　H=300                   4   
か所

自転車置場      L=2,800　4連棟                  
1   

式
計

外構工事 自転車置場

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

根切り          小規模土工                      
-                               1.6 

ｍ3
埋戻し(B種)     小規模土工 発生土               

0.5 
ｍ3

敷きならし      締め固め共                      
1.1 

ｍ3
土工機械運搬    根切り、埋戻し(小規模土工)      

-                               2   
往復

砂利地業        再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ                     
0.4 

ｍ3
普通ｺﾝｸﾘｰﾄ      Fc=18 S=15                      

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ                      0.7 
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  小型構造物     人力打設         
工作物の基礎等     S15～S18     0.7 
-        -                      ｍ3

普通型枠        小型構造物                      
擁壁、囲障の基礎等              2.1 

㎡
型枠運搬費      4ｔ車  30㎞程度 往復            

2.1 
㎡

異形鉄筋        SD295A D10                      
0.03

ｔ
鉄筋加工組立    小型構造物                      

-                  -            0.03
ｔ

鉄筋運搬費      4ｔ車  30㎞程度                 
0.1 

ｔ
床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し  金ごて 薄張物下地               
仕上げ          11.1 

㎡
ｺﾞﾐｽﾃｰｼｮﾝ       1810×1150×H1960               

明記製作所:ｺﾞﾐｽﾃｰｼｮﾝ同等        2   
か所

計

外構工事 ゴミ置場

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

根切り          つぼ,布掘り                     
深さ2.5m程度                    17.2 

ｍ3
床付け          つぼ,布掘り                     

66.2 
㎡

埋戻し(B種)     -          発生土               
1.2 

ｍ3
建設発生土運搬  ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ    2t積級             

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.13m3 土砂 DID区間有り   16   
24.0㎞以下                      ｍ3

建設発生土処分  場外処分                        
処分費                          16   

ｍ3
砂利地業        再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ                     

4   
ｍ3

異形鉄筋        SD295A D10                      
0.4 

ｔ
鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除  

0.01
ｔ

鉄筋加工組立    小型構造物                      
-                  -            0.4 

ｔ
鉄筋運搬費      4ｔ車  30㎞程度                 

0.4 
ｔ

無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ      捨てｺﾝﾝｸﾘｰﾄ(高炉B)              
Fc=18N/mm2 S=15                 3.3 

ｍ3
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ      基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ                      

Fc=18N/mm2 S=15                 8.7 
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  捨てｺﾝｸﾘｰﾄ     人力打設         
-                  S15～S18     3.3 
-        -                      ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  小型構造物     人力打設         
工作物の基礎等     S15～S18     8.7 
-        -                      ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ     30m3以上 50m3/回未満            
圧送            基本料金別途加算                8.7 

ｍ3

外構工事 屋外倉庫

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 30m3以上 50m3/回未満            
基本料金        1   

回
普通型枠        小型構造物                      

擁壁、囲障の基礎等              12   
㎡

型枠運搬費      4ｔ車  30㎞程度 往復            
12   

㎡
倉庫            倉庫1,2,3,4,5                   

W=1,512　L=6,119                5   
か所

計

外構工事 屋外倉庫

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

根切り          つぼ,布掘り                     
深さ2.5m程度                    5.2 

ｍ3
床付け          つぼ,布掘り                     

12.6 
㎡

埋戻し(B種)     -          発生土               
2.2 

ｍ3
建設発生土運搬  ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ    2t積級             

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.13m3 土砂 DID区間有り   3   
24.0㎞以下                      ｍ3

建設発生土処分  場外処分                        
処分費                          3   

ｍ3
砂利地業        再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ                     

0.8 
ｍ3

異形鉄筋        SD295A D10                      
0.04

ｔ
異形鉄筋        SD295A D13                      

0.1 
ｔ

鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除  
1   

式
鉄筋加工組立    小型構造物                      

-                  -            0.2 
ｔ

鉄筋運搬費      4ｔ車  30㎞程度                 
0.2 

ｔ
無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ      捨てｺﾝﾝｸﾘｰﾄ(高炉B)              

Fc=18N/mm2 S=15                 0.6 
ｍ3

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ      基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ                      
Fc=18N/mm2 S=15                 2.1 

ｍ3
ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  捨てｺﾝｸﾘｰﾄ     人力打設         

-                  S15～S18     0.6 
-        -                      ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  小型構造物     人力打設         
工作物の基礎等     S15～S18     2.1 
-        -                      ｍ3

外構工事 駐車場

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ     30m3以上 50m3/回未満            
圧送            基本料金別途加算                2.1 

ｍ3
ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 30m3以上 50m3/回未満            
基本料金        1   

回
普通型枠        小型構造物                      

擁壁、囲障の基礎等              28.6 
㎡

型枠運搬費      4ｔ車  30㎞程度 往復            
28.6 

㎡
笠木天端ｺﾝｸﾘｰﾄ  金ごて 幅300                    
直均し仕上げ    35.7 

ｍ
計

外構工事 駐車場

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

ｱｽﾌｧﾙﾄｶｯﾀｰ入れ  
116   

ｍ
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去  50㎜                            

17.5 
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装撤去  厚100　集積共                   
2.3 

ｍ3
舗装路盤撤去    集積共                          

55.9 
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ花壇撤去  300*100　集積共                 
20.3 

ｍ3
ｺﾝｸﾘｰﾄ側溝撤去  W200　集積共                    

13   
ｍ3

発生材積込み    ｺﾝｸﾘｰﾄ類     人力               
77.9 

ｍ3
ﾎﾟﾝﾌﾟ室撤去     2.7*5.5*2.5H                    

鉄筋切断共 集積共               19.1 
ｍ3

倉庫室撤去      22.504*2.20*1.90H               
鉄筋切断共 集積共               31.6 

ｍ3
自転車置場撤去  15.6*2.10                       
上屋解体        32.8 

㎡
自転車置場撤去  15.6*2.10                       
土間解体        鉄筋切断共 集積共               4.9 

ｍ3
石綿ｽﾄｰﾚ屋根撤去

32.8 
㎡

発生材積込み    ｺﾝｸﾘｰﾄ類     人力               
134   

ｍ3
[ゴミ置場]      

石綿ｽﾄｰﾚ屋根撤去
7.5 

㎡

外構工事 撤去工事

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

ひし形金網撤去  ｱﾝｸﾞﾙ共                         
9.3 

㎡
ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去      鉄筋切断共 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾚｰｶ 集積共   

0.7 
ｍ3

CB撤去          ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾚｰｶ 集積共              
0.7 

ｍ3
発生材積込み    ｺﾝｸﾘｰﾄ類     人力               

1.5 
ｍ3

計

外構工事 撤去工事

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

[発生材運搬費]  

とりこわし      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ   10t積級             
発生材運搬      ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3  無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ類       4.5 

DID区間有り 60.0㎞以下          ｍ3
とりこわし      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ   10t積級             
発生材運搬      ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3  無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ類       17.5 

DID区間有り 60.0㎞以下          ｍ3
とりこわし      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ   10t積級             
発生材運搬      ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3  無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ類       55.9 

DID区間有り 60.0㎞以下          ｍ3
とりこわし      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ   10t積級             
発生材運搬      ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3  無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ類       55.7 

DID区間有り 60.0㎞以下          ｍ3
とりこわし      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ   10t積級             
発生材運搬      ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3  無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ類       0.7 

DID区間有り 60.0㎞以下          ｍ3
とりこわし      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ   10t積級             
発生材運搬      ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3  無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ類       0.6 

DID区間有り 60.0㎞以下          ｍ3
[発生材処理費]  

とりこわし      ｺﾝｸﾘｰﾄ塊                        
発生材処分      4.5 

ｍ3
とりこわし      ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装                      
発生材処分      17.5 

ｍ3
とりこわし      舗装路盤                        
発生材処分      55.9 

ｍ3
とりこわし      ｺﾝｸﾘｰﾄ塊                        
発生材処分      ﾎﾟﾝﾌﾟ･倉庫･自転車               55.7 

ｍ3
とりこわし      CB                              
発生材処分      0.7 

ｍ3
とりこわし      石綿ｽﾚｰﾄ                        
発生材処分      0.6 

ｍ3
計

外構工事 発生材処理費

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



共通仮設費(積上)　明細

仮囲い          成形鋼板                        
H=3000                          131   

ｍ
ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ       W=6000×H=1800                  

1   
か所

交通誘導員      B                               
300   

人
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ粉塵計    8ヵ月                           

2   
台

騒音振動計      ﾚﾍﾞﾙﾚｺｰﾀﾞ　8ヵ月                
1   

台
ｺﾝﾊﾟﾈ敷き       厚12                            

100   
ｍ2

仮設鉄板敷養生  22mm                            
100   

㎡
ｱｽﾍﾞｽﾄ分析調査  

10   
検体

[ポンプ室解体時]

仮囲い          成形鋼板                        
[ポンプ室解体時] H=3000                          30.6 

ｍ
ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ       W=6000×H=1800                  

1   
か所

[仮設駐車場]    

ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ       H=1800                          
37   

ｍ
砕石敷き        設置･撤去･整地共 t=5cm          

仮駐車場用                      820   
㎡

駐車区画線用    地盤面固定 設置･撤去処分共      
ﾛｰﾌﾟ張り        仮駐車場用                      210   

ｍ

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



共通仮設費(積上)　明細

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ     ﾀｲﾔ止用 t=10cm 設置･撤去処分共  
仮駐車場用                      50   

個
駐車番号        ﾍﾟｲﾝﾄ 15*15cm 仮駐車場用        

25   
か所

計

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



現場管理費(積上)　明細

広島県工事中情報
共有システム    1   

式
計

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
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